
講 演 （学会・研究会，国際学会，地域の講演会，ポスターセッション，一般向け公開講座等）

論 文 （原著，総説，依頼総説，症例報告等，専門学術誌に掲載された学術著作等）

著 書 （分担執筆，監修，翻訳，電子メディアを含む） 

 特許等知的財産関係，報告書 

 その他 
                   

                   

                   

                   

                   

医学部
                   
                   
                   
 第一内科学教室 （呼吸器内科）     放射線腫瘍学教室

 第一内科学教室 （腎臓・リウマチ膠原病内科）   麻酔科学教室  
 第一内科学教室 （神経内科）      臨床検査医学教室

 第二内科学教室 （循環器内科）     総合医療学教室  
 第二内科学教室 （血液内科）      リハビリテーション医学教室

 第三内科学教室 （消化器内科）     ｢リハビリテーション室｣

 第三内科学教室 （糖尿病・内分泌・代謝内科）   脳卒中医学教室  
 腫瘍内科学教室         解剖学教室 （肉眼解剖学）

 高齢医学教室         解剖学教室 （顕微解剖学）

 精神神経科学教室         統合生理学教室  
 小児科学教室          細胞生理学教室  
 外科学教室 （消化器・一般外科）    生化学教室（ ）

 外科学教室 （呼吸器・甲状腺外科）   生化学教室（ ）

 外科学教室 （乳腺外科）       薬理学教室  
 小児外科学教室          病理学教室  
 救急医学教室          感染症学教室 （微生物学）

 脳神経外科学教室          感染症学教室 （寄生虫学）

 心臓血管外科学教室         衛生学公衆衛生学教室

 整形外科学教室          法医学教室  
 皮膚科学教室          共同研究施設 部門

 形成外科学教室          フローサイトメトリー部門

 泌尿器科学教室          実験動物施設部門

 多発性嚢胞腎研究講座       生物学教室  
 眼科学教室          物理学教室  
 耳鼻咽喉科学教室         化学教室   
 産科婦人科学教室          英語教室   
 放射線医学教室               
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第一内科学教室

（呼吸器内科）

講 演

 佐久間翔，皿谷健：発熱，関節痛を主訴とし慢性腎不全の二次

性副甲状腺機能亢進症による片側性の異所性肺石灰化症を

契機に診断された急性リンパ球性白血病の一例．第 回日本

内科学会総会，東京， 年 月 日．

 滝澤始： の気管支拡張療法：エビデンスから実地診療へ．

第 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，京都， 年 月

日．

 小出卓，大場智広，松林南子，川辺梨恵，奥田良，天野雅子，

松島秀和：当院における の臨床的検討．第 回

日本呼吸器内視鏡学会学術集会，京都， 年 月 日．

 肥留川一郎，横山琢磨，平田彩，西沢知剛，石田学，小田未

来，中本啓太郎，高田佐織，中里陽子，石井晴之，武井秀史，

近藤武彦，滝澤始，後藤元：当院呼吸器内科における肺門およ

び縦隔リンパ節腫大に対する超音波気管支鏡下針生検の有用

性の検討．第 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，京都，

年 月 日．

 小田未来，横山琢磨，平田彩，西沢知剛，石田学，肥留川一

郎，中本啓太郎，高田佐織，石井晴之，滝澤始，後藤元：超音

波気管支鏡下リンパ節生検（ で診断した胸膜中

皮腫の１例．第 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，京都，

年 月 日．

 中本啓太郎，和田裕雄，佐田充，乾俊哉，中村益夫，本田紘

二郎，田中康隆，高田佐織，渡辺雅人，横山琢磨，皿谷健，倉

井大輔，石井晴之，滝澤始，後藤元： によるヒト肺胞上

皮細胞の 産生への影響．第 回気道分泌研究会，

大阪， 年 月 日．

 滝澤始：呼吸器感染症における炎症病態とその治療戦略．第

回日本呼吸学会学術講演会，大阪， 年 月 日．

 石井晴之，田澤立之，皿谷健，倉井大輔，横山恵美，横山琢

磨，滝澤始，井上義一 中田光 後藤元：わが国における骨髄異

形成症候群に続発した肺胞蛋白症の予後について．第 回日

本呼吸学会学術講演会，大阪， 年 月 日．

 皿谷健 及び

の成人呼吸器疾患における持続感染の前視方的調査研究．第

回日本呼吸学会学術講演会，大阪， 年 月 日．

 和田裕雄，森田恵子，乾俊哉，中村益夫，中本啓太郎，本田

紘二郎，佐田充，高田佐織，横山琢磨，倉井大輔，後藤元，佐

藤徹，滝澤始：肺動脈高血圧患者の強制オシレーション法

（ による呼吸メカニクスの解析．第 回日本呼吸学会学術

講演会，大阪， 年 月 日．

 渡辺雅人，滝澤始，後藤元：感染症バイオマーカープロカルシ

トニン（ ） における 継時測定による解析と考察 ．

第 回日本呼吸学会学術講演会，大阪， 年 月 日．

 中本啓太郎，和田裕雄，佐田充，乾俊哉，中村益夫，本田紘

二郎，田中康隆，高田佐織，渡辺雅人，横山琢磨，皿谷健，倉

井大輔，石井晴之，滝澤始，後藤元： によるヒト肺胞上

皮細胞への影響．第 回日本呼吸学会学術講演会，大阪，

年 月 日．

 平田彩，横山琢磨，高田佐織，肥留川一郎，辻本直貴，佐田

充，小川ゆかり，中島明，蘇原慧伶，田中康隆，石井晴之，滝

澤始，後藤元：経口補水液を用いた の安全

性と忍容性についての探索的研究．第 回日本呼吸学会学術

講演会，大阪， 年 月 日．

 皿谷健，倉井大輔，石井晴之，木村博一，佐々木佳子，

塚越博之，滝澤始，後藤元： 及び

の成人呼吸器疾患における持続感

染の前視方的調査研究．第 回日本呼吸学会学術講演会，

大阪， 年 月 日．

 渡辺雅人，滝澤始，田村仁樹，中島明，後藤元：感染症バイオ

マーカー プロカルシトニン（ － における 維持測

定による解析と考察－．第 回日本呼吸学会学術講演会，大

阪， 年 月 日．

 蘇原慧伶，皿谷健，石井晴之，滝澤始，後藤元：膠原病患者の

診断における Mechanic´s hands の有用性の検討．第 回日本

呼吸学会学術講演会，大阪， 年 月 日．

 中本啓太郎，和田裕雄，佐田充，乾俊哉，小川ゆかり，中村益

夫，本田紘二郎，中島明，蘇原慧伶，山田敦子，長友禎子，田

中康隆，高田佐織，渡辺雅人，横山琢磨，皿谷健，倉井大輔，

石井晴之，滝澤始，後藤元：当院における重症喘息の臨床的

検討．第 回日本呼吸学会学術講演会，大阪， 年 月

日．

 倉井大輔，横山恵美，皿谷健，塚越博之，木村博一，石井晴

之，滝澤始，後藤元：成人喘息発作における呼吸器ウィルスの

関与についての検討．第 回日本呼吸学会学術講演会，大阪，

年 月 日．

 横山琢磨，高田佐織，肥留川一郎，平田彩，乾俊哉，皿谷健，

倉井大輔，和田裕雄，滝澤始，後藤元：未治療 非扁平

上皮非細胞肺癌に対する

療法後の 維持療法第Ⅱ相試験．第 回日本呼吸

学会学術講演会，大阪， 年 月 日．

 乾俊哉，和田裕雄，佐田充，中本啓太郎，中村益夫，本田紘

二郎，田中康隆，高田佐織，渡辺雅人，横山琢磨，皿谷健，倉

井大輔，石井晴之，滝澤始，後藤元：気管支喘息，肺気腫症，

オーバーラップ症候群の表現型検討と比較．第 回日本呼吸

学会学術講演会，大阪， 年 月 日．

 中本啓太郎，皿谷健，乾俊哉，高田佐織，横山琢磨，倉井大

輔，和田裕雄，石井晴之，福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，有

村嘉宏，滝澤始，後藤元：第 回日本アレルギー学会春季臨

床大会，京都， 年 月 日
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 麻生純平，皿谷健，田中康隆，小川ゆかり，辻晋吾，滝澤始：

実家帰省で発熱，呼吸困難の出現を繰り返した過敏性肺炎の

一例．第 回臨床アレルギー研究会，東京， 年 月 日．

 辻本直貴，皿谷健，倉井大輔，石井晴之，滝澤始，後藤元：胸

部 での と胸水の画素値を用いた膿胸と肺

炎随伴性胸水の鑑別の検討．第 回日本感染症学会学術講

演会，福岡， 年 月 日．

 下田真史，皿谷健，米谷正太，荒木光二，牧野博，倉井大輔，

横山琢磨，高田佐織，田中康隆，蘇原慧伶，中島 明，小川ゆ

かり，辻本直貴，佐田充，和田裕雄，石井晴之，滝澤始，後藤

元：喀痰グラム染色における貧食像の有無と感染症診断に対す

る有用性についての検討．第 回日本感染症学会学術講演会，

福岡， 年 月 日．

 小川ゆかり，倉井大輔，肥留川一郎，小田未来，乾俊哉，中本

啓太郎，皿谷健，石井晴之，滝澤始，後藤元：肺炎球菌性肺炎

の検討 ： （ ） と

（ ）の比較について．第 回日

本感染症学会学術講演会，福岡， 年 月 日．

 大熊康介，皿谷健，塚原弥生，佐田充，辻本直貴，小川ゆかり，

中島明，蘇原慧伶，田中康隆，高田佐織，横山琢磨，倉井大

輔，和田裕雄，石井晴之，滝澤始，後藤元：当院における成人

マイコプラズマ肺炎の臨床及び画像的検討．第 回日本感染

症学会学術講演会，福岡， 年 月 日．

 皿谷健，倉井大輔，石井晴之，木村博一，塚越博之，佐々木

佳子，小澤邦寿，滝澤始，後藤元： 及

び の成人呼吸器疾患における持

続感染の前視方的調査研究．第 回日本感染症学会学術講

演会，福岡， 年 月 日．

 小田未来，倉井大輔，大熊康介，下田真史，小川ゆかり，中本

啓太郎，皿谷健，滝澤始，後藤元：結核性胸膜炎確定症例の

検討：胸水貯留を引き起こす他の併存症の存在について．第

回日本感染症学会学術講演会，福岡， 年 月 日．

 倉井大輔，皿谷健，石井晴之，塚越博之，木村博一，滝澤始：

入院を必要とした呼吸器疾患での呼吸器ウイルスの検出と臨床

的特徴について： 年間の前向き観察研究．第 回日本感染

症学会学術講演会，福岡， 年 月 日．

 石井晴之：現場に役立つ画像の見方．第 回多摩感染症薬剤

師研究会，東京， 年 月 日．

 滝澤始：外的環境と気管支喘息．第 回東北 喘息・ フォ

ーラム，仙台， 年 月 日

 滝澤始：細胞内分子機構とマクロライド．第 回マクロライド新作

用研究会，東京， 年 月 日．

 乾俊哉，和田裕雄，小川ゆかり，小田未来，高田佐織，横山琢

磨，滝澤始，後藤元，新井秀信，長瀬洋之，山口正雄：呼吸困

難発作を繰り返し，難治性喘息が疑われた一例．第 回臨床ア

レルギー研究会，東京， 年 月 日．

 石井晴之：続発性肺胞蛋白症の全国調査結果について 平成

年度厚労科研（肺胞蛋白症，遺伝性肺疾患に関する研究：

重症化難治化要因とその克服）第一回班会議 大阪， 年

月 日．

 皿谷健：平成 年度版臨床現場ですぐに役立つナースのため

のフィジカルアセスメント 吸器系の診かた．一般財団法人 ラ

イフ・プランニング・センター，東京， 年 月 日．

 皿谷健： の

presentation“1000本ノックpart1”．日本臨床微生物学会第 回

医師・臨床検査技師・薬剤師・看護師のための感染症学セミナ

ー，東京， 年 月 日．

 

 

 

 中元康雄，皿谷健，麻生純平，布川寛樹，辻晋吾，平田彩，渡

邊崇靖，和田翔子，石田学，倉井大輔，石井晴之，滝澤始：

にて著明な多数の集積を認めた心サルコイドー

シスの 例．第 回日本呼吸器学会関東地方会，埼玉，

年 月 日．

 滝澤始： の病態と治療戦略．第 回 フロンティア，

横浜， 年 月 日．

 多門裕貴，辻本直貴，布川寛樹，平田彩，大熊康介，皿谷健，

石井晴之，滝澤始：経過中に一時自然退縮し，診断に難渋した

の 例．第 回日本内科学会関

東地方会，東京， 年 月 日．

 滝澤始：お年寄りの肺炎の特徴と予防の大切さ．高齢者の肺炎

予防，武蔵野， 年 月 日．

 横山琢磨，滝澤始：経口補水液を用いた の

安全性と忍容性についての探索的研究

．第 回東京呼吸病態研究会，東

京， 年 月 日．

 滝澤始：気管支喘息の診断と治療．第 回長崎県央呼吸器セ

ミナー，長崎， 年 月 日．

 横山琢磨，高田佐織，肥留川一郎，平田彩，小田未来，乾俊

哉，小川ゆかり，石井晴之，和田裕雄，滝澤始：未治療非扁平

上皮肺癌に対する 療法後の 維持療法

第Ⅱ相試験．第 回日本肺癌学会総会，京都， 年 月

日．

 高田佐織，横山琢磨 平田彩，肥留川一郎，中本啓太郎，石

井晴之，和田裕雄，滝澤始：当院における非小細胞肺癌に対

する 次治療以降の 併用療法の

後方視的検討．第 回日本肺癌学会総会，京都， 年 月

日．

 小川ゆかり，横山琢磨，平田彩，肥留川一郎，石田学，小田未

来，高田佐織，石井晴之，和田裕雄，滝澤始：肺癌骨転移に対

して骨シンチ診断支援ソフトによる定量評価と治療効果につい

ての検討．第 回日本肺癌学会総会，京都， 年 月

日．

 肥留川一郎，横山琢磨，平田彩，高田佐織，石井晴之，滝澤

始：再発小細胞肺癌で と に

対する 療法の効果，安全性の検討．第 回日

本肺癌学会総会，京都， 年 月 日．
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 渡辺雅人 【トピックス】感染症領域の新規バイオマーカー

―PCT と を中心に―．第 回東北感染症・化療フォ

ーラム，山形， 年 月 日．

 福田のぞみ，皿谷健，辻本直貴，布川寛樹，大熊康介，近藤晴

彦，滝澤始：著明な胸膜肥厚を呈し，胸膜原発の悪性リンパ腫

（ ）と考えられた 例．第 回日本

内科学会関東地方会，東京， 年 月 日．

 野坂岳志，皿谷健，辻本直貴，布川寛樹，大熊康介，石井晴

之，滝澤始：肺癌に類似した画像を呈した肺アスペルギローシ

スの 例．第 回日本内科学会関東地方会，東京， 年

月 日．

 小出卓，皿谷健，塚原弥生，石井晴之，滝澤始：サルコイドーシ

スにおける胸部 上の の臨床的意義について．

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業 びま

ん性肺疾患に関する調査研究，東京， 年 月 日．

 滝澤始：呼吸器感染症におけるマクロライド －基礎と臨床－．

沖縄マクロライド講演会，沖縄， 年 月 日．

 石井晴之 続発性肺胞蛋白症について．第 回北信呼吸器疾

患研究会，長野， 年 月 日．

 滝澤始： の新展開 ～診断・治療・管理～．呼吸器研究フロ

ンティア，東京， 年 月 日．

論 文
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（ St Luke’s International Hospital, 

 

 

Lymphotoxin β 

 

 

 

 

 倉井大輔，石井晴之，皿谷健，滝澤始：成人・高齢者における

ウイルス感染症の重要性．病原微生物検出情報 ，

．

 滝澤始：知られざる 世紀の国民病 対症療法から予後

を改善する治療へ． 宝函 別冊第 回

講演集： ， ．

 石井晴之：続発性肺胞蛋白症の臨床的特徴―全国調査結果と

更なる課題― 日本肺サーファクタント・界面医学会雑誌 ：

， ．

 皿谷健：【関節リウマチ・膠原病 症例で学ぶ診断と治療】関節リ

ウマチ・膠原病を疑う時のアプローチ 呼吸器・肺所見から考え

る膠原病． ： ，

 中本啓太郎，滝澤始：【そうか そうだったのか 再確認 呼吸

器ケアの「なぜ 」がわかる黄金解説 解剖生理から呼吸不全病

態まで 問ななめヨミ 】 第 章 呼吸機能検査を理解するため

の「なぜ」 なぜ，術前に多くの項目の呼吸機能検査が必要な

の ．呼吸器ケア 夏季増刊 ： ， ．

 皿谷健：【 ・ 戦略的 活用ガイド】各科に直撃 よくある

紹介疾患 紹介前にあるといい検査 紹介後にする検査 呼吸器

内科． ： ，

 皿谷健：【膠原病】 症状に対する診断的アプローチ 呼吸器症

状 膠原病に特異的な症状はなく，所見との組み合わせで疑う．

： ，

 皿谷健，渡邊崇靖，辻本直貴，高田佐織，荒木光二 ，牧野博 ，

米谷正太 ，滝澤始，後藤元（ 杏林大学医学部付属病院・臨床

検査部 ：【症例から学ぶ感染症セミナー 症例の疑問点から研

究的考察へ 】新たな 遺伝子変異によるミカファンギン耐性

獲得の経過を確認できた 血症の一例．感染

症学雑誌 付録 ： ， ．

 乾俊哉，中本啓太郎，和田裕雄，滝澤始：【大気汚染と呼吸器

疾患】大気汚染と喘息．呼吸器内科 ： ， ．

 乾俊哉，横山琢磨，高田佐織，平田彩，西沢知剛，肥留川一

郎，和田裕雄，石井晴之，滝澤始，後藤元：進行期非扁平上皮

非小細胞肺癌に対する初回治療での 使

用症例の臨床的検討．肺癌 ： ， ．

 佐田充，滝澤始：【最近の大気汚染とアレルギー疾患】環境汚

染とアレルギー 過去の大気汚染と喘息・呼吸器疾患．アレル

ギー・免疫 ： ， ．

 辻晋吾，滝澤始：【環境因子と呼吸器疾患】大気汚染と呼吸器

疾患 を中心に．呼吸と循環 ： ， ．

 中本啓太郎，辻晋吾，佐田充，乾俊哉，和田裕雄，滝澤始：大

気汚染と呼吸器疾患．呼吸 ： ， ．

 下田真史，小出卓，滝澤始：【好酸球性副鼻腔炎と周辺疾患】

好酸球性肉芽腫性血管炎 と好酸球性副鼻腔炎．アレル
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ギー・免疫 ： ， ．

 中元康雄，皿谷健，辻晋吾，平田彩，渡邊崇靖，和田翔子，大

熊康介，金重真奈美，下田真史，西沢知剛，石田学，小田未

来，肥留川一郎，檜垣学，石井晴之，小路仁 ，軽部美穂 ，田

中良太 ，武井秀史 ，呉屋朝幸 ，藤原正親 ，滝澤始，後藤元

（ 杏林大・医・内科学教室（腎臓・リウマチ・膠原病内科）， 杏林

大・医・外科学教室 呼吸器・甲状腺 ， 杏林大学・医・病理学教

室）： および胸腔鏡下肺生検による組織学的評価を施

行し得た肺リウマチ結節の 例．日本胸部臨床 ：

， ．

 

 

 

 

 滝澤始： ・喘息オーバーラップ症候群の病態と治療．東

京都医師会雑誌 ： ， ．

 滝澤始：【マクロライドの治療効果をめぐる 年の歩み】 呼吸器

科臨床でのマクロライドの使われ方．医薬ジャーナル ：

， ．

 石井晴之：肺胞蛋白症 （ ）．

今日の治療指針・私はこう治療している．医学書院： ，

著 書

 滝澤始：楽しく学べる血液ガスと呼吸生理．東京，株式会社文

光堂， ．

 滝澤始：新呼吸療法テキスト 薬物療法． 学会（日本胸部外科

学会・日本呼吸器学会・日本麻酔科学会）合同呼吸療法認定

士認定委員会．東京，株式会社アトムズ， ．

 滝澤始，倉井大輔：免許皆伝！呼吸療法の考え方，進め方．東

京，中外医学社， ．

 皿谷健：実践的 抗菌薬の選び方 アジスロマイシンとクラリスロ

マイシン． ．東京，医学書院， ． ．

 滝澤始：臨床検査ガイド 年改訂版 炎症・免疫学的検査

炎症・組織障害・線維化マーカー 間質性肺炎マーカー

（ ．東京，株式会社文光堂， ．

特許等知的財産関係，報告書

 滝澤始：微小粒子状物質をはじめとする大気汚染物質に高感

受性を示すぜん息群の抽出とその増悪予防のための効率的な

健康管理手法の確立．独立行政法人 環境再生保全機構委託

業務 年度 報告書．

 小出卓，皿谷健：ｻﾙｺｲﾄﾞｰｼｽにおける胸部 上の

の臨床的意義について．厚生労働科学研究費補助金 難治性

疾患政策研究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究

年度 研究報告書．

その他

 皿谷健：第 回 日本内科学会総会 医学生 ・研修医の内科

学サミット 指導医教官賞受賞，東京， 年 月 日．

 石井晴之：第 回日本呼吸器学会学術講演会 学術部会優秀

賞受賞，大阪， 年 月 日．

 滝澤始：最先端技術と治験で肺難病に立ち向かう，夕刊フジ，

年 月 日．

 皿谷健：第 回杏林医学会研究奨励賞 三鷹 年 月 日．

 滝澤始：【明日も元気】喘息， ラジオ健康番組， 年 月

日．

 倉井大輔： ニュースウォッチ ， 年 月 日．

 倉井大輔： 情報まるごと， 年 月 日．

 倉井大輔： ニュース深読み， 年 月 日放送回．

第一内科学教室

（腎臓・リウマチ膠原病内科）

講 演

 駒形嘉紀：病診連携について ―地域一体で実現する最先端

の 診療― 第 回 病診連携の会，調布， 年 月 日．

 

 

 福岡利仁，清水英樹，池谷紀子，早川哲，駒形嘉紀，軽部美

穂，要伸也，有村義宏，山田明：慢性腎臓病（ ）合併浮腫

に対するトルバプタンの効果．第 回日本内科学会総会・講

演会，東京， 年 月 日．

 有村義宏：顕微鏡的多発血管炎（ ）の診断と治療 ．

第 回日本リウマチ学会総会・学術集会，東京， 年 月

日．

 有村義宏：合併症マネージメント：腎臓 第 回日本リウマチ学

会総会・学術集会，東京， 年 月 日 日

 福岡利仁，池谷紀子，早川哲，軽部美穂，駒形嘉紀，要伸也，

有村義宏，山田明：高齢関節リウマチ症例に対する生物学的製

剤の効果と安全性．第 回日本リウマチ学会総会・学術集会，

東京， 年 月 日

 福岡利仁： の特殊病態．第 回日本リウマチ学会総会・学術

集会，東京， 年 月 日

 村上華奈子，駒形嘉紀，森知真子，磯村杏耶，遠藤彰子，川

嶋聡子，池谷紀子，要伸也，有村義宏，山田明：好中球産生

の 関連血管炎の病態への関与．第 回日本リウマ

チ学会総会・学術集会，東京， 年 月 日．

 川嶋聡子，窪田沙也花，吉原堅，駒形嘉紀，要伸也，有村義
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宏，山田明： 陽性の好酸球多発血管炎性肉芽腫

症（ ）の再燃には 型がある．第 回日本リウマチ学会総

会・学術集会，東京， 年 月 日．

 軽部美穂，要伸也，齋藤督芸，川嶋聡子，清水英樹，駒形嘉

紀，有村義宏，山田明：関節リウマチにおける慢性腎臓病

発症の関連因子の検討．第 回日本リウマチ学会総会・

学術集会，東京， 年 月 日．

 清水英樹，要伸也，齋藤督芸，軽部美穂，池谷紀子，早川哲，

福岡利仁，駒形嘉紀，有村義宏，山田明：生物製剤使用中の

当院関節リウマチ患者における慢性腎臓病合併について．第

回日本リウマチ学会総会・学術集会，東京， 年 月

日．

 遠藤彰子，駒形嘉紀，池谷紀子，要伸也，有村義宏，山田明：

自己免疫性血球減少症を合併した 症候群の一例．第

回日本リウマチ学会総会・学術集会，東京， 年 月

日．

 中本啓太郎，皿谷健，乾俊哉，高田佐織，横山琢磨，倉井大

輔，和田裕雄，石井晴之，福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，有

村義宏，滝澤始，後藤元：トシリズマブ治療を行った関節リウマ

チ患者の肺感染症の検討．第 回日本アレルギー学会春季臨

床大会，京都， 年 月 日．

 有村義宏：血管炎新分類と顕微鏡的多発血管炎

をうけて．

第 回日本アレルギー学会春季臨床大会，京都， 年 月

日．

 有村義宏： 関連血管炎の診療 腎臓内科の立場より ．

–

東京 年 月 日．

 
：

antiphospholipid syndrome nephropathy. The 14th Asian Pacifìc 

 
：

14th Asian Pacifìc Congress of Nephrology, To

 
：

after the start of hemodialysis. The 14th Asian Pacifìc Congress 

 
：

improvement by glucocorticoid alone. The 14th Asian Pacifìc 

 要伸也：なぜ今腎臓病なのか 第 回三鷹市民公開講座 腎

臓について考えるフォーラム 三鷹 年 月 日

 要伸也： の診断と病態について 埼玉 研究会 川

越 年 月 日

 有村義宏：血管炎－最新の話題－．第 回西埼玉地区循環器

疾患セミナー，所沢， 年 月 日．

 有村義宏：血管炎の up to date―ANCA 関連血管炎を中心に

―．第 回日本小児腎臓病学会，秋田， 年 月 日．

 小林昌史，清水英樹，軽部美穂，宮澤さやか，池谷紀子，早川

哲，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏，山田明 治療に難渋した膠

原病関連非典型溶血性尿毒症症候群の 例．第 回日本透析

医学会学術集会・総会，神戸， 年 月 日．

 軽部美穂，要伸也，高橋孝幸，川嶋聡子，駒形嘉紀，有村義

宏，山田明 アルガトロバンにて免疫吸着療法を行い、出産に成

功した妊娠合併難治性ループス腎炎の 例．第 回日本透析

医学会学術集会・総会，神戸， 年 月 日．

 高橋孝幸，清水英樹，要伸也，駒形嘉紀，有村義宏，山田明

当院における緊急入院を要した 症例の検討．第 回日本

透析医学会学術集会・総会，神戸， 年 月 日．

 中島瑛里子，清水英樹，福岡利仁，高橋孝幸，窪田沙也花，

早川哲，駒形嘉紀，要伸也，有村義宏，山田明 血液透析導入

時に内腸骨動脈瘤の切迫破裂をきたした 例．第 回日本透析

医学会学術集会・総会，神戸， 年 月 日．

 櫻井仁子，遠藤彰子，清水英樹，駒形嘉紀，要伸也，有村義

宏，山田明：透析導入 年後に 関連疾患の診断に至った

多発性嚢胞腎症例．第 回日本透析医学会学術集会・総会，

神戸， 年 月 日．

 小西文晴，和久昌幸，佐々木豪，三宅伸之，本田恒雄，佐藤

友紀，喜屋武淳，有村義宏，山田明 両側気腫性腎盂炎の一例．

第 回日本透析医学会学術集会・総会，神戸， 年 月

日．

 山田裕信 白地絢 村野祐司 萬知子 千々和京介 浜井章

軽部美穂 要伸也 山田明：ポリスルホン膜トレライト を導

入して 第 回日本透析医学会学術集会総会 神戸 年

月 日

 有村義宏： 関連血管炎―基礎・臨床の進歩―．第 回長

崎皮膚・膠原病フォーラム，長崎， 年 月 日．

 佐藤綾，窪田沙也花，齋藤督芸，川嶋聡子，磯村杏耶，片岡

郁穂，高橋孝幸，遠藤彰子，福岡利仁，軽部美穂，吉原堅，駒

形嘉紀，山田明，要伸也，有村義宏 早期の治療開始により腎

機能が回復した Goodpasture’s syndrome の一例．第 回三多

摩腎疾患治療医会，三鷹， 年 月 日．

 

 川嶋聡子，窪田沙也花，佐藤綾，吉原堅，駒形嘉紀，要伸也，

有村義宏，山田明： 陽性の好酸球性多発血管炎

性肉芽腫症（ ）における腎症の検討―再燃との関連―．

第 回日本腎臓学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 平山浩一，小林正貴，臼井丈一，有村義宏，杉山斉，新田孝

作，武曾恵理，和田隆志，山縣邦弘 型 における

肺病変の検討．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 軽部美穂，要伸也，清水英樹，駒形嘉紀，有村義宏，山田

明 合併ループス腎炎 例の 因子発現に関

する組織学的検討．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 清水英樹，要伸也，齋藤督芸，軽部美穂，池谷紀子，早川哲，

福岡利仁，駒形嘉紀，有村義宏，山田明 生物製剤使用中の慢

性疾患患者での慢性腎臓病合併について．第 回日本腎臓

学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 早川哲 要伸也 駒形嘉紀 有村義宏 山田明：血液透析中

の循環血液量変動と末梢血管抵抗の関連 第 回日本腎臓学

会学術総会 横浜 年 月 日

 有村義宏：公的班研究の現状と課題 難治性血管炎調査研究

班の研究成果と課題．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 有村義宏：膠原病内科から見る免疫抑制剤の使い方．第 回東
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京西部神経免疫フォーラム，立川， 年 月 日．

 清水英樹 要伸也 有村義宏 田坂華世 長澤理英子 平松

佐紀子：地域連携を元にＰＤ導入した介護度の高い超高齢者

の 例―高齢者 地域連携を含め―．三鷹 地域連携セミ

ナー 三鷹 年 月 日

 駒形嘉紀：病診連携による地域一体の 診療 第 回 病診

連携の会 三鷹 年 月 日

 有村義宏： 関連血管炎に関する検査と診療 第 回検査と

診療．関西フォーラム，大阪， 年 月 日．

 要伸也： 患者の水電解質管理一夏場の注意を含めてー

北多摩 病診連携講演会 東京 年 月 日

 要伸也 柴垣有吾：低ナトリウム血症～症例検討と鑑別診断・

治療～ 第 回臨床研修医のための腎臓セミナー 新潟

年 月 日

 有村義宏：関節リウマチの診断と治療． 学術講演会，甲府，

年 月 日．

 有村義宏：血管炎診療の進歩．第 回日本リウマチ学会中部

支部学術集会，新潟， 年 月 日．

 福岡利仁：東京多摩地区の の現況について 第 回日本腹

膜透析医学会学術集会・総会 山形 年 月 日

 有村義宏： 関連血管炎―最新知見―．

～

～，名古屋， 年 月 日．

 軽部美穂，要伸也，前園知宏，高橋孝幸，早川哲，駒形嘉紀，

山田明，有村義宏：腎生検にて診断に至った尿細管間質性腎

炎合併 細胞リンパ腫の 例．第 回腎間質障害研究会，東京，

年 月 日．

 有村義宏：平成 年度 研究代表者報告（基本方針）．平成

年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事

業（難治性疾患政策研究事業）第 回班会議，東京， 年

月 日．

 有村義宏：血管炎症候群の診断と治療．平成 年度北海道・東

北地区リウマチ教育研修会，青森， 年 月 日．

 有村義宏：血管炎診療におけるアフェレシス療法の位置付け．

第 回日本アフェレシス学会学術大会 東京 年 月 日．

 要伸也：糖尿病性腎症における最近の話題 武蔵野

東京 年 月 日

 有村義宏： 関連血管炎の病態診断・治療．第 回白河

腎疾患フォーラム，福島， 年 月 日．

 有村義宏： 関連血管炎 病態と臨床研究の進歩 ．

，福岡， 年 月 日．

 有村義宏： 関連血管炎の病態と診断・治療．腎と膠原病

フォーラム，名古屋， 年 月 日．

 有村義宏： 関連血管炎の治療 全国膠原病フォーラム

東京，東京， 年 月 日．

 高橋孝幸，池谷紀子，福岡利仁，軽部美穂，駒形嘉紀，石本

麻衣，千葉厚郎，山田明，要伸也，有村義宏：重症筋無力症に

緩徐進行 型糖尿病を合併し，治療経過中に膜性腎症を呈した

一例．第 回日本腎臓学会東部学術大会，東京， 年 月

日．

 宮澤さやか，早川哲，池谷紀子，小林昌史，駒形嘉紀，要伸也，

有村義宏：ネフローゼ症候群で発症した妊娠高血圧症候群の

例．第 回日本腎臓学会東部学術大会，東京， 年 月

日．

 片岡郁穂，軽部美穂，磯村杏耶，齋藤督芸，駒形嘉紀，山田

明，要伸也，有村義宏：係蹄壁優位に ， 沈着を認めたネ

フローゼ症候群の 例．第 回日本腎臓学会東部学術大会，

東京， 年 月 日．

 遠藤彰子，高橋孝幸，池谷紀子，駒形嘉紀，山田明，要伸也，

有村義宏：難治性喘息，好中球性中耳炎に合併した膜性腎症

の一例．第 回日本腎臓学会東部学術大会，東京， 年

月 日．

 前園知宏，軽部美穂，高橋孝幸，早川哲，駒形嘉紀，山田明，

要伸也，有村義宏：腎生検にて 細胞リンパ腫の診断に至った

尿細管間質性腎炎の 例．第 回日本腎臓学会東部学術大会，

東京， 年 月 日．

 小林昌史，池谷紀子，櫻井仁子，早川哲，駒形嘉紀，山田明，

要伸也，有村義宏：筋痛を主訴とする，高齢発症の溶連菌感染

後急性糸球体腎炎の 例．第 回日本腎臓学会東部学術大会，

東京， 年 月 日．

 福岡利仁：シンポジウム・学生・研修医のためのセミナー．第

回日本腎臓学会東部学術大会，東京， 年 月 日．

 要伸也：メタボリックシンドロームと腎（よくわかるシリーズ ）．第

回日本腎臓学会東部学術大会 東京 年 月 日

 有村義宏：新しい 診断基準とループス腎炎．第 回神戸

フォーラム，神戸， 年 月 日．

 要伸也： における血圧管理 フォーラム講演 東京

年 月 日

 有村義宏，川嶋聡子 陽性の好酸球性多発血管

炎性肉芽腫症 の再燃と 値の関連 第 回

研究会，熱海， 年 月 日．

 有村義宏：厚労省難病対策

．第 回 研究会，熱海， 年 月 日．

 

 

 前園知宏，福岡利仁，池谷紀子，國沢恭平，駒形嘉紀，要伸

也，有村義宏 長期 治療経過中に非典型 を発症した

一例．三多摩腎疾患治療医会第 回研究会，三鷹， 年

月 日．

 國沢恭平 遠藤彰子 小路仁 駒形嘉紀 要伸也 有村義

宏： 回目の腎生検で診断に至った の一

例 第 回杏林医学会総会 三鷹 年 月 日

 前園知宏，佐藤綾，池谷紀子，早川哲，駒形嘉紀，要伸也，有

村義宏，松田雄大，甲能直幸：繰り返す顔面神経麻痺と肥厚性

硬膜炎を合併した 関連血管炎性中耳炎（

： ）の一例 第 回杏

林医学会総会 三鷹 年 月 日

 要伸也： 関連血管炎・腎炎と透析 三重透析合併症講

演会 津 年 月 日

 有村義宏： 関連血管炎 治療の現況 ．第 回

日本臨床リウマチ学会，福岡， 年 月 日

 有村義宏：平成 年度 第 回班会議 研究代表者報告．平成

年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究

事業（難治性疾患政策研究事業）難治性血管炎に関する調査

研究班，東京， 年 月 日．

 有村義宏：血管炎診療 最新の治療 ．血管炎フォーラム，東

京， 年 月 日．

 有村義宏： 関連血管炎 基礎・臨床研究の進歩 ．第

回山陰血管炎研究会，松江， 年 月 日．
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 有村義宏：腎と血管炎について．第 回和歌山 腎・血管炎・膠

原病勉強会，和歌山， 年 月 日．

 有村義宏：「血管炎診療の歴史と展望―免疫抑制剤，生物学的

製剤を含めた治療戦略について―」．信州膠原病セミナー，長

野， 年 月 日

 有村義宏： 関連血管炎―ANCA測定を中心に―．第 回

愛知県腎機能評価研究会，名古屋， 年 月 日．

 有村義宏：我が国における血管炎と 測定の歴史と変遷．

第 回血管炎早期発見研究会 東京 年 月 日

 冨澤綾子 藤田直巳 高橋麻奈美 関本琴恵 濱井章 新井

由美 早川哲 駒形嘉紀 要伸也 有村義宏：血液透析導入

クリニカルパスを作成して 東京透析懇談会 東京 年 月

日

 有村義宏：関節リウマチにおける病態と治療戦略．杏林近隣地

区 薬薬連携講演会，東京， 年 月 日．

 有村義宏： と 関連腎炎・血管炎のすべて．第 回

臨床研修医のための腎臓セミナー，東京， 年 月 日．

 有村義宏： 関連血管炎の診断と治療の進歩．第 回関

西膠原病フォーラム，京都， 年 月 日．

 軽部美穂 要伸也 齋藤督芸 川嶋聡子 清水英樹 池谷紀

子 駒形嘉紀 有村義宏：妊娠時にネフローゼ症候群を呈しな

がら出産に成功したクリオグロブリン血症性腎炎の 例 第 回

腎と妊娠研究会 横浜 年 月 日

論 文

 有村義宏：膠原病・血管炎．腎と透析 （ ）： ， ．

 有村義宏：オーバービュー：血管炎の分類と新規病名分類．呼

吸器内科 ， ．

 清水英樹 要伸也 高野秀樹 石橋由孝 宮澤さやか 高橋孝

幸 櫻井仁子 窪田沙也花 軽部美穂 山田明：腹膜透析導入

時の医療連携がもたらす効果について．腹膜透析 （別

冊）：

 佐藤綾，有村義宏，清水英樹，窪田沙也花，磯村杏耶，小西

文晴，川嶋聡子，池谷紀子，吉原堅，駒形嘉紀，要伸也，石井

誠之，佐藤衛，山田明 長期維持透析中に再燃した抗好球性多

発血管炎性肉芽腫症（ 症候群）の 例．透析会誌

， ．

 有村義宏：難治性血管炎の新たな治療法．

，

 有村義宏：急速進行性糸球体腎炎に伴う肺病変．最新医学社

別冊 新しい診断と治療の ： ， ．

 磯村杏耶 池谷紀子 片岡郁穂 齋藤督芸 小路仁 吉原堅

駒形嘉紀 要伸也 有村義宏 山田明 岡野晴子 塩川芳

明 維持透析中に中枢神経障害を発症して診断された好酸

球性多発血管炎性肉芽腫症 症候群 の

一例 関東リウマチ ：

 高橋孝幸 要伸也：下痢・嘔吐と水電解質異常．腎と透析

： ，

 要伸也：血管炎・抗 抗体陽性．臨牀透析 ： ，

 要伸也：巻頭言： 診療 そして電解質．腎と透析 ：

，

 要伸也：腎・透析センターにおける地域連携の取り組み．杏林

医会誌 ： ，

 要伸也： 診療の進歩：血栓性微小血管症（ ）．腎と透析

： ，

 要伸也：外来で行う低カリウム血症の治療のすすめかた．

： ，

 山村昌弘，佐田憲映，針谷正祥，藤井隆夫，石津明洋，有村

義宏，槇野博史 免疫と内科疾患－その病態と治療最前線 ）

抗好中球細胞質抗体（ ）関連血管炎の病態と治療の最前

線．日本内科学会雑誌 ， ．

 有村義宏，池谷紀子：血管炎症候群．Ⅳ 関節リウマチ以外の

膠原病，最近の話題．日本内科学会雑誌 ，

．

 池谷紀子，有村義宏，吉原堅，駒形嘉紀，要伸也，山田明：膠

原病における による尿中インタクト微量アルブミンの臨床

的意義．杏林医学会雑誌 （ ） ， ．

 有村義宏，川上民裕，本間栄，吉藤元 血管炎：最近の話題．

呼吸 ， ．

 有村義宏：抗 抗体腎炎へのアフェレシス療法．腎と透析

（ ）： ， ．

 有村義宏：好酸球性多発血管炎性肉芽腫症．科学評論社

（ ）： ， ．

 有村義宏（共著）： 診療ガイドライン作成分科会 エビデン

スに基づく急速進行性腎炎症候群 診療ガイドライン

．日本腎臓学会誌 （ ） ， ．

 有村義宏 池谷紀子 【リウマチ学 診断と治療の進歩】 トピッ

クス 関節リウマチ以外の膠原病，最近の話題 血管炎症候群

日本内科学会雑誌 ：

 

 

 

 

 駒形嘉紀：血管炎のバイオマーカーが偽陽性・偽陰性を示す病

態．

 駒形嘉紀，有村義宏： 以外の膠原病に対する生物学的製剤

治療の可能性 血管炎症候群．炎症と免疫
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著 書

 有村義宏：多発血管炎性肉芽腫症候群 肉芽腫症

間質性肺疾患 診療マニュアル 久保惠嗣 藤田次郎編集 東

京 南江堂

 有村義宏： 関連血管炎に関する検査と診療 第 回 検

査と診療 関西フォーラム講演録集腎疾患診療のアップフロント

名古屋，医学生物学研究所，

 有村義宏：Ⅳ 免疫血清検査 パーフェクトガイド 検査値事典

第 版 中原一彦監修 東京 総合医学社

 有村義宏： 診療ガイドライン作成分科会 エビデンスに基

づく 進行性腎障害診療ガイドライン 厚生労働省難治性

疾患克服研究事業進行性腎障害に関する調査研究班編集 東

京 東京医学社 ⅶ ⅹ

 有村義宏： 診療ガイドライン作成分科会 エビデンスに基

づく 急速進行性腎炎症候群 診療ガイドライン ダ

イジェスト版 厚生労働省難治性疾患克服研究事業進行性腎障

害に関する調査研究班編集 東京 東京医学社

 有村義宏： 診療ガイドライン作成分科会 エビデンスに基

づく 急速進行性腎炎症候群 診療ガイドライン 準拠

急速進行性腎炎症候群 有村義宏編集 東京 東京医学

社

 有村義宏：急速進行性糸球体腎炎に伴う肺病変 全身性疾患

の肺病変 杉山幸比古編集 大阪 最新医学社

 要伸也 有村義宏：強皮症腎クリーゼ 腎疾患・透析最新の治療

槇野博史 秋澤忠男編集 東京 南江堂

 要伸也：成人の 診断・治療 溶血性尿毒症症候群の診

断・治療ガイドライン 五十嵐隆 統括責任者 溶血性尿毒症

症候群の診断・治療ガイドライン作成班編集 東京 東京医学

社

 要伸也：高ナトリウム血症 今日の治療指針 年度版 東京

医学書院

その他

 要伸也（当番世話人）：臨床研修医のための腎臓セミナー 東

京 年 月 日 月 日

 有村義宏： 関連血管炎の治療 全国膠原病フォーラムブ

ック 「全国膠原病フォーラム 東京」報告書 一般社団法人 全

国膠原病友の会主催 東京 年 月 日

 有村義宏：広域な多摩地区に不足する の医療資源 不可欠

な医療連携の効果的なあり方を考える ラポール 第

号 中外製薬株式会社

第一内科学教室

（神経内科）

講 演

 岡村耕一，脊山英徳，岡野晴子，傳法倫久，山田深，岡島康

友，塩川芳昭：高齢者におけるアルテプラーゼ静脈注射療法に

ついて．第 回日本老年脳神経外科学会，新潟， 年 月

日．

 木戸直樹，岡野晴子，清水英樹，福岡利仁，塩川芳昭，千葉

厚郎：亜急性に好酸球増多を呈しコレステロール塞栓症と診断

した 歳男性例．首都圏脳卒中フォーラム，東京， 年 月

日．

 千葉厚郎，内堀歩，加藤知子：抗 抗体測定系の検

討．第 回日本神経学会学術大会，福岡， 年 月

日．

 内堀歩，千葉厚郎：ガングリオシド複合による抗原抗体反応増

強の機序に関する検討．第 回日本神経学会学術大会，福岡，

年 月 日．

 大石知瑞子，園生雅弘，千葉厚郎：下肢末梢神経伝導検査に

おける所謂「 ％ルール」の妥当性について．第 回日本神経

学会総会，福岡， 年 月 日．

 田村暁子，園生雅弘，大石知瑞子，三野俊和，武田景敏，山

本圭一，山川義弘，正木秀樹，安宅鈴香，伊藤和博，蔦田強

司，嶋田裕之：後根神経節炎における頸骨神経刺激体性感覚

誘発電位（ ）の検討．第 回日本神経学会総会，福岡，

年 月 日．

 三井純 松川敬志 石浦浩之 市川弥生子 後藤順 村山繁雄 高

嶋博 佐々木秀直 辻省次 ：多系統萎縮症の疾患関連

遺伝子の探索．第 回日本神経学会学術大会 福岡 年

月 日．

 吉田知礼，綾野水樹，傳法倫久，小川有紀，毛利崇人，羽田

裕，岡野晴子，千葉厚郎：左被殻出血後にパーキンソニズムを

呈した 歳女性例．第 回日本神経学会関東甲信越地方会，

東京， 年 月 日．

 柳葉久実 山本詞子 山口哲人 中馬越清隆 玉岡晃 市川弥生

子 後藤順 辻省次：運動後の筋痙攣，筋痛で発症し，亜急性の

進行を呈した家族性筋萎縮性側索硬化症 変異 の

歳女性例．第 回日本神経学会関東・甲信越地方会 東

京 年 月 日．

 内尾直裕 長島優 平賢一郎 市川弥生子 寺尾安生 松本直通

辻省次：乳児期より精神発達遅滞を伴い， 歳代から歩行障害

と嚥下障害が急速に進行， 遺伝子変異を認めた 歳女

性例．第 回日本神経学会関東・甲信越地方会 東京 年

月 日．

 山上まり，櫻井靖久，濱田健介，杉本泉，萬年徹，畑中裕己，

内堀歩，千葉厚郎：左優位の顔面・上肢主体の運動麻痺に右

の舌下神経麻痺を合併したギラン・バレー症候群．第 会日

本神経学会関東・甲信越地方会，東京， 年 月 日．

 千葉厚郎：長期にわたり ｇ療法を行った全身型重症筋無力

症の一例．第 回東京西部神経免疫フォーラム，立川， 年

月 日．

 傳法倫久：脳梗塞急性期および慢性期治療における時間軸で

みた場合の抗血小板療法 ～アスピリンを中心に～．武田薬品

勉強会，三鷹， 年 月 日．
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 岡村耕一，佐藤研隆，笹森寛生，鳥居正剛，岡野晴子，傳法

倫 久 ， 山 田 深 ， 岡 島 康 友 ， 塩 川 芳 昭 ：

が認められた急性期アテローム血栓症における脳

画像．第 回 ，盛

岡， 年 月 日．

 ： Barré syndrome. 第 回

神経免疫学会，金沢， 年 月 日．

 千葉厚郎，内堀歩，加藤知子：免疫沈降法による抗

抗体測定系の検討．第 回神経免疫学会，金沢， 年 月

日．

 内堀歩，千葉厚郎： Barré 症候群におけるガングリオシ

ド抗体の抗原抗体反応でのセラミド添加の影響．第 回神経免

疫学会，金沢， 年 月 日．

 中島昌典 内堀歩 小川有紀 宮崎泰 市川弥生子 千葉厚郎：肺

小細胞癌に合併した抗 抗体陽性傍腫瘍性視神

経症 の 歳女性例 第 回日本神経学会関東・甲信越

地方会 東京 年 月 日．

 傳法倫久：脳卒中のチーム医療 内科医である私の血管内治

療専門医としての立ち位置．第 回東京脳卒中の血管内治療セ

ミナー，東京， 年 月 日．

 

 岡村耕一，脊山英徳，岡野晴子，傳法倫久，山田深，岡島康

友，塩川芳昭：高齢者におけるアルテプラーゼ静脈注射療法に

ついて．第 回日本脳神経外科学会学術総会，東京， 年

月 日．

 吉原智之，金澤隆三郎，大渕英徳，傳法倫久，嶋口英俊，大

川原舞，落合育雄：急性期脳主幹脳脈閉塞に対する血管内治

療の成績．第 回日本救急医学会総会・学術集会，福岡，

年 月 日．

 

 

 

 

Barré syndrome.

 大石知瑞子，園生雅弘，橘滋國，千葉厚郎：脛骨神経の二峰

性複合筋活動電位（ ）から内側足底神経障害が証明され，

足根管症候群（ ）と診断した１症例．第 回 日本臨床神経

生理学会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 千葉隆司，此枝史恵，東原真奈，神谷久雄，大石知瑞子，畑

中裕己，園生雅弘：前腕筋群の と の筋節支配．第 回

日本臨床神経生理学会・学術集会，福岡， 年 月

日．

 田村暁子，園生雅弘，大石知瑞子，伊藤和博，蔦田強司，島

田裕之，伊藤義彰：後根神経節炎における頸骨神経刺激体性

感覚誘発電位（ ）の検討．第 回 日本臨床神経生理学

会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 中島昌典 内堀歩 市川弥生子 小川有紀 千葉厚郎 初期の症

状変動と亜急性の痙性対麻痺・認知機能低下を呈し

と診断した

歳女性例．第 回日本神経学会関東・甲信越地方会 東京

年 月 日．

 千葉厚郎：免疫性末梢神経障害の診断と治療・予後予測：

Barré/Fisher 症候群・ を中心に．第 回神経疾患

に親しみ強くなる会教育セミナー，東京， 年 月 日．

 吉原智之，金澤隆三郎，大渕英徳，嶋口英俊，傳法倫久，落

合育雄，大川原舞，国吉昇：急性期脳主幹脳脈閉塞に対する

血行再建療法の適応と工夫．第 回 法人日本日本脳神

経血管内治療学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 笹森寛生，鳥居正剛，小松原弘一郎，傳法倫久，佐藤栄志，

塩川芳昭：杏林大学における 静注療法無効例に対する血

管内治療の現状．第 回 法人日本日本脳神経血管内治

療学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 千葉厚郎，内堀歩：免疫沈降アッセイ系による抗 抗

体の検討．平成 年度厚生労働省（神経免疫疾患）政策およ

び実用化研究班合同班会議，東京， 年 月 日．

 内堀歩，千葉厚郎：糖脂質複合による抗原抗体反応増強機序

に関する検討．平成 年度厚生労働省（神経免疫疾患）政策

および実用化研究班合同班会議，東京， 年 月 日．

 小松原弘一郎，傳法倫久，笹森寛生，鳥居正剛，佐藤栄志，

平野照之，塩川芳昭：脳主幹動脈急性期血行再建術における

当施設での現状と課題―時短に向けての取り組みー．第 回

日本脳神経外科救急学会，東京， 年 月 日．

 千葉厚郎，内堀歩：免疫性神経疾患における新たな診断バイ

オマーカーの探索：一次進行型 と抗 抗体（第２

報）．第 回多摩神経免疫研究会，立川， 年 月 日．

 綾野水樹，傳法倫久，田中雅貴，平野照之，塩川芳昭：肥満お

よび糖尿病の有無がクロピドグレル抵抗性に及ぼす影響．第

回日本脳卒中学会総会，広島， 年 月 日．

 金澤隆三郎，吉原智之，大渕英徳，落合育雄，傳法倫久，嶋

口英俊，大川原舞，鈴木直幸，中野由美子，赤坂保美：頸動脈

狭窄における，「定量的」プラーク硬度に関する研究．第 回日

本脳卒中学会総会，広島， 年 月 日．

 佐藤研隆，傳法倫久，笹森寛生，小松原弘一郎，鳥居正剛，

佐藤栄志，平野照之，塩川芳昭：右腕頭動脈の可動性プラーク

に対して を行った１症例．第 回日本脳卒中学

会総会，広島， 年 月 日．

 岡田啓，脊山英徳，鳥居正剛，岡村耕一，丸山啓介，山田深，

傳法倫久，塩川芳昭： 周術期における のパターン解

析．第 回日本脳卒中学会総会，広島， 年 月 日．

 吉原智之，金澤隆三郎，大渕英徳，嶋口英俊，傳法倫久，落

合育雄，大川原舞： 急性期脳主幹動脈閉塞に対し血管内治

療による早期再開通が予後を改善する可能性．第 回日本脳

卒中学会総会，広島， 年 月 日．

 小松原弘一郎，佐藤栄志，笹森寛生，鳥居正剛，傳法倫久，

塩川芳昭：急性期脳底動脈閉塞に対する血行再建療法の治療

成績：連続 例における画像評価と予後に関する検討．第 回

日本脳卒中学会総会，広島， 年 月 日．

 中島昌典，岡野晴子，傳法倫久，平野照之，千葉厚郎，遠藤
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英仁，窪田博，磯村杏耶：大動脈原性脳塞栓症を発症し，上行

大動脈置換術を施行した 歳男性例．第 回 日本神経学会

関東・甲信越地方会，東京， 年 月 日．

 傳法倫久：急性期脳主幹動脈閉塞に対する血行再建療法 －

現状と最近の話題－． ，

川越， 年 月 日．

論 文

 千葉厚郎：糖脂質抗体関連ニューロパチー：基本と最近の話題．

神経治療学 ： ， ．

 傳法倫久：脳梗塞急性期治療 脳梗塞の脳血管内治療

の最前線．神経内科

 

–

 

 

 
Ichikawa Y, Brussino A, Forlani S, Rakowicz M, Schöls L, 

 

著 書

 内堀歩，千葉厚郎：急性散在性脳脊髄炎（ ）．神経疾患

最新の治療 ．小林祥泰，水澤英洋，山口修平編集．

東京，南江堂， ． ．

 大石知瑞子，千葉厚郎：無菌性髄膜炎．新しい診断と資料の

神経 神経関連感染症．水澤英洋編．大阪，最新医

学社， ． ．

 市川弥生子，辻省次：脊髄小脳変性症．こどもの病気 遺伝に

ついてきかれたら．松原洋一，呉繁夫，左合冶彦編集．東京，

診断と治療社， ．

 千葉厚郎： 症候群．神経内科研修ノート．鈴木則宏責任

編集，東京，診断と治療社， ．

特許等知的財産関係，報告書

 千葉厚郎，内堀歩：免疫沈降アッセイ系による抗 抗

体の検討．厚生労働科学研究補助金難治性疾患等政策研究

事業「エビデンスに基づいた神経免疫疾患の早期診断基準・重

症度分類・治療アルゴリズムの確立に関する研究」 年度総

括分担研究報告書

 内堀歩，千葉厚郎：糖脂質複合による抗原抗体反応増強機序

に関する検討．厚生労働科学研究委託費 難治性疾患実用化

研究事業「免疫性ニューロパチーの治療反応性予測に基づく

有効な治療戦略の構築」 年度委託業務成果報告書

第二内科学教室

（循環器内科）

講 演

 坂田好美：高血圧ガイドライン 改訂のポイントとみつけてい

ただきたい心不全．日本高血圧学会．東京， 年 月 日．

 谷合誠一，山崎聡子，飯島毅彦，萬知子，井原玲，波利井清

紀，佐藤徹，吉野秀朗：新方式による非心臓手術術前循環器ス

クリーニングシートの使用経験と有用性．第 回日本内科学

会総会・講演会，東京， 年 月 日．

 石黒みどり，坂田好美，上杉陽一郎，木村郷，井坂葵，南島俊

徳，古谷充史，松下健一，佐藤徹，吉野秀朗：肺動脈性肺高血

圧症例における を用いた右室機能

の評価．第 回日本心エコー図学会学術集会，金沢， 年

月 日．

 上杉陽一郎，坂田好美，南島俊徳，井坂葵，石黒みどり，伊波

巧，石黒晴久，松下健一，佐藤徹，吉野秀明：心エコーを用い

た慢性血栓塞栓性肺高血圧症における経皮的肺動脈拡張術

治療後の再灌流性肺水腫出現の予測．第 回日本心エコー図

学会学術集会，金沢， 年 月 日．

 上田明子：肥大型心筋症に合併する心室頻拍に対するカテー

テル治療． ，大阪， 年 月 日．

 

．

第 回日本循環器学会学術集会 大阪 年 月 日．

 佐藤徹：肺高血圧治療の最新の遅延．ファイザー社内勉強会

東京， 年 月 日．

 佐藤徹：肺高血圧症の最新の診断と治療．第６回大阪肺高血

圧症勉強会大阪， 年 月 日．

 

：

．

．

 伊波巧： ．
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第 回新広島循環器治療研究会 広島 年 月 日．

 坂田好美：心エコーで評価する～右心機能の重要性～．第

回日本医学検査学会教育講演，東京， 年 月 日．

 三輪陽介：心房細動マネジメント ガイドライン改定から考える ．

東京都病院薬剤師会 臨床薬学研究会 東京 年 月 日．

 

．

．

 
–

．

．

 

．

 

．

 

．

 

．

 

．

 佐藤徹：エポプロステノール治療について．第 回日立肺高血

圧症勉強会，日立， 年 月 日．

 吉野秀朗：冠攣縮性狭心症と ．旭川循

環器疾患学術講演会，旭川， 年 月 日．

 坂田好美：肺高血圧症と慢性心不全．第 回秋桜会講演，秋田，

年 月 日．

 岩田真由美 伊波巧：

．若手医師のため循環器内科セミナー，東京， 年 月

日．

 佐藤徹：肺高血圧症の最新の診断と治療．第会小児肺循環を

考える会 神奈川，横浜， 年 月 日．

 副島京子： ．

，東京， 年 月 日．

 吉野秀朗：循環器疾患上手な薬の飲み方．杏林大学公開講演

会，三鷹， 年 月 日．

 佐藤徹：肺高血圧症の最近知見． 対象社内勉強会プ

ログラム，東京， 年 月 日．

 坂田好美： の を用い

た心機能評価．第 回多摩エコー研究会，東京， 年 月

日．

 佐藤徹：最新の肺高血圧症診断と治療．第 回大阪膠原病と

肺循環を考えるフォーラム，大阪， 年 月 日．

 坂田好美，今井昌康： による 評価．第 回

心筋会，東京， 年 月 日．

 佐藤徹：

．

． ， 年

月 日．

 副島京子： ．

，東京， 年 月

日．

 副島京子： ．

東京， 年 月 日．

 佐藤俊明，萩原陽，吉村高寛，露口晃，野澤隆志，安村佑樹，

川上俊一郎，村野祐司，萬知子，前田明子，佐藤俊明，副島

京子，吉野秀朗：当院における遠隔モニタリング運用と今後の

展望．第 回日本不整脈学会学術大会 東京 年 月

日．

 ， ， ， ， ， ，

， ， ， ， ，

， ， ， ：

–

–：第 回日本不整脈学会学術集

会，東京， 年 月 日．

 吉野秀朗：知ってほしい虚血性心疾患の心電図診断の基本．

第 回日本不整脈学会学術大会・第 回日本心電学学会学

術集会 合同学術大会，東京， 年 月 日．

 
–

．

．

 ：

．

．

．

 

：

．

．

 吉野秀朗：虚血性心疾患診療の最先端 最新のガイドラインか

ら ．三鷹市医師会循環器研究会，三鷹， 年 月 日．

 合田あゆみ，石黒みどり，長岡身佳 菊池華子，志村亘彦，柳澤

亮爾，伊波巧，石黒晴久，吉野秀朗，佐藤徹：右心カテーテル

併用心肺運動負荷試験による肺高血圧症の早期検出に関する

検討． サミット ，岡山， 年 月 日．
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 佐藤徹： の診断と治療について．バイエル社外講師勉

強会，東京， 年 月 日．

 佐藤徹： と への集学的治療：最新の診療の実態とその

成績．第 回日本集中治療医学会関東甲信越地方会，東京，

年 月 日．

 
–

．

–

．

 

．

– ．

 谷合誠一：杏林大学方式による非心臓手術術前スクリーニング

シートの有用性．第 回関東ハートセミナー，東京， 年 月

日．

 吉野秀朗：地域包括ケアと ．医療福祉建築フォーラム ，

東京， 年 月 日．

 佐藤徹：心房中隔欠損症からくる肺高血圧症．医療講演会東京

都難病相談・支援センター，東京， 年 月 日．

 山岸民治，上田明子，福士圭，若林典弘，山崎聡子，松下健

一，坂田好美，佐藤徹，吉野秀朗，稲葉雄亮，土屋博司，遠藤

英仁，野間美緒，窪田博：バルサルバ洞動脈瘤・感染性心内膜

炎へ進展した化膿性心外膜炎の一例．日本循環器学会関東甲

信越地方会，東京， 年 月 日．

 副島京子： ．第 回日

本心臓病学会学術集会，仙台， 年 月 日．

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，菊池華子，佐藤徹，

吉野秀朗：

．第 回日

本心臓病学会学術集会，仙台， 年 月 日．

 菊池華子，伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，百瀬裕

一，金谷允博，佐藤徹，吉野秀朗：慢性血栓塞栓性肺高血圧

症に対する経皮的肺動脈形成術後１年間の血行動態変化．第

回日本心臓病学会学術集会，仙台， 年 月 日．

 重田洋平，伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，菊池華子，百瀬裕

一，金谷允博，佐藤徹，吉野秀朗：術後残存肺高血圧症に対

する経皮的肺動脈形成術の効果．第 回日本心臓病学会学

術集会，仙台， 年 月 日．

 金谷允博，伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，菊池華

子，佐藤徹，吉野秀朗：慢性血栓塞栓性肺高血圧症と脂質異

常症及び 比の関連性．第 回日本心臓病学会学術

集会，仙台， 年 月 日．

 佐藤徹：最新の肺高血圧症診断と治療．第４回東京肺循環セミ

ナー，東京， 年 月 日

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，重田洋平，百瀬裕一，金谷允

博，福士圭，佐藤徹，吉野秀朗：

．第２回肺高血圧学会第３回日

本肺循環学会合同学術集会，東京， 年 月 日．

 佐藤徹：最新の肺高血圧症診断と治療．第 回岐阜肺高血圧症

フォーラム，岐阜， 年 月 日．

 冨樫郁子，副島京子，上田明子，三輪陽介，樋口聡，宮越睦，

松下紀子，百瀬裕一，長岡身佳，吉野秀朗：陳旧性前壁心筋

梗塞に対し による 同定で複数の心

室頻拍の焼灼に成功した一例．第 回カテーテルアブレーショ

ン委員会公開研究会，新潟， 年 月 日．

 坂田好美：当院におけるファブリー病のスクリーニングの現状と

循環器画像診断．多摩ファブリー病セミナー，東京， 年

月 日．

 伊波巧：

．第１回群馬

フォーラム，前橋， 年 月 日．

 谷合誠一：高純度 製剤を活用した治療戦略． 多

摩クリニカルセミナー，東京， 年 月 日．

 佐藤徹：最近の肺高血圧症診断・治療の動向．第 回神奈川肺

高血圧症カンファレンス，横浜， 年 月 日．

 佐藤徹：講演肺高血圧症を中心に．第９回患者と医療者が創る

フォーラム，東京， 年 月 日．

 
：

．

．

 佐藤徹：肺動脈形成術について．第９回東京医科歯科大学関

連病院 冠動脈治療研究会，東京， 年 月 日．

 ： ．

．

 ： ．

．

 ：

 
．

．

．

 吉野秀朗：非心臓手術の術前循環器チェックポイント．三鷹，

年 月 日．

 伊波巧，片岡雅晴，石黒晴久，柳澤亮爾，志村亘彦，佐藤徹，

吉野秀朗 – ．

福岡 年

月 日．

 坂田好美：循環器領域における心臓超音波の今後の展望‐最

新の循環器診療と心臓超音波，栃木， 年 月 日．

 吉野秀朗：安心できる地域医療をめざして．「みんなで守る地域

医療」講演会，白河， 年 月 日．

 ：

．

．

 佐藤徹：肺高血圧診断と治療の経験．第８回東海肺高血圧症フ

ォーラム．名古屋， 年 月 日．

 坂田好美，吉川勉，馬原啓太郎，馬原啓太郎，上田哲郎，磯

貝俊明，小西裕二 ，長尾建，山本剛，高山守正：心エコーを用

いたたこつぼ型心筋症の心機能障害の特徴―東京 ネット

ワークよりの報告―．第 回東京 研究会，東京， 年

月 日．

 田口浩樹，重田洋平，山岸民治，樋口聡，伊波巧，石黒晴久，

高昌秀安，佐藤徹，吉野秀朗：冠攣縮性狭心症の診断におい
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て が有用であることが示唆された一例．第 回日本循環

器学会関東甲信越地方会，東京， 年 月 日．

 坂田好美： って何だろう 心エコーを用いた の

評価 ．東京， 年 月 日．

 上田明子．抗凝固療法の現状と課題－ワルファリンのメリット・デ

メリット．多摩不整脈研究会 エリキュース座談会，東京， 年

月 日．

 坂田好美：肺高血圧の診断と運動負荷心エコー．運動負荷心

エコー＆ 講演会，東京， 年 月 日．

 ．

 三輪陽介，副島京子，佐藤俊明，上田明子，冨樫郁子，星田

京子，樋口聡，松下紀子，百瀬裕一，吉野秀朗：頻脈誘発性心

筋症による 延長症候群で を呈した一例．

第 回臨床不整脈研究会 東京 年 月 日．

 吉野秀朗：虚血性心疾患の心電図．毛呂山抗凝固療法

，毛呂山， 年 月 日．

 佐藤徹：肺高血圧症と右心機能―今後の展望と着目点―．座

談会 ．東京， 年 月 日．

 松下紀子，上田明子，長岡身佳，百瀬裕一，樋口聡，星田京

子，宮越睦，三輪陽介，冨樫郁子，佐藤俊明，副島京子，吉野

秀朗，森山久美，萬知子：硬膜外麻酔で を脱し星状

神経節レーザー照射で 作動抑制に至った 根治術後

の 例．第 回日本成人先天性心疾患学会，東京 年 月

日．

 佐藤徹：最新の肺高血圧症診断と治療．肺高血圧症セミナー，

八王子， 年 月 日．

 吉野秀朗：東京都で実施されている 大動脈ネットワークに

ついて．第 回近畿 研究会，大阪， 年 月 日．

 上田明子．マグネティックナビゲーションによるカテーテルアブ

レーション．第 回阪神アブレーション電気生理研究会，大阪，

年 月 日．

 谷合誠一：杏林大学方式による非心臓手術術前スクリーニング

シートの有用性．第 回メトロポリタンハートクラブ，東京，

年 月 日．

 松下紀子，佐藤俊明，百瀬裕一，樋口聡，星田京子，三輪陽

介，冨樫郁子，上田明子，副島京子，吉野秀朗：房室ブロ ッ ク

症例における心筋症の合併：心臓 での検討．第 回植込

みデバイス関連冬季大会，東京， 年 月 日．

 奥田健太郎，渡邉英一，西井伸洋，土屋邦彦，佐藤俊明，田

上和幸，阿部芳久，寺田健，亀谷良介，山本賢，祖父江嘉洋，

尾崎行男：不適切作動を有する患者における予後規定因子．

第 回植込みデバイス関連冬季大会，東京， 年 月

日．

 前田明子，佐藤俊明，副島京子，上田明子，三輪陽介，宮越

睦，星田京子，樋口聡，松下紀子，百瀬裕一，長岡身佳，吉野

秀朗：頻回なショック作動と失神を経験後 遠隔モニタリングを活

用したケアが必要となった 植込み後の 例．第 回植込みデ

バイス関連冬季大会，東京， 年 月 日．

 前田明子，佐藤俊明，副島京子，上田明子，三輪陽介，宮越

睦，星田京子，樋口聡，松下紀子，百瀬裕一，長岡身佳，吉野

秀朗： 植込み患者の自動車運転制限に関する認

識調査．第 回植込みデバイス関連冬季大会，東京， 年

月 日．

 冨樫郁子，佐藤俊明，副島京子，上田明子，三輪陽介，宮越

睦，星田京子，樋口聡，松下紀子，百瀬裕一，長岡身佳，吉野

秀朗：側副血行路より リード追加植え込みをおこなった，ペ

ースメーカ植込み後鎖骨下静脈完全閉塞を合併した透析症例．

第 回植込みデパイス関連冬季大会，東京， 年 月

日．

 三輪陽介，副島京子，長岡身佳，百瀬裕一，松下紀子，樋口

聡，星田京子，宮越睦，上田明子，佐藤俊明，吉野秀朗：反射

性失神が疑われた患者における 試験中の不整脈イ

ベント．第 回植込みデバイス関連冬季大会，東京， 年 月

日．

 吉野秀朗：大動脈解離の成因と疫学．第３回大動脈解離シンポ

ジウム，横浜， 年 月 日．

 佐藤徹：最新の肺高血圧症診断と治療．アイミクス配合錠発売２

周年記念講演会 多摩，多摩， 年 月 日．

 
：

．

， ，

．

 ．

 ．

．

 ．

．

 坂田好美，今井昌康，横山健一，上杉陽一郎，南島俊徳，古

谷充史，佐藤徹，似鳥俊明，吉野秀朗：

による 評価，北九州， 年 月 日．

論 文

邦文

 吉野秀朗：不安定狭心症・非 上昇型心筋梗塞（ ）

に関する 年ガイドラインの 年重点改訂― ．

血栓と循環 ．

 吉野秀朗：抗血栓薬を服用中の患者が内視鏡検査，生検，粘

膜切除，手術をうけることになりました．どうすればよいですか．

循環器科医必携－日常診療の疑問解決します－．

， ．

 吉野秀朗：心臓病患者が非心臓手術を受ける際に大丈夫という

ためのポイントを説明してください．循環器科医必携－日常診

療の疑問解決します－． ．

 吉野秀朗：心筋梗塞患者をどう管理するか． ・ における

循環管理． ， ．

 吉野秀朗： を用いた地域包括ケアの現状と未来．杏林医学

会雑誌 ．

 佐藤徹：肺高血圧．呼吸と循環 ： ．

 佐藤徹：肺塞栓症患者をどう管理するか． ．

．

 佐藤徹：肺高血圧症の最適治療を目指して 内科の立場より．

．

 佐藤徹：肺動脈性肺高血圧症薬物治療の最前線．

． ．

 佐藤徹：特発性肺動脈性肺高血圧症（ の診断と治療．呼

吸器内科 ： ．

 佐藤徹： 肺高血圧症診断のポイントと最近の治療戦略 ３）慢

性血栓塞栓症肺高血圧症 内科の立場より ．

． ．

 坂田好美：最新の循環器診療 どこまで進むか心エコー検査．

東京 杏林医学会雑誌
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 村上力１ 吉川勉２，前川裕一郎 ，上田哲郎 ，坂田好美，磯貝

俊明 ，山本剛 ，長尾建 ，高山守正 東海大医大２榊原記念病

院 慶応医大 多摩総合医療センター 日本医科大 日本大学 ：

たこつぼ型心筋症における院内心合併症の予測因子に関する

検討． と 別冊 ， ．

 前川裕一郎 ，吉川勉 ，上田哲郎 ，坂田好美，村上力 ，磯貝

俊明 ，山本剛 ，長尾建 ，高山守正 慶応医大２榊原記念病院

多摩総合医療センター 東海大医大 日本医科大 日本大学 ：

たこつぼ心筋症症例における入院時好中球数増加の意義．

と 別冊 ， ．

 磯貝俊明 ，吉川勉 ，上田哲郎 ，小西裕二 ，坂田好美，前川

裕一郎 ，村上力 ，山本剛 ，長尾建 ，高山守正 多摩総合医

療センター２榊原記念病院 東京医科歯科医大 慶応医大 東海

大医大 日本医科大７日本大学 ：たこつぼ心筋症における心電

図変化と心臓合併症の関連についての検討―東京 ネット

ワークデータを用いた多施設共同研究―． と 別

冊 ， ．

 松下紀子，佐藤俊明，金谷允博，百瀬裕一，長岡身佳，樋口

聡，星田京子，宮越睦，三輪陽介，上田明子，副島京子，吉野

秀朗：致死的不整脈を合併した筋ジストロフィーの 症例．心臓，

： ．

 上田明子，副島京子，三輪陽介，塚田雄大，宮越睦，星田京

子，長岡身佳，佐藤俊明，吉野秀朗，新田隆 ，村田広茂１ 日

本医科大 ：二弁置換後の心室頻拍に対する心外膜アブレーシ

ョンを施行した 例．臨床心臓電気生理 ： ．

 佐藤俊明：心臓植込みデバイスの遠隔モニタリングをもちいた

地域医療連携．杏林医学会雑誌 ：

 佐藤俊明：心臓植込みデバイスをもちいた診療の最新．杏林医

学会雑誌 ： ．

 松下健一：急性心不全．杏林医学会雑誌 ．

 谷合誠一，山崎聡子，飯島毅彦 ，萬知子 ，井原玲 ，波利井清

紀 ，佐藤徹，吉野秀朗 昭和医大， 杏林大学麻酔科学， 杏林大

学形成外科学 ：新方式による非心臓手術術前循環器スクリーニ

ングシートの使用経験と有用性．心臓 ， ．

 谷合誠一，横山健一 杏林大学放射線医学 ：循環器診療を支

える最新の非侵襲的検査 杏林医会誌 ： ．

 田口浩樹： と全身疾患．杏林医学会雑誌

．

欧文

 ：

．

 

． ．

 

． ．

 

．

． ．
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． ．
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．
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著 書

 吉野秀朗： ．内科学概論．臨床工学技士標準テキスト．小野

哲章，峰島三千男，堀川宗之，渡辺敏．東京，金原出版，

 吉野秀朗：虚血の同定‐多枝病変で虚血同定をどうする？．

・カテーテル室のピンチからの脱出法 ．村松俊哉．東京，

南江堂， ．

 佐藤徹：肺高血圧症．循環器内科医のための非心臓手術必須

知識 吉野秀朗編 東京，メジカルビュー社， ． ．

 ： ．

 坂田好美：悪性リンパ腫．心エコー： ．東京，文光堂， ．

．

 坂田好美：弁膜症．ハートナーシング４月号．大阪，メディカ出

版，： ． ． 佐藤俊明：今後期待される新たなデバイ

ス②：リードレスペーシング 不整脈治療 第 巻．大阪，

医療ジャーナル社， ． ．

 佐藤俊明，林田健太郎，岡田隆晴，荒井陽一他：出会えてよか

った！Ⅱ．先進医療技術を選んだ患者さんたちのエッセー集・

第 集．東京，米国医療機器・ 工業会（ ）， ．

 合田あゆみ：代替療法 心房細動に対する運動療法．カレント

テラピー ．高久史麿，猿田享男監修，北村聖編集 東京

ライフメディコム ． ．

 三輪陽介：不整脈（頻脈性不整脈・徐脈性不整脈）．＜特集 ＞

まる暗記不要！イラストでひと目で理解 心臓の重要疾患の治

療と看護． 池田隆徳編 大阪，メディカ出版

． ．

その他

 伊波巧：第 回杏林医学会研究奨励賞受賞 年 月 日

第二内科学教室

（血液内科）

講 演

 高山信之：非血縁者間同種骨髄移植後， 年半寛解を維持して

いる形質細胞白血病の 例．第 回多摩骨髄腫研究会，東京，

年 月 日．

 高山信之： の治療．第 回多摩

悪性リンパ腫研究会，東京， 年 月 日．

 高山信之：杏林大学病院における急性リンパ性白血病の治療

成績．多摩 セミナー．東京， 年 月 日．

 関雅史，式場星矢，百瀬恵美，桑原彩子，佐藤範英，平野和

彦，望月眞，高山信之：ホジキンリンパ腫に対する化学療法後

に肺小細胞癌が顕在化した重複癌の 例．第 回日本内科学

会関東地方会，東京， 年 月 日．

 

第 回日本血液学会学術集会，大

阪， 年 月 日．

 

． 第 回日本血液学会学術集会，大阪 年

月 日．

 高山信之： の治療 ．第 回

多摩悪性リンパ腫研究会，東京， 年 月 日．

 高山信之，桑原彩子，式場星矢，関雅史，百瀬恵美，佐藤範

英：当施設における骨髄破壊的前処置による臍帯血移植の治

療成績．第 本造血細胞移植学会総会，神戸， 年 月

日．

 高山信之 多発性骨髄腫に対する自家移植－自験例を踏まえ

た移植後治療に関する若干の考察－．

東京， 年 月 日．

 今田枝里，式場星矢，百瀬恵美，佐藤範英，高山信之．

と急性骨髄性白血病の骨髄内同時発症を

認めた 例．第 回日本血液学会関東甲信越地方会，東京，

年 月 日．

論 文

 

著 書

 高山信之： がん薬物療法キードラッグ ．古瀬純司編，東京，

中外医学社， ，

第三内科学教室

（消化器内科）

講 演

 高橋信一：ピロリ菌除菌の実際 −胃炎保険適用後 年を迎えて

−．第 回多摩 研究会，小平， 年 月 日

 川村直弘：非代償性肝硬変に対するエルカルニチンの効果．

第 回多摩 ・肝炎研究会，立川， 年 月 日

 西川かおり：腹部エコーマスター講座 ビギナーセミナー 胆

道・膵臓・脾臓．アスリードセミナー，東京， 年 月 日

 森秀明：腹部エコーマスター講座 ビギナー向けセミナー．アス

リードセミナー，東京， 年４月 日．

 森秀明：カラードプラを使いこなすには．日本消化器がん検診

学会関東甲信越支部超音波研修委員会，東京， 年４月 ９

日．

 高橋信一：ピロリ感染胃炎診療のこつ．第 回太田「胃と腸」の

会，太田， 年 月 日

 徳永健吾 胃癌ハイリスク検診と実地診療で必要なピロリ感染症

の知識 第 回 ． 三鷹医師会，三鷹， 年 月 日

 川村直弘： 型肝炎のおはなし．西多摩地区市民公開医療講

演会，あきる野， 年 月 日．
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 西川かおり：見逃してはいけない消化器疾患の超音波所見「肝

病変と肝近傍病変の見極めのための着目点」．日本超音波医

学会第 回学術集会，横浜， 年 月 日．

 關里和，森秀明，齋藤大祐，尾股佑，塚田幾太郎，山田雄二，

西川かおり，大倉康男，正木忠彦，高橋信一：体外式腹部超音

波検査が術前診断に有用であった 憩室内翻の一例．日

本超音波医学会第 回学術集会，横浜， 年 月 日．

 森秀明，西川かおり，本田普久，塚田幾太郎，尾股佑，關里和，

峯佳毅，小榑二世，高橋信一，岸野智則，贄田真由美：消化器

領域における 次元超音波検査－ －の検討．日本超

音波医学会第 回学術集会，横浜， 年 月 日．

 森秀明，畠二郎，樫田博史，関根智紀，西田睦，西川かおり，

長谷川雄一，藤井康友，本田伸行，宮本幸夫，山田博康：消化

管診断基準小委員会からの報告．日本超音波医学会第 回

学術集会，横浜， 年 月 日．

 森秀明：超音波教育－最前線 最新シミュレーターによるハンズ

オン～心エコー，腹部エコー，胎児エコー～．日本超音波医学

会第 回学術集会，横浜， 年 月 日．

 徳永健吾 胃癌ハイリスク検診と実地診療で必要なピロリ感染症

の知識 第２回 ． 三鷹医師会．三鷹， 年 月 日

 森秀明：消化器疾患知っておきたい超音波診断．第 回多摩

エコー研究会 東京， 年 月 日．

 三浦みき，林田真理，三井達也，落合一成，齋藤大祐，塚田幾

太郎，桜庭彰人，山田雄二，小山元一，森秀明，高橋信一：当

院におけるパテンシーカプセルの使用経験．第 回日本消化

器内視鏡学会総会，福岡， 年 月 日

 箕輪慎太郎，齋藤大祐，三浦みき，桜庭彰人，山田雄二，林田

真理，小山元一，大倉康男，高橋信一：腸重積を繰り返す

に対しダブルバルーン内視鏡で小腸

ポリープ切除術を施行した１例 第 回日本消化器内視鏡学

会総会，福岡， 年 月 日

 神保陽子，土岐真朗，落合一成，太田博崇，渡辺俊介，大野

亜希子，倉田勇，畑英行，蓮江智彦，平野和彦，山口康晴，両

角克朗，大倉康男，高橋信一：胃生検にて と判定され

最終診断が癌であった 例の検討．第 回日本消化器内視鏡

学会総会，福岡， 年 月 日

 齋藤大祐，林田真理，三浦みき，平野和彦，桜庭彰人，山田雄

二，小山元一，大倉康男，高橋信一：当院における消化管サイ

トメガロウイルス感染症の検討．第 回日本消化器内視鏡学会

総会，福岡， 年 月 日

 畑英行 土岐真朗 山口康晴：超高齢者上部消化管出血におけ

る特徴とその治療戦略．第 回日本消化器内視鏡学会総会

福岡 年 月 日．

 川村直弘：慢性肝疾患の栄養療法．ヤンセンファーマ社内勉強

会，東京， 年 月 日．

 高橋信一：ピロリ除菌の実際 —胃炎保険適用後 年を経過して

−．第 回日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京， 年

月 日

 尾崎良，三浦みき，齋藤大祐，桜庭彰人，山田雄二，小山元一，

高橋信一：癒着性イレウスを契機に診断された小腸腫瘍の 例．

第 回日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京， 年 月

日

 高橋信一： ． 除菌療法ですべては解決されるか？．第

回日本ヘリコバクター学会学術集会，東京， 年 月 日．

 高橋哲史，松井英則，高橋信一，中村正彦： 感染

胃粘膜における 依存的な シグナル活性化．

第 回日本ヘリコバクター学会学術集会，東京， 年 月

日．

 正岡建洋，鈴木秀和，小俣富美雄，水野滋章，伊藤愼芳，川

上浩平，大草敏史，徳永健吾，栗原直人，松久威史，西澤俊

宏，鈴木雅之，鳥居明，浅岡大介，永原章仁，竹内義明，森英

毅，松崎潤太郎，峯徹哉，河合隆，髙橋信一，榊信廣 東京都

多施設共同調査における 一次・二次除菌率

の経年変化の検討．第 回日本ヘリコバクター学会学術集会，

東京， 年 月 日．

 徳永健吾 伊藤慎芳 水野滋章 松久威史 浅岡大介 永原章

仁，小俣富美雄，西澤俊宏 鈴木雅之 鳥居明 栗原直人 正岡

建洋 鈴木秀和 竹内義明 川上浩平，河合隆 大草敏史 峯徹哉

榊信廣 高橋信一：シタフロキサンを用いた ． 三次除菌

療法—東京都内多施設検討—．第 回日本ヘリコバクター学会

学術集会，東京， 年 月 日．

 伊藤慎芳，佐々木仁，浅岡大介，永原章仁，徳永健吾，髙橋

信一，竹内義明，松久威史，西澤俊宏，鈴木雅之，水野滋章，

峯徹哉，大草敏史，小俣富美雄，栗原直人，正岡建洋，鈴木

秀和，榊信廣，川上浩平，河合隆，鳥居明 ペニシリンを用いな

いヘリコバクター除菌治療．第 回日本ヘリコバクター学会学

術集会，東京， 年 月 日．

 ：

 ：

–

 田中昭文，徳永健吾，高橋信一： 高齢者における ．

一次除菌療法 耐性率と除菌率による検討

第 回日本ヘリコバクター学会学術集会，東京， 年 月

日．

 高橋信一：胃がん検診とピロリ除菌．三鷹市医師会学術講演会，

三鷹， 年 月 日

 土岐真朗，両角克朗，太田博崇，落合一成，権藤興一，三井

達也，渡辺俊介，神保陽子，大野亜希子，倉田勇，畑英行，蓮

江智彦，中村健二，山口康晴，森秀明，高橋信一：エアーネッ

クピローで 後の血中唾液腺アミラーゼ上昇を減らせる

か？．第 回日本膵臓学会大会，北九州， 年 月 日

 畑英行，土岐真朗，高橋信一：高齢者の非静脈瘤性上部消化

管出血の臨床的特徴と止血率向上に向けた治療戦略．第 回

日本高齢消化器病学会総会，山口， 年 月 日．

 倉田勇，土岐真朗，太田博崇，落合一成，新井健介，渡辺俊

介，神保陽子，大野亜希子，畑英行，蓮江智彦，中村健二 両

角克朗 山口康晴 高橋信一：合併症を有する高齢者内視鏡的

截石術困難症例の治療戦略．第 回日本高齢消化器病学会

総会 山口 年 月 日．
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 三浦みき，齋藤大祐，林田真理，高橋信一：当院における高齢

者に対するダブルバルーン内視鏡検査の検討．第 回日本高

齢消化器病学会，山口， 年 月 日．

 高橋信一：ピロリ菌ってなあに？病気と関係あるの？．第 回日

本ヘリコバクター学会学術集会市民公開講座，東京， 年

月 日

 高橋信一：ピロリ菌除菌の実際 −胃炎保険適用後 年を迎えて

−．第 回京都消化器病研究会，京都， 年 月 日

 高橋信一：胃がん検診とピロリ除菌．横須賀市医師会学術講演

会，横須賀， 年 月 日

 高橋信一：ピロリ除菌の実際 —胃炎保険適用後 年を経過して

−．第 回練馬区医師会学術部内科医会臨床研究会，東京，

年 月 日

 徳永健吾 変わる慢性胃炎の診療ピロリ感染胃炎と機能性ディ

スペプシア．三鷹医師会学術講演会．三鷹， 年 月 日

 高橋信一：ピロリ感染胃炎診療のこつ．第 回西多摩消化器疾

患カンファレンス，青梅， 年 月 日

 高橋信一：実地診療におけるピロリ除菌の実際．北町臨床研究

会，東京，平成 年 月 日

 徳永健吾 ： 感染胃炎除菌の現状と課題．第 回胃

病態機能研究会，横浜， 年 月 日

 田中昭文，徳永健吾，高橋信一 高齢者における 一次

療法 耐性率と除菌率による検討 ．第 回消

化器疾患病態治療研究会，札幌， 年 月 日．

 森秀明：腹部エコーマスター講座 アドバンスドエコーセミナー．

アスリードセミナー．東京， 年 月 日．

 西川かおり： 腹部エコーマスター講座 アドバンスドセミナー

胆道・膵臓．アスリードセミナー，東京， 年 月 日．

 徳永健吾 変貌する 感染症と酸関連疾患の実診療．

，東京， 年 月 日

 
–

Ⅹ Ⅹ Ⅶ

，

 高橋信一：これだけは知っておきたいピロリ除菌と胃がん予防．

京都消化器医会定例学術講演会，京都， 年 月 日

 太田博崇，倉田勇，新井健介，渡辺俊介，神保陽子，大野亜

希子，畑英行，土岐真朗，徳永健吾，川村直弘，森秀明，高橋

信一：肝原発 でカルチノイド症候群を合併した稀な１例．

第 回日本消化器病学会関東支部例会，東京， 年 月

日

 神保陽子，徳永健吾，桜庭彰人，太田博崇，新井健介，渡辺

俊介，大野亜希子，倉田勇，畑英行，土岐真朗，林田真理，高

橋信一：発熱，上腹部痛を契機に診断された家族性地中海熱

の一例．第 回日本消化器病学会関東支部例会，東京，

年 月 日

 落合一成，土岐真朗，太田博崇，新井健介，渡辺俊介，神保

陽子，大野亜希子，倉田勇，畑英行，蓮江智彦，中村健二，山

口康晴，両角克朗，森秀明，高橋信一：急性閉塞性胆管炎の

原因がアミオダロンと考えられた１例．第 回日本胆道学会学

術集会，東京， 年 月 日

 森秀明：超音波検査の優位性（ や などの他画像と比較

して） 特別発言．第 回超音波ドプラ研究会，東京， 年

月 日．

 徳永健吾： 感染胃炎総除菌時代に向けて．

第 回日本臨床腸内微生物学会総会学術集会，東京，

年 月 日

 森秀明：スクリーニングから精査まで－消化器（肝・脾）－．日本

超音波医学会主催超音波診断講習会，仙台， 年 月

日．

 西川かおり：スクリーニングから精査まで－消化器（胆・膵）－．

日本超音波医学会超音波診断講習会，仙台， 年 月

日．

 嶌島直子，岸野智則，西川かおり，板谷直，浦田毅 下山田博

明，森秀明 奴田原紀久雄 大西宏明，渡邊卓：乳頭状腎細

胞癌の一例．日本超音波医学会 関東甲信越地方会 第 回

学術集会，東京， 年 月 日．

 浦田毅，岸野智則，大西宏明，山本明日香，嶌森直子，飯田

綾子，渡辺敬子，森秀明，楊國昌，渡邊卓：腎臓に浸潤したバ

ーキットリンパ腫の一例：転移性腎腫瘍との鑑別点について．日

本超音波医学会関東甲信越地方会第 回学術集会，東京，

年 月 日．

 宮脇晴子，岸野智則，森秀明，福岡利仁，下山田博明，浦田

毅，．嶌森直子，飯田綾子，大西宏明，渡邊卓：腎辺縁に

を認めた一例．日本超音波医学会関東

甲信越地方会第 回学術集会，東京， 年 月 日．

 森秀明：超音波ならでは－超音波の魅力を語る－「消化器」．

日本超音波医学会関東甲信越地方会第 回学術集会，東京，

年 月 日．

 

，

 

，

 

，

 

 

Barrett’s Esoph

，

 

，

 田中昭文，徳永健吾，高橋信一：ペニシリンアレルギー症例に

対する ． 除菌療法の検討． ，神戸， 年

月 日

 土岐真朗，両角克朗，太田博崇，落合一成，渡辺俊介，神保

陽子，大野亜希子，倉田勇，畑英行，蓮江智彦，中村健二，山

口康晴，高橋信一： 関連手技の前処置におけるグルカゴ
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ンの有用性の検討と投与法の工夫． ，神戸， 年

月 日

 田部井弘一，徳永健吾，太田博崇，落合一成，神保陽子，大

野亜希子，倉田勇，畑英行，蓮江智彦，土岐真朗，田中昭文，

高橋信一： 後人工潰瘍に対する並行群間試験−エソメプラ

ゾールの有効性に関する検討． ，神戸， 年

月 日

 徳永健吾 変貌する 除菌療法の普及は何をもたらすの

か？．第 回消化管疾患研究会熊本，熊本， 年 月 日

 川村直弘：インターフェロンフリーの 型肝炎治療 〜経口薬へ

のパラダイムシフト〜．調布市医師会学術講演会，調布，

年 月 日．

 高橋信一：実地診療におけるピロリ除菌の実際．第 回多摩

・肝炎研究会，立川， 年 月 日

 一瀬由香里，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，須藤恵美，岡

野晴子，西川かおり，森秀明，細井温，高城靖志，渡邊卓：孤

立性上腸間膜動脈解離後の広範囲血栓形成と思われる一例

－超音波検査の有用性について－．第 回日本臨床検査医

学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 大坂真以子，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，嶌森直子，寺

戸雄一，西川かおり，森秀明，奴田原紀久雄 高城靖志，渡邊

卓：転移性腎腫瘍の３例 －超音波画像所見の考察－．第 回

日本臨床検査医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 須藤恵美，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，大坂真以子，藤

原正親，板谷直，西川かおり，森秀明，奴田原紀久雄 高城靖

志，渡邊卓：褐色細胞腫との鑑別が困難であった副腎癌の一例

－超音波画像所見の考察－．第 回日本臨床検査医学会学

術集会，福岡， 年 月 日．

 

 

 林田真理 齋藤大祐 三浦みき 櫻庭彰人 山田雄二 徳永

健吾、小山元一 高橋信一：当院で経験した蛋白漏出性胃腸

症の 症例について 第 回日本消化吸収学会 東京

年 月 日．

 川村直弘：肝臓病の栄養 何が足りない，何が余計．西多摩市

民公開講座，あきる野， 年 月 日．

 高橋信一： ． 除菌を巡る新しい話題．酸関連疾患セミナ

ー ，米子， 年 月 日

 川村直弘：肝機能検査の見方．第 回肝臓病治療を考える栄

養士の会，東京， 年 月 日．

 高橋信一： との格闘の 年を総括し未来を

探る．第 回日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京，

年 月 日

 新井健介，土岐真朗，楠原光謹，深沢友里，箕輪慎太郎，太

田博崇，落合一成，権藤興一，渡辺俊介，神保陽子，大野亜

希子，倉田勇，畑英行，蓮江智彦，中村健二，徳永健吾，山口

康晴，両角克朗，森秀明，高橋信一：当院における胃アニサキ

ス症の現況．第 回日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京，

年 月 日

 楠原光謹，菊池翁輝，深沢友里，箕輪慎太郎，太田博崇，落

合一成，権藤興一，新井健介，渡辺俊介，神保陽子，大野亜

希子，畑英行，蓮江智彦，土岐真朗，中村健二，徳永健吾，山

口康晴，両角克朗，森秀明，高橋信一： 関連バーキットリ

ンパ腫により閉塞性黄疸を来したと考えられた稀な１例．第 回

日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京， 年 月 日

 徳永創太郎，齋藤大祐，三浦みき，桜庭彰人，山田雄二，林田

真理，徳永健吾，小山元一，大倉康男 杉山政則，高橋信一：

発熱を契機に診断された小腸内分泌細胞癌の１例．第 回日

本消化器内視鏡学会関東地方会，東京， 年 月 日

 徳永健吾 変貌する 除菌療法の普及は何をもたらすの

か？．第 回日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京，

年 月 日

 高橋信一：くすりとピロリ菌と胃潰瘍．杏林大学公開講座，三鷹，

年 月 日．

 高橋信一：胃炎と胃癌−ピロリ菌の係りについて−．第 回国

際治療談話会例会，東京， 年 月 日

 徳永健吾 感染症の診断・治療・適応疾患．

日本ヘリコバクター学会 感染症認定医・平成 年度教

育講演会，東京， 年 月 日

 高橋信一：酸関連疾患と ． 除菌の最新の話題について．

藤沢市医師会消化器病医会学術講演会，鎌倉， 年 月

日

 徳永健吾 わが国における 潰瘍診療の問題点．淡青

運動器セミナー ，東京， 年 月 日．

 菊地翁輝，奥山秀平，關里和，塚田幾太郎，中村一久，松岡

弘泰，佐藤悦久，川村直弘，西川かおり，森秀明，高橋信一：

原発性胆汁性肝硬変と診断後早期に自己免疫性肝炎へ移行

しその後成人型 病を発症した 例．第 回三多摩肝臓談話

会，武蔵野， 年 月 日．

 徳永健吾，神保陽子，桜庭彰人，太田博崇，新井健介，渡辺

俊介，大野亜希子，倉田勇，畑英行，土岐真朗，林田真理，田

中昭文，高橋信一：家族内での発症を確認した家族性地中海

熱．第 回日本消化管学会総会学術集会，東京， 年 月

日

 後藤知之，桜庭彰人，三浦みき，齋藤大祐，山田雄二，林田真

理，小山元一，高橋信一：同時に か所から活動性出血の 例．

第 回日本消化管学会総会学術集会，東京， 年 月 日

 

–

，

 三浦みき，林田真理，齋藤大祐，小暮正晴 桜庭彰人，吉敷智

和 山田雄二，小山元一，正木忠彦 杉山政則，大倉康男

高橋信一： 鉄欠乏性貧血を契機に診断に至ったメッケル憩室

を伴わない小腸の異所性胃粘膜の一例 第 回日本カプセル

内視鏡学会学術集会，東京， 年 月 日

 高橋信一：酸関連疾患と ． 除菌の最新の話題について．

タケキャブ錠承認記念講演会，東京， 年 月 日

 千野貴子，奥山秀平，大浦紀彦：摂食障害患者への 介入

の有用性．第 回日本静脈経腸栄養学会学術集会，神戸，

年 月 日．

 高橋信一：ピロリ除菌と胃がん検診．平成 年度胃がん検診講

習会，久留米， 年 月 日

 池崎修，武田雄一，田代祥博，田村皓子，平昭衣梨，矢内真

人，柴田勇，山地統，浦牛原幸治，小野圭一，小島茂，野内俊

彦，清水誠一郎，太田博崇，川村直弘，高橋信一：診断が困難

であった 型非代償性肝硬変に合併した特発性細菌性胸膜炎

の１剖検例．日本消化器病学会 関東支部第 回例会，東京，

年 月 日．

－ 22 －



 高橋信一：酸関連疾患と ． 除菌の最新の話題について．

タケキャブ錠発売記念講演会，大磯， 年 月 日

 徳永健吾 感染胃炎と内視鏡所見 若手内視鏡医の会，

橋本， 年 月 日．

 高橋信一：酸関連疾患と ． 除菌の最新の話題について．

タケキャブ新発売記念講演会，調布， 年 月 日

 高橋信一：酸関連疾患と ． 除菌の最新の話題について．

タケキャブ新発売記念講演会，川崎， 年 月 日

 田中昭文 酸関連疾患と 除菌における最新の話題．

府中市薬剤師会定例研修会，府中， 年 月 日

 高橋信一：酸関連疾患と ． 除菌の最新の話題について．

タケキャブ錠発売記念講演会，柏， 年 月 日

 

，

 高橋信一：酸関連疾患と ． 除菌の最新の話題について．

タケキャブ新発売記念講演会，府中， 年 月 日

 田中昭文：酸関連疾患と 除菌における最新の話題．

国分寺市医師会学術講演会，国分寺， 年 月 日

論 文

 

Institute of Gastroenterology, Tokyo Women’s 

 

 

 

–

 北原るり子 山崎昭 高橋信一：医療安全管理部における地域

貢献．杏林医会誌

 

 三浦みき，齋藤大祐，林田真理，徳永健吾，高橋信一：当院に

おける高齢者に対するダブルバルーン内視鏡検査に関する検

討．日本高齢消化器病学会， ：

 齋藤大祐，林田真理，三浦みき，徳永健吾，高橋信一：腸管嚢

胞様気腫症の臨床的検漏．日本消化器病学会雑誌 ：

， ．

 徳永健吾，田中昭文，高橋信一： 耐性菌の現状とその

対策 クラリスロマイシン耐性の獲得機序と対策．

．

 徳永健吾 田中昭文 高橋信一 実臨床における慢性胃炎の

意味 消化器内視鏡

 田中昭文，徳永健吾，高橋信一： 除菌の副

作用 ： ．

 徳永健吾，田中昭文，高橋信一： 除菌療法 一次～三

次以降 の実際と課題．消化器の臨床 ， ．

 徳永健吾 田中昭文 高橋信一 感染胃

炎 総 除 菌 時 代 に 向 け て ． 日 本 臨 床 腸 内 微 生 物 学 会 誌

 徳永健吾 田中昭文 高橋信一 除菌適応

拡大 臨床からの問題点 無菌生物 ．

 田部井弘一 徳永健吾 権藤興一 太田博崇 落合一成 新

井健介 倉田勇 大野亜希子 内田康人 畑 英行 蓮江智

彦 土岐真朗 田中昭文 高橋信一：出血性消化性潰瘍患者

に対する並行群間比較試験 エソメプラゾールの有効性に関す

る検討．潰瘍

 伊藤慎芳，佐々木仁，永原章仁，浅岡大介，高橋信一，徳永

健吾，竹内義明，松久威史，西澤俊宏，鈴木雅之，水野滋章，

峯徹哉，大草敏史，小俣富美雄，栗原直人，正岡建洋，鈴木

秀和，榊信廣，川上浩平，河合隆，鳥居明

：ペニシリンを用いないヘリコバクター除菌治療．日本ヘ

リコバクター学会誌 ： ， ．

 田中昭文，徳永健吾，高橋信一： と胃癌．杏

林医会誌 特集 悪性腫瘍：

 ， ， ， ， ，

， ， ， ，

（ ，

， ，

）：
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． ： ， ．

 ， ， ， ， ，

， ， ， ，

（ ，

，

）：

．

 森秀明：日経メディクイズ． ： ．

 

，

–

著 書

 土岐真朗，高橋信一：胃潰瘍 ．東京，メヂ

カルフレンド社， ． ．

 齋藤大祐，林田真理 高橋信一：原因不明消化管出血

の対処のコツ．診断と治療 ．東京，診療と治療社， ．

 倉田勇，土岐正朗，高橋信一：胃潰瘍・十二指腸潰瘍．ガイドラ

イン外来診療 ．泉孝英編，東京，日経メディカル開発，

 土岐正朗，高橋信一：消化性潰瘍．診療ガイドライン

．門脇孝，小室一成，宮地良樹監修，

東京，メディカルレビュー社，

 田中昭文，徳永健吾，高橋信一： ． 感染性胃炎は， ．

関連ディスペプシアか，それとも？ 機能性ディスペプシ

ア 荒川哲男監修，大阪，フジメディカル出版，

 徳永健吾，高橋信一：機能性ディスペプシア．消化性潰瘍．内

科外来処方 富野康日己監修 東京 中外医学社

 徳永健吾，高橋信一：ヘリコバクター・ピロリ感染症．今日の臨

床検査 櫻林郁之介監修 東京 南江堂

 高橋信一：胃の検査．別冊 きょうの健康「検査でわかるこ

と」．安倍美和子編，東京， 出版，

 高橋信一：日本消化器内視鏡学会における卒後教育制度の

理念と現状．消化器内視鏡．消化器内視鏡編集委員会編，東

京，東京医学社，

 土岐真朗：胆道癌 テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム

／ ゲムシタビン／ シスプラチン．がん薬物療法キードラッグ

．古瀬純司編著．東京，中外医学社， ． ／

／ ．

 大野亜希子 徳永健吾 高橋信一：ヘリコバクター・ピロリ感染

症．今日の臨床検査．東京，南江堂， ． ．

 土岐真朗，森秀明： 胆嚢疾患 コレステローシス．画像

で見ぬく消化器疾患 胆道・膵臓．東京，医学出版， ．

 齋藤大祐，林田真理，高橋信一：原因不明消化管出血

の対処のコツ．診断と治療 ． ．

 森秀明： 消化管．超音波検査の考え方，おさえどころ，新技

術．新腹部画像診断の勘ドコロ．兼松雅之，髙橋雅士監修．東

京，メジカルビュー社， ． － ．

 森秀明： ．副腎・後腹膜．超音波検査の考え方，おさえどころ，

新技術．新腹部画像診断の勘ドコロ 兼松雅之，髙橋雅士監

修．東京，メジカルビュー社， ． － ．

その他

 高橋信一（インタビュー）：ピロリ菌除去で，胃の疾患が予防でき

る！．家の光

 高橋信一（インタビュー）：食道裂孔ヘルニアとは．読売新聞

年 月 日発行

 高橋信一（インタビュー）：胃がんの原因「ピロリ菌」除菌を助ける

乳酸菌．

 高橋信一（インタビュー）：ピロリ菌の除菌で胃がんを予防できま

すか？．消化器のひろば

 徳永健吾 監修 ：機能性ディスペプシア．クレデンシャル： ，

 徳永健吾：胃に不快感 機能性ディスペプシア ストレス社会で

急増，河北新報 朝刊， 年 月 日

 田中昭文 徳永健吾，高橋信一 第 回日本ヘリコバクター学

会学術集会〈臨床より〉 ニュース

 川村直弘：「教えてドクター」 型肝炎をテーマに解説，リビング

東京西， 年 月 日．

 川村直弘：「紙上医療講座 肝炎治療の最前線」西多摩市民公

開講座から肝発がんと栄養治療について解説，西多摩新聞，

年 月 日．

第三内科学教室

（糖尿病・内分泌・代謝内科）

講 演

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法―食品交換表の改訂

を踏まえて―．第 回筑豊糖尿病懇話会勉強会，飯塚，

年 月 日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法を考える．町田市

医師会学術講演会，町田， 年 月 日．

 小沼裕寿，犬飼浩一，北原敦子，森谷理恵，炭谷由計，村嶋

俊隆，勝田秀紀，西田進，高橋和人，石田均：インクレチンシグ

ナルとPPARγ活性化代謝経路の血管内皮細胞におけるクロス

トーク．第 回日本内科学会総会，東京， 年 月 日

 栗原進 保坂利男 小野啓 井上郁夫 片山茂裕 粟田卓也 ：肥

満 型糖尿病のリラグルチド長期投与の有用性の検討 心理面

の介入も含めて ．第 回日本内科学会総会，東京， 年

月 日

 保坂利男 栄養と糖に関する深い話 糖尿病三位一体セミナー

武蔵野 年 月 日

 石田均：「食品交換表の改訂とそのポイント」―日本人にふさわ

しい糖尿病食事療法とは?―．第 回北区
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．東京， 年 月 日．

 近藤琢磨：病態に応じた糖尿病治療．第 回多摩糖尿病若手研

究会，武蔵野， 年 月 日．

 保坂利男 知って得する２型糖尿病治療トピックス 大血管障害

予防のための良質な血糖コントロールを目指して！～ 東大和

医師会学術講演会 東大和 年 月 日

 石田均：健康寿命をのばそう！―食で元気に―健康長寿を目

指した食事の基本．第 回日本内分泌学会学術総会，福岡，

年 月 日．

 石本麻衣，炭谷由計，菅原祥子，永瀬惟，比佐有紀，盛田久

美，近藤健，高橋聰，森田奈瑠，貞苅利彦，信太暁子，村嶋俊

隆，勝田秀紀，田中利明，犬飼浩一，板垣英二，石田均：胸腺

腫を伴った重症筋無力症，抗 抗体関連疾患および緩徐

進行 型糖尿病を合併した 例．第 回日本内分泌学会学術総

会，福岡， 年 月 日．

 勝田秀紀，田中利明，森谷理恵，高橋和人，炭谷由計，犬飼

浩一，板垣英二，石田均：内科的治療により甲状腺機能を長期

的にコントロールし得た 産生下垂体腺腫の一例．第 回

日本内分泌学会学術総会，福岡， 年 月 日．

 興津理絵，阪上浩，保坂利男，高橋友奈，黒田雅士，

，原田永勝，中屋豊（：細胞骨格制御分

子による糖取り込み機構の解析．第 回日本内分泌学会学術

総会，福岡， 年 月 日．

 北原敦子：食品交換表の改訂のポイント．長野栄養士会，長野，

年 月 日．

 石田均：「食品交換表の改訂とそのポイント」―日本人にふさわ

しい糖尿病食事療法を含めて―．第 回八女筑後 研究会，

八女， 年 月 日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法―糖質の意義とイ

ンクレチンの役割について―．第 回名古屋循環器 生活習慣

病カンファレンス，名古屋， 年 月 日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法―「食品交換表」の改

訂とその新たな方向性―．平成 年度公益法人兵庫県栄養士

会第 回通常総会，神戸， 年度 月 日．

 齊藤雅一，新倉奈緒美，斉藤妙子，山岡美穂，保坂利男，粟

田卓也，池淵研二： 介入における

法の有用性について．第 回日本医学検査

学会，新潟， 年 月 日

 石田均：糖尿病の食事療法の課題と展望．食品交換表第 版へ

の改訂の概要．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 北原敦子，高橋和人，森谷理恵，小沼裕寿，半田桂子，森田

奈瑠，石本麻衣，炭谷由計，田中利明，勝田秀紀，西田進，犬

飼浩一，石田均：膵β細胞保護効果に対するアスタキサンチン

の細胞内作用機構に関する検討―ケモカインの の分泌

動態への影響―．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 西田進，鈴木清，近藤健，高橋聰，村嶋俊隆，貞苅利彦，信太

暁子，森谷理恵，北原敦子，炭谷由計，高橋和人，田中利明，

勝田秀紀，犬飼浩一，石田均：糖・脂質代謝異常や高血圧が男

性の骨代謝マーカーに及ぼす影響とその成因について．第

回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 高橋和人，森谷理恵，北原敦子，半田桂子，小沼裕寿，村嶋

俊隆，炭谷由計，田中利明，勝田秀紀，西田進，犬飼浩一，石

田均：糖尿病での骨代謝異常における基盤病態の解明とそれ

に対する温熱処理の影響の検討．第 回日本糖尿病学会年次

学術集会，大阪， 年 月 日．

 森谷理恵，高橋和人，北原敦子，小沼裕寿，半田桂子，炭谷

由計，田中利明，勝田秀紀，西田進，板垣英二，犬飼浩一，石

田均：骨芽細胞からのサイトカイン分泌に及ぼす飽和脂肪酸の

影響とその細胞内シグナル伝達経路に関する検討．第 回日

本糖尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 勝田秀紀，盛田久美，比佐有紀，石本麻衣，森田奈瑠，村嶋

俊隆，北原敦子，高橋和人，炭谷由計，田中利明，西田進，小

澤幸彦，犬飼浩一，石田均：プロインスリン変換酵素活性に基

づく膵β細胞機能評価による 型糖尿病症例におけるシタグリ

プチンの膵 β 細胞保護効果の検討．第 回日本糖尿病学会

年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 高橋久子，今野里美，下田ゆかり，栗山絹世，塚田美裕，小林

庸子，炭谷由計，高橋和人，勝田秀紀，田中利明，西田進，吉

元勝彦，犬飼浩一，板垣英二，石田均：妊娠糖尿病における妊

娠中の食事摂取量と妊娠経過ならびに新生児の状況との関連

について．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 鈴木清，服部隆一，岡西大介，菊山宗嗣，松林直，森谷理恵，

高橋和人，北原敦子，西田進，犬飼浩一，石田均： 型糖尿病

での破骨細胞機能の異常に及ぼす肥満の影響と動脈硬化との

関連について．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 炭谷由計，須﨑由香，藤澤祐基，盛田久美，比佐有紀，菅原

祥子，永瀬惟，森田奈瑠，石本麻衣，近藤健，五林可織，北原

敦子，高橋和人，岡島康友，犬飼浩一，石田均：携帯型脈拍計

を活用した運動療法の確立とその血糖コントロールに及ぼす臨

床的効果の検討．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 浅間泉，小林庸子，高橋和人，五林可織，炭谷由計，勝田秀

紀，田中利明，吉元勝彦，西田進，犬飼浩一，板垣英二，石田

均：当院における造影 施行時のビグアナイド薬休薬の取組

みと現状報告．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 小沼裕寿，犬飼浩一，炭谷由計，保坂利男，近藤健，高橋聰，

貞苅利彦，信太暁子，高橋和人，勝田秀紀，田中利明，西田

進，板垣英二，石田均： を合併した 型糖尿病患者におけ

る 阻害薬リナグリプチンの有用性．第 回日本糖尿病学

会年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 須﨑由香，炭谷由計，藤澤祐基，長谷川純子，犬飼浩一，岡

島康友，石田均：脈拍を指標にした運動療法の効果―携帯型

脈拍計を使用した慢性運動療法―．第 回日本糖尿病学会年

次学術集会，大阪， 年 月 日．

 栗山絹世，高橋久子，下田ゆかり，小林庸子，渡邉美津子，佐

藤真由美，田中耕史，相原圭太，塚田芳枝，犬飼浩一，石田

均：：糖尿病透析予防指導の導入から現状分析まで．第 回日

本糖尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 犬飼浩一，半田桂子，小沼裕寿，炭谷由計，保坂利男，北原

敦子，森谷理恵，高橋和人，田中利明，勝田秀紀，西田進，板

垣英二，石田均：糖尿病モデルマウスにおける長期糖質制限食

投与の影響に関する遺伝子学的検討．第 回日本糖尿病学

会年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 井内卓次郎，保坂利男，城石雅弘，住田崇，片山茂裕，粟田

卓也：ブナシメジ抽出物の 型糖尿病モデルマウスにおける肥

満抑制効果．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 住田崇，保坂利男，井内卓次郎，大竹啓之，片山茂裕，粟田

卓也：ドラックナイーブ及び 薬治療中患者における
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受容体作用薬リラグルチド ヶ月以上の長期投与の有用性．第

回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月

日．

 諏訪絵美，栗原進，保坂利男，小野啓，井上郁夫，片山茂裕，

粟田卓也：コントロール不良 型糖尿病のインスリン・シタグリプ

チン併用療法でシタグリプチンからビルダグリプチンへ切替えの

有用性の検討．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 大竹啓之，保坂利男，住田崇，井内卓次郎，片山茂裕，粟田

卓也：インスリン治療中の 型糖尿病患者におけるリナグリプチ

ン併用効果の検討．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大

阪， 年 月 日．

 保坂利男，大竹啓之，住田崇，井内卓次郎，片山茂裕，粟田

卓也： 経度低下高齢 型糖尿病患者におけるリナグリプチ

ンの使用経験．第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪，

年 月 日．

 興津理絵，黒田雅士，保坂利男，坂東正浩，原田永勝，中屋

豊，阪上浩：細胞骨格制御分子による糖取り込み機構の解析．

第 回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月

日．

 保川信行，栗原進，今井健太，小池裕之，井口篤志，新浪博，

保坂利男，小野啓，井上郁夫，片山茂裕，粟田卓也：周術期に

おける人工膵臓の使用経験．第 回日本糖尿病学会年次学

術集会，大阪， 年 月 日．

 保坂利男：糖尿病療養指導と薬物療法の 食品成分

の糖尿病に対する基礎研究もふくめて 吉祥寺

武蔵野 年 月 日．

 保坂利男，井内卓次郎，城石雅弘，住田崇，犬飼浩一，石田

均，粟田卓也：ブナシメジ抽出物の２型糖尿病マウスモデルに

おける内臓脂肪蓄積抑制効果．第 回日本栄養・食糧学会大

会，札幌， 年 月 日 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法．静岡糖尿病

学術講演会，静岡， 年 月 日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法を考える．第 回

，横浜， 年 月

日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法への新たな展開．第

回 研究会，武蔵野， 年 月 日．

 

 

 

 

 保坂利男：再考，療養指導とともに 阻害薬をうまく使うコ

ツ！東葛北部糖尿病治療懇話会．東葛北部糖尿病治療懇話

会，柏 年 月 日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法―インクレチンとの関

連も含めて―．第 回糖尿病フォーラム・イン・広島，広島，

年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法を考える．第

回糖尿病治療・看護・療養指導を考える試行錯誤の会，秋田，

年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法―食品交換表

の改訂と今後の展開―．第 回東京 フォーラム，東京，

年 月 日．

 北原敦子：食品交換表の改訂のポイント．新潟栄養士会，新潟，

年 月 日．

 近藤琢磨：膵β細胞研究と糖尿病治療〜それぞれの変遷．第

回中東京臨床糖尿病フォーラム，武蔵野， 年 月 日．

 保坂利男：食品成分の可能性 動物実験から生活習慣病予防

のアプローチ ，武蔵野， 年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法―食品交換表

の改訂ポイントとともに―．第 回生活習慣病研究会，沼津，

年 月 日．

 勝田秀紀： 型糖尿病の指標としてのプロインスリンの活用につ

いて． 糖尿病と膵β細胞，東京，

年 月 日．

 石田均：「糖尿病食事療法新たなる出発点」―その人にあった

栄養食事指導を目指して―「糖尿病食事療法のための食品交

換表第 版」改訂のポイント．臨床栄養学セミナーⅠ，横浜，

年 月 日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法―インクレチンとの関

連も含めて―．東東京糖尿病医療研究会第 回学術講演会，

東京， 年 月 日．

 近藤琢磨：日常診療における糖尿病合併症の管理．第 回糖

尿病連絡会，小平， 年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法―食品交換表

第 版の改訂ポイントとともに―．第 回熊本糖尿病フォーラム，

熊本， 年 月 日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法とその将来への展望．

第 回長崎県糖尿病・妊娠研究会，長崎， 年 月 日．

 近藤琢磨：糖尿病研究の成果を日常診療に生かそう！．

，武蔵野， 年 月 日．

 保坂利男：糖尿病治療に於ける 阻害薬の位置づけ．

，武蔵野， 年 月 日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法―インクレチンとの関

連も含めて―．東葛糖尿病研究会，野田， 年 月 日．

 近藤琢磨： 転写因子群によるβ細胞の機能制御．

，札幌， 年 月

日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法とは．学術講

演会―糖尿病治療 Up To Date―，対馬， 年 月 日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法を考える． 年度

糖尿病療養支援ネットワーク研修会，東京， 年 月 日．

 近藤琢磨：高齢者糖尿病患者とどう向き合うか？．北多摩地区

糖尿病学術講演会，武蔵野， 年 月 日．
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 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法．糖尿病フォ

ーラム 大分（ ），大分， 年 月 日．

 石田均：日本人の健康長寿を目指す食事療法とは ．糖尿病・

栄養研究会 ，

大阪， 年 月 日．

 石田均：健康長寿を目指す食事療法について．富山県女性薬

剤師会学術講演会，富山， 年 月 日．

 北原敦子：食品交換表の改訂のポイント．世田谷保健所，東京，

年 月 日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法を考える．郡山

，郡山， 年 月 日．

 石田均：日本人の健康長寿を目指す食事療法を考える．宮崎イ

ンスリン療法研究会，宮崎， 年 月 日．

 石田均：日本人に適した糖尿病食事療法とは．糖尿病地域連

携セミナー 春の町，北九州， 年 月 日．

 近藤琢磨：糖尿病研究から考える糖尿病治療戦略．

，立川， 年 月 日．

 石田均：糖尿病合併症から考える食事療法・運動療法．第 回

日本糖尿病合併症学会，東京， 年 月 日．

 小沼裕寿，犬飼浩一，北原敦子，森谷理恵，炭谷由計，高橋

和人，勝田秀紀，田中利明，西田進，保坂利男，石田均：インク

レチンシグナルと γ活性化代謝経路の血管内皮細胞に

おけるクロストーク．第 回日本糖尿病合併症学会，東京，

年 月 日．

 西田進，鈴木清，近藤健，高橋聰，貞苅利彦，村嶋俊隆，森谷

理恵，小沼裕寿，炭谷由計，北原敦子，高橋和人，田中利明，

勝田秀紀，犬飼浩一，石田均：男性において糖・脂質代謝異常

や高血圧が，骨代謝異常に及ぼす影響についての検討．第

回日本糖尿病合併症学会，東京， 年 月 日．

 石田均：糖尿病における食事療法の意義と今後の課題．第

回日本臨床栄養学会総会，第 回日本臨床栄養協会総会，

第 回大連合大会，東京， 年 月 日．

 保坂利男：最新外来インスリン治療マニュアル 岩国内科医会

学術講演会，岩国， 年 月 日．

 近藤琢磨：肥満合併糖尿病に優先される治療は？．

，立川， 年 月 日．

 石田均：日本人のための食事療法を考える―カーボカウントの

本来の意義―．第 回城北肥満研究会，東京， 年 月

日．

 石田均：日本人のための糖尿病食事療法―「食品交換表」改訂

のポイントと今後の方向性―．平成 年度地域活動事業部健

康づくり推進研修会，静岡， 年 月 日．

 北原敦子，高橋和人，小沼裕寿，炭谷由計，田中利明，勝田

秀紀，西田進，保坂利男，犬飼浩一，石田均： 刺激性

アディポカイン分泌制御機構の解明．第 回日本肥満学会，宮

崎， 年 月 日 日．

 炭谷由計，須﨑由香，藤澤祐基，保坂利男，犬飼浩一，岡島

康友，石田均：携帯型脈拍計を活用した運動療法の確立とその

血糖コントロールに及ぼす臨床的効果の検討．第 回日本肥

満学会，宮崎， 年 月 日．

 黒田雅史，阪上浩，保坂利男，興津理絵，原田永勝，中屋豊：

細胞骨格制御分子γ による糖取り込み機構の解析．

第 回日本肥満学会，宮崎， 年 月 日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法―食品交換表の

改訂とその新しい方向性―．第 回苫小牧糖尿病勉強会，苫

小牧， 年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法を考える．

年度第 回米沢地区 研修会，米沢， 年 月 日．

 保坂利男： 型糖尿病治療に於ける 阻害薬， 阻害

薬のポジショニング 第 回日本くすりと糖尿病学会学術集会，

福岡， 年 月 日

 近藤琢磨：経口血糖降下薬に伴う低血糖の実例と留意点．平

成 年度東京糖尿病治療セミナー（多摩地区），武蔵野，

年 月 日．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法を考える．第

回糖尿病症例研究談話会，東京， 年 月 日．

 犬飼浩一，半田桂子，小沼裕寿，森谷理恵，炭谷由計，高橋

和人，勝田秀紀，田中利明，西田進，保坂利男，石田均：糖尿

病モデルマウスにおける糖質制限食投与による遺伝子学的影

響の検討．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日．

 白土健，櫻井拓也，小笠原準悦，木本紀代子，高橋和人，炭

谷由計，石田均，大野秀樹，木崎節子：高グルコース培養によ

るマクロファージの時計遺伝子 αの発現変化とその生

理的役割．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日．

 石田均：日本人に相応しい糖尿病食事療法への展開．第 回

，出雲，

年 月 日．

 石田均：日本人の健康長寿を目指す食事療法．釧路市医師会

学術講演会，釧路， 年 月 日．

 保坂利男：高齢糖尿病患者における 阻害薬のポジショニ

ングと使い分け 生活習慣病セミナー，金沢， 年 月 日．

 高橋久子，下田ゆかり，栗山絹世，塚田美祐，小林庸子，炭谷

由計，高橋和人，勝田秀紀，田中利明，西田進，吉元勝彦，保

坂利男，犬飼浩一，板垣英二，石田均：妊娠糖尿病妊婦へのイ

ンスリン導入受容までの看護・助産支援についての検討．第

回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会，長崎， 年 月

日．

 井内卓次郎，住田崇，波多野雅子，酒井豪太，深堀賢人，田

口亮，保川信行，保坂利男，大竹啓之，池上裕一，安田重光，

片上秀喜，片山茂裕，粟田卓也：先端巨大症に合併した褐色

細胞腫の一例．第 回内分泌 ，大宮， 年 月

日．

 石田均：日本人に相応しい糖尿病食事療法とその新たな展開．

糖尿病治療を考える会～糖尿病治療における食事療法の大切

さについて～，横須賀， 年 月 日．

 保坂利男： 阻害薬適正使用マニュアル 西多摩地区糖尿

病と合併症予防の為の講演会，昭島， 年 月 日．

 保坂利男：糖尿病療養指導と 阻害薬治療の

第 回岩国・柳井臨床糖尿病懇話会，岩国， 年 月

日．

 保坂利男：高齢者糖尿病患者における 阻害薬のポジシ

ョニングと使い分け 講演会，東京， 年 月 日．

 保坂利男：最新２型糖尿病経口血糖降下薬治療マニュアル

～専門医に聞く治療薬の処方意図～，三鷹，

年 月 日．

 北原敦子，高橋和人，森谷理恵，小沼裕寿，炭谷由計，田中

利明，勝田秀紀，西田進，近藤琢磨，保坂利男，犬飼浩一，石

田均： 型糖尿病状態下の膵 β 細胞での慢性炎症に対するア

スタキサンチンの保護作用との機序について．第 回日本病態

栄養学会年次学術集会，京都， 年 月 日．

 近藤琢磨：膵β細胞研究からみた糖尿病治療戦略．

，立川， 年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法．日本医師会

生涯教育講座セミナー，東京， 年 月 日．

－ 27 －

口演，論文，著書など　　医学部



 保坂利男：最新外来インスリン治療マニュアル インスリン最新治

療研究会，福井， 年 月 日．

 近藤琢磨：病態を意識した糖尿病治療薬の選択〜多種類のお

薬をどう使いこなす？〜．平成 年度北多摩北部保健医療圏

糖尿病ネットワーク 医療従事者向け研修会，西東京， 年

月 日．

 石田均：日本人の健康長寿を保つための食事療法．第 回千

葉糖尿病眼合併症研究会，千葉， 年 月 日．

 比佐有紀，炭谷由計，永瀬惟，盛田久美，石本麻衣，森田奈

瑠，田中利明，勝田秀紀，保坂利男，犬飼浩一，石田均：肥満

型糖尿病における からリキナセチドによる へ切り換

え効果の検討．第 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会，横

浜， 年 月 日．

 森田奈瑠，炭谷由計，石本麻衣，高橋聰，村嶋俊隆，勝田秀

紀，田中利明，保坂利男，板垣英二，犬飼浩一，石田均：術後

に著しい血糖改善を認めたサブクリニカルクッシング症候群合

併褐色細胞腫の一例．第 回日本糖尿病学会関東甲信越地

方会，横浜， 年 月 日．

 盛田久美，村嶋俊隆，炭谷由計，比佐有紀，永瀬惟，石本麻

衣，森田奈瑠，保坂利男，犬飼浩一，石田均：糖尿病性動眼神

経麻痺の重症化再発を認めた緩徐進行型 型糖尿病の一例．

第 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会，横浜， 年 月

日．

 高橋奈央，東海俊史，三橋順子，池田和穂，田中直見，田中

利明，西田進，石田均：当院における初診時から 年間の糖尿

病栄養指導の臨床的効果．第 回日本糖尿病学会関東甲信

越地方会，横浜， 年 月 日．

 近藤健，大久保佳昭，村嶋俊隆，伊藤新，金子松五，西田次

郎，武井泉：慢性 型肝炎に対するインターフェロン治療により

誘発された 型糖尿病の 例．第 回日本糖尿病学会関東甲信

越地方会，横浜， 年 月 日．

 近藤琢磨：β細胞研究の現状から将来の糖尿病治療を考える．

第６回 ，東京， 年 月

日．

 北原敦子：食品交換表の改訂のポイント．特別区研究所，東京，

年１月 日．

 石田均：日本人の健康寿命を保つための食事療法を考える．

糖尿病学術セミナー，市川， 年 月 日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング 東久留米医師会学術講演会，東久留米， 年 月

日．

 千野貴子，種山小栗，塚田美裕，丹波光子，奥山秀平，小嶋

幸一郎，保坂利男，大浦紀彦：摂食障害患者への 介入の

有用性．第 回日本静脈経腸栄養学会，神戸， 年 月

日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング 糖尿病 葛飾，荒川， 年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法．第 回糖尿

病学の進歩，岡山， 年 月 日．

 石田均：食品交換表の改訂とそのポイント―「活用編」の応用な

らびに実践を含めて―．第 回糖尿病学の進歩，岡山，

年 月 日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング 国分寺・小金井医師会 合同学術講演会，国分寺，

年 月 日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング ，田無， 年 月 日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング 糖尿病を考える会 荒川，浅草， 年 月 日．

 近藤琢磨：肥満合併糖尿病： 年後の人生を変えるのはどち

ら？～ 薬追加の立場から〜．第 回多摩糖尿病先端医療研

究会，立川， 年 月 日．

 石田均：眼科と内科の新たな連携―糖尿病療養指導チームの

役割とその重要性も含めて―．第 回日本糖尿病眼学会総会，

東京， 年 月 日．

 久須見有美，佐野公彦，中山真紀子，厚東隆志，井上真，山

本実，石田均，平形明人：非散瞳下超広角眼底撮影を用いた

人間ドック健診での糖尿病網膜症の検出．第 回日本糖尿病

眼学会総会，東京， 年 月 日．

 保坂利男：ＳＧＬＴ 阻害薬 臨床経験から発売１年経って見え

てきたこと，またこれからの課題．東京都病院薬剤師会 臨床薬

学研究会， 年 月 日．

 前川亜樹，安部晶子，浅間泉，島村祥子，平形明人，石田均：

眼科領域の糖尿病療養指導士による糖尿病教室．第 回日本

糖尿病眼学会総会，東京， 年 月 日．

 保坂利男： 阻害薬外来適正使用マニュアル 新潟市糖尿

病治療セミナー，新潟， 年 月 日．

 北原敦子：「低血糖」．第 回ＴＡＭＡ生活習慣病フォーラム，

東京， 年 月 日．

 保坂利男： 阻害薬外来適正使用マニュアル．新宿区糖

尿病懇話会，新宿， 年 月 日．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病食事療法．茨城県保険

医協会 第 回コモンディジーズ研究会，土浦， 年 月

日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング ，立川， 年 月 日．

 石田均：日本人の体質に適した糖尿病食事療法を考える．城北

地区 区（板橋区・練馬区・豊島区・北区）合同 糖尿病区民公

開講座，東京， 年 月 日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング．坂戸地区糖尿病懇話会，坂戸， 年 月 日．

 保坂利男： 阻害薬外来適正使用マニュアル．本庄市児

玉医師会学術講演会，本庄， 年 月 日．

 保坂利男：照らし出される 阻害薬の可能性とポジショニ

ング．名古屋内科医会第 回例会・愛知県下内科医会第

回合同例会，名古屋， 年 月 日．
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 石田均：日本人にふさわしい糖尿病の食事療法―食品交換表

の 第 版 の 改 訂 と 今 後 の 方 向 性 ― ． 糖 尿 病 と 妊 娠

．

 石田均：糖尿病食事療法の実際と糖尿病治療におけるその意

義－糖質制限食の功罪も含めて―．

．

 勝田秀紀，石田均： 薬はどのような患者に適していますか？．

治療 ．

 石田均：医師が把握すべき食品交換表第 版への改訂のポイン

ト． ．

 石田均：食事療法の考え方と今後の課題．日本医師会雑誌

．

 保坂利男，炭谷由計，犬飼浩一：外来通院患者における強化イ

ンスリン療法でのインスリングルリジンへの切り替え後の有効性

および安全性の検討．新薬と臨床 ．

 炭谷由計，保坂利男，小沼裕寿，犬飼浩一： を有する 型

糖尿病患者におけるリナグリプチンの有用性の検討．

．

著 書

 石田均：糖尿病食事療法のための食品交換表活用編第 版―

献立例とその実践―．日本糖尿病学会編・著．日本糖尿病協

会，東京，文光堂， ．

 志村二三夫，石田均（編集）：カレント：人体の構造と機能及び

疾病の成り立ち ．東京，建帛社， ．

 石田均：日本人の体質に合った糖尿病の食事療法を考えよう．

べんちのーと ．東京，メディカル・ジャーナル社， ．

．

 石田均：糖尿病における食事療法の在り方―インクレチンとの

関連を中心に―． ． ． ．

 石田均，井口登與志，前川聡（ ）：選択

的 阻 害 薬 の 適 正 使 用 の た め に ． 日 経 メ デ ィ カ ル

（ ）． ． ．

 西田進，鈴木清，近藤健，貞苅利彦，信太暁子，村嶋俊隆，森

谷理恵，小沼裕寿，炭谷由計，犬飼浩一，板垣英二，石田均：

男性 型糖尿病における骨代謝異常の解析とその成因ならびに

シタグリプチン投与の効果に関する臨床的研究．日本人の糖尿

病を考える会業績集． ． ．

 石田均：日本人にふさわしい糖尿病食事療法を考える―極端

な糖質制限食と動脈硬化との関連から―． ．

． ．

 石田均：メディカル 「日本人にふさわしい糖尿病食事療法を

考える」．東京保険医新聞第 号．東京，東京保険医協会，

． ．

－ 29 －

口演，論文，著書など　　医学部



 保 坂 利 男 ，炭 谷 由 計 ，根 田 保 ，犬 飼 浩 一 ：

療法の課題と今後の展望．新薬と臨床

．東京，医薬情報研究所， ． ．

 保坂利男： 夏季特集 主な疾患の治療とその展望 「糖尿病 ～

膵β細胞の保護を目指した治療～」．

第 号．メディカルオンライン， ． ．

 保坂利男：インスリン抵抗性と境界型糖尿病の病態－基礎研究

の治験より－．月刊糖尿病 ．東京，医学出版， ．

．

 保坂利男：ブナシメジの抗・脱メタボ体型の可能性～ブナシメジ

抽出物の肥満かつ糖尿病マウスにおける体脂肪蓄積抑制効果

～．信州のそ菜 ．長野，全国農業組合連合会長野県本部，

． ．

 井内卓次郎，保坂利男：ブナシメジの抗・脱メタボ体型の可能

性 ブナシメジ熱抽出物の肥満糖尿病マウスにおける内臓脂肪

蓄積抑制効果． １０． ． ．

 板垣英二： 視床下部・下垂体疾患． 岡

庭豊，荒瀬康司，三角和雄編．東京，メディックメディア，

腫瘍内科学教室

講 演

 古瀬純司： 膵がん化学療法の最新情報 ～エビデンスからプ

ラクティスへ～ 鹿児島膵癌研究会 鹿児島 年 月 日

 上 野 秀 樹 池 田 公 史 古 瀬 純 司 ： 膵 癌 患 者 に 対 す る

の 臨 床 開 発 ： 日 本 人 に お け る

療法第 I/Ⅱ相試験 第 回日本消化

器病学会総会 東京 年 月 日

 岡野尚弘 成毛大輔 春日章良 北村浩 高須充子 長島文

夫 古瀬純司：高度肝障害を伴う多発肝転移大腸癌患者にお

ける化学療法の妥当性の検討 第 回日本消化器病学会総

会 東京 年 月 日

 古瀬純司：切除不能膵癌の二次化学療法（ ）に関する

改訂 膵癌診療ガイドライン拡大改訂委員会（公聴会） 日本

膵臓学会 東京 年 月 日

 弦間昭彦 古瀬純司 羽鳥隆 市川度 奥坂拓志 荒川浩明

井上義一 海老名雅仁 加藤晃史 楠本昌彦 桑野和善 齋

藤好信 酒井文和 上甲剛 谷口博之 福田悠 関顕洋：タル

セバ錠 膵癌 特定使用成績調査（全例調査）における 例中

間結果報告 第 回日本呼吸器学会 大阪 年 月 日

 

 

 古瀬純司：膵がん化学療法の最新情報 ～エビデンスからプラ

クティスへ～ オンコロジーフォーラム 札幌 札幌 年

月 日

 古瀬純司：消化器がん領域 肝胆膵 に関する日本の新し

いエビデンス 東京 年 月 日

 古瀬純司：膵癌治療の新時代に向けて－ の実践．

，福岡 年 月

日

 寺島健志 鈴木英一郎 奥坂拓志 金子周一 池田公史 山

口研成 森口理久 杉本理恵 佐野圭二 安居幸一郎 細川

歩 井口東郎 石井浩 大川伸一 山口武人 行澤斉悟 森

本学 横須賀收 稲葉吉隆 中森正二 古瀬純司：肝細胞癌

に対するソラフェニブの国内多施設共同第 相試験－

分類 又は 患者に対する有効性と安全性の検討

第 回日本肝臓学会総会 東京 年 月 日

 

 

 

 
Force’s meeting, USA, June 1st, 

 清水怜 池田公史 森本学 加藤弥菜 河田則文 工藤正俊

中森正二 金子周一 杉本理恵 古瀬純司 奥坂拓志：進行

肝細胞癌を対象としたソラフェニブとシスプラチン肝動注の併用

療法 第 回日本肝癌研究会 京都 年 月 日

 角谷眞澄 池田公史 高山忠利 沼田和司 泉並木 國土典

宏 古瀬純司 奥坂 拓志 伊藤雄一郎 工藤正俊：ソラフェニ

ブ 国 際 共 同 非 介 入 試 験 最 終 解 析

～日本における肝癌治療の実

際～ 第 回肝動脈塞栓療法研究会 奈良 年 月 日

 古瀬純司：膵癌の集学的治療の最新トピックス 膵臓治療の最

前線：エビデンスと治療選択 第 回日本肝胆膵外科学会学

術集会 和歌山 年 月 日

 古瀬純司：エビデンスに基づいた肝・胆・膵悪性腫瘍の化学療

法 胆道癌に対する切除手術の補助療法 第 回日本肝胆膵

外科学会学術集会 和歌山 年 月 日

 古瀬純司：膵癌治療の新時代に向けて－ の実践

第 回北海道消化器癌化学療法研究会学術講演会 札幌

年 月 日

 古瀬純司：糖尿病と膵臓がんを考える 膵がん診療の最前線ー

診断から治療まで ～糖尿病と膵臓がん～ 長野 年

月 日

 

 長島文夫 北村浩 宮島謙介 春日章良 成毛大輔 岡野尚

弘 古瀬純司 松岡弘芳 正木忠彦 松井敏史 須藤紀子

神崎恒一 奥山徹 明智龍男 安藤昌彦：高齢者切除不能大

腸癌において治療方針決定に用いる高齢者機能評価の実際と

その応用について 第 回大腸癌研究会 名古屋 年

－ 30 －



月 日

 古瀬純司：最新の抗がん剤治療と治療の選択 平成 年度

連携大学合同市民公開シンポジウム がんと上手くつきあうた

めに～抗がん剤治療の専門家からのアドバイス 三鷹 年

月 日

 岡野尚弘 成毛大輔 春日章良 北村浩 長島文夫 古瀬純

司：切除不能膵癌における局所進行例と遠隔転移例の臨床的

特徴の検討 第 回日本膵臓学会大会 北九州 年 月

日

 春日章良 奥坂拓志 池田公史 福冨晃 井岡達也 古瀬純

司 伊佐山浩通 大川伸一 朴成和：化学療法未治療の遠隔

転移を有する膵癌に対する 療法の第 相臨床試

験 第 回日本膵臓学会大会 北九州市 年 月 日

 伊佐山浩通 奥坂拓志 猪狩功遺 古瀬純司 石井浩 中井

陽介 今井翔悟 岡村正太 浜田知久馬：膵癌無作為化比較

試験 統合解析研究探索解

析結果報告 第 回日本膵臓学会大会 北九州市 年 月

日

 羽鳥隆 古瀬純司 弦間昭彦 市川度 奥坂拓志 関顕洋：タ

ルセバ錠 膵癌 特定使用成績調査（全例調査）における 例

最終解析結果報告 第 回日本膵臓学会大会 北九州

年 月 日

 古瀬純司：膵がん化学療法－有効性・安全性から薬剤選択を

考えるー 第 回日本膵臓学会大会 北九州 年 月 日

 古瀬純司：切除不能膵がんの治療戦略－薬物療法の最新情報

－ 第 回日本膵臓学会大会 北九州 年 月 日

 古瀬純司 大東弘明 中郡聡夫 菅野敦 上坂克彦 中村聡

明 奥坂拓志：膵癌診療ガイドライン を巡って 今後の課

題「補助療法」 第 回日本膵臓学会大会 北九州 年 月

日

 

 古瀬純司：肝細胞癌の治療戦略 第 回日本臨床腫瘍学会学

術集会 福岡 年 月 日

 

第 回日本臨床腫瘍学会学術集 福

岡 年 月 日

 岡野尚弘 成毛大輔 春日章良 北村浩 高須充子 長島文

夫 古瀬純司：切除不能膵癌の転移形式による治療成績の検

討 第 回日本臨床腫瘍学会学術集会 福岡 年 月 日

 古瀬純司：肝・胆道・膵がん 疫学・診断・治療の実際 期が

ん情報ナビゲーター養成講座消化器がん 東京 年 月 日

 古瀬純司：肝臓がんの薬物治療 ，東京

年 月 日

 古瀬純司：膵癌化学療法の最新知見 ー多様化の時代に向け

た取り組み 第 回北陸消化器癌治療 金沢 年

月 日

 古瀬純司：もっと知ってほしい がんと化学療法のこと アピタル

がん夜間学校，東京 年 月 日

 古瀬純司：膵癌化学療法の現状と今後の展望．第 回日本癌

治療学会学術集会 横浜 年 月 日

 長島文夫：高齢者がんにおける総合的機能評価（ 高齢者

研究小委員会からの報告） 第 回日本癌治療学会学術集会

横浜 年 月 日

 伊藤雄一郎，古瀬純司，奥坂拓志，池田公史，谷河賞彦，橋

爪憲聖，佐々木康綱 ：

口演 第 回日本癌治療

学会学術集会 横浜 年 月 日

 長島文夫 中村健一 小川朝生 濱口哲弥 北村浩 古瀬純

司 ：高齢者がんにおける総合的機能評価 高齢者研究

小委員会からの報告 第 回日本癌治療学会学術集会 横

浜 年 月 日

 大川伸一 馬場秀夫 杉森一哉 古瀬純司 山本和秀 南

博信 北川雄光 林和彦 權雅憲 若林剛 相羽惠介：肝胆

膵がんにおける化学療法の悪心嘔吐観察研究 第 回日本癌

治療学会学術集会 横浜 年 月 日

 市川度 古瀬純司 弦間昭彦 羽鳥隆 奥坂拓志 関顕洋：

エルロチニブ 膵癌 特定使用成績調査（全例調査） 例 の

安全性・有効性最終解析結果 第 回日本癌治療学会学術集

会 横浜 年 月 日

 岡野尚弘 成毛大輔 春日章良 北村浩 高須充子 長島文

夫 古瀬純司 ：当科での切除不能再発膵癌における治療成

績の検討 第 回日本癌治療学会学術集会 横浜 年

月 日

 高橋秀明 森実千種 桑原明子 奥山浩之 大野泉 清水怜

光永修一 林直美 篠原旭 小林美沙樹 近藤俊輔 上野秀

樹，奥坂拓志 古瀬純司，池田公史：進行膵がんにおける悪性

腫瘍の家族歴と治療効果の検討 第 回日本癌治療学会学

術集会 横浜 年 月 日

 古瀬純司：がん医療の現状 平成 年杏林大学病院度がん看

護研修 基礎編 特別講義 三鷹 年 月 日

 古瀬純司：膵癌化学療法の最新情報ー と新たな

展望 第 回消化器がん化学療法におけるチーム医療を考える

会 松山 年 月 日

 古瀬純司：標準治療の確立と臨床試験 がんプロフェッショナ

ル養成基盤推進プラン特別講義Ⅱ. 帝京大学 東京 年

月 日

 古瀬純司：膵癌化学療法の最新情報－ をどう使

うか 第 回信州膵胆管研究会 長野 年 月 日

 古瀬純司 水野伸匡 森実千種 仲地耕平 池田公史 小西

大 奥坂拓志 ：肝門部胆管癌に対する薬物療法の役割と治療

成績．第 回日本胆道学会学術集会 東京 年 月 日

 

 

 

 古瀬純司：がん化学療法の進歩と腫瘍内科医の役割 第 回

消化器低侵襲治療研究会 成田 年 月 日

 古瀬純司：膵・胆道癌化学療法の変遷と今後の展望 第 回

－ 31 －

口演，論文，著書など　　医学部



福岡 年 月 日

 長島文夫：高齢がんリスク評価と意思決定支援の取組み （がん

薬物療法の視点） 第 回日本サイコオンコロジー学会総会

東京 年 月 日

 古瀬純司：膵癌化学療法の最新情報ー多様化の時代に向けて

第６回四国消化器癌フォーラム 徳島 年 月 日

 古瀬純司：がん化学療法と低栄養への対策 東京医科大学八

王子医療センター 第 回 勉強会 八王子 年 月

日

 本告成淳 坪井優 天野祐二 税所宏光 古瀬純司：

から緩和医療±サルベージ化学療法を行うべく

紹介され当院で化学療法を行った消化器癌症例の予後の検討

神戸 年 月 日

 古瀬純司：消化器がん化学療法の最近の話題 第 回がん・緩

和ケアフォーラム 八王子 八王子 年 月 日

 

 

 古瀬純司：膵癌化学療法の変遷と最新情報 第 回日胆がん

化学療法研究会 苫小牧 年 月 日

 長島文夫：杏林大学腫瘍内科における抗悪性腫瘍薬の開発試

験登録患者に占める高齢者の特徴 第 回日本臨床薬理学

会学術総会 松山 年 月 日

 古瀬純司：肝・胆道・膵がんの薬物療法 平成 年度 がん専

門薬剤師集中教育講座，福岡 年 月 日

 古瀬純司：膵癌化学療法の変遷と最新情報

岡山

年 月 日

 古瀬純司：消化器がんの患者さんから学ぶ がんプロフェッショ

ナル養成基盤推進プラン 連携４大学合同市民公開シンポジウ

ム 東京 年 月 日

 古瀬純司：膵がん治療の進歩－新しい時代への期待 第５回ク

リスマス・スペシャル勉強会，東京 年 月 日

 

 

 

 長島文夫：高齢者の化学療法：高齢者研究の考え方 本邦の

現状と課題 第 回広島がん薬物療法研究会 広島 年

月 日

 古瀬純司：肝胆膵がんの最新の薬物療法 第 回日本癌治療

学会アップデート教育コース，東京 年 月 日

 

論 文

和文

 成毛大輔，岡野尚弘，春日章良，北村浩，長島文夫，古瀬純

司：当院における進行肝細胞癌に対するソラフェニブ療法中止

後の動向．後治療としての治験について．

， ．

 古瀬純司：膵がん退治の始まり．臨床試験の現状．内科．肝胆

膵 ， ．

 春日章良，岡野尚弘，成毛大輔，北村浩，長島文夫，古瀬純

司：膵 ガイドラインの解釈と診療の実際．膵 の化

学療法．胆と膵 ．

 古瀬純司，岡野尚弘，成毛大輔，春日章良，北村浩，長島文

夫：悪性胆道狭窄に対する診断・治療の進歩．胆道癌に対する

化学療法・免疫療法．臨床消化器内科

．

 古瀬純司，岡野尚弘，成毛大輔，春日章良，北村浩，長島文

夫：消化器がん化学療法の最先端．膵癌．医学と薬学

．

 古瀬純司，成毛大輔，岡野尚弘，春日章良，北村浩，長島文

夫：肝癌のトピックス．肝細胞癌の分子標的治療．病理と臨床

．

 古瀬純司：肝胆膵診療の ．膵疾患：膵がん．切除

不能膵癌に対する化学療法－ ， およびそれ以

降の選択方法．肝胆膵 ．

 長島文夫 濱口哲弥 国立がん研究センター消化器内科 ：

大腸癌治療 課題克服のための新たなストラテジー 高齢者大

腸癌の臨床的問題と化学療法の実際 消化器の臨床

 古瀬純司，岡野尚弘，成毛大輔，田原純子，春日章良，北村

浩，長島文夫：消化器診療－ 年と今後の展望．化学療法領

域の変遷と展望．肝胆膵．臨床消化器内科

．

 長島文夫，濱口哲弥１，古瀬純司（１国立がん研究センター）：

高齢者研究小委員会の活動と高齢大腸癌を対象とした

臨床研究について 癌と化学療法

 古瀬純司：胆膵．膵臓．膵癌治療の新たな展開．

への期待と課題． 消化器 ：

 成毛大輔，古瀬純司：最新肝癌学 基礎と臨床の最新研究動向

．肝癌の治療．化学療法・分子標的治療．現在開発中の分子

標的薬．日本臨床 最新肝癌学

 古瀬純司：膵・胆道癌診療の新時代へ 診断と治療の新たな展

開 ．胆道癌に血管新生阻害薬は有効か．臨床試験からの可

能性．胆と膵 （ ）
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 横山政明１ 大西宏明２ 大塚弘毅２ 渡邊卓２ 大倉康男３ 古

瀬純司 杉山政則１（１杏林大学医学部消化器・一般外科 杏

林大学医学部臨床検査医学 杏林大学医学部病理学） 膵・

胆道癌診療の新時代へ 診断と治療の新たな展開 ．胆道癌に

おける増殖シグナル伝達因子の発現と遺伝子変異の多様性．

変異 過剰発現の胆道癌バイオマーカーとしての

可能性．胆と膵 （ ）：

 古瀬純司 岡野尚弘 成毛大輔 田原純子 春日章良 北村

浩 長島文夫：癌治療この 年 ～ 年 ，そして未来へ

の展望．内科領域 癌薬物療法 ．膵癌化学療法．癌の臨床

（ ）： ，

 成毛大輔 古瀬純司：胆道癌 ＋ 療法 抗がん剤

の副作用と支持療法 日本臨床

 岡野尚弘 長島文夫 古瀬純司：胆嚢癌化学療法の現状と展

望 膵癌・胆道癌 日本臨床

 成毛大輔 長島文夫 古瀬純司：切除不能膵癌の全身化学療

法．膵癌・胆道癌 日本臨床

 長島文夫 北村浩 春日章良 成毛大輔 岡野尚弘 宮島謙

介 古瀬 純司：がん薬物療法の副作用とその対策 補助・支持

療法を含む ．高齢がん患者のケア．腫瘍内科 （ ）：

 長島文夫 古瀬純司：老年腫瘍学の現状と地域医療 杏林医学

会雑誌

 長島文夫：がん薬物療法の進歩と外来在宅がん診療について

杏林医学会雑誌

欧文
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口演，論文，著書など　　医学部



 

 

著 書

 古瀬純司編著：やさしい膵・胆道がん外来化学療法の自己管

理．大阪，医薬ジャーナル， ．

 古瀬純司：がん治療について．やさしい膵・胆道がん外来化学

療法の自己管理．古瀬純司編．大阪，医薬ジャーナル， ．

ｐ

 古瀬純司：膵・胆道がんの特徴．治療方針をどう決めるか～化

学療法の役割と位置付け～．やさしい膵・胆道がん外来化学療

法の自己管理．古瀬純司編．大阪，医薬ジャーナル， ．

ｐ

 古瀬純司：膵・胆道がんの標準化学療法の治療方法．膵がん．

概要．やさしい膵・胆道がん外来化学療法の自己管理．古瀬純

司編．大阪，医薬ジャーナル， ｐ

 古瀬純司：膵・胆道がんの標準化学療法の治療方法．胆道が

ん．概要．やさしい膵・胆道がん外来化学療法の自己管理．古

瀬純司編．大阪，医薬ジャーナル， ｐ

 古瀬純司編著：がん薬物療法キードラッグ ．東京，中外医薬

社， ．

 古瀬純司：ピリミジン薬．フルオロウラシル．小腸がん．がん薬物

療法キードラッグ ．古瀬純司編．東京，中外医薬社

ｐ

 古瀬純司：プラチナ（白金）製剤．シスプラチン．肝がん．がん薬

物療法キードラッグ ．古瀬純司編 東京 中外医薬社

ｐ

 古瀬純司 ： などの血管新生阻害薬．ソラフェニブ．肝が

ん．がん薬物療法キードラッグ ．古瀬純司編 東京 中外医

薬社 ｐ

 古瀬純司：膵がん・胆道がん薬物療法ハンドブック．奥坂拓志

編 東京 南江堂， ．

 古瀬純司：胆道がん薬物療法の概要と今後の展望．膵がん・胆

道がん薬物療法ハンドブック 古瀬純司 奥坂拓志編 東京

南江堂 ｐ

 岡野尚弘，古瀬純司：薬物療法の実践 膵がん・胆道がん共通

のレジメン． 単独療法 膵がん・胆道がん薬物療法

ハンドブック 古瀬純司，奥坂拓志編 東京 南江堂

 弦間昭彦，伊藤良則，古瀬純司，遠藤一司編著：分子標的治

療薬マスターガイド．東京，中外医薬社， ．

 野村久祥，古瀬純司：分子標的と薬剤． ．セツキシマブ．

分子標的治療薬マスターガイド．弦間昭彦，伊藤良則，古瀬純

司，遠藤一司編．東京 中外医薬社 ｐ

 野村久祥，古瀬純司：分子標的と薬剤． ．パニツムマブ．

分子標的治療薬マスターガイド 弦間昭彦，伊藤良則，古瀬純

司，遠藤一司編 東京 中外医薬社 ｐ

 関礼輔，古瀬純司：分子標的と薬剤． イマチニブ．

分子標的治療薬マスターガイド 弦間昭彦，伊藤良則，古瀬純

司，遠藤一司編．東京 中外医薬社， ．ｐ

 関礼輔，古瀬純司：分子標的と薬剤 などの血管新生阻

害 ベバシズマブ 分子標的治療薬マスターガイド 弦間昭彦

伊藤良則 古瀬純司 遠藤一司編 東京 中外医薬社

ｐ

 野村久祥，古瀬純司：分子標的と薬剤． などの血管新生

阻害 ソラフェニブ．分子標的治療薬マスターガイド．弦間昭彦，

伊藤良則，古瀬純司，遠藤一司編．東京 中外医薬社，

ｐ

 野村久祥，古瀬純司：分子標的と薬剤 などの血管新生

阻害 スニチニブ 分子標的治療薬マスターガイド．弦間昭彦，

伊藤良則，古瀬純司，遠藤一司編．東京，中外医薬社

ｐ

 川上英泰，古瀬純司：分子標的と薬剤． などの血管新生

阻害．アキシチニブ．分子標的治療薬マスターガイド．弦間昭

彦 伊藤良則 古瀬純司，遠藤一司編．東京 中外医薬社

ｐ

 臼井浩明，古瀬純司：分子標的と薬剤． などの血管新生

阻害．パゾパニブ．分子標的治療薬マスターガイド．弦間昭彦，

伊藤良則，古瀬純司，遠藤一司編．東京，中外医薬社

ｐ

 川上英泰，古瀬純司：分子標的と薬剤． などの血管新生

阻害．レゴラフェニブ．分子標的治療薬マスターガイド．弦間昭

彦，伊藤良則，古瀬純司，遠藤一司編 東京，中外医薬社，

．ｐ

 古瀬純司：臓器別分子標的薬の位置づけ．消化器がん．分子

標的治療薬マスターガイド．弦間昭彦，伊藤良則，古瀬純司，

遠藤一司編．東京 中外医薬社 ｐ

 岡野尚弘，古瀬純司：レジメン別プロのコツ．胆道がん．

GEM±CDDP(GC)－腎障害，間質性肺炎に注意－．消化器が

ん化学療法 副作用マネジメント プロのコツ．小松嘉人編．東

京，メジカルビュー社， ．ｐ

 岡野尚弘，古瀬純司：レジメン別プロのコツ．胆道がん． 単

剤－下痢に注意し，場合によっては患者の自己判断で中止も

考慮－．消化器がん化学療法 副作用マネジメント プロのコツ．

小松嘉人編．東京 メジカルビュー社 ｐ

 古瀬純司：分子標的薬の開発状況． 第

巻 肝癌の診療を極める 基本から最前線まで．金子周一，竹

原徹郎，持田智編．東京，文光堂 ｐ

 岡野尚弘，長島文夫 北村浩，春日章良，成毛大輔，高須充

子，古瀬純司：レジメン＋症例．大腸がん． ＋ ．消化器

がん化学療法レジメンブック 版．室圭編．東京，日本医事新報

社 ｐ

 岡野尚弘，長島文夫，北村浩，春日章良，成毛大輔，高須充

子，古瀬純司：レジメン＋症例．大腸がん． ＋

〔 療法〕．消化器がん化学療法レジメンブック 版．室圭編

東京，日本医事新報社 ｐ

 古瀬純司：がんの薬物療法・緩和医療．胆道癌．消化器病診療

第 版．一般財団法人日本消化器病学会監修．消化器病診療

第 版編集員会編．東京 医学書院 ｐ
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 古瀬純司：消化器癌化学療法の実際．わが国における大規模

無作為化比較試験．現在進行中の大規模臨床試験－肝・胆・

膵．オンコロジークリニカルガイド 消化器癌化学療法改訂 版．

大村健二編．東京 南山堂 ｐ

 成毛大輔，岡野尚弘，春日章良，北村浩，長島文夫，古瀬純

司：抗がん剤・分子標的治療による膵癌治療．膵癌治療の現状

と将来展望．膵癌治療 ．跡見裕監修．海野倫明，土

田明彦編．東京，医学図書出版， ．ｐ

報告書

 古瀬純司：切除不能膵癌に対する標準治療の確立に関する研

究 厚生労働科学研究費委託費（革新的がん医療実用化研究

事業） 年度 委託業務成果報告書

 長島文夫：高齢がんを対象とした臨床研究の標準化とその普及

に関する研究 厚生労働科学研究費委託費（革新的がん医療

実用化研究事業） 年度 委託業務成果報告書

その他

 長島文夫：医療 老いとともに 月薬 朝日新聞 年 月

日

 古瀬純司：【専門】 肝がん 各論 日本癌治療学会

がん医療ネットワークナビゲーター用講義

高齢医学教室

講 演

 神﨑恒一：生活習慣病と認知症．第 回糖尿病合併症研究会，

名古屋， 年 月 日．

 長谷川浩 認知症をみるということ．青木病院講演会，調布，

年 月 日．

 神﨑恒一：三鷹市武蔵野市における認知症連携の取り組みに

ついて．第 回練馬区医師会認知研究会，東京， 年 月

日．

 長谷川浩 認知症連携について 杏林大学病院もの忘れセンタ

ーでのこころみ．第 回岡山西認知症連携懇話会，倉敷，

年 月 日．

 神﨑恒一 三鷹市，武蔵野市の認知症連携－これまでと今後－．

府中市認知症セミナー，府中， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症に伴う運動器の障害．山武郡市薬剤師会，城

西国際大学薬学部保険薬局部会，東金， 年 月 日．

 神﨑恒一 フレイル研究の最前線～診断から介入への展望～．

第 回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 町田綾子，山田如子，小林義雄，長谷川浩，松井敏史，神﨑

恒一 認知症の心理・行動症状の認知症疾患別検討．第 回

日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 小原聡将，田中政道，佐藤道子，小林義雄，小柴ひとみ，永井

久美子，山田如子，長谷川浩，松井敏史，神﨑恒一 脳血管性

病変を有する認知機能低下患者の総合機能評価における特徴．

第 回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 小柴ひとみ，永井久美子，田中政道，松井敏史，神﨑恒一 も

の忘れ外来通院高齢者における転倒歴と血中カルニチン値と

の関連．第 回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月

日．

 田中政道，永井久美子，小柴ひとみ，松井敏史，神﨑恒一 高

齢者における転倒歴と身体機能の低下との関連について．第

回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 宮澤太機，柴田茂貴，永井久美子，小林義雄，小柴ひとみ，松

井敏史，神﨑恒一 高齢者における認知機能低下と脳血流自

己調整機能の関連性．第 回日本老年医学会学術集会，福岡，

年 月 日．

 永井久美子，宮澤太機，柴田茂貴，小林義雄，小柴ひとみ，松

井敏史，神﨑恒一 経頭蓋超音波ドップラ法による脳血流動態

評価と大脳白質病変との関連．第 回日本老年医学会学術集

会，福岡， 年 月 日．

 宮澤太機，柴田茂貴，永井久美子，小林義雄，小柴ひとみ，松

井敏史，神﨑恒一 経頭蓋超音波ドップラ法と を用いた

脳血流量測定の比較．第 回日本老年医学会学術集会，福岡，

年 月 日．

 宮城島慶，輪千督高，杉山小百合，小林義雄，須藤紀子，長

谷川浩，松井敏史，神﨑恒一 医療・介護関連肺炎入院患者の

予後規定因子について．第 回日本老年医学会学術集会，福

岡， 年 月 日．

 杉山小百合，山田如子，小柴ひとみ，小林義雄，長谷川浩，松

井敏史，鳥羽研二，神﨑恒一：もの忘れ外来診療における

の妥当性の検討．第 回日本老年医学会学術集会，福

岡， 年 月 日．

 山田如子，松井敏史，竹下実希，佐藤道子，守屋佑貴子，輪

千安希子，小柴ひとみ，小林義雄，長谷川浩，神﨑恒一 もの

忘れ外来患者の外来通院継続（健在率）の関わる因子の研究

－ ．第 回日本老年医学会学術集会，

福岡， 年 月 日．

 名古屋恵美子，松井敏史，竹下実希，井上慎一郎，長谷川浩，

神﨑恒一 高齢医学病棟入院患者におけるソーシャルワークの

実際．第 回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月

日．

 永井久美子，小柴ひとみ，小林義雄，山田如子，須藤紀子，長

谷川浩，松井敏史，神﨑恒一 老年症候群の適切な把握のため

のもの忘れセンター予診票の作成と妥当性・信頼性の検証．第

回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 里村元，山田如子，小林義雄，長谷川浩，松井敏史，神﨑恒

一 もの忘れ外来患者の周辺症状と入院後の認知機能低下の

関与．第 回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月

日．

 井上慎一郎，長谷川浩，船曳茜，小原聡将，松井敏史，神﨑

恒一 高齢者偽痛風の臨床的特徴の検討．第 回日本老年医

学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 輪千督高，長谷川浩，輪千安希子，宮城島慶，松井敏史，神

﨑恒一 当科における尿路感染症の背景についての検討．第

回日本老年医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 永井久美子，柴田茂貴，小柴ひとみ，宮澤太機，神﨑恒一，鳥

羽研二 認知機能障害に対する動脈硬化の関与－認知症病型

別解析－．第 回日本動脈硬化学会学術集会，東京， 年

月 日．

 
：

．第 回日本動脈硬化学会

学術集会，東京， 年 月 日．

 宮澤太機，柴田茂貴，永井久美子，小林義雄，小柴ひとみ，松

井敏史，神﨑恒一 認知機能が低下した高齢者における脈波伝

播速度と中大脳動脈血流速度の関連性．第 回日本動脈硬化

学会学術集会，東京， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症を正しく理解しよう．フォーラム認知症 調布，

調布， 年 月 日．

 神﨑恒一：認知症診療のポイントと連携の必要性．第 回あきる

野ＡＤカンファレンス，あきる野， 年 月 日．
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 松井敏史 物忘れセンターにおける服薬アンケートの中間報告．

認知症治療フォーラム 多摩 ，武蔵野， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症の症状・診断と治療について．秋川流域第

回市民健康フォーラム，あきる野， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症に伴う運動器の障害．第 回日本運動器科

学会，浜松， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症医療連携の現状と将来像について．メマリー

錠 周年記念講演会，武蔵野， 年 月 日．

 ， ， ， ， ：

． ，

， ． ．

 長谷川浩 「地域で認知症をみる」杏林大学・三鷹ネットワーク大

学公開講座，三鷹， 年 月 日．

 神﨑恒一 生活習慣病と認知症．第 回青梅糖尿病内分泌研

究会，青梅， 年 月 日．

 松井敏史 内臓脂肪と病気の防ぎ方．平成 年度 データ

公開講座，東京， 年 月 日．

 長谷川浩 医療・介護の地域連携ともの忘れ相談シートの活用

／認知症連携について． 平成 年度府中市地域包括相談員

研修会，府中， 年 月 日．

 長谷川浩 認知症の診断・治療／認知症疾患医療センターの

取り組み．東京都医療社会事業協会研修会，三鷹， 年 月

日．

 神﨑恒一 高齢者の機能とその評価． 年老年医学サマーセ

ミナー 軽井沢，北佐久， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症．市民公開講座「ストップ・ザ・ロコモ全国キャ

ラバン 大阪」，大阪， 年 月 日．

 神﨑恒一 三鷹市・武蔵野市における認知症地域連携の現状．

，東京， 年 月 日．

 長谷川浩 地域でみる認知症．精神科専門薬剤師養成研究会，

東京， 年 月 日．

 神﨑恒一：生活習慣病と認知症．稲城市・多摩市・川崎市多摩

区医師会共催学術講演会，稲城， 年 月 日．

 松井敏史 認知症の最新情報 理解と対応 ．平成 年度介護

保険施設等看護研修 公益社団法人神奈川県看護協会，横浜，

年 月 日．

 小池裕美子，田中政道，長田正史，竹下実希，長谷川浩，松

井敏史，神﨑恒一 誤嚥性肺炎の治療後に間質性肺炎を発症

した高齢女性の一例．第 回日本老年医学会関東甲信越地方

会，三鷹， 年 月 日．

 新井さおり，竹下実希，井上慎一郎，松井敏史，長谷川浩，神

﨑恒一，佐藤範英，高山信之，大西宏明 急性胃腸炎を契機に

溶血性貧血を来し自然軽快した認知症高齢者女性の一例．第

回日本老年医学会関東甲信越地方会，三鷹， 年 月

日．

 神﨑恒一 認知症の薬物療法．第 回老人保健施設管理医師

研修会，東京， 年 月 日．

 神﨑恒一 老年医学の立場から見た認知症治療．第 回関西脳

神経外科認知症研究会，大阪， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症にならないために．三鷹市老人クラブ連合会

健康長寿講演会，三鷹， 年 月 日．

 大荷満生： と栄養．第 回日

本臨床栄養学会総会，東京， 年 月 日．

 保田直美，望月豊，寺島直樹，中島久美子，大荷満生，秦葭

哉 慢性心不全における身体組成の変化 浮腫による水分量の

増加と筋肉喪失量を検討した一例．第 回日本臨床栄養学会

総会，東京， 年 月 日．

 松井敏史 飲酒と脳神経疾患．第 回飲酒と健康に関する講演

会 公益社団法人アルコール健康医学協会，東京， 年

月 日．

 大荷満生 健康管理概論・介護予防概論．平成 年度健康運

動指導士養成講習会，公益社団法人健康・体力づくり事業団

主催，東京， 年 月 日．

 神﨑恒一：認知症を正しく理解するために．地域医療セミナー，

三鷹， 年 月 日．

 神﨑恒一：認知症を正しく理解するために．地域医療セミナー，

調布， 年 月 日．

 神﨑恒一：認知症と骨折・転倒．第 回日本サルコペニア・フレ

イル研究会研究発表会，東京， 年 月 日．

 田中政道，松井敏史，小柴ひとみ，永井久美子，長谷川浩，神

﨑恒一：もの忘れ外来通院患者におけるサルコペニアの実態

調査と臨床測定値に関する検討．第 回日本サルコペニア・フレ

イル研究会研究発表会，東京， 年 月 日．

 松井敏史 生活習慣病の予防・改善について．平成 年度宇宙

航空研究開発機構公開講座，調布， 年 月 日．

 ：

． ， ，

． ．

 

 長谷川浩 認知症と排尿障害について．第 回三鷹・武蔵野・

小金井排尿障害勉強会，武蔵野， 年 月 日．

 神﨑恒一：認知症にやさしいコミュニティと の活用．認知症サ

ミット日本後継イベント，東京， 年 月 日．

 神﨑恒一 「認知症患者の身体的合併症」転倒・骨折．第 回

日本認知症学会学術集会，横浜， 年 月 日 月 日．

 小原聡将，長谷川浩，田中政道，小林義雄，小柴ひとみ，永井

久美子，小原吏絵，山田如子，松井敏史，神﨑恒一 脳血管性

病変を有する軽度認知機能障害と脳血管性認知症の総合機能

評価における特徴．第 回日本認知症学会学術集会，横浜，

年 月 日 月 日．

 中居龍平，山田如子，小林義雄，長谷川浩，神﨑恒一 認知症

患者の単純・連続繰り返し動作における による血流評価と

転倒傾向．第 回日本認知症学会学術集会，横浜， 年

月 日 月 日．

 大荷満生 食事脂肪・脂肪酸組成と炎症プロセスによるメタボリッ

ク症候群の制御．第 回残存リスクカンファレンス，東京，

年 月 日．

 神﨑恒一 認知症を正しく理解するために．地域医療セミナー，

三鷹， 年 月 日．

 長谷川浩 認知症の理解と対応．小金井市認知症講演会，小金

井， 年 月 日．

 神﨑恒一：病・診・介護の連携による認知症ケアネットワーク今

地区に関する研究事業．平成 年度長寿科学研究・認知症対

策総合研究事業研究成果発表会，東京， 年 月 日．

 長谷川浩 みんなで支える認知症．ベネッセスタイルケア講演会，

東京， 年 月 日．

 神﨑恒一：認知症を正しく理解するために．地域医療セミナー，

調布， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症患者の転倒・骨折．高齢者
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セミナー，新潟， 年 月 日．

 大荷満生 健康管理概論・介護予防概論．平成 年度健康運

動指導士養成講習会・公益社団法人健康・体力づくり事業団主

催，東京， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症高齢者の歩行障害と転倒．第 回 懇話会，

燕， 年 月 日．

 大荷満生 我が国の介護予防施策の現状と課題．第 回上級

介護予防運動スペシャリスト養成講習会，公益財団法人日本ス

ポーツクラブ（ ）主催，東京， 年 月 日．

 神﨑恒一 サルコペニア・フレイルとは？．第 回生活習慣病フ

ォーラム，郡山， 年 月 日．

 大荷満生 動脈硬化の危険因子としての高トリグリセライド血症

どのように管理し治療すべきか．第二回

生活習慣病を考える，東京， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症に伴う運動器の障害．第 回中部地区老年

医学談話会，名古屋， 年 月 日．

 神﨑恒一 調布で認知症をみるために．認知症カンファレンス

調布，調布， 年 月 日．

 神﨑恒一 加齢に伴う心身の機能の低下（認知症，サルコペニ

ア，フレイル）の考え方とその対処．東大和市医師会学術講演

会，東大和， 年 月 日．

 神﨑恒一 認知症診療における地域連携と診断 治療のポイント．

三鷹市医師会学術講演会，三鷹， 年 月 日．

 三ツ間小百合，輪千督高，長田正史，新井さおり，竹下実希，

井上慎一郎，松井敏史，長谷川浩，神﨑恒一 失行と意識障害

で発見された頭蓋内リンパ腫の 例．第 回日本老年医学会関

東甲信越地方会，東京， 年 月 日．

 井上慎一郎，竹下実希，船曳茜，高附里江，三ツ間小百合，輪

千督高，小原聡将，松井敏史，長谷川浩，神﨑恒一 脾動脈－

左腎静脈シャントによる高アンモニア血症に対し を施行

した症例．第 回日本老年医学会関東甲信越地方会，東京，

年 月 日．

論 文

 松井敏史，横山顕 ，松下幸生 ，神﨑恒一，樋口進 （ 国立病

院機構久里浜医療センター）：特集．生活習慣病と認知機能ア

ルコール．日本臨牀 ： ， ．

 長谷川浩，神﨑恒一 病診連携．月刊糖尿病 ： ，

．

 神﨑恒一，松井敏史 高齢アルコール依存症者の断酒による骨

代謝マーカーの変動．日本骨粗鬆症学会雑誌 ：

．

 松井敏史，竹下実希，井上慎一郎，里村元，神﨑恒一 介護施

設における薬物療法の優先順位をどのように考えたらよいでし

ょうか． ： ， ．

 松井敏史，神﨑恒一，松下幸生，樋口進 高齢者における飲酒

コントロールと認知症予防． 認知神経科学 ．

 神﨑恒一 サルコペニアの定義と診断．整形・災害外科 ：

， ．

 長谷川浩 生活習慣病対策から認知症予防を考える・認知症診

療に対するチーム医療 病診連携．月刊糖尿病 ：

．

 長谷川浩 ・ における循環管理． ・ 患者におけ

る 高 齢 者 の も つ 問 題 点 を 把 握 す る ．

．

 長谷川浩 精神心理状態からみたフレイル．

．

 長田正史，長谷川浩，井上慎一郎，守屋佑貴子，輪千督高，

須藤紀子，神﨑恒一 急激に悪化した経過をたどり病理解剖で

確定診断された肺動脈弁の孤発性感染性心内膜炎の 例．日

本老年医学会雑誌 ： ， ．

 小原聡将，長谷川浩，船曳茜，井上慎一郎，杉山小百合，宮

城島慶，八反丸美喜子，里村元，竹下実希，松井敏史，神﨑

恒一 炎症性疾患に続発した高齢者偽痛風症例の検討．日本

老年医学会雑誌 ： ， ．

 

 横山顕，松井敏史，水上健，松下幸生，樋口進，丸山勝也，横

山徹爾 アルコール脱水素酵素 の遺伝子多型はアルコール

依存症男性の体重と飲酒量との関連の強力な規定因子である．

アルコールと医学生物学 ．

 横山顕，水上健，松井敏史，木村充，松下幸生，樋口進，丸山

勝也，横山徹爾 アルコール依存症男性のアルコール脱水素酵

素 とアルデヒド脱水素酵素 と肝硬変，膵石灰化，糖尿病，

高血圧の合併 と の関連 ． アル コール と 医学生物学

．

 神﨑恒一：地域の中でのもの忘れセンターの役割．杏林医学会

雑誌 ： ， ．

 大野一将 ，平昭衣梨 ，矢内真人 ，永田紘子 ，山地統 ，浦牛

原幸治 ，小野圭一 ，小島茂 ，野内俊彦 ，太田博崇 ，武田雄

一 ，川口淳 ，白田剛 ，長谷川浩，神﨑恒一 公立昭和病院

消化器内科 ：消化管出血を呈した胆嚢十二指腸瘻の一例．多

摩消化器シンポジウム誌 ．

著 書

 神﨑恒一 総論 フレイルと老年症候群．フレイル－超高齢社会

における最重要課題と予防戦略．葛谷雅文，雨海照祥編集．

東京，医歯薬出版， ． ．

 松井敏史，横山顕，水上健，木村充，松下幸生，神﨑恒一，丸

山勝也，樋口進 第 章病理・病態生理 病理・画像所見．アル

コール依存症．齋藤利和編集．大阪，最新医学社， ．

．

 宮城島慶，神﨑恒一 介護老人保健施設入所者の血圧管理で

注意すべきことを教えてください．荻原俊男監修，楽木宏実編

集．東京，先端医学社， ． ．

 宮城島慶，須藤紀子 高齢者の誤嚥性肺炎と栄養．最新情報

をおさえる！臨床栄養の活用ガイド．東京，医学書院，

， ．

 大荷満生 栄養障害 疾病の成り立ち，新スタンダード栄養・食

物シリーズ ．東京，東京化学同人， ． ．

 大荷満生 運動器（骨格筋）系の疾患 疾病の成り立ち．新スタ

ンダード栄養・食物シリーズ ．東京，東京化学同人， ．

．

 大荷満生 ライフステージと栄養 高齢期．応用栄養学・新スタン

ダード栄養・食物シリーズ ．東京，東京化学同人， ．

．

特許等知的財産関係，報告書

 神﨑恒一 大脳皮質下病変に関連する認知障害および機能障

害とアミノ酸トランスポーターの関与．科学研究費補助金（基盤

研究（ ）） 年度 実績報告書．

 神﨑恒一 病・診・介護の連携による認知症ケアネットワーク構

築に関する研究事業．厚生労働科学研究費補助金（認知症対

策総合研究事業） 年度 総括研究報告書． － 年

度 総合研究報告書．
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 神﨑恒一 被災地の再生を考慮した在宅医療の構築に関する

研究．厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研

究事業） 年度 分担研究報告書．

 神﨑恒一 高齢者在宅医療に関する多職種協働の阻害要因を

克服する教育システムの構築に関する研究．厚生労働科学研

究費補助金（長寿科学総合研究事業） 年度 分担研究報

告書．

 神﨑恒一 認知症非薬物療法の普及促進による介護負担の軽

減を目指した地域包括的ケア研究．厚生労働科学研究費補助

金（認知症対策総合研究事業） 年度 分担研究報告書．

 神﨑恒一 加齢による運動器への影響に関する研究－サルコペ

ニアに関する包括的検討－．厚生労働科学研究費補助金（長

寿科学総合研究事業） 年度 分担研究報告書．

 神﨑恒一 日本人における大脳白質病変の老年症候群に及ぼ

す作用と危険因子の解明に関する研究．長寿医療研究開発費

年度 分担研究報告書．

 神﨑恒一 フレイルの進行に関わる要因に関する研究．長寿医

療研究開発費 年度 分担研究報告書．

 松井敏史 高齢者の薬物治療の安全性に関する研究．厚生労

働科学研究費補助金（長寿科学総合研究事業） 年度 分

担研究報告書．

 松井敏史 アルコール依存による認知症の責任病変の同定－

画像解析と 遺伝子多型の関与．科学研究費補助金（基

盤研究（ ）） 年度 実績報告書．

 長谷川浩 高齢者の認知機能低下に対する，心機能の向上を

介した新規治療概念の構築（副題： Ⅲ阻害薬であるプレタ

ールのもつ心拍数増加と強心作用に着目した，高齢者の認知

機能低下に対する新規予防法・治療法の開発）．長寿医療研

究開発費 年度 分担研究報告書．科学研究費補助金

（基盤研究（ ）） 年度 実績報告書．

その他

 神﨑恒一 フォーラム認知症 調布「認知症と転倒・骨折の危険

な関係」， テレビ テレ出演， 年 月 日．

 松井敏史 「知れば防げる認知症 大リスク」，週刊朝日 年

月 日号．

 神﨑恒一 第 回日本老年医学会関東甲信越地方会主催，三

鷹， 年 月 日．

 長谷川浩 認知症について．看護師認知症対応力向上研修，

三鷹， 年 月 日．

 長谷川浩 地域で認知症をみるには．越谷市認知症ネットワーク

懇話会，越谷， 年 月 日．

 長谷川浩 認知症高齢者を地域で支えるには．介護支援専門

員調布市連絡協議会：平成 年度研修会，調布， 年 月

日．

 長谷川浩 「増える高齢者の救急搬送」，産経新聞 年 月

日．

 長谷川浩 認知症について～その病状と治療～．平成 年度

調布市認知症サポーターフォローアップ講座，調布， 年

月 日．

 長谷川浩：高齢者虐待について．認知症高齢者虐待防止勉強

会，三鷹， 年 月 日．

 長谷川浩 認知症多職種協働とは．武蔵野市全市地域ケア会

議，武蔵野， 年 月 日．

 長谷川浩 なぜ多職種協働が必要か．武蔵野市認知症

研修，武蔵野， 年 月 日．

精神神経科学教室

講 演

 渡邊衡一郎：ベンゾジアゼピン系抗不安薬の使い方再考．第

回多摩精神科医会学術講演会，東京， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：当事者との新しい双方向性の治療方針決定法

の精神科臨床における実現可

能性．第 回奈良精神科薬物療法研究会，奈良， 年 月

日．

 渡邊衡一郎：さまざまなタイプのうつの鑑別及び適切な対応．第

回京浜産業精神保健研究会学術講演会，東京， 年 月

日．

 田中伸一郎：精神病理学入門．第 回精神科臨床研究会アプリ

コット，東京， 年 月 日

 森千夏：アスペルガー障害と統合失調症を疑われた事例 包括

システムによる日本ロールシャッハ学会第 回記念大会ワーク

ショップ 東京 年 月 日

 田中伸一郎：うつ病（ ）から抽出された「統合失調症らしさ」

について．第 回統合失調症臨床研究会，名古屋， 年 月

日

 渡邊衡一郎：企業のメンタルヘルス―メンタルヘルス不調の予

防・対応をめぐる最近の動向―．第 回公益財団法人精神分析

武田こころの健康財団シンポジウム，東京， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：老年期精神障害と非定型抗精神病薬との関係―

リスクとベネフィットのバランスを考慮して―．第 回日本老年精

神医学会，東京， 年 月 日．

 

 Nozaki K, Kikuchi T, Watanabe K: Patient’s preference for 

 

 青木裕見 渡邊衡一郎 古野毅彦 小林靖 千葉裕美 垣田

康秀 井上真郷 堀正士： 日間プログ

ラムの有効性の検討 ランダム化比較試験 第一報．第 回

日本精神神経学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 鬼頭伸輔：国内外における の現況，安全性に関する留意

点．

．第 回日本精神神経学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 菊地俊暁：薬物療法を受ける患者の気持ち 第 回日本精神

神経学会総会，横浜， 年 月 日

 渡邊衡一郎：リカバリー達成を支援する薬物療法．第 回日

本精神神経学会学術総会，横浜， 年 月 日．

 田中伸一郎，森 千夏，戸部有希子：統合失調症様の特徴をも

つ大うつ病の多面的診断の方法について．第 回日本精神

神経学会学術総会，横浜， 年 月 日

 田 中 伸 一 郎 ： 統 合 失 調 症 様 う つ 病 （

）の臨床特徴について．第 回杏林大学精神神経科

臨床研究報告会，三鷹， 年 月 日
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 田中伸一郎：注意欠如・多動症（ ）の事例検討．第 回発

達障害臨床研究会アプリッコ，三鷹， 年 月 日

 渡邊衡一郎：改めて考える気分安定薬の副作用及びそのマネ

ージメント．第 回日本うつ病学会総会，広島， 年 月

日．

 鬼頭伸輔：うつ病の 「特殊形状コイルを使用した

によるうつ病の治療」．第 回日本うつ病学会総会，広島，

年 月 日．

 田中伸一郎，戸部有希子，森千夏：大うつ病に対する多面的評

定を用いた臨床診断について（ ）―統合失調症様うつ病の場

合―．第 回日本うつ病学会総会，広島， 年 月 日

 田中伸一郎，戸部有希子：大うつ病に対する多面的評定を用

いた臨床診断について（ ）―自閉症スペクトラム関連性うつ病

の場合―．第 回日本うつ病学会総会，広島， 年 月

日

 田中伸一郎，戸部有希子：大うつ病に対する多面的評定を用

いた臨床診断について（ ）―精神病性うつ病の場合―．第

回日本うつ病学会総会，広島， 年 月 日

 鬼頭伸輔：経頭蓋磁気刺激による治療抵抗性うつ病の治療：

．第 回 研究会，東京，

年 月 日．

 

 鬼頭伸輔：反復経頭蓋磁気刺激（ ）によるうつ病の治療と

機能的結合性の変化： 研究．第 回日本生物学的

精神医学会，奈良， 年 月 日 月 日．

 長谷川崇，中島亨 睡眠時行動障害に対し催眠暗示が

有効であった可能性がある 例 第 回日本催眠学会学術大

会 東京 年 月 日．

 森千夏：催眠感受性に関わるパーソナリティ特性について―リラ

クセーションの効果に注目して―. 第 回日本催眠学会学術

大会 東京 年 月 日

 岡一太郎，田中伸一郎，日野原圭：統合失調症の精神病理．

第 回日本精神病理学会，東京， 年 月 日

 田中伸一郎：統合失調症（ ）の診断基準を満たさないが，

それでも統合失調症であるような一群について．第 回日本精

神病理学会，東京， 年 月 日

 鬼頭伸輔：経頭蓋磁気刺激概論．磁気刺激によるうつ病治療の

実際．第 回磁気刺激療法研究会，東京， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：精神疾患のリカバリー回復に向けた治療アプロー

チにおけるレジリエンス概念の重要性．第 回日本ポジティブサ

イコロジー医学会学術集会，東京， 年 月 日．

 

 田中伸一郎：うつ病（ ）診療の基礎から応用まで．吉富・田

辺三菱勉強会，三鷹， 年 月 日

 平野祥子，戸部有希子，田中伸一郎，中島亨，渡邊衡一郎：ス

テロイドの乱用・依存により様々な精神神経症状を呈した１例

第 回東京精神医学会学術集会，東京， 年 月 日

 長谷川崇，鬼頭伸輔，古賀良彦 治療抵抗性うつ病への左前

頭前野高頻度 の有効性及び安全性に関する予備的研

究： わが国への導入を目指して 第 回磁気刺激法の臨床応

用と安全性に関する研究会，福岡， 年 月 日．

 鬼頭伸輔：経頭蓋磁気刺激の現状，機序，展望．第 回日本

臨床神経生理学会学術大会，福岡， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：うつ病治療における『真の 』達成のために

抗うつ薬が出来ること．第 回日本臨床精神神経薬理学会・第

回日本神経精神薬理学会，名古屋， 年 月 日．

 菊地俊暁：レギュラトリーサイエンス（指定発言）．第 回日本臨

床精神神経薬理学会，名古屋， 年 月 日

 渡邊衡一郎： の意義と実践．第

回日本臨床精神神経薬理学会・第 回日本神経精神薬理学

会，名古屋， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：精神科治療における服薬アドヒアランスの問題を

どのように理解するか．第 回日本臨床精神神経薬理学会・第

回日本神経精神薬理学会，名古屋， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：うつを正しく診断し適切に対処するには．慶應義

塾大学薬学部公開講座，東京， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：精神科治療における服薬アドヒアランスの問題を

どのように理解するか．第 回日本臨床薬理学会学術総会，松

山， 年 月 日．

 鬼頭伸輔：経頭蓋磁気刺激（ ）によるうつ病のニューロモデ

ュレーション．第 回ヒューマンサイエンス総合研究セミナー，

東京， 年 月 日．

 渡邊衡一郎：不安症治療における当事者の好みや印象を活か

した薬剤選択．第 回日本不安症学会学術大会，広島， 年

月 日．

 渡邊衡一郎：当事者との新しい双方向性の治療方針決定法

の精神科臨床における実現可能

性． 研究会中国ブロック講演会，岡山， 年 月 日．

 青木裕見，古野毅彦，小林靖，千葉裕美，垣田康秀，渡邊衡

一郎，井上真郷：注意欠如・多動症を持つ大学生の特徴と学内

精神科での対応について 第 回日本社会精神医学会，富山，

年 月 日

 田中伸一郎： の診断基準を満たさないが，それでも統合

失調症であるような患者の診断方法について．自治医科大学

精神医学教室集談会，宇都宮， 年 月 日

 田中伸一郎：患者さんはこんなときどうしてほしいか？―支持し

ながら指示する精神療法をめざして―．第 回精神科臨床研究

会アプリコット，東京， 年 月 日

論 文

 
（

， ）

 
（ ， ，

）

 
（ ， ，

）

－ 39 －

口演，論文，著書など　　医学部
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 渡邊衡一郎，菊地俊暁：改めて注目すべき向精神薬の副作用

Update―気分安定薬，抗うつ薬，抗精神病薬に焦点をあてて

―．精神誌

 渡邊衡一郎：国内外のうつ病治療ガイドラインにみる薬物治療

の立ち位置，そしてその適切な使用方法とは．カレントテラピー

 渡邊衡一郎：境界例に対する薬物療法．精神
 渡邊衡一郎：双極うつ病における不安の併存に対し，薬物療法

ではどう取り組めるか．臨精薬理

 渡邊衡一郎，竹内啓善 （ トロント大）：各種向精神薬の主たる特

徴とその問題点．日医師会誌

 渡邊衡一郎：抗不安薬，睡眠薬をいかに減らしていくか．メンタ

ルヘルスマガジン こころの元気＋

 吉田和生 ，渡邊衡一郎（ 慶應義塾大）：特集Ⅰ 新規抗うつ薬

の特徴と使用法 ミルタザピン．精神

 日比慎太郎 ，渡邊衡一郎（ 東京海道病院）：【向精神薬の副作

用と対策 】 抗うつ薬による中断症候群 解説 特集 ．臨

精医

 青木裕見 ，渡邊衡一郎（ 早稲田大）：精神科治療における双

方向性の意思決定 の実現可能性．精神

科治療

 （

， ）

 鬼頭伸輔：経頭蓋磁気刺激療法－治療器としての我が国への

導入を目指して．カレントテラピー ．

 鬼頭伸輔：うつ病の 療法：経頭蓋磁気刺激

（ ）．最新医 ．

 鬼頭伸輔：経頭蓋磁気刺激による治療抵抗性うつ病の治療と機

能的結合性： 研究．日薬物脳波会誌

．

 菊地俊暁：治療関係と薬物療法－薬物療法を受ける患者の気

持ちとは：精神誌 （ ）： ，

 菊地俊暁 今中雄一 堀越勝 宗未来 牛島洋景 （ 京都大，

国立精神神経医療研究センター， 英国王立精神科研究所，

国立国際医療研究センター国府台病院）：精神療法のクオリテ

ィコントロールについて．認知療法研究 （ ）： ，

 
（ ，

）：

 田中伸一郎：患者の心の動き（転移）から自分の心理状態（逆

転移）に気づく．治療増刊号 ： ，

著 書

 鈴木利人，渡邊衡一郎，松田公子，林昌洋編：精神科医×薬

剤師クロストークから読み解く精神科薬物療法―多職種連携か

ら生まれる新しいコミュニケーションの提案―．東京，南山堂，

 八木剛平，渡邊衡一郎編：レジリアンス症候学・脳科学・治療学．

東京，金原出版，

 渡邊衡一郎，竹内啓善：なぜドパミンＤ２受容体遮断薬は抗精

神病薬となりうるのか？ 精神医学の基盤．石

郷岡純，加藤敏編，東京，学術出版，

 菊地俊暁うつ病．精神科医×薬剤師クロストークから読み解く

精神科薬物療法．鈴木利人ら編，東京，南山堂， ．

， ．

 菊地俊暁：抗うつ薬とレジリアンスについて．レジリアンス－症候

学・脳科学・治療学．八木剛平，渡邊衡一郎編．東京，金原出

版， ． ．

その他

 渡邊衡一郎：「きょうの健康」うつ病が治らないあなたに，

テレ放送， 年 月 日 月 日．

 鬼頭伸輔：特殊形状のコイルによる で深部脳領域へ

の刺激が可能に． ， 年 月 日， 頁．

 鬼頭伸輔：うつ病治療に新たな可能性をもたらす反復経頭蓋磁

気刺激（ ）への期待．医学書院，週刊医学界新聞， 年

月 日，第 号 面．

 菊地俊暁：講演： 秋田放送局主催 ハートフルフォー

ラム 秋田市「こころの元気をまもる」，秋田市， 年 月

日．

 田中伸一郎：書評・神田橋條治著「医学部講義」．精神経誌

， ，

 田中伸一郎：書評・津田均著「気分障害は，いま―うつと躁を精

神病理学から問い直す」．精神経誌 ， （ ）．

 ，瀬戸屋雄太郎，武田雅俊，神庭重信，張賢徳，大

塚耕太郎，河西千秋，高橋祥友，大森哲郎，田中伸一郎：精神

神経学会の座談会の企画・編集 日本の精神医学・医療の現

状と自殺対策― 世界自殺レポート会議において―．精神

経誌， （ ）： ， ．

小児科学教室

講 演

 中村由紀子，島崎真希子，宮田世羽，小松祐美子，細井健一

郎，保科弘明，保崎明，野村優子，楊國昌：大学病院小児科に

おける在宅医療ケアを必要とする児の検討．第 回日本小児

科学会総会，名古屋， 年 月 日．

 木内善太郎，伊藤雄伍，西堀由紀野，楊國昌：胸腺 細胞アポ

トーシスにおける の役割．第

回日本小児科学会学術集会，名古屋， 年 月

日．

 楊國昌：プライマリ・ケアにおける小児腎疾患．第 回稲城市小

児臨床研究会，稲城， 年 月 日．

 楊國昌：プライマリ・ケアにおける小児腎疾患．武蔵野医師会講

演会．武蔵野 年 月 日．

 宮田世羽，池上弓子，中野瑛子，松岡雄一郎，島崎真希子，
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小松祐美子，中村由紀子，岡明：当院におけるレベチラセタム

の使用経験．第 回日本小児神経学会総会，浜松， 年

月 日．

 中野瑛子，池上弓子，松岡雄一郎，島崎真希子，宮田世羽，

小松祐美子，中村由紀子，岡明：タクロリムスが有効であったス

テロイド依存性重症筋無力症の女児例．第 回日本小児神経

学会学術集会，浜松， 年 月 日．

 髙木永，木内善太郎，伊藤雄伍，倉山亮太，楊國昌：非典型的

発症の溶連菌感染後急性糸球体腎炎の３例．第 回日本小児

腎臓病学会学術集会，秋田， 年６月 ７日．

 木内善太郎，西堀由紀野，木村徹，福冨俊之，竹松弘，楊國

昌：糖質ステロイドの新規抗 細胞作用機序の同定－

（ ）のタンパク機能解

析をもとに－．第 回日本小児腎臓病学会学術集会，秋田，

年 月 日．

 羽田伊知郎，伊藤紀子，伊藤雄伍，倉山亮太，福原大介，西

堀由紀野，清水章，長田道夫，楊國昌：経時的腎生検で異なっ

たバリアントを呈した の 例．第 回日本小児腎臓病学会

学術集会，秋田， 年 月 ７日．

 田中佐門，保﨑明，楊國昌：最近経験した異物誤飲の 例．第

回多摩小児科臨床懇話会，三鷹， 年 月 日．

 楊國昌：小児のプライマリケアにおける腎尿路疾患の見方・考え

方．第 回多摩小児プライマリケア研究会，東京， 年 月

日．

 楊國昌：プライマリ・ケアにおける小児腎・尿路疾患の診断のす

すめかた．第 回日本小児科学会秋田地方会，秋田， 年

月 日．

 鴇田雅俊，細井健一郎：当院における 児の検討．

第３回多摩周産期新生児フォーラム，立川， 年 月 日．

 楊國昌：プライマリ・ケアにおける小児腎・尿路疾患の診断のす

すめかた．杉並医師会，東京， 年 月 日．

 楊國昌：ネフローゼにおけるステロイド感受性機序と 分

子機能のクロストーク．多摩小児腎セミナー，東京， 年 月

日．

 大泉亜友美，髙木永，楊國昌 急速に進行し呼吸障害を来たし

た扁桃周囲膿瘍の乳児例．第 回多摩小児科臨床懇話会，

三鷹， 年 月 日．

 牧野篤司，山本明日香，楊國昌： が陰性化し，除去

解除後にアナフィラキシーを生じたカカオアレルギーの一例．

第 回日本小児アレルギー学会，四日市， 年 月 日．

 田中佐門，保﨑明，楊國昌：コイン型リチウム電池誤飲の 例．

第 回杏林医学会，三鷹， 年 月 日．

 安藤理恵，弦間友紀，宮澤永尚，吉野浩，別所文雄，楊國昌：

合剤により血糖低下を来た

した の一例．第 回日本小児血液・がん学会学術集会，

年 月 日．

 吉野浩：外来で遭遇する小児がんの症状 小児がん診断ハンド

ブックを参考に ．第 回多摩小児科臨床懇話会，三鷹，

年 月 日．

 小谷昌史，杉本雅子，大越陽一，宮田世羽，弦間友紀，吉野

浩：片側の視力低下から診断された神経線維腫症 型に伴う視

神経膠腫の一例．第 回多摩小児科臨床懇話会，三鷹，

年 月 日

 田中佐門，松岡雄一郎，髙木永，保﨑明，吉野浩，楊國昌：深

頸部感染症の 乳児例．第 回多摩小児感染・免疫研究会，武

蔵野， 年 月 日．

 鴇田雅俊，大越陽一，尾戸真由，小林智恵，保﨑明：吐血と顔

色不良を主訴に搬送された心原性ショックの女児例．第 回東

京循環器小児科治療 ，東京， 年 月 日．

 安藤理恵，那須ゆかり，髙木永，吉野浩，楊國昌，井原哲：大

後頭孔狭窄による四肢不全麻痺，呼吸障害が急速に進行した

軟骨無形成症の１例．第 回日本小児科学会東京都地方会

講和会， 年 月 日．

論 文

 

 

 

 

 保科弘明，大越陽一，岡明：神経原性先天性多関節拘縮を呈

した一絨毛一羊膜性双胎の 例．日本未熟児新生児学会雑誌

：

 中村由紀子，島崎真希子，小松祐美子，三輪真美，別所文雄，

岡明：注意欠陥／多動性障害 を合併した前頭前野巨

大脳動静脈奇形の 例．脳と発達 （ ）： ， ．

 宮田世羽，島崎真希子，小松祐美子，中村由紀子，岡明：非け

いれん性てんかん重積状態を初発症状とした前頭葉てんかん

の 小児例．脳と発達 ：

その他

学会・研究会主催

 第 回多摩小児科臨床懇話会：三鷹， 年 月 日．

 第 回三鷹小児内分泌セミナー：三鷹， 年 月 日．

 第 回多摩小児科臨床懇話会：三鷹， 年 月 日．

 第 回三鷹小児内分泌セミナー：三鷹， 年 月 日．

 第 回多摩小児科臨床懇話会：三鷹， 年 月 日．

 第 回多摩小児感染・免疫研究会：武蔵野， 年 月 日．

外科学教室

（消化器・一般外科）

講 演

 吉敷智和，正木忠彦，小嶋幸一郎，高安甲平，渡邉武志，松

岡弘芳，杉山政則 が得られた 症例の期間別の再

発，予後に関する検討．大腸癌術後フォローアップ研究会，東

京， 年１月 日．

 

 吉敷智和，正木忠彦，松岡弘芳，小林敬明，小嶋幸一郎，高

安甲平，古瀬純司，杉山政則，跡見裕 大腸癌の抗 抗体

薬治療における新しい効果予測因子の検討．第 回多摩消化

器がん化学療法シンポジウム，東京， 年 月 日．

－ 41 －

口演，論文，著書など　　医学部



 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，吉敷智和，鈴木裕，松岡

弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：左側型穿孔性大腸憩室

炎に対する治療の検討．第 回日本腹部救急医学会総会，東

京， 年 月6−7日．

 鈴木裕，中里徹矢，横山政明，松木亮太，阿部展次，森俊幸，

正木忠彦，杉山政則：重症急性膵炎における血液浄化療法の

有用性について．第 回日本腹部救急医学会，東京， 年

月 日．

 竹内弘久，阿部展次，大木亜津子，杉山政則 胃 中に発生

した空気塞栓症の 例．第 回日本腹部救急医学会総会，東

京， 年 月 日．

 麻生喜祥，下位洋史，長尾美智子，百名祐介，大倉史典，岡

田夢，伊藤雄二： 状結腸捻転内視鏡的整復後に発症した腸

間膜血腫の一例．第 回外科集談会，東京， 年 月 日．

 吉本恵理，大木亜津子，阿部展次，竹内弘久，橋本佳和，得

津敬之，長尾玄，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：胃 後大量

出血の一例．第 回外科集団会，東京， 年 月 日．

 阿部展次，竹内弘久，大木亜津子，橋本佳和，長尾玄，森俊

幸，杉山政則：胃粘膜下腫瘍に対する内視鏡的筋層剥離術と

腹腔鏡補助下 非補助下内視鏡的全層切除術の成績．第 回

日本胃癌学会総会，横浜， 年 月 日．

 橋本佳和，阿部展次，得津敬之，大木亜津子，竹内弘久，正

木忠彦，森俊幸，杉山政則，望月眞，大倉康男：進行胃癌術後

年目に 腫瘍および腹膜播種再発を来たした 例．

第 回日本胃癌学会総会，横浜， 年 月 日．

 正木忠彦：消化器がん治療の進歩．平成 年度連携 大学合

同市民公開講座シンポジウム，東京， 年 月 日．

 横山政明，鈴木裕，中里徹矢，杉山政則：術前診断に難渋した

膵嚢胞性疾患の一例．多摩肝胆膵クラブ，東京， 年 月

日．

 阿部展次，橋本佳和，大木亜津子，竹内弘久，長尾玄，正木

忠彦，森俊幸，杉山政則 非乳頭部表在性十二指腸腫瘍に対

する内視鏡的切除・腹腔鏡内視鏡合同手術・開腹手術の成績．

第 回日本外科学会定期学術集会，京都， 年 月 日．

 鈴木裕，森俊幸，横山政明，中里徹矢，松木亮太，阿部展次，

正木忠彦，杉山政則：全国多施設調査からみた肝内結石症診

療の現状．第 回日本外科学会定期学術集会，京都，

年 月 日．

 竹内弘久，阿部展次，大木亜津子，水野英彰，正木忠彦，森

俊幸，杉山政則 における新しい方向性

ショートタイプ軟性内視鏡補助下単孔式手術 ．第 回日本外

科学会定期学術集会，京都， 年 月 日．

 中里徹矢，鈴木裕，横山政明，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則 における 遺伝子メチル化の検討．第

回日本外科学会定期学術集会，京都， 年 月 日．

 吉敷智和，正木忠彦，松岡弘芳，小嶋幸一郎，高安甲平，鈴

木裕，阿部展次，森俊幸，杉山政則 ガイドラインを利用

した大腸癌 Ⅳ患者の予後予測因子の検討．日本外科学

会，京都， 年 月 日．

 横山政明，森俊幸，鈴木裕，中里徹矢，松岡弘芳，阿部展次，

正木忠彦，杉山政則：肝内胆管癌偽陽性症例の調査研究．第

回日本外科学会定期学術集会，京都， 年 月3−5日．

 大木亜津子，阿部展次，竹内弘久，海野みちる，大倉康男，杉

山政則：胃癌における胃内洗浄液細胞診の検討．第 回日本

外科学会総会，京都， 年 月 日．

 

 

 

 中里徹矢，鈴木裕，横山政明，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則 における 遺伝子メチル化異常と発癌の

関連．第 回日本消化器病学会総会，東京， 年 月

日．

 
：

．第 回日本消化器病学会

総会国際フォーラム，東京， 年 月23−26日．

 

 阿部展次：非治癒切除に終わった 後の対応：超高齢者で

はどうする？．消化管疾患研究会熊本，熊本， 年 月

日．

 大木亜津子，阿部展次，竹内弘久，海野みちる，大倉康男，杉

山政則：胃癌における胃内洗浄液細胞診の検討−遊離癌細胞

は検出されるのか？−．第 回日本消化器病学会総会，東京，

年 月 日．

 吉敷智和，正木忠彦，松岡弘芳，小嶋幸一郎，高安甲平，渡

邊武志，鈴木裕，阿部展次，森俊幸，杉山政則 直腸癌

Ⅳ 症例の予後予測因子についての検討．第 回日本消化

器病学会総会，東京， 年 月 日．

 阿部展次，竹内弘久，杉山政則：内腔からの内視鏡処置を最

優先させる胃粘膜下腫瘍に対する摘出戦略—内視鏡的筋層剥

離術，内視鏡的全層切除術，腹腔鏡補助下内視鏡的胃全層

切除術—．第 回日本消化器内視鏡学会総会，福岡， 年

月 日．

 竹内弘久，小柏靖直，阿部展次，大木亜津子，森俊幸，甲能

直幸，杉山政則 中・下咽頭表在癌に対する経口的内視鏡切除

の有用性について．第 回日本消化器内視鏡学会総会，京都，

年 月 日．

 橋本佳和，阿部展次，鈴木裕，得津敬之，横山政明，中里徹

矢，大木亜津子，竹内弘久，長尾玄，正木忠彦，森俊幸，杉山

政則： が追加治療としての に及ぼす影響に関する検

討．第 回日本消化器内視鏡学会総会，福岡， 年 月

日．

 竹内弘久，阿部展次，大木亜津子，杉山政則 超高齢者 歳

以上 早期胃癌に対する は妥当か？．第 回日本消化器

内視鏡学会総会，京都， 年 月 日．

 吉本恵理，大木亜津子，阿部展次，竹内弘久，橋本佳和，得

津敬之，長尾玄，森俊幸，正木忠彦，杉山政則：胃 後第

病日に大量後出血を来した一例．第 回日本消化器内視鏡学

会総会，福岡， 年 月 日．

 杉山政則，鈴木裕，中里徹矢，横山政明，阿部展次，正木忠

彦，森俊幸：腸回転解除術を用いた膵頭十二指腸切除術．第

回手術手技研究会，東京， 年 月 日．

 大木亜津子，阿部展次，吉本恵理，得津敬之，橋本佳和，竹

内弘久，正木忠彦，森俊幸，杉山政則：内視鏡的切除適応外

早期胃癌に対する姑息的 の意義．第 会日本消化器内

視鏡学会総会，福岡， 年 月 日．

－ 42 －



 杉山政則，鈴木裕，中里徹矢，横山政明，阿部展次，正木忠

彦，森俊幸：腸回転解除術を用いた膵頭十二指腸切除術．第

回手術手技研究会，東京， 年 月 日．

 鈴木裕，中里徹矢，横山政明，松木亮太，阿部展次，森俊幸，

正木忠彦，杉山政則：スコアリングシステムを用いた膵 の

治療戦略－手術適応と術式，至適郭清範囲について－．第

回日本肝胆膵外科学会学術集会，和歌山， 年 月 日．

 中里徹矢，鈴木裕，横山政明，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則 妊娠出産を経て増大した巨大肝血管腫の一切除例．

第 回日本肝胆膵外科学会学術集会，和歌山， 年 月

日．

 ：

．第

回日本肝胆膵外科学会学術集会，和歌山， 年 月11−13

日．

 鈴木裕，中里徹矢，横山政明，長尾玄，高橋信一，杉山政則：

急性膵炎重症化における内臓脂肪の影響．第 回日本胆膵病

態・生理研究会，東京， 年 月 日．

 大木亜津子，阿部展次，竹内弘久，海野みちる，大倉康男，杉

山政則：胃癌における胃内洗浄液細胞診の検討．第 回消化

器内視鏡学会関東支部例会，東京， 年 月 日．

 松岡弘芳，正木忠彦，小嶋幸一郎，吉敷智和，高安甲平，阿

部展次，森俊幸，杉山政則 保険診療における問題点：消化器

疾患について．第 回日本外科系連合学会学術集会，東京，

年 月 日．

 杉山政則：膵嚢胞性腫瘍の診断と治療．日本消化器病学会関

東支部第 回教育講演会，東京， 年 月 日．

 
–

 中里徹矢，鈴木裕，横山政明，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則： 組織異型度と 遺伝子の関連．第 回

日本膵臓学会大会，北九州， 年 月 日．

 横山政明，鈴木裕，中里徹矢，阿部展次，森俊幸，杉山政則：

膵管ホルダー，及び 法を用いた膵管空腸

粘膜吻合．第 回日本膵臓学会大会，小倉， 年 月

日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，渡邉武志，高安甲平，吉敷智和，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：穿孔性大腸憩

室炎に対する新しい治療指針における短期的治療成績の検討．

第 回日本消化器外科学会総会，郡山， 年 月16−18日．

 中里徹矢，鈴木裕，横山政明，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則：手技・器機の改良による膵管空腸粘膜吻合の標準

化．第 回日本消化器外科学会総会，郡山， 年 月

日．

 横山政明，森俊幸，鈴木裕，中里徹矢，松岡弘芳，阿部展次，

正木忠彦，杉山政則：肝内胆管癌偽陽性症例の調査研究．第

回日本消化器外科学会総会，福島， 年 月16−18日．

 阿部展次，竹内弘久，橋本佳和，大木亜津子，長尾玄，森俊

幸，杉山政則： 胃粘膜下腫瘍に対する筋層以深

での内視鏡的切除．第 回日本消化器外科学会総会，郡山，

年 月 日．

 竹内弘久，森俊幸，小嶋幸一郎，阿部展次，正木忠彦，杉山

政則 前方アプローチ メッシュ使用 法後の再発鼠径部ヘルニ

アに対する検討．第 回日本消化器外科学会総会，郡山，

年 月 日．

 橋本佳和，森俊幸，鈴木裕，得津敬之，大木亜津子，竹内弘

久，長尾玄，阿部展次，正木忠彦，杉山政則：当院における

噴門形成術の実際と工夫．第

回日本消化器外科学会総会，郡山， 年 月 日．

 吉敷智和，正木忠彦，小嶋幸一郎，高安甲平，渡邉武志，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則 大腸癌の抗

抗体薬治療における，さらなる個別化治療を目指して．

日本消化器外科学会総会，郡山， 年７月 日．

 鈴木裕，中里徹矢，横山政明，松木亮太，阿部展次，森俊幸，

正木忠彦，杉山政則：予測式による膵 の治療戦略－手術

適応と術式選択，至適郭清範囲－．第 回日本消化器外科学

会総会，福島， 年 月 日．

 松岡弘芳，正木忠彦，小河晃士，小嶋幸一郎，吉敷智和，高

安甲平，小林敬明，阿部展次，森俊幸，杉山政則 直腸癌肛門

括約筋温存手術後排便障害の影響について．第 回日本消

化器外科学会総会，福島， 年 月 日．

 森俊幸，山口茂樹，万代恭嗣 日本内視鏡外科学会技術認定

制度による技術評価，外科医養成，手術リスクマネージメント．

第 回日本消化器外科学会総会，郡山， 年 月 日．

 

年 月 日．

 山岸夢希，橋本佳和，小島洋平，近藤恵里，横山政明，大木

亜津子，竹内弘久，長尾玄，松岡弘芳，阿部展次，正木忠彦，

森俊幸，杉山政則：横行結腸および全胃が脱出した混合型食

道裂孔ヘルニアに対し腹腔鏡下 噴門形成術を施行した

例．第 回日本消化器病学会関東支部例会，東京， 年

月 日．

 –

 

 

 鈴木裕，近藤恵里，中里徹矢，横山政明，松岡弘芳，阿部展

次，森俊幸，正木忠彦，杉山政則：術前に診断しえた

の 例．第 回日本膵切研究会，東京，

年 月 日．

 藤井肇，阿部展次，橋本佳和，大木亜津子，長尾玄，正木忠

彦，森俊幸，杉山政則十二指腸 に対して腹腔鏡内視鏡合

同手術を施行した 例．第 回外科集談会，東京， 年 月

日．

 松岡弘芳，正木忠彦，小嶋幸一郎，吉敷智和，高安甲平，渡

邉武志，阿部展次，森俊幸，杉山政則 各再建法における直腸

癌術後臨床生理学的検討．第 回大腸肛門機能障害研究会，

東京， 年 月 日．

 荻原利弥，近藤恵里，横山政明，鈴木裕，阿部展次，正木忠

彦，森俊幸，杉山政則：感染性心内膜炎の加療中に胆嚢出血

をきたした 例．第 回日本消化器病学会関東支部例会，東

京， 年 月 日．
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 小嶋幸一郎，正木忠彦，渡邉武志，高安甲平，吉敷智和，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：左側型穿孔性

大腸憩室炎に対する治療戦略．第 回 学会

学術集会，青森， 年 月20−21日．

 横山政明，中里徹矢，鈴木裕，杉山政則，大塚弘毅，大西宏

明，渡邊卓，大倉康男：胆道癌におけるシグナル伝達系および

細胞周期関連分子の解析．第 回日本胆道学会学術集，東京，

年 月26−27日．

 鈴木裕，森俊幸，横山政明，中里徹矢，松木亮太，阿部展次，

正木忠彦，杉山政則：全国多施設調査からみた肝内結石症診

療の現状．第 回日本胆道学会学術集会，東京， 年 月

日．

 阿部展次，橋本佳和，大木亜津子，竹内弘久，横山政明，中

里徹矢，鈴木裕，森俊幸，杉山政則：腹腔鏡（補助）下尾側膵

切除の手技と成績．第 回膵臓内視鏡外科研究会，盛岡，

年 月 日．

 吉敷智和，森俊幸，小嶋幸一郎，高安甲平，橋本佳和，渡邉

武志，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，正木忠彦，杉山政則 腹

腔鏡下に修復した内ヘルニアの１例．第 回日本内視鏡外科

学会総会，盛岡， 年 月 日．

 竹内弘久，阿部展次，大木亜津子，森俊幸，正木忠彦，杉山

政則 中・下咽頭表在癌に対する経口的内視鏡切除治療とセン

チネルリンパ節生検による 手術の有用性について．第

回日本内視鏡外科学会総会，盛岡， 年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，渡邉武志，高安甲平，吉敷智和，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：腹腔鏡下復辟

瘢痕ヘルニア修復術の短期的治療成績．第 回日本内視鏡

外科学会総会，盛岡， 年 月2−4日．

 渡邉武志，森俊幸，小嶋幸一郎，高安甲平，吉敷智和，松岡

弘芳，阿部展次，正木忠彦，杉山政則：当院における腹腔鏡下

腹壁瘢痕ヘルニア修復術の への工夫．

第 回日本内視鏡外科学会総，盛岡， 年 月 日．

 阿部展次，竹内弘久，大木亜津子，橋本佳和，森俊幸，杉山

政則：軟性内視鏡と腹腔鏡を用いた低侵襲 手術．第

回日本内視鏡外科学会総会，盛岡， 年 月 日．

 森俊幸：高精細画像が腹腔鏡下手術に及ぼしたインパクト．第

回日本内視鏡外科学会総会，盛岡， 年 月 日．

 橋本佳和，森俊幸，小島洋平，紅谷鮎美，大木亜津子，竹内

弘久，長尾玄，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，正木忠彦，杉山

政則：サンダービートを用いた腹腔鏡下噴門再形成術の 例．

第 回日本内視鏡外科学会総会，盛岡， 年 月 日．

 阿部展次，竹内弘久，杉山政則： と の 胃

に対する内視鏡的全層切除術（

）．第 回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，

年 月 日．

 吉敷智和，正木忠彦，小嶋幸一郎，高安甲平，鈴木裕，松岡

弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則 大腸癌の予後予

測因子はなにか？． ，神戸， 年 月 日

 大木亜津子，阿部展次，吉本恵理，橋本佳和，竹内弘久，正

木忠彦，森俊幸，杉山政則： 後 内視鏡検査の意義．

第 回 ，神戸， 年 月 日．

 鈴木裕，杉山政則：分枝型 における国際ガイドラインの検

証‐手術適応決定に は必須か ．第 回日本消化器病学

会大会（ ），神戸， 年 月 日．

 竹内弘久，阿部展次，堀合真一，橋本佳和，水野英彰，大木

亜津子，長尾玄，正木忠彦，森俊幸，杉山政則 十二指腸非乳

頭部表在性腫瘍に対する内視鏡観察を併用した腹腔鏡補助下

経十二指腸的粘膜切除術（

）．第 回 研究会，神戸， 年 月

日．

 竹内弘久，阿部展次，大木亜津子，平野和彦，大倉康男，杉

山政則 未分化・分化型組織混在早期胃癌に対する の適

応拡大について． ，神戸， 年 月 日．

 橋本佳和，阿部展次，横山政明，中里徹矢，大木亜津子，竹

内弘久，長尾玄，鈴木裕，松岡弘芳，正木忠彦，森俊幸，杉山

政則：腹腔鏡補助下幽門側胃切除術におけるバイポーラ・超音

波凝固切開統合デバイスの有用性．第 回日本消化器外科学

会大会（ ），神戸， 年 月 日．

 吉本恵理，大木亜津子，阿部展次，竹内弘久，橋本佳和，森

俊幸，正木忠彦，杉山政則

 題名：胃 症例における遅発性後出血（ 日目以降）リスク因

子の検討． ，神戸， 年 月 日．

 阿部展次，竹内弘久，杉山政則： への ショートタ

イプ軟性内視鏡補助下単孔式手術．第 回日本消化器外科

学会大会，神戸， 年 月 日．

 小島洋平，中里徹矢，横山政明，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展

次，正木忠彦，森俊幸，杉山政則，原由紀子，大倉康男：退形

成性膵管癌 例の検討． ，神戸， 年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，高安甲平，吉敷智和，渡邉武志，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：診断に苦慮し

た腹腔内膿瘍の一例．第 回多摩腸疾患カンファレンス，立川，

年 月 日．

 

 –

 

 

within 500 µm.The 31 th PPSA, Taipei, November 2nd,2014.

 

–

 

 吉敷智和，正木忠彦，松岡弘芳，小嶋幸一郎，高安甲平，渡

邉武司，鈴木裕，阿部展次，森俊幸，杉山政則，杉原健

一 大腸癌根治切除後の短期再発の危険因子は何か？．

日本大腸肛門病学会，横浜， 年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，渡邉武志，高安甲平，吉敷智和，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：傾向スコアマ

ッチング分析を用いた直腸癌手術における系肛門ドレーンの有
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用性の検討．第 回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，

年 月7−8日．

 紅谷鮎美，松岡弘芳，正木忠彦，吉敷智和，小嶋幸一郎，杉

山政則：直腸癌低位前方切除術の縫合不全危険因子の検討．

第６９回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜， 年 月

日．

 吉敷智和，正木忠彦，松岡弘芳，小嶋幸一郎，高安甲平，鈴

木裕，阿部展次，森俊幸，杉山政則 大腸癌における血清

抗体測定の意義．多摩大腸疾患懇話会，東京， 年 月

日．

 吉敷智和，正木忠彦，松岡弘芳，小嶋幸一郎，高安甲平，鈴

木裕，阿部展次，森俊幸，杉山政則 大腸癌における 変

異と 変異の比較．第 回日本臨床外科学会総会，郡山，

年 月 日．

 近藤恵里，鈴木裕，横山政明，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則：術前診断しえた腎細胞癌胆嚢転移の 例．第 回日

本臨床外科学会総会，郡山， 年 月 日．

 麻生喜祥，正木忠彦，小嶋幸一郎，高安甲平，吉敷智和，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：腹腔鏡下腹壁

瘢痕ヘルニア修復術術後に漿液腫感染を合併した 例．第

回日．本臨床外科学会総会，福島， 年 月 日．

 小嶋幸一郎，正木忠彦，渡邉武志，高安甲平，吉敷智和，鈴

木裕，松岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：穿孔性大腸憩

室炎に対する保存的治療の有効性．第 回日本臨床外科学

会総会，郡山， 年 月 − 日．

 鈴木裕，中里徹矢，横山政明，松木亮太，阿部展次，森俊幸，

正木忠彦，杉山政則：腸回転解除を用いた膵頭十二指腸切除

術の工夫．第 回日本臨床外科学会総会，福島， 年 月

日．

 橋本佳和，森俊幸，小島洋平，紅谷鮎美，大木亜津子，竹内

弘久，長尾玄，鈴木裕，松岡弘芳，阿部展次，正木忠彦，杉山

政則：腹腔鏡下噴門形成術における の手

技と工夫．第 回日本臨床外科学会総会，郡山， 年 月

日．

 松岡弘芳，正木忠彦，小嶋幸一郎，吉敷智和，高安甲平，渡

邉武志，阿部展次，森俊幸，杉山政則 直腸癌肛門温存手術の

功罪．第 回東海大学外科医会，神奈川， 年 月 日．

 

：

 近藤恵里，長尾玄，堀合真市，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則：人工血管感染を合併した食道穿孔に対し，食道切

除，グラフト再置換にて救命しえた 例．第 回日本感染症外

科学会総会学術集会，東京， 年 月 日．

論 文

 

 

 

–

 

 杉山政則：乳頭を攻略する—カニュレーションの基本と困難例へ

の対処．消化器内視鏡

 鈴木裕，杉山政則：手術記録の書き方 胆道の手術 中・下部

胆管癌・乳頭部癌 径十二指腸的乳頭部切除術．消化器外科

．

 

 鈴木裕，中里徹矢，横山政明，阿部展次，森俊幸，杉山政則：

の外科治療．臨床消化器内科 ．

 鈴木裕，中里徹矢，横山政明，阿部展次，正木忠彦，森俊幸，

杉山政則： と ． 臨床画像 ．

 竹内弘久，阿部展次，大倉康男，杉山政則 全体に褪色調を

呈し，発赤とひきつれを伴う陥凹性病変．消化器内視鏡

 竹内弘久，阿部展次，大倉康男，杉山政則 隆起を呈する病

変 悪 性 食 道 原 発 悪 性 黒 色 腫 ． 消 化 器 内 視 鏡

 長尾玄 杉山政則 阿部展次：特殊な形態を呈する病変 大

動脈人工血管置換術後の縦隔食道瘻．消化器内視鏡 ：

 長尾玄 杉山政則 糖尿病 重症例を含む がある患者さんの

術後ケアは，どんなことに注意したらよいの ．ナーシングケア

 中里徹矢，横山政明，鈴木裕，杉山政則：胆管内乳頭状腫瘍

（ ）と肝粘液性囊胞性腫瘍（肝 ）．消化器内視鏡

26(1):148−9,2014．

 橋本佳和，阿部展次，杉山政則：術後の食道吻合部狭窄．消

化器内視鏡 ： ， ．

 森俊幸，得津敬之，杉山政則 の現況と

課題． 消化器 ：

 

 森俊幸，跡見裕 肝胆膵低侵襲外科の新潮流 日医雑誌

 森俊幸 手術技能の見える化．

 森俊幸 難治性肝疾患の診療を極める 基本から最前線まで．

肝内結石症の疫学：

 

 横山政明，中里徹矢，鈴木裕，杉山 政則：術式別の術前・術

中・術後管理 胆道・胆嚢 胆嚢摘出術．臨床外科

著 書

 阿部展次，跡見裕：「膵がん」と言われたら･･･．東京，保健同人

社， ．
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 正木忠彦：痔核，裂肛，肛門周囲膿瘍，痔瘻，粘膜脱症候群．

今日の治療指針 ．山口徹，北原光夫監修．東京，医学書

院， ． － ．

 横山政明，杉山政則：胆道・胆嚢．消化器外科看護まるごと図

解ブック 解剖生理からケアまで網羅 必修事項がサクッとわか

る 春季増刊．大阪，メディカ出版，

特許等知的財産関係，報告書

 正木忠彦：進行大腸がんに対する腹腔鏡下手術と開腹手術の

根治性に関するランダム化比較試験．厚生労働科学研究費「消

化管悪性腫瘍に対する標準治療確立のための多施設共同研

究」 年度 分担研究報告書．

 正木忠彦： 治癒切除大腸癌に対する術後補助化学療

法として 療法と 療法とのランダム化第 相

比較臨床試験．厚生労働科学研究費「消化管悪性腫瘍に対す

る標準治療確立のための多施設共同研究」 年度 分担研

究報告書

その他

 鈴木裕：第 回第日本外科学会定期学術集会優秀演題，京

都， 年 月 日．

 竹内弘久 座長 一般演題 症例報告．第 回日本静脈経腸

栄養学会 首都圏支部会学術集会，東京， 年 月 日．

 中里徹矢 座長 膵・脾・血管．第 回外科集談会 東京

年 月 日．

 阿部展次：「胃癌手術の新展開」，日経ラジオ， 年 月

日．

 竹内弘久：デジタルポスターセッション優秀演題，第 回日本

消化器内視鏡学会総会 神戸 年 月 日．

 阿部展次：逆引き病気事典，週刊現代， 年 月 日．

 鈴木裕：第 回（平成 年度）日本膵臓病研究財団，膵臓病研

究奨励賞．

 正木忠彦：ここに注目！知っているようで知らない疾患のトリセ

ツ 腸閉塞（解説）． ．

外科学教室

（呼吸器・甲状腺）

講 演

 ：

 

 須田一晴，古屋敷剛，喜多秀文，近藤晴彦，呉屋朝幸：

に対する胸腔鏡アプローチ．第 回日

本呼吸器外科学会総会，東京， 年 月 日．

 喜多秀文，藤田敦，中里宜正，飯島美砂，山崎真美，近藤晴

彦，呉屋朝幸：中縦隔に発生した異型性線維性組織球腫の 切

除例．第 回日本呼吸器外科学会総会，東京， 年 月

日．

 河内利賢，平田佳史，清水麗子，橘啓盛，苅田真，中里陽子，

長島鎮，武井秀史，近藤晴彦，呉屋朝幸：自然気胸に対する胸

腔鏡下胸膜テント法．第 回日本呼吸器外科学会総会，東京，

年 月 日．

 橘啓盛，平田佳史，河内利賢，苅田真，中里陽子，長島鎮，武

井秀史，近藤晴彦，呉屋朝幸：中葉肺癌に対するリンパ系路を

意識したリンパ節郭清．第 回日本呼吸器外科学会総会，東

京， 年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，喜多秀文，近藤晴彦，呉屋朝幸：完全鏡

視下による拡大手術の検討と工夫．第 回日本呼吸器外科学

会総会，東京， 年 月 日．

 古屋敷剛，須田一晴，喜多秀文，藤田敦，近藤晴彦，呉屋朝

幸：当施設における完全胸腔鏡下肺区域切除．第 回日本呼

吸器外科学会総会，東京， 年 月 日．

 藤田敦，喜多秀文，近藤晴彦，呉屋朝幸：非接触型レーザーキ

ーボードによる術中画像ナビゲーションシステム．第 回日本

呼吸器外科学会総会，東京， 年 月 日．

 藤田敦，喜多秀文，近藤晴彦，呉屋朝幸：人工気胸による胸腔

鏡下胸膜癒着剥離術．第 回日本呼吸器外科学会総会，東

京， 年 月 日．

 新井信晃，橘啓盛，平田佳史，河内利賢，苅田真，中里陽子，

長島鎮，武井秀史，近藤晴彦，呉屋朝幸：肺癌術後の

に対して頚部アプローチによるドレナージ

が有効であった 例．第 回日本胸部外科学会関東甲信越地

方会，横浜， 年 月 日．

 神尾幸見，橘啓盛，武井秀史，新井信晃，三ツ間智也，清水麗

子，平田佳史，松脇りえ，河内利賢，苅田真，中里陽子，長島

鎮，平野浩一，望月眞，藤原正親，菅間博，近藤晴彦：高周波

スネアを用いて気管支鏡下に切除した腎細胞癌気管支転移の

例．第 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会，東京，

年 月 日．

 近藤晴彦：肺がんに対する拡大手術－パンコースト型肺がんを

中心に－．福岡胸部外科疾患研究会，福岡， 年 月 日．

 平田佳史，橘啓盛 三ツ間智也，新井信晃，松脇りえ，河内利

賢，苅田真 中里陽子 長島鎮 武井秀史，藤原正親，平野

浩一，近藤晴彦：転移性肺腫瘍に対してベバシズマブ投与中

に両側難治性気胸を発症した 例．第 回日本肺癌学会関東

支部会，東京， 年 月 日．

 橘啓盛：低肺機能症例への手術適応について（症例提示）．第

回 ，東京，

年 月 日．

 近藤晴彦：間質性肺炎合併肺癌の外科治療．長野胸部疾患懇

話会，松本， 年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，近藤晴彦，呉屋朝幸：当院での完全鏡

視下区域切除術．第 回 区域切除勉強会，軽井沢， 年

月 日．

 中里陽子，平野浩一，藤原正親，菅間博：甲状腺粘表皮癌の

例．第 回日本甲状腺外科学会学術集会，福岡， 年 月

日．

 武井秀史，近藤晴彦，宮岡悦郎，淺村尚生，吉野一郎，伊達

洋至，奥村明之進，多田弘人，中西洋一，江口研二，秋田弘

俊，小林英夫，横井香平：小細胞肺癌に対する手術治療－肺

癌登録合同委員会 年外科切除例の全国集計から－．第

回日本肺癌学会学術集会，京都， 年 月 日．

 河内利賢，松脇りえ，橘啓盛，苅田真，中里陽子，長島鎮，武

井秀史，近藤晴彦：メディカルスタッフのためのよくわかる肺が

ん診療「手術」 チーム医療推進プログラム２ メディカルスタッ

フのためのよくわかる肺がん診療．第 回日本肺癌学会学術集

会，京都， 年 月 日．
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 橘啓盛，新井信晃，三ツ間智也，平田佳史，松脇りえ，河内利

賢，苅田真，喜多秀文，須田一晴，藤田敦，古屋敷剛，中里陽

子，長島鎮，武井秀史，近藤晴彦：中葉発生原発性肺癌にお

ける リンパ節郭清の重要性．第 回日本肺癌学会学術集

会，京都， 年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，喜多秀文，近藤晴彦，呉屋朝幸：分葉不

全肺癌に対する完全鏡視下肺葉切除術．第 回日本肺癌学

会学術集会，京都， 年 月 日．

 古屋敷剛，須田一晴，喜多秀文，藤田敦，近藤晴彦，呉屋朝

幸：完全胸腔鏡下手術での季肋部切開法の有用性～当施設で

の最新の取り出し法・応用～．第 回日本肺癌学会学術集会，

京都， 年 月 日．

 松脇りえ，祢里真也，永井完治，青景圭樹，菱田智之，吉田純

司，坪井正博，近藤晴彦，石井源一郎： 肺扁平上皮癌の再

発予測因子－原発巣およびリンパ節転移巣における腫瘍組織

の性状と再発への影響－．第 回日本肺癌学会学術集会，京

都， 年 月 日．

 中里陽子，新井信晃，三ツ間智也，平田佳史，松脇りえ，橘啓

盛，河内利賢，苅田真，長島鎮，武井秀史，平野浩一，近藤晴

彦 ： 医 局 長 の あ り 方 ～ 女 性 外 科 医 の 視 点 か ら ～

共催企画 ．第 回日本臨床

外科学会総会，郡山， 年 月 日．

 須田一晴，古屋敷剛，近藤晴彦，呉屋朝幸：当科における完全

鏡視下肺全摘術の検討．第 回長岡肺癌研究会，長岡，

年 月 日．

 荻原利弥，河内利賢，平田佳史，松脇りえ，橘啓盛，苅田真，

中里陽子，長島鎮，武井秀史，近藤晴彦：縦隔結腸瘻により胸

骨正中切開創の便汁汚染を併発した 例．第 回日本呼吸器

外科医会冬期学術集会，軽井沢， 年 月 日．

 平野浩一，菅間博：甲状腺癌は怖くない？ 甲状腺癌の病理を

知る．市民公開講座，三鷹， 年 月 日．

 

論 文

和文

 近藤晴彦：知らない？知りたい？術者がこっそり教える解剖はな

し 呼吸器外科．オペナーシング

 橘啓盛，近藤晴彦：画像診断 ．胸部外科

欧文

 

 

 

 

 

 

Tokyo Women’s Medical Univ, 

 

 

その他
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 近藤晴彦：「話題の医学」肺癌診療における腫瘍マーカーの意

義についてコメント，地デジ ， 年 月 日．

外科学教室

（乳腺外科）

講 演

 伊美建太郎 井本滋 上野貴之 伊東大樹 宮本快介 北村

真奈美 を用いた乳癌骨転移の定量診断の試み．

第 回日本外科学会定期学術集会，京都， 年 月 日

 

 上野貴之：臨床試験の結果からみえる個別化治療の今後の展

望． セミナー，東京， 年 月 日．

 井本滋 愛甲孝 坂本純一 北島政樹 センチネルリンパ節

転移陽性乳癌における腋窩治療の観察研究 第 回日本乳

癌学会学術総会，大阪 年 月 日

 井本滋 和田徳昭 ラジオ波焼灼治療のピットフォール 第

回乳癌低侵襲治療研究会，大阪 年 月 日

 上野貴之：血中循環がん細胞・循環ゲノムの検出法と臨床応用．

第 回日本乳癌学会学術総会，大阪， 年 月 日．

 宮本快介 伊坂泰嗣 伊東大樹 伊美建太郎 北村真奈美

上野貴之 井本滋：手術療法が施行された 期乳癌の検討．

第 回日本乳癌学会学術総会，大阪， 年 月 日．

 伊東大樹 井本滋 上野貴之 伊美建太郎 宮本快介 多田

真奈美： 療法を施行した 陽性

進行再発乳癌患者における 次治療に関する検討．第 回日

本乳癌学会学術総会，大阪， 年 月 日．

 北村真奈美 上野貴之 伊東大樹 伊美建太郎 宮本快介

井本滋：閉経後ＨＲ陽性進行再発乳癌に対するフルベストラント

長期使用症例の検討．第 回日本乳癌学会学術総会，大阪，

年 月 日．

 上野貴之：乳癌個別化治療の現状と展望．第 回日本乳癌学

会学術総会 モーニングセミナー，大阪， 年 月 日．

 上野貴之： 陽性 治療の ．第 回日本

臨床腫瘍学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 ：

第 回日本臨床腫瘍学会学術集会，福岡，

年 月 日．

 上野貴之：イントリンジックサブタイプ．日本乳癌学会専門医セミ

ナー，東京， 年 月 日．

 上野貴之： 陰性 の個別化への挑戦．静岡乳癌シン

ポジウム，静岡， 年 月 日．

 上野貴之： 陰性進行再発乳癌に対する 次化学療法のエ

ビデンス．第 回日本癌治療学会学術集会 イブニングセミナ

ー 横浜， 年 月 日 日．

 伊坂泰嗣：乳がん検診を正しく受けるために．久我山地域住

民・一般公開講座，東京， 年 月 日．

 

 上野貴之：新規分子標的治療薬の意義と今後の展望．横浜乳

癌シンポジウム，横浜， 年 月 日．

 ：

－

第 回日本癌学会学術集会，

横浜， 年 月 日．

 ：

第 回日本癌学会学

術集会，横浜， 年 月 日．

 

第 回日本癌学

会学術集会，横浜， 年 月 日．

 

 上野貴之： 陰性 の個別化治療戦略．多摩乳癌分子

標的治療研究会，東京， 年 月 日．

 上野貴之：進行再発乳癌のホルモン治療．多摩乳腺懇話会，

東京， 年 月 日．

 上野貴之：薬剤作用から考えるハラヴェンの可能性．第 回日

本乳癌学会関東地方会，大宮， 年 月 日．

 

 上野貴之：乳癌治療の基礎と今後の展望．三鷹市医師会，東

京， 年 月 日．

 上野貴之： 陽性 陰性進行再発乳癌のメカニズムと新し

い治療戦略．桶狭間ＢＣキャンプ，名古屋， 年 月 日．

論 文

 

®

 

 

 上野貴之 多重遺伝子診断と 陽性乳がん．腫瘍内科

 上野貴之 細胞増殖と細胞死の評価．
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 上野貴之 個別化医療の今後．

 井本滋 白石知大 皮膚温存乳房切除術 外科

 野村久祥 川上英泰 臼井浩昭 鈴木真也 井本滋 齋藤真

一郎 第一世代セロトニン拮抗薬とリン酸デキサメタゾン 剤によ

る乳がん 療法点滴投与開始時刻に合わせた薬剤師内服

指導による悪心・嘔吐の報告（第２報） 癌と化学療法

 井本滋 センチネルリンパ節転移陽性乳癌の治療方針 癌と化

学療法

 

著 書

 井本滋：がん薬物療法キードラッグ 古瀬純司編．東京，中

外医学社， ．

 井本滋 乳癌．ガイドライン外来診療 ．泉孝英編．東京，日

経メディカル開発， ．

小児外科学教室

講 演

 鮫島由友，韮澤融司，浮山越史，渡邉佳子，望月智弘，佐藤

順一郎：当院における臍ヘルニア手術の工夫（簡単に誰でもで

きる切り株法）．第 回小児外科学会総会，大阪， 年 月

日．

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，望月智弘，鮫島由友：臍部小

切開で手術を行った７例の検討．第 回日本小児外科学会学

術集会，大阪， 年 月 日．

 浮山越史，長村敏生，岩中督：「小児腸重積症の診療ガイドライ

ン」公表後調査，第 回日本小児外科学会学術集会，大阪，

年 月 日．

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，望月智弘，鮫島由友：当科に

おける術後イレウスの検討，第 回日本小児救急医学会学術

集会，横浜， 年 月 日．

 鮫島由友，韮澤融司，浮山越史，渡邉佳子，佐藤順一朗：先天

性小腸閉鎖症と胎便性腹膜炎．第 回東京小児外科研究会，

東京， 年 月 日．

 浮山越史：小児救急における小児外科疾患—臨床・看護の現場

で役立つ知識—．第 回小児救急医療ワークショップ 北九州，

北九州市， 年 月 日．

 浮山越史：こどもにもアンチエージングは必要だ．日本抗加齢

医学会専門医・指導士認定委員会主催講演会，名古屋，

年 月 日．

 鮫島由友，韮澤融司，浮山越史，渡邉佳子，佐藤順一朗：先天

性食道閉鎖症の特殊型－ 型．第 回関東甲信越地

方会，千葉， 年 月 日．

 佐藤順一朗，韮澤融司，浮山越史，渡邉佳子，鮫島由友：上顎

体と鑑別を要した右頬粘膜の骨外性歯牙腫の一例．第 回日

本小児外科学会関東甲信越地方会，千葉， 年 月 日．

 

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，鮫島由友，佐藤順一朗，楊

国昌，野村優子，保科弘明：当院における外科疾患を伴った ，

症例の検討．第 回日本小児外科学会秋季シンポ

ジウム，淡路島， 年 月 日．

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，佐藤順一朗：当院で経験した

ボタン電池誤飲症例の検討．第 回日本臨床外科学会総会，

郡山， 年 月 日．

 浮山越史：小児救急における超音波検査．第 回東京井の頭教

育セミナー，三鷹市， 年 月 日．

平成 年度追加分

講 演

 渡邉佳子，韮澤融司，浮山越史，望月智弘，鮫島由友：当院で

経験したボタン電池誤飲症例の検討．第 回日本腹部救急医

学会総会，東京， 年 月 日．

 望月智弘，韮澤融司，浮山越史，渡辺佳子，鮫島由友： を

初発症状として診断された先天性胆道拡張症の 例．第 回

外科集談会，東京， 年 月 日．

論 文

 浮山越史，韮澤融司，渡辺佳子，望月智弘，鮫島由友：腹部救

急における超音波検査の ．小児外科

 浮山越史：腸重積症の非観血的整復．小児科診療

 渡邉佳子，韮澤融司：直腸肛門奇形．こどもケア

救急医学教室

講 演

 樽井武彦，大田原正幸，宮国泰彦，玉田尚，山口芳裕：救命救

急センターにおける一般外科手術症例の変遷～外科系救急医

の果たす役割について～．第 回日本外科学会定期学術集

会，京都， 年 月 日．

 山田賢治，海田賢彦，山口芳裕：重症熱傷に合併した手熱傷

の治療について．第 回日本手外科学会学術集会，宜野湾，

年 月 日．

 大畑徹也，丸野秀人，樽井武彦，山口芳裕，市川正一：ガス壊

疽に対する予後予測因子の検討－救命と機能を中心に－．第

回日本整形外科学会，神戸， 年 月 日．

 大森達矢，山田賢治，守永広征，松田岳人，八木橋厳，樽井

武彦，松田剛明，山口芳裕：胸骨圧迫に伴う肋骨骨折の発生に

ついて．第 回日本臨床救急医学会総会・学術集会，宇都宮，

年 月 日．

 海田賢彦，加藤聡一郎，宮国泰彦，庄司高裕，宮内洋，樽井

武彦，山田賢治，山口芳裕：広範囲熱傷における自家培養表

皮移植の意義．第 回日本熱傷学会総会・学術集会，さいたま，

年 月 日．

 加藤聡一郎，海田賢彦，宮内洋，樽井武彦，山田賢治，山口

芳裕：重症熱傷患者の集学的治療と広域医療連携における当

院の役割．第 回日本熱傷学会総会・学術集会，さいたま，

年 月 日．

 宮国泰彦，山田賢治，守永広征，大田原正幸，加藤聡一郎，

海田賢彦，玉田尚，宮内洋，樽井武彦，山口芳裕：左心房破裂

の診断に難渋した墜落外傷の一救命例．第 回日本外傷学会，

東京， 年 月 日．

 大畑徹也，星亨，丸野秀人，山口芳裕，市村正一：精神疾患患

者における骨盤輪骨折の検討．第 回日本骨折治療学会，熊
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本， 年 月 日．

 松隈卓徳，大畑徹也，丸野秀人，山口芳裕，市村正一：多発外

傷に伴う踵骨骨折の治療成績．第 回日本骨折治療学会，熊

本， 年 月 日．

 加藤聡一郎，大畑徹也，山下紗季，星亨，市村正一，山口芳

裕：右肩甲帯部重複損傷に同側鎖骨複合骨折と伴った重症外

傷の治療経験．第 回日本骨折治療学会，熊本， 年 月

日．

 大畑徹也： 症例 ．第 回重症四肢

外傷シンポジウム，札幌， 年 月 日．

 大畑徹也：この重症解放骨折 貴方ならどうする？症例 ．第

回重症四肢外傷シンポジウム，札幌， 年 月 日．

 山口芳裕：足もとの化学兵器．第 回日本中毒学会総会・学術

集会，東京， 年 月 日．

 山口芳裕：爆発の話～血漿分画製剤の必要性～．第 回岐阜

救急集中治療セミナー，岐阜， 年 月 日．

 山口芳裕：有事における我が国の医療の対応能力を問う．名古

屋市などの地方都市では，その対応と現状は？．第 回安全保

障・危機管理セミナー，名古屋， 年 月 日．

 大畑徹也，樽井武彦，加藤聡一郎，山口芳裕：外傷に起因する

急性四肢コンパートメント症候群の治療成績の検討．第 回日

本救急医学会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 海田賢彦，宮国泰彦，庄司高裕，玉田尚，宮内洋，樽井武彦，

山田賢治，山口芳裕：熱傷患者における新しい鎮静鎮痛管理

法の功罪．第 回日本救急医学会総会・学術集会，福岡，

年 月 日．

 小泉健雄，和田貴子，千田晋治，井田善明，神山麻由子，久

保祐美子，久米梢子，山口芳裕：いのちを守ることを伝えるため

に．第 回日本救急医学会総会・学術集会，福岡， 年

月 日．

 加藤聡一郎，守永広征，大田原正幸，玉田尚，松田岳人，宮

内洋，樽井武彦，山田賢治，山口芳裕：重篤な成人発症インフ

ルエンザ脳症の臨床像と検査結果の推移．第 回日本救急医

学会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 大田原正幸，玉田尚，伊東杏里，鈴木準，小野寺亮，守永広

征，松田岳人，樽井武彦，山田賢治，山口芳裕：

（ ）による腹部内臓動脈瘤破裂の 例．第

回日本救急医学会総会・学術集会 福岡 年 月 日．

 樽井武彦，西沢良平，大畑徹也，松田岳人，福島秀起，山田

賢治，松田剛明，山口芳裕：重症敗血症の予後は変えられるか．

第 回日本救急医学会総会・学術集会 福岡 年 月 日．

 山田賢治，海田賢彦，大畑徹也，庄司高裕，井上孝隆，玉田

尚，松田岳人，宮内洋，樽井武彦，山口芳裕：人工呼吸管理を

要した頚髄損傷の 例．第 回日本救急医学会総会・学術集会，

福岡， 年 月 日．

 小倉裕司，丸藤哲 齋藤大蔵 武山直志 久志本成樹 藤島

清太郎 真弓俊彦 荒木恒敏 池田弘人 小谷穣治 三木靖

雄 白石振一郎 鈴木幸一郎 鈴木泰 田熊清継 鶴田良介

山口芳裕 山下典雄 相川直樹： 患者における急性期

スコアの意義．第 回日本救急医学会総会・学術集会，福

岡， 年 月 日．

 西沢良平，宮国泰彦，山田賢治，笹沢俊吉，宮方基行，海田

賢彦，宮内洋，樽井武彦，山口芳裕：重症発生し重篤化した院

内クレブシエラ肺炎の 例．第 回日本救急医学会総会・学術

集会，福岡， 年 月 日．
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 山口芳裕：脳卒中診療を支える救急医療システム．第 回日本

脳神経外科救急学会，東京， 年 月 日．

 松田剛明： 体制について．第 回日本脳神経外科救急学会，

東京， 年 月 日．

 笹沢俊吉，伊東杏里，鈴木準，西沢良平，小野寺亮，宮国泰

彦，庄司高裕，宮内洋，福島秀起，樽井武彦，山田賢治，山口

芳裕：鏡視下手術を併用し低侵襲に外科性横隔膜損傷を修復

し得た鋭的胸腹部外傷の 例．第 回日本救急医学会関東地

方会，横浜， 年 月 日．

 伊東杏里，守永広征，笹沢俊吉，鈴木準，西沢良平，大田原

正幸，加藤聡一郎，松田岳人，宮内洋，樽井武彦，山田賢治，

山口芳裕：腎動脈瘤破裂による出血性ショックに対しバルーン

カテーテルによる 下にコイル塞栓術を行い救命し得

た 例．第 回日本救急医学会関東地方会，横浜， 年 月

日．

 鈴木準，大田原正幸，伊東杏里，笹沢俊吉，鈴木準，西沢良

平，㓛刀主税，樽井武彦，山田賢治，山口芳裕：市販薬大量服

用による重症カフェイン中毒に対し経時的に血中濃度測定を行

い治療した 症例の検討．第 回日本救急医学会関東地方会，

横浜， 年 月 日．

 山口芳裕：足下の危機管理～遺棄化学兵器の処理と血漿分画

製剤の有用性と確保の重要性～．第 回日本集団災害医学会

総会・学術集会，立川， 年 月 日．

 山口芳裕：原発事故の特殊性と対応の留意点．第 回日本集

団災害医学会総会・学術集会，立川， 年 月 日．

 山口芳裕：海洋国日本の災害対応の未来～艦船を利用した災

害医療の組織的介入～．第 回日本集団災害医学会総会・学

術集会，立川， 年 月 日．

 加藤聡一郎，山田賢治，宮内洋，山口芳裕：重症熱傷患者都

内後方搬送訓練からみた今後の東京 の役割．第 回日

本集団災害医学会総会・学術集会，立川， 年 月 日．

 山口芳裕：東京オリンピックの医療対応．第 回日本集団災害

医学会総会・学術集会，立川， 年 月 日．

 山口芳裕：東京 特殊チーム．第 回日本集団災害

医学会総会・学術集会，立川， 年 月 日．

論 文
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 久保佑美子，岡本博照 ，小泉健雄 ，山口芳裕 ，松田剛明 ，

照屋浩司 ，和田貴子 （ 杏林大・医・公衆衛生， 杏林大・保・救

急救命， 杏林大・医・救急医学， 杏林大・保・公衆衛生）：西

多摩医療圏の一病院における二次救急患者の搬送実態：地理

的要因からみた分析．日臨救医学会誌 ： ， ．

 宇野重起，山口芳裕 （ 杏林大・医・救急医学）：高齢者の救命

の限界に挑戦する．救急医 ： ， ．

 玉田尚，山口芳裕 （ 杏林大・医・救急医学）：熱傷患者に対す

る麻酔と周術期管理．救急医 ： ， ．

 山口芳裕：地域の災害対応（東京 ）．日病院会誌 ：

， ．

 石川幸史，山田賢治 ，樽井武彦 ，海田賢彦 ，八木橋厳 ，松

田剛明 ，島崎修次 ，山口芳裕 （ 杏林大・医・救急医学， 救

急救命東京研修所， 国士舘大）：病院前救護における熱傷面

積評価と気道熱傷を疑う要因について．日臨救医学会誌 ：

， ．

 道廣岳，星亨 ，工藤文孝 ，山岸賢一郎 ，大畑徹也 ，加藤聡

一郎 ，市村正一 （ 東大和病院， 杏林大・医・救急医学， 杏林

大・医・整形外科）：ガス壊疽の治療成績．日本骨・関節感染症

学会誌 ： ．

 加藤聡一郎，星亨 ，大畑徹也 ，工藤文孝 ，山岸賢一郎 （ 東

大和病院， 杏林大・医・救急医学）：創外固定器を

として用いた下肢重度開放骨折の検討．日本創外固定・

骨延長学会誌 ： ， ．

著 書

 山田賢治，山口芳裕： むち打ち症（むち打ち損傷

）． 内科総合誌．東京，文光堂，

． ．

 玉田尚，山口芳裕：症例検討 熱傷患者「病態変化を見極め，

二手三手を見据えた対応を」． コレクション「症例で学ぶ新

しい周術期の輸液管理」．松永明．東京，メディカル・サイエン

ス・インターナショナル， ． ．

 山口芳裕： 災害の現場で，医療支援を得ることの意義～福島

原発事故対応を踏まえて～． 災害活動マニュアル．東京，

イカロス出版， ． ．

 山口芳裕：「失敗の本質」に学ぶ災害時の医療の組織戦のあり

かた． ．東京，メディカルレビュー社， ．

．

特許等知的財産関係，報告書

 山口芳裕：消防力の整備指針及び消防水利の基準について．

消防力の整備指針及び消防水利の基準に関する検討会報告

書 年度．

その他

 山口芳裕：救急ワークステーションについてコメント，日本経済

新聞， 年 月 日．

 山口芳裕：「生活 患者を生きる」東京 情報編～阪神

大震災の反省から～，朝日新聞， 年 月 日．

 山口芳裕：「情報まるごと」熱中症について解説， ， 年

月 日．

 山口芳裕：「モーニングバード」スズメバチに刺された時の対処

法について解説，テレビ朝日， 年 月 日．

 山口芳裕：福島第一原発での教訓を踏まえた突入撤退判断シ

ステムの開発について紹介，産経新聞， 年 月 日．

 山口芳裕：「テレ玉イブニング 」原発事故を教訓に「 突入

撤退判断システム」を開発したことが紹介，テレビ埼玉， 年

月 日．

 山口芳裕：「ニュースウォッチ 」乳頭温泉での硫化水素ガス事

故について危険性について解説， ， 年 月 日．

脳神経外科学教室

講 演

 

 岡田啓 脊山英徳 鳥居正剛 岡村耕一 山田深 傳法倫久

塩川芳昭： 周術期における の使用経験．第 回脳

神経外科手術と機器学会 福岡 年 月 日．

 岡村耕一 脊山英徳 岡野晴子 傳法倫久 山田深 岡島康

友 塩川芳昭：高齢者におけるアルテプラーゼ静脈注射療法

について．第 回日本老年脳神経外科学会 新潟 年

月 日．

 永根基雄：神経膠腫の標準治療と多施設共同臨床試験．第

回日本脳腫瘍病理学会 徳島 年 月 日

 永根基雄： の遺伝子異常と治療成績．第 回日本脳腫

瘍病理学会 徳島 年 月 日

 永根基雄：膠芽腫に対するベバシズマブ治療と効果判定．第

回日本脳腫瘍病理学会 徳島 年 月 日

 小林啓一： の導入で何が変わったか？〜初発例・

再発例をあげて 脳腫瘍治療セミナー 東京 年 月 日

 岡村耕一：日本人の脳梗塞治療を考える．第 回富士・玄海

福岡 年 月 日．

 岡村耕一 坪川 民治 城下博夫 塩川芳昭 轉石小百合

松原幸枝 宮東 昭彦 川上 速人：フリーラジカルスカベンジャ

− エダラボンによる出血性脳梗塞の抑制 高血糖ラットモデル

を用いた実験．第 回日本抗加齢医学会総会 大阪 年

月 日．

 野口明男 塩川芳昭：日本人における 皮質下病変の実態

調査．第 回日本脳ドック学会総会 下関 年 月 日

 横井秀格 丸山啓介 高山信之 田中秀峰 松本祐磨 木村

奈津子 塩川芳昭 甲能直幸：脊索腫との鑑別が困難であった

斜体部悪性リンパ腫の一例．第 回日本頭蓋底外科学会 千

葉 年 月 日

 丸山啓介 横井秀格 山口竜一 野口明男 甲能直幸 塩川

芳昭：傍鞍部腫瘍に対する の適応

と限界．第 回日本頭蓋底外科学会 千葉 年 月 日．

 佐藤栄志 小西善史 林基高 小松原弘一郎 笹森寛生 塩

川芳昭：ステント支援下脳動脈瘤塞栓術の初期・中期治療成績．

第 回日本血管内治療学会 和歌山 年 月 日．

 永根基雄：再発膠芽腫に対する標準治療：ベバシズマブ単独

療法の再発形態解析とベバシズマブ基盤療法の展望．第 回

多摩脳腫瘍研究会 三鷹 年 月 日

 齊藤邦昭 小林啓一 千葉知宏 宍戸 原由紀子 五明美穂

岡田啓 野口明男 塩川芳昭 菅間博 永根基雄：

陰性の の症例 第 回多

摩脳腫瘍研究会 東京 年 月 日．
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 久米賢 田中雅樹 李政勲 島田篤 丸山啓介 野口明男

塩川芳昭 ： 治 療 に難渋 し て い る

の 例．三鷹ニューロカンファ

レンス 多摩 年 月 日

 小松原弘一郎 佐藤栄志 小西善史 塩川芳昭：経静脈的塞

栓にて に困難を要した の１

症例．第 回 法人日本脳神経血管内治療学会関東地方

会・学術集会 東京 年 月 日

 岡田啓 丸山啓介 金太一 野口明男 永根基雄 塩川芳

昭：コンピューターグラフィックスによる術前シミュレーションと

での閲覧の有用性．第 回日本術中画像情報学会 東京

年 月 日

 齊藤邦昭 武笠晃丈 鈴木雄一 井野賢司 国松聡 増谷

佳孝 大谷亮平 高柳俊作 田中將太 齊藤延人：

トラクトグラフィ融合ナビゲーションの有用性．第 回

日本術中画像情報学会 東京 年 月 日

 永根基雄 小林啓一 齊藤邦昭 岡田啓 塩川芳昭：

再発膠芽腫に対する 基

盤療法．第 回東京脳腫瘍治療懇話会 東京 年 月

日

 

 永根基雄：悪性神経膠腫に対する 治療：

第 回春秋コングレス 東京 年 月 日

 久米賢 田中雅樹 丸山啓介 横井秀格 塩川芳昭：

により中年以降に非外傷

性髄液鼻漏を発症した 例．第 回脳神経外科関東地方会

東京 年 月 日．

 末松慎也 高井敬介 石田渉 岩室宏一 谷口真：胸椎部脊

髄症：軽微な脊髄圧迫症例の画像所見の特徴と手術転帰．杏

林大学脳神経外科夏季セミナー 多摩 年 月 日

 岡田啓 小林啓一 野口明男 斎藤邦昭 永根基雄 塩川芳

昭：術中モニタリング及び術中受注蛍光診断を併用したナビゲ

ーション下腫瘍摘出の 第 回日本脳腫瘍の外科学会

東京 年 月 日

 久米賢 丸山啓介 山口竜一 野口明男 塩川芳昭 傍鞍部

腫瘍に対する 第 回日本脳腫

瘍の外科学会 東京 年 月 日．

 佐藤栄志：破裂脳底動脈先端部動脈瘤の一例．第 回東京脳

卒中の血管内治療セミナー 東京 年 月 日

 永根基雄：中枢神経系原発悪性リンパ腫：治療の進歩と展望．

– 頭蓋内悪性リンパ腫．広島 年 月 日

 

 

 木村唯子 川崎隆 谷口真 横地房子 海津敬倫 塩川芳昭

渡辺英寿： 手術で視床亜核のＭＲＩターゲティングは可能

か？ 第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月

日

 野口明男 塩川芳昭： におけ

る術野の定量解析．第 回日本脳神経外科学会総会 東京

年 月 日

 武笠晃丈 相原功輝 齊藤邦昭 高柳俊作

上田宏生 山本尚吾 辰野健二 永江玄太 成田善孝 永根

基雄 西川亮 植木敬介 油谷浩幸 齊藤

延人：化学療法剤による神経膠腫ゲノム不安定性の加速の可

能性．第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月

日

 田中雅樹、塩川芳昭： データ計測による後角穿刺点の

検討．第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月

日

 岡田恭子 永根基雄

： 併用 療法の再発及び

耐性膠芽腫細胞株に対する効果．第 回日本脳

神経外科学会総会 東京 年 月 日．

 岡田啓 小林啓一 野口明男 斎藤邦昭 塩川芳昭 永根基

雄：膠芽腫における モデルを用いた自

験例の検討 第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年

月 日．

 佐藤研隆 塩川芳昭 鳥居正剛 脊山英徳 岡村耕一：高齢

者における 術の治療成績．第 回日本脳神

経外科学会総会 東京 年 月 日．

 相原功輝 武笠晃丈 後藤健吾 永江玄太 齊藤邦昭 成田

善孝 油谷浩幸 斉藤延人：ゲノム解析に基づいた小児脳腫

瘍治療戦略の成人脳腫瘍への応用の可能性．第 回日本脳

神経外科学会総会 東京 年 月 日

 佐々木重嘉 岡村耕一 熊切敦 河合拓也 田中雅樹 塩川

芳昭： 患者における モニタリングの使用経験．第

回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月 日

 丸山啓介 金 太一 野口明男 永根基雄 塩川芳昭： を

用いたコンピューターグラフィックスによる術前シミュレーション

操作 第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月

日．

 熊切敦 塩川芳昭 小林祥泰：くも膜下出血における脳血管攣

縮の頻度と合併症の関係．第 回日本脳神経外科学会総会

東京 年 月 日

 鳥居正剛 脊山英徳 岡村耕一 小松原弘一郎 佐藤研隆

佐藤栄志 小西善史 塩川芳昭：頚動脈狭窄症に対する当施

設での血行再建術の適応と治療成績．第 回日本脳神経外科

学会総会 東京 年 月 日

 齊藤邦昭 武笠晃丈 永江玄太 相原功輝 大谷亮平 高

柳俊作 小俣麻友 田中将太 成田善孝 植木敬介 西川亮

永根基雄 油谷浩幸 齊藤延人：メチル化網羅的解析により同

定された神経膠腫悪性転化に伴う脱メチル化 第 回日本脳

神経外科学会総会 東京 年 月 日

 小林啓一 齊藤 邦昭 塩川芳昭 永根基雄：再発膠芽腫に

対する各種化学療法における再発形態と予後の解析．第 回

日本脳神経外科学会総会 東京 年 月 日

 永根基雄：再発膠芽腫に対する標準治療：ベバシズマブ単独

療法の再発形態解析とベバシズマブ基盤療法の展望．第 回

日本脳神経外科学会学術総会 東京 年 月 日

 島田大輔 堂福翔吾 野村昌志 広川大輔 齊藤徹 寺西裕

堀川弘吏 太田貴裕 水谷 徹：高齢者の についての検
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討．第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月

日

 佐藤栄志 小松原弘一郎 島田篤 林基高 笹森寛生 河合

拓也 脊山英徳 小西善史 塩川芳昭：ステント支援下脳動脈

瘤塞栓術の初期・中期治療成績―特に虚血性合併症について．

第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月 日

 岡村耕一 鳥居正剛 傳法倫久 山田深 岡島康友 塩川芳

昭：高齢者におけるアルテプラーゼ静脈注射療法について 第

回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月 日

 山口竜一 野口明男 丸山啓介 田中雅樹 小林啓一 小松

原弘一郎 佐藤栄志 塩川芳昭：当院における未破裂脳動脈

瘤診療の実態．第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年

月 日

 小松原弘一郎 佐藤栄志 笹森寛生 鳥居正剛 傳法倫久

塩川芳昭：急性期脳底動脈閉塞に対する血行再建療法の治療

成績．第 回日本脳神経外科学会総会 東京 年 月

日

 本田有子 野口明男 牛場克明 田村晃 櫻井孝 塩川芳

昭：日本人における 皮質下病変の実態調査．第 回日本

脳神経外科学会総会 東京 年 月 日．

 阿部泰明 横矢重臣 丸山啓介 野口明男 佐藤栄志 塩川

芳昭：意識障害を伴う基礎疾患を有する慢性硬膜下血腫患者

の重症化の検討．第 回日本脳神経外科学会総会 東京

年 月 日

 久米賢 田中雅樹 李政勲 島田篤 丸山啓介 野口明男

塩川芳昭：治療に難渋した

の 例．日本水頭症脳脊髄液学会第 回学術

集会 東京 年 月 日．

 久米賢 丸山啓介 田中雅樹 野口明男 塩川芳昭：視床へ

の進展を二期的に全摘出した松果体部巨大奇形腫の１例．第

回脳神経外科手術夜話 多摩 年 月 日．

 永根基雄：悪性脳腫瘍の化学療法：

．平成 年度鹿児島県医師会生涯教育認定申請講

座，鹿児島 年 月 日

 小林啓一 野口明男 斎藤邦昭 塩川芳昭 永根基雄：術後

不全麻痺と後頭葉脳梗塞を生じた痛恨の側頭葉巨大膠芽腫の

一例．第 回多摩脳神経外科懇話会 武蔵野 年 月

日

 今井大也 佐藤研隆 田中雅樹 永根基雄 塩川芳昭：膠芽

腫の放射線化学療法後に発症した中大脳動脈閉塞を呈した

例．第 回杏林医学会総会 多摩 年 月 日

 川井田善太郎 小松原弘一郎 丸山啓介 佐藤栄志 塩川芳

昭：横・ 状静脈洞部硬膜動静脈瘻に対し観血的導入動脈遮

断術が有効であった１例．第 回杏林医学会総会 多摩

年 月 日

 久米賢 田中雅樹 李政勲 島田篤 丸山啓介 野口明男

塩 川 芳 昭 ： 治 療 に 難 渋 し た

の 例．第 回杏林医学会総

会 多摩 年 月 日

 

 

：

．

 齊藤邦昭 武笠晃丈 鈴木雄一 井野賢司 大谷亮平 高柳

俊作 田中將太 国松聡 増谷佳孝 齊藤延人：

を用いた脳腫瘍手術 第 会日本脳腫瘍

学会学術集会 浦安 年 月 日．

 岡田啓 小林啓一 野口明男 斎藤邦昭 塩川芳昭 永根基

雄：膠芽腫における モデルを用いた自

験例の検討．第 回日本脳腫瘍学会学術集会 千葉 年

月 日．

 永根基雄 福村知隆 上野敏秀 李 政勲 原由紀子 三島

一彦 市村幸一 武笠晃丈 成田善孝 西川亮 間野博行：

中枢神経系原発悪性リンパ腫における全エクソンシークエンス

による遺伝子異常解析．第 回日本脳腫瘍学会学術集会 千

葉 年 月 日．

 永根基雄 小林啓一 齊藤邦昭 塩川芳昭：ベバシズマブ単

独療法の再発形態と予後解析．第 回日本脳腫瘍学会学術集

会 千葉 年 月 日．

 小林啓一 斎藤邦昭 佐々木重嘉 岡田啓 塩川芳昭 永根

基雄：初発中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する － 療

法の治療成績．第 回日本脳腫瘍学会学術集会 千葉

年 月 日．

 小林啓一 斎藤邦昭 佐々木重嘉 岡田啓 塩川芳昭 永根

基雄：再発悪性神経膠腫に対するベバシズマブ＋ニムスチン

併用療法（ 療法）の試み．第 回日本脳腫瘍学会学術

集会 千葉 年 月 日．

 岡田恭子 永根基雄

： 併用 療法の

再発及び 耐性膠芽腫細胞株に対する効果．第

回日本脳腫瘍学会学術集会 千葉 年 月 日．

 佐藤栄志 小松原弘一郎 笹森寛生 島田篤 林基高 河合

拓也 脊山英徳 小西善史 塩川芳昭：ステント支援下脳動脈

瘤塞栓術の中期治療成績．第 回 法人日本脳神経血管

内治療学会学術総会 横浜 年 月 日

 笹森寛生 鳥居正剛 小松原弘一郎 傳法倫久 佐藤栄志

塩川芳昭：杏林大学における 静注療法無効例に対する血

管内治療の現状．第 回 法人日本脳神経血管内治療学

会学術総会 横浜 年 月 日

 林基高 畑中良 宇都宮利史 山下圭一 原田洋一 畑山徹

河野拓司 佐藤栄志 塩川芳昭 小西善史 土屋一洋 飯塚

有応：手術加療を要した硬膜動静脈瘻の２例．第 回 法

人日本脳神経血管内治療学会学術総会 横浜 年 月

日

 小松原弘一郎 佐藤栄志 笹森寛生 鳥居正剛 傳法倫久

塩川芳昭：破裂前交通動脈瘤不完全クリッピングに対してコイ

ル塞栓術を行った一例．第 回 法人日本脳神経血管内

治療学会学術総会 横浜 年 月 日

 久米賢 阿部泰明 田中雅樹 丸山啓介 野口明男 永根基

雄 塩川芳昭：顎関節に浸潤し めまいにて発症した中頭蓋底

巨細胞腫の 例．第 回脳神経外科関東地方会 東京

年 月 日．

 山口竜一 野口明男 岡村耕一 熊切敦 岡田啓 佐々木重

嘉 塩川芳昭：前回手術による癒着が強く 再手術の際に内頸

動脈損傷を来した の 例．第 回南十字星手術カンファレ

ンス 千葉 年１月 日．
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 塩川芳昭：脳血管外科から入る脳神経外科手術修練．第 回手

技にこだわる脳神経外科ビデオカンファランス 東京 年

月 日

 丸山啓介 横井秀格 山口竜一 野口明男 甲能直幸 塩川

芳昭：傍鞍部腫瘍に対する耳鼻科との

第 回手技にこだわる脳神経外科ビデオカンファレンス

東京 年１月 日

 鳥居正剛： 術中のプラーク摘出前後での頚動脈超音波内

頚動脈血流量評価の有用性 過還流症候群の予知を念頭にし

た ．第 回日本脳卒中の外科学会学術集会 広島 年

月 日．

 正木瑶子 山田深 仁科彩子 岡島康友 鳥居正剛 平野照

之 塩川芳昭： 歳以上の急性期脳卒中患者における に

影響を与える因子の検討 第 回日本脳卒中学会学術集会

広島 年 月 日．

 佐々木重嘉 岡村耕一 熊切敦 河合拓也 田中雅樹 塩川

芳昭： 患者における モニタリングの使用経験．第

回日本脳卒中学会学術集会 広島 年 月 日．

 林良幸 山田深 鳥居正剛 岡島康友 平野照之 塩川芳

昭：頸動脈内膜剥離術後の迷走および舌下神経麻痺による嚥

下障害を呈した１例．第 回日本脳卒中学会学術集会 広島

年 月 日．

 丸山啓介： に対する での術前シミュレーショ

ン．第 回日本脳卒中の外科学会学術集会 広島 年

月 日

 山口竜一 野口明男 丸山啓介 田中雅樹 小林啓一 小松

原弘一郎 佐藤栄志 塩川芳昭：当院における未破裂脳動脈

瘤診療の実態．第 回日本脳卒中の外科学会学術集会 広島

年 月 日．

 岡田啓 脊山英徳 鳥居正剛 岡村耕一 丸山啓介 山田深

傳法倫久 塩川芳昭： 周術期における のパターン

解析．第 回日本脳卒中学会総会 広島 年 月 日．

 小松原弘一郎 佐藤栄志 笹森寛生 傳法倫久 塩川芳昭：

急性期脳底動脈閉塞に対する血行再建療法の治療成績 連

続 例における画像評価と予後に関する検討 第 回日本脳

卒中学会総会 広島 年 月 日．

 佐藤栄志 島田篤 林基高 小松原弘一郎 笹森寛生 脊山

英徳 小西善史 塩川芳昭：ステント支援下脳動脈瘤塞栓術の

中期治療成績．第 回日本脳卒中学会総会 広島 年

月 日．

 佐藤栄志 島田篤 林基高 小松原弘一郎 笹森寛生 小西

善史 野口明男 塩川芳昭：直達手術後の脳動脈瘤内コイル

塞栓術―不完全クリッピング術またはクリッピング術後再発例に

対する再治療―．第 回日本脳卒中学会総会 広島 年

月 日．

論 文

 塩川芳昭：くも膜下出血．今日の治療指針 私はこう治療してい

る TODAY’S ．

 塩川芳昭：穿頭脳室ドレナージ術の新手法．脳神経外科ジャー

ナル

 

：

 塩川芳昭： 高精細融合 次元画像を用いた術中支

援． 研究（ ）

 

 

 

．

 

 

 

 

．

 永根基雄：神経膠腫の化学療法トピックス 治療の最前線「第

回」 ．

 永根基雄：再発膠芽腫 ．脳

．

 永根基雄：悪性神経膠腫に対する抗血管新生療法と課題

（ ） 癌と化学療法
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．

 永根基雄： ベバシズマブが治療イノベーショ

ンを起こした意義と初期治療での意義～膠芽腫～ がんと抗血

管新生療法 ．

 永根基雄：悪性脳腫瘍の治療効果判定の画像診断． 研究

 永根基雄：ベバシズマブによる初発膠芽腫治療．腫瘍内科

．

 永根基雄：膠芽腫． 神経症候群 —その他の神経疾患を含

めて— 第 版 ．日本臨牀 別冊 ．

 永根基雄：脳神経外科医が解説する血液腫瘍：悪性リンパ腫．

脳神経外科速報 ．

 –

．

 佐藤栄志：橋出血後の予後 高血圧性橋出血の急性期の生命

予後と慢性期の機能予後について 日本臨牀 増刊

 佐藤栄志：脳血管撮影．神経内科研修ノート：

 野口明男： の進め方と考え方．

脳神経外科速報

 野口明男 佐藤栄志 小西善史 清水淑恵 田中雅樹 山口

竜一 丸山啓介 栗田浩樹 塩川芳昭 脳動静脈奇形の治療

．

 丸山啓介 小林啓一 田中雅樹 野口明男 土屋一洋 小林

邦典 永根基雄 塩川芳昭（ 杏林大学放射線科）：脳腫瘍の

術中 で参照する適切な融合画像の選択

 丸山啓介 「速い」「安い」「旨い」パソコン選び 日常診療に役

立つ 脳神経外科速報

 丸山啓介 動画扱いのスペシャリストになろう 日常診療に役

立つ 脳神経外科速報

 丸山啓介 での手術ビデオ編集の基本 日常診療に役

立つ 脳神経外科速報

 丸山啓介 で格調高い手術ビデオを作ろう 日常診療に

役立つ 脳神経外科速報

 丸山啓介 医学書の整理術／活用術 日常診療に役立つ

脳神経外科速報

 丸山啓介 塩川芳昭：側頭葉およびその近傍の腫瘍（中頭蓋

窩も含む）．神経症候群 第 版 —その他の神経疾患を含めて—

Ⅲ．日本臨牀社 別冊

 
：

– ．

 丸山啓介 山口竜一 野口明男 佐藤栄志 塩川芳昭 脳室

内出血を主体とする破裂脳動脈瘤の治療 脳卒中の外科

．

 野口明男 佐藤栄志 小西善史 清水淑恵 田中雅樹 山口

竜一 丸山啓介 栗田浩樹 塩川芳昭：脳動静脈奇形の治

療

 小林啓一 永根基雄 河合拓也 野口明男 塩川芳昭 高齢

者中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する大量 基

盤初期治療の成績と展望

 
（

） ：

．

 岡村耕一 塩川芳昭：くも膜下出血の原因（脳動脈瘤以外） 日

本臨牀

 

 

．

 

．

 

．

著 書

 塩川芳昭：脳動脈，脳室およびくも膜下腔，脊柱，脊髄．標準

脳神経外科学第 ．版東京，医学書院， ．

 塩川芳昭：脳卒中（脳出血・脳梗塞・クモ膜下出血・もやもや病）．

内科・外科疾患 研修

医・非専門医でも知っておくべき近年と今後の主な動向 東京，

メディックメディア， ．

 永井良三，鈴木則宏，荒木信夫，神田隆，吉良潤一，塩川芳

昭，西野一三，水澤英洋編集：神経内科 研修ノート，東京，診

断と治療社，

 有賀徹，奥寺敬，片山容一，加藤庸子，栗栖薫，黒岩敏彦，塩

川芳昭，平山昌康，松前光紀編集：すぐに役立つ脳神経外科

救急ハンドブック改訂 版．日本脳神経外科救急学会．東京，メ

ディカ出版， ．

 佐藤栄志：脳血管内治療 メスを使わずに脳の血管の病気に立

ち向かう！．集中ケアナーシングのための急性・上昇患者ケア

， ，東京，総合医学社，

 丸山啓介，塩川芳昭 シミュレーションと手術の実際 末梢，そ

の他② 中大脳動脈瘤のすべて ―シミュレーションで経験する

手術・ ．井川房夫，宮地茂編，大阪，メディカ出版， ．

，．

 丸山啓介，塩川芳昭 側頭葉およびその近傍の腫瘍（中頭蓋窩

も含む）．日本臨牀 別冊 ，神経症候群（第 版）Ⅲ．大阪，日本

臨床社， ． ．

 小林啓一：脳腫瘍～静かに忍び寄る脳腫瘍－神経症状の変化

を見逃さない！～．集中ケアナーシングのための急性・重症患

者ケア ．東京，日総研出版， ． ．

 小林啓一，永根基雄 放射線治療・化学療法：成人．脳神経外

科周術期管理のすべて 第 版 松谷雅生，田村晃，藤巻高光，

森田明夫編．東京，メジカルビュー社， ． ．

 岡村耕一：脳神経外科．新人から使える！保存版 術式の看

護のツボがわかる！超早わかり手術看護のササッと先読みポイ
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口演，論文，著書など　　医学部



ント，オペナーシング 年秋季増刊．東京，メディカ出版，

．

特許等知的財産関係，報告書

 塩川芳昭，本田有子，丸山啓介，野口明男，清一美，曽我隆

正，牛場克明，田村晃：日本人における大脳白質病変の老年

症候群に及ぼす作用と危険因子の解明に関する研究（ ）．

長寿医療研究開発費 年度分担研究報告書．

 塩川芳昭：包括的脳卒中センターの整備に向けた脳卒中の救

急医療に関する研究．厚生労働科学研究委託費（循環器疾

患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 年度分担

研究報告書．

 塩川芳昭：急性期脳卒中への内科複合治療の確立に関する研

究．厚生労働科学研究委託費（循環器疾患・糖尿病等生活習

慣病対策総合研究事業） 年度分担研究報告書．

その他

 塩川芳昭：掲載記事 憂楽帳 家族の病気．毎日新聞 年

月 日夕刊： ．

 塩川芳昭：テレビ出演 医 スペシャル 脳卒中治療の現場

から 脳卒中の再発予防について 朝日， 年 月 日

 永根基雄： 公式オンラインプログラム解

説． ， ，

年 月 日 月 日

 永根基雄： による光線力学診断と適正使用．第 回日

本脳腫瘍学会学術集会ランチョンセミナー 紙上座談会，

．

心臓血管外科学教室

講 演

 庄司高裕，原田裕久，茅原昭子，二瓶ゆかり，中村ゆかり，池

添 亨 ， 山 添 真 治 ， 内 田 崇 之 ： 当 施 設 に お け る

ト ラ ブ ル に 対 す る

の検討．第 回日本静脈学会，名護， 年

月 日．

 山添真治，庄司高裕，原田裕久，池添亨，中村ゆかり，茅原昭

子，二瓶ゆかり，中村ゆかり，内田崇之：下肢静脈瘤に対する血

管内レーザー治療の初期成績． 第 回日本静脈学会，名護，

年 月 日．

 
：

for “Initial Treatment”

“

 池添亨，布川雅雄，細井温，窪田博 腹部大動脈瘤術後

に感染をきたした開腹手術を施行した一例．第

回日本血管外科学会学術総会，弘前， 年 月 日．

 西野純史，稲葉雄亮，遠藤英仁，土屋博司，野間美緒，窪田

博： 開存 症例の再開心術における心筋保護法の

工夫．第 回多摩心臓外科学会，立川，平成 年 月 日．

 土屋博司，遠藤英仁，野間美緒，稲葉雄亮，窪田 博：感染性

心内膜炎術後 に対し 度の再手術を施行 した 例．

胸部外科学会関東甲信越地方会，横浜， 年 月 日

 窪田博，稲葉雄亮： 型急性大動脈解離の弓部 に対し内

膜固定を行い，弓部置換術を回避した超高齢者の一例．第

回東京胸部外科懇話会，東京， 年 月 日．

 布川雅雄，池添亨，根本卓，細井温，窪田博：突発性縦隔血腫

の一例．第 回血管外科アカデミー，鳴門， 年 月 日．

 池添亨，根本卓，細井温，布川雅雄，窪田博：正中弓状靭帯圧

迫による腹腔動脈狭を伴う膵十二指腸動脈瘤の一例．第 回

血管外科症例検討会，三鷹， 年 月 日．

 根本卓，池添亨，細井温，布川雅雄，窪田博：多発塞栓症によ

る重傷虚血肢に対し，血管内治療と末梢バイパス術を行った一

例．第二回 ，武蔵野， 年 月 日．

 遠藤英仁，野間美緒，土屋博司，稲葉雄亮，西野純史，平形

明人，窪田博：間歇的静脈圧増強逆行性脳灌流法施行時の眼

底鏡を用いた網膜動静脈観察 臨床例における検討 ．第 回

日本胸部外科学会定期学術集会，福岡， 年 月 日．

 稲葉雄亮，野間美緒，遠藤英仁，土屋博司，西野純史，窪田

博：感染性胸部動脈瘤・人工血管感染に対し

を用いた 例の手術成績．第 回日本胸部外科学会

定期学術集会，福岡， 年 月 日．

 

 土屋博司，遠藤英仁，西野純史，稲葉雄亮，野間美緒，窪田

博，竹谷剛：緊急 術後の遅延性対麻痺に対し が

著効した一例．第 回日本脈管学会総会，倉敷， 年 月

日．

 根本卓，細井温，池添亨，布川雅雄，窪田博：下腿限局型深部

静脈血栓症における血栓の経時的変化に関する検討．第 回

日本脈管学会総会，倉敷， 年 月 日．

 池添亨，原田裕久，庄司隆裕，山添真治，疋田聡，内田崇之：

当施設における トラブルに対する

の検討．第 回日本脈管

学会総会，倉敷， 年 月 日．

 遠藤英仁，細井温，土屋博司，稲葉雄亮，髙橋雄，窪田博：間

歇 的 静 脈 圧 増 逆 行 性 脳 灌 流 法

の によ

る評価．医用近赤外線分光法研究会，倉敷， 年 月 日．

 髙橋雄，遠藤英仁，土屋博司，根本卓，西野純史，窪田博：原

発性肺高血圧症に伴う により

を発症した一例．第 回多摩心臓血管外科学会，立川，

年 月 日．

 根本卓，池添亨，細井温，布川雅雄，窪田博：低心機能を合併

した左室内血栓による上腸間膜動脈閉塞症に対する血管内治

療の一例．第 回東京血管外科画像診断治療研究会，東京，

年 月 日．

論 文

 

著 書

 窪田博：脈管系疾患による痛みの臨床．ペインクリニック， ．

． ．東京，真興交易医書出版部， ．

 窪田博： ．杏林医

学会雑誌 巻 号．

 布川雅雄：胸部大動脈瘤のステンドグラフト治療．杏林医学会

雑誌 巻 号． ．

 遠藤英仁：冠動脈バイパス術―変遷と展望―．杏林医学会雑

誌 巻 号． ．

その他
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 窪田博：高齢者の心臓弁膜症治療．ラジオ 「医学講座」．

年 月 日．

 細井温：座長，深部静脈血栓症 ，第 回日本静脈学会総会，

沖縄， 年 月 日．

 西野純史：多摩心臓血管外科学会奨励賞受賞 年 月

日．

 窪田博：座長，第 回 日本循環器学会関東甲信越地方会

大動脈 ，東京 年 月 日．

 窪田博：座長，第 回日本胸部外科学会定期学術集会，福岡，

年 月 日

 細井温：座長，第 回日本脈管学会総会 その他 ，倉敷，

年 月 日．

 細井温：会長，医用近赤外線分光法研究会，倉敷， 年

月 日．

 布川雅雄：座長，「重傷虚血肢に対する外科治療の実際」虚血

と感染との戦い－江戸川病院より，第 回多摩フットケアセミナ

ー，立川， 年 月 日．

整形外科学教室

講 演

口演

 高橋雅人，里見和彦，長谷川淳，大祢英昭，竹内拓海，佐藤

俊輔，長谷川雅一，佐野秀仁，市村正一：頭蓋刺激―複合筋

活動電位による術中脊髄モニタリングの疾患別有効性．第 回

日本脊椎脊髄病学会，京都， 年 月 日．

 井上功三朗，長谷川雅一，市村正一，井上智雄，宮坂芳郎，

森脇孝博：ラロキシフェン塩酸塩とエルデカルシトールの併用効

果の検討 ～アルファカルシドールからエルデカルシトールへ

の切り替え～．第 回骨粗鬆症治療研究会，三鷹， 年 月

日．

 小谷明弘，阿部哲士 石井朝夫 梶山史郎 正岡利紀，斉藤政克，

松下和彦，山田浩司，勝呂徹 骨・関節術後感染予防ガイドラ

インの改正にあたり 術前・術中での術後感染予防のための管

理，対策 縫合糸は に影響するか ．第 回日本整形外科

学会 神戸 年 月 日

 大畑徹也，丸野秀人 樽井武彦 山口芳裕 市村正一 ガス壊疽

に対する予後予測因子の検討（救命と機能を中心に）．第 回

日本整形外科学会 神戸 年 月 日

 田島崇，太田力，向井原健太，浅野尚文，川井章，森井健司，

近藤格： 融合遺伝子産物結合タンパクに着目した

粘液型脂肪肉腫のプロテオーム解析．第 回日本整形外科学

会学術総会，神戸， 年 月 日．

 森井健司，吉山晶，青柳貴之，田島崇，市村正一：骨・軟部悪

性腫瘍に対する化学療法効果判定における血清 値

の有用性．第 回日本整形外科学会学術総会，神戸， 年

月 日．

 井上功三朗，長谷川雅一，市村正一，井上智雄，宝亀登，宮

坂芳郎，森脇孝博：ラロキシフェン塩酸塩とエルデカルシトール

の併用効果の検討 ～アルファカルシドールからエルデカルシ

トールへの切り替え～．第 回日本整形外科学会，神戸，

年 月 日．

 坂倉健吾，小谷明弘，佐々木茂，中村克司，市村正一 変形性

膝関節症による慢性疼痛に対するトラマドール塩酸塩 アセトア

ミノフェン配合錠の有効性 第 回日本整形外科学会学術総会，

神戸， 年 月 日．

 青柳貴之，森井健司，吉山晶，田島崇，望月一男，市村正一：

軟部悪性腫瘍における の実態調査 ―

臨床的特徴および治療成績への影響―．第 回日本整形外

科学会学術総会，神戸， 年 月 日．

 吉山晶，森井健司，青柳貴之，田島崇，市村正一：脂肪腫と高

分化型脂肪肉腫の鑑別における血清 値の有用性．

第 回日本整形外科学会学術総会，神戸， 年 月

日．

 ：

，第 回日本整形外科学会学術総会，神戸，

年 月 日．

 長谷川雅一，佐野秀仁，長谷川淳，五十嵐一峰，高橋雅人，

市村正一 腰椎椎間板ヘルニアに対する 後の再手術例の

検討．第 回日本整形外科学会学術総会，神戸， 年 月

日

 林光俊，安部学，上薗紗映，奥出聡，加藤英之，平川淳一，川

上純範，岡島康友：精神病院における身体リハビリテーション第

２報 高所飛び降りによる多発外傷例を主として ．第 回日本リ

ハビリテーション医学会学術集会，名古屋， 年 月 日．

 大畑徹也：右大腿骨近位部骨折術後インプラント破損．

東京

年 月 日

 青柳貴之，森井健司，吉山晶，田島崇，市村正一：骨軟部悪性

腫瘍の化学療法における発熱性好中球減少症のリスクについ

て．第 回日本骨・関節感染症学会，東京， 年 月 日

 丸野秀人 大畑徹也 稲田成作 松隈卓徳 市村正一 木下欣明

大祢英明：肘頭骨折に対する の使用経験．

第 回日本骨折治療学会 熊本， 年 月 日

 丸野秀人 大畑徹也 稲田成作 松隈卓徳 市村正一：橈骨頭骨

折に対する スクリュー®の使用経験．第 回日本骨折治療

学会 熊本， 年 月 日

 大畑徹也，星亨，丸野秀人，山口芳裕，里見和彦：精神疾患患

者における骨盤輪骨折の検討 第 回日本骨折治療学会 熊

本 年 月 日

 篠塚信行，上薗紗映，林光俊，平川淳一：精神科病院入院患

者の 調査 – を用いて ．第 回東京都理学

療法士学術大会，東京， 年 月 日．

 奥出聡，濱田賢二，篠塚信行，林光俊，平川淳一：飛び降りに

よる多発外傷患者に対する理学療法のアウトカム．第 回東京

都理学療法士学術大会，東京， 年 月 日．

 吉山晶，渡部逸央，須佐美知郎，田島崇，青柳貴之，森岡秀

夫，戸山芳昭，市村正一，森井健司：腎細胞癌骨転移例の治

療成績．第 回 日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会，

大阪， 年 月 日

 青柳貴之，森井健司，吉山晶，田島崇，市村正一：骨軟部悪性

腫瘍の化学療法における発熱性好中球減少症．第 回 日本

整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会，大阪， 年 月

日

 田島崇，浅野尚文，向井原健太，窪田大介，森井健司，川井

章，近藤格： の発現差は粘液型脂肪肉腫の悪性度

を反映する．第 回 日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会，大阪， 年 月 日

 大畑徹也：開放骨折や轢断を伴った重症多発四肢外傷症例

．第 回日本重症四肢外傷シンポジウム

札幌 年 月 日．

 大畑徹也：治療に難渋した右下腿開放骨折 Ⅲ
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の感染症例． 第 回日本重症四肢外傷シンポジウム 札幌

年 月 日

 長谷川雅一，井上功三郎，宮坂芳郎，市村正一 ビスフォスホネ

ート静注剤の使用経験．第 回ビスフォスホネート ，大

阪， 年 月 日

 佐藤行紀，小谷明弘，佐々木茂，坂倉健吾，市村正一：大腿骨

上顆軸と脛骨内反角の相関． ，広島， 年 月

日．

 坂倉健吾，小谷明弘，佐々木茂，中村克司，市村正一 変形性

膝関節症による慢性疼痛に対するトラマドール塩酸塩 アセトア

ミノフェン配合錠の有効性 ，広島， 年 月

日．

 佐野秀仁，長谷川雅一，高橋雅人，長谷川淳，市村正一：当院

での の術後新規椎体骨折の実態．第 回日本脊髄障害

医学会，旭川， 年 月 日．

 西野衆文，橋本吉登，今給黎直明，林光俊 ユニバシアード代

表男女バレーボール選手のメディカルチェック．日本整形外科

スポーツ医学会，東京， 年 月 日．

 藤田耕司，林光俊，山口博，小原和宏，荒木大輔，中島耕平：

全日本女子バレーボールの障害について．日本整形外科スポ

ーツ医学会，東京， 年 月 日．

 今給黎直明，林光俊，西野衆文，中嶋耕平：全日本男子シニア

バレーボール選手の外傷と障害 年間の 受診歴を

で分類 ．日本整形外科スポ

ーツ医学会，東京， 年 月 日．

 今給黎直明，林光俊，福井勉，西野衆文：バレーボール選手に

おける腹直筋損傷の検討．日本整形外科スポーツ医学会，東

京， 年 月 日．

 

～

～

 小谷明弘：感染予防の工夫 周術期管理の留意点（骨・関節術

後感染予防ガイドライン改定にあたり）．第 回東日本整形災

害外科学会，東京， 年 月 日．

 佐野秀仁，高橋雅人，長谷川雅一，長谷川淳，市村正一：当科

での透析性脊椎患者の手術成績．第 回東日本整形災害外

科学会，東京， 年 月 日．

 森井健司，大塚弘毅，大西宏明，吉山晶，青柳貴之，田島崇，

市村正一： を用いた軟骨肉腫に対する新規分子

標的治療の開発．第 回日本整形外科学会基礎学術集会，

鹿児島， 年 月 日

 佐藤行紀，小谷明弘，佐々木茂，坂倉健吾，市村正一：大腿骨

上顆軸と脛骨内反角の相関．第 回日本整形外科基礎学術集

会，鹿児島， 年 月 日．

 長谷川雅一，井上功三郎，宮坂芳郎，市村正一 ビスホスホネ

ート静注剤の使用経験．第 回日本骨粗鬆症学会，東京，

年 月 日

 井上功三朗，長谷川雅一，市村正一，井上智雄，宝亀登，宮

坂芳郎，森脇孝博：ラロキシフェン塩酸塩とエルデカルシトール

の併用効果の検討 ～アルファカルシドールからエルデカルシ

トールへの切り替え～．第 回日本骨粗鬆症学会，東京，

年 月 日．

 大畑徹也，樽井武彦，加藤総一郎，市村正一 ， 山口芳裕 外

傷に起因する急性四肢コンパートメント症候群の治療成績の検

討 日本救急医学会 福岡 年 月 日

 飯田貴俊，平井みつよ，猪股裕子，津川美木，土井淳，平川淳

一，植田耕一郎，林光俊：精神科病院でおこなう，摂食嚥下リハ

ビリテーション―ビデオ嚥下内視鏡検査の導入―．第 回東京

都精神病院協会学会，東京， 年 月 日．

 井上功三朗 小寺正純 森脇孝博 市村正一 寛骨臼に放射

線骨壊死を発症した 例．第 回日本股関節学会 東京，

年 月 日 月 日

 ：Ｅｘ
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 坂倉健吾，小谷明弘，佐々木茂，市村正一 肩腱板修復術の治

療経験－ 法と鏡視下腱板修復術の比較－ 第 回

日本関節病学会，東京， 年 月 日．

 友利杏奈，村田光範，土肥美智子，林光俊，三枝大地，高梨

泰彦，奥脇透，俵紀行，川原貴：少年バレーボール選手の最終

身長に基づいた予測方法．第 回日本臨床スポーツ医学会学

術集会，東京， 年 月 日．

 太田武雄，萩原芳幸，岩崎圭祐，林光俊，上野俊明，添島紗

夜香，田中沙織：ナショナルチーム男女バレーボール選手の歯

科調査．第 回日本臨床スポーツ医学会学術集会，東京，

年 月 日．

 西野雅人，吉山晶，青柳貴之，森井健司，市村正一：肩甲部に

発生した 腫瘍の一例．第 回杏林医学会総会，東京，

年 月 日

 渡邊隼人，青柳貴之，吉山晶，森井健司，小柏靖直，今西順

久，望月眞，甲能直幸，市村正一：悪性傍神経節腫大腿骨骨

転移病的骨折の治療経験．第 回杏林医学会総会，東京，

年 月 日

 佐野秀仁，長谷川雅一，高橋雅人，長谷川淳，市村正一：当院

での の術後隣接椎体骨折の予防対策．第 回日本腰痛

学会，幕張， 年 月 日

 大畑徹也 大腿骨近位部骨折 使用時の

大腿骨近位部骨折の前方アプローチ

タイ 年 月 日

 小寺正純 井上功三朗 市村正一 森脇孝博 不安定型大腿

骨頭すべり症の治療成績．第 回日本小児整形外科学会 浦

安， 年 月 日

 大畑徹也：予防的内腸骨動脈バルーンカテーテル留置し加療

を行った高齢者寛骨臼骨折の 例～大量出血リスクを回避する

ための戦略～ 東京 年

月 日

 森井健司，吉山晶，青柳貴之，田島崇，小菅みず穂，村山みゆ

き，市村正一，大塚弘毅，大西宏明：ドキソルビシン耐性骨肉腫

細胞株における癌幹細胞性発現とオートファジー．第 回アクリ

ジンオレンジ治療研究会，京都， 年 月 日

 長谷川雅一，長谷川淳，佐野秀仁，高橋雅人，市村正一 治療

に難渋したシャルコー脊椎症（ ）の１例． 脊椎

脊髄病研究会，東京， 年 月 日

 小寺正純 井上功三朗 市村正一 森脇孝博 サポートリング

を用いた寛骨臼再剣術の中期成績．第 回日本人工関節学

会 福岡， 年 月 日

 佐藤行紀，小谷明弘，鈴木啓司，坂倉健吾，市村正一：変形性

膝関節症の進行に伴う大腿骨上顆軸の変化．第 回日本人工

関節学会，福岡， 年 月 日．
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 佐野秀仁，長谷川雅一，高橋雅人，長谷川淳，市村正一：当院

での の術後新規椎体骨折の実態．第 回関東整形災害

外科学会，さいたま， 年 月 日

 佐藤行紀，小谷明弘，鈴木啓司，坂倉健吾 佐々木茂，市村

正一：当院における人工膝関節置換術後感染に対する治療成

績．第 回関東整形災害外科学会，大宮， 年 月

日．

講 演

 市村正一 テリパラチドの特徴と臨床応用

Ⅲ 福岡会場 福岡 年 月 日．

 市村正一 テリパラチドの脊椎疾患における応用．第 回日本

脊椎脊髄病学会学術集会 京都 年 月 日．

 市村正一 骨粗鬆症性椎体骨折の臨床的課題ー予防から保存

療法と手術療法までー．第 回日本整形外科学会学術集会

神戸 年 月 日．

 長谷川雅一：日常診療における骨粗鬆症の診断と治療 〜脊椎

椎体骨折の早期診断のコツ〜．三鷹市医師会講演会，三鷹，

年 月 日

 長谷川雅一：日常診療における骨粗鬆症の診断と治療．乳が

ん治療と を考える，東京， 年 月 日

 市村正一：骨粗鬆症治療における骨形成促進薬の役割． 会津

医学会学術講演会 会津若松 年 月 日

 長谷川雅一：骨粗鬆症性椎体骨折の診断と治療．第 回多摩整

形外科病診連携の会，武蔵野， 年 月 日

 市村正一：骨粗鬆症におけるテリパラチドの有用性 第 回新

発田北蒲原地区骨折予防骨形成講演会 新発田 年 月

日

 市村正一：脆弱性椎体骨折の予防と保存療法 骨粗鬆症の圧

迫骨折を治す会 広島 年 月 日

 市村正一：骨粗鬆症関連領域におけるテリパラチドの臨床応用

Ⅲ 大阪 年 月 日

 市村正一 ロコモティブシンドローム（ロコモ）を知っていますか？．

杏林大学市民公開講座 三鷹 年 月 日．

 市村正一 骨粗鬆症薬物療法におけるビスフォスフォネート静注

剤の使い方．第 回北多摩北部整形外科フォーラム 武蔵野

年 月 日．

 市村正一 脊椎代謝性疾患の診断と治療（主として骨粗鬆症）．

第 回日本整形外科学会脊椎脊髄病医研修会 東京

年 月 日．

 市村正一 女性の骨粗鬆症の治療戦略－薬物治療と手術療法

の実際－ 日本医師会障害教育講座 東京 年 月 日

 林光俊：本学会活性化に向けて 競技種目別スモールグルー

プ新設の提言 スポーツ現場に携わっている整形外科医の立

場より ．日本整形外科スポーツ医学会，東京， 年 月

日．

 大畑徹也： Ⅲ ．

Ⅲ ～今，日本の重

度開放骨折治療の極みへ～ 東京 年 月 日

 市村正一 ロコモを知っていますか？～介護を受けない健康な

毎日を過ごすために～．杏林大学文化講演 羽村 年 月

日．

 市村正一：骨粗鬆症性椎体骨折予防のための薬物治療戦略

第 回中部日本整形災害外科学会学術集会 名古屋

年 月 日

 市村正一：骨粗鬆症性椎体骨折に対する低侵襲手術－

を中心に－ 第 回日本骨粗鬆症学会 東

京 年 月 日

 市村正一：骨粗鬆症性椎体骨折の病態と手術治療 第 回日

本骨粗鬆症学会教育研修講演 東京 年 月 日

 市村正一：テリパラチドによる骨粗鬆症治療の最前線 稲城多

摩学術講演会 東京 年 月 日

 市村正一：骨粗鬆症性脆弱骨折予防のための新しい治療戦略

－ビスホスホネート静注剤を中心に－．第 回日本股関節学会，

東京， 年 月 日

 林光俊：生涯スポーツ活動 オリンピック選手からあなたまで－．

国分寺医師会法人取得 周年記念市民健康講演会，立川，

年 月 日．

 市村正一：整形外科領域におけるテリパラチドの応用 佐世保

研究会 佐世保 年 月 日

 市村正一：脆弱性椎体骨折の予防における薬物療法の実際ー

テリパラチド 製剤を中心にー 第 回大阪最新整形外

科研修セミナー 大阪 年 月 日

 市村正一：骨粗鬆症診療におけるテリパラチドの実際．さいたま

脆弱性骨折を考える会，東京， 年 月 日

 森井健司：脂肪性腫瘍への対応と最近の話題．

，東京， 年 月 日．

 市村正一：ロコモを知っていますか？～介護を受けない健康な

毎日を過ごすために～ 杏林大学文化講演会 八王子 年

月 日

 市村正一：骨粗鬆症治療の最近の話題－ビスホスホネート静注

製剤を中心に－．徳島 セミナー 徳島 年

月 日

 市村正一：骨粗鬆症薬物療法の実際－ビスホスホネート静注製

剤を中心に－ 第 回熊本骨折セミナー学術講演会 熊本

年 月 日

 森井健司：がん診療連携拠点病院における緩和医療の動向．

久光製薬株式会社研修会，東京， 年 月 日．

 林光俊：スポーツによるアキレス腱断裂とリハビリテーション 保

存療法を主として ．第 回近畿足の外科症例検討会，大阪，

年 月 日．

 森井健司：肋骨腫瘍の診断と治療．第 回多摩地区の整形外科

疾患を考える会，東京， 年 月 日．

 市村正一：ロコモを知っていますか？～介護を受けない健康な

毎日を過ごすために～ 三鷹市市民公開講演会 三鷹 年

月 日

 林光俊：スポーツ障害とリハビリテーションにおけるスポーツドク

ターの役割 バレーボールナショナルチームドクターを例に ．

第 回さいたま市整形外科研究会さいたま市臨床整形外科協

議会，さいたま， 年 月 日．

 森井健司：症例から学ぶ骨軟部腫瘍診療の勘どころ．東海整形

外科医会 年度横浜公開セミナー ，横浜， 年 月

日．

 市村正一：骨粗鬆症診療における骨形成促進剤の臨床応用

第二回東葛地区骨粗鬆症を考える会 柏 年 月 日

論 文

 林光俊，安部学 ，平川淳一 ，加藤英之 ，上園紗映 ，奥出聡 ，

川上純範 ，岡島康友 目白第２病院， 平川病院， 山梨リハビ

リテーション病院， 杏林大・医・リハビリテーション医学 ：

精神科病院における身体リハビリテーション‐高所飛び降りによ

る多発外傷例を主として ．

（ ）： ， ．

 林光俊：スポーツに整形外科医はどうかかわるか メディカルチ

ェックおよびメディカルサポート ⑤バレーボール．関節外科

： ， ．
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 西野衆文 ，林光俊 筑波大 ：バレーボール選手の下肢疲労性

障害 メディカルチェックにおける下肢圧痛点調査．日本整形外

科学スポーツ医学会誌 （ ）： ，

 

 

 

 

 

 

 ， ：

 竹内拓海 高橋雅人 長谷川雅一 長谷川淳 大祢英昭 佐

藤俊輔 里見和彦 市村正一 脊髄回旋角度と片開き式椎弓

形成術後 麻痺の関係 関東整災誌

著 書

 市村正一：骨粗鬆症．今日の治療指針ー私はこう治療している

ーTOADY’S THERAPY 2015．山口徹 北原光夫監修．東京，

医学書院，

 林光俊：ナショナルチームドクター・トレーナーが書いた種目別

スポーツ障害の診療．改訂第２版．東京，南江堂，

 林光俊，中島靖弘：トライアスロン．種目別にみる スポーツ外

傷・障害とリハビリテーション．東京，医歯薬出版株式会社，

．

 林光俊：精神科・身体合併症のリハビリテーション．東京，協同

医書出版社，

 大畑徹也： 第 章 精神科における身体合併症のリハビリテー

ション：救命救急センターとの連携，実態について 精神科・身

体合併症のリハビリテーション 平川純一 林光俊 仙波浩幸

上薗紗映編集 東京 協同医書出版社 ．

特許等知的財産関係，報告書

 森井健司：高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のため

の研究．厚生労働省がん臨床研究事業 分担研究報告書．

その他

 森井健司 第 回関東骨軟部腫瘍の基礎を語る会春セミナー

主催，伊豆， 年 月 日

 市村正一：インタビュー，脊椎圧迫骨折－診断のポイントと新

治療法 －．日本臨床内科医会 リーフレット， 年

月 日．

皮膚科学教室

講 演
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 塩原哲夫：眼合併症を伴う重症薬疹とアトピー性皮膚炎．第 回

東京多摩眼科連携セミナー，東京， 年 月 日．

 

 塩原哲夫：皮膚アレルギーに汗は善玉か．第 回 日本皮膚

科学会総会，京都， 年 月 日．

 塩原哲夫：本講演を理解するための解説． ， ，

の類似性について．第 回 日本皮膚科学会総会，京都，

年 月 日．

 塩原哲夫： としての ，

，サルコイドーシス．第 回 日本皮膚科学会総会，京

都， 年 月 日．

 加藤峰幸：ウイルス性急性発疹症．第 回 日本皮膚科学会

総会，京都， 年 月 日 月 日．

 堀江千穂：薬剤性過敏症症候群と移植片対宿主病の類似性は

ヘルペスウイルスの再活性化がもたらす？． 第 回 日本皮

膚科学会総会，京都， 年 月 日．

 堀江千穂，平原和久，塩原哲夫，高木永，楊國昌：アシクロビル

と γ グロブリンの併用療法が奏功した新生児ヘルペス

の 例．第 回日本皮膚科学会総会，京都， 年 月 日

月 日．

 佐藤洋平，堀江千穂，平原和久，水川良子，狩野葉子：人工透

析患者に生じた多発性固定薬疹の 例．第 回 日本皮膚科

学会総会，京都， 年 月 日 月 日．

 新田桐子，牛込悠紀子，早川順，塩原哲夫，遠藤彰子，清水

英樹，笹沢俊吉：紫斑の消退とともに急速に腎不全が進行した

アナフィラクトイド紫斑の一例．第 回日本皮膚科学会北海道

地方会，旭川， 年 月 日．

 

 

 

 

 成田陽子，堀江千穂，平原和久，狩野葉子，塩原哲夫：サイトメ

ガロウイルス感染症を合併した水疱性類天疱瘡－教室例の検

討．日本皮膚科学会第 回東京地方会，東京， 年 月

日．

 福田知雄：顔面および上腕に生じたクロモミコーシスの 例．第

回神奈川県真菌研究会，横浜， 年 月 日．

 三友貴代，堀江千穂，倉田麻衣子，福田知雄，平田彩，蘇原

慧伶，皿谷健，石井晴之，滝澤始：

の 例－皮膚所見と生検のポイント－．日本皮膚科学

会第 回東京地方会，東京， 年 月 日．

 小松由莉江，牛込悠紀子，佐藤洋平，水川良子，塩原哲夫：ア

トピー性皮膚炎における発汗障害．第１回汗と皮膚疾患の研究

会，東京， 年 月 日．

 佐藤典子，水川良子，塩原哲夫，坂田好美：右室内血栓を生じ

血管 Behçet 病を考えた 例．日本皮膚科学会第 回東京地

方会，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫： 重症薬疹に対する の有用性．第 回日本皮

膚科学会東部支部学術大会，青森， 年 月 日．

 佐藤洋平，三友貴代，福田知雄：上皮系腫瘍―再発転移後，

強皮症様症状を生じた有棘細胞癌の一例．第 回日本皮膚科

学会東部支部学術大会，青森， 年 月 日．

 五味方樹，牛込悠紀子，早川順，塩原哲夫：シェーグレン症候

群を合併し，汗腺を中心に類上皮細胞肉芽腫を形成した皮膚

サルコイドの 例．第 回日本皮膚科科学会中部支部学術大

会，大阪， 年 月 日．

 福田知雄：爪白癬治療の現状と課題．第 回日本医真菌学会

総会，横浜， 年 月 日．

 三友貴代，牛込悠紀子，狩野葉子，塩原哲夫，渡邊淳：

症候群の一例．第 回杏林医学会総会，三鷹，

年 月 日．

 倉田麻衣子，堀江千穂，早川順，狩野葉子，塩原哲夫：免疫グ

ロブリン上昇に伴い汗疱を生じたテグレトールによる薬剤性過

敏性症候群（ ）の 例．第 回日本皮膚アレルギー・接触

皮膚炎学会総会学術大会，仙台， 年 月 日．

 佐藤洋平，三友貴代，狩野葉子，塩原哲夫：プレドニゾロン内

服自己中断後に増悪した 症候群（ ）の一

例．第 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大

会，仙台， 年 月 日．

 水川良子：角質水分量が接触反応の強さを決めている．第 回

日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会，仙台，

年 月 日．

 

 

 新田桐子，牛込悠紀子，早川順，狩野葉子，塩原哲夫：クリンダ

マイシンゲル外用後に広範囲に紅斑・膿疱が出現し，経皮感作

が示唆された 例．第 回日本皮膚科学会京滋地方会，京都，

年 月 日．

 三友貴代，堀江千穂，早川順，水川良子，狩野葉子，塩原哲

夫： が関与したと考えられる急性陰門潰瘍．日本皮

膚科学会第 回東京地方会，東京， 年 月 日．

 牛込悠紀子，高橋良，塩原哲夫：重症薬疹の発症における

の相反する役割．第 回日本皮膚科学会

東京支部学術大会，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫，小松由莉江，水川良子，牛込悠紀子：発汗障害がも

たらす意外な皮膚疾患．第 回日本皮膚科学会東京支部学術

大会，東京， 年 月 日．

 堀江千穂，小松由莉江，早川順，塩原哲夫，山田昌和：髄膜炎

様の症状・ぶどう膜炎・白斑を伴った顔面帯状疱疹の 例．第
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回日本皮膚科学会東京支部学術大会，東京， 年 月

日．

 塩原哲夫：「皮膚疾患において汗は悪玉？善玉？」 発汗障害

と皮膚アレルギー．第 回日本皮膚科学会東京支部学術大会，

東京， 年 月 日．

論 文

 

 狩野葉子 薬剤性過敏症症候群 の治療と管理 アレル

ギーの臨床

 塩原哲夫：医学・医療のいまがわかるキーワード 皮膚・感

覚器（眼科・耳鼻咽喉）薬剤性過敏症症候群．医のあゆみ

： ， ．

 水川良子，塩原哲夫：固定薬疹の発症機序．臨免疫・アレルギ

ー科 ： ， ．

 

 塩原哲夫：知っておきたい汗の必須知識 発汗異常とアレルギ

ー． ． ： ， ．

 塩原哲夫，小松由莉江：発汗異常にもたらされるアレルギー性

疾患．皮アレルギーフロンテ ： ， ．

 塩原哲夫：重症薬疹の診断と治療 アップデート 序 薬疹が“重

症”になるとき．アレルギー免疫 ： ， ．

 平原和久：薬剤性過敏症症候群（ ）の診断と治療．アレル

ギー免疫 ： ， ．

 狩野葉子：重症薬疹の予後 重症薬疹の診断と治療 アップデ

ート．アレルギー・免疫 ： ， ．

 

 

 塩原哲夫：貼付剤による皮膚へのトラブルとその対策 日本薬

剤師会雑 ： ， ．

 佐藤洋平，平原和久，狩野葉子，塩原哲夫：肺真菌症患者に

生じた急性汎発性発疹性膿疱症（ ）の 例 臨皮 ：

， ．

 

 平原和久，塩原哲夫：皮膚疾患の診かた 発熱を伴う発疹への

対応 薬疹 レジデントノート ： ， ．

 石田正：皮膚診断学：知っておくべき検査法とその考え方

様々な皮膚疾患におけるウイルス再活性化の読み方 日皮会

誌 ： ， ．

 平原和久：写真で学ぶアレルギー これが唾液腺バイオプシー

のやり方だ！． 皮アレルギーフロンテ ： ， ．

 塩原哲夫：皮膚のアレルギーにおいて汗は善玉か 日皮会誌

： ， ．

 塩原哲夫：中毒疹に迫る 本講演を理解するための解説．日皮

会誌 ： ， ．

 堀江千穂：薬剤性過敏症症候群（ ）と移植片対宿主病

（ ）の類似性はヘルペスウイルスの再活性化がもたらす？．

日皮会誌 ： ， ．

 加藤峰幸：最近の話題 ウイルス性急性発疹症．日皮会誌

： ， ．

 塩原哲夫： としての

と とサルコイドーシス．日皮会誌 ： ，

．

 平原和久：注意すべき重症薬疹 急性汎発性発疹性膿疱症

（ ）．薬事 ： ， ．

 

 塩原哲夫：皮膚型と全身型，その移行型を考える．

： ， ．

 塩原哲夫：固定薬疹と中毒性表皮壊死症． ：

， ．

 加藤峰幸：アナフィラクトイド紫斑と紫斑病性腎症．

： ， ．

 水川良子：皮膚型結節性多発動脈炎（ ）と結節性多発動

脈炎（ ）． ： ， ．

 狩野葉子：深在性エリテマトーデス（ ）のままで留まった例と

中間型ループスエリテマトーデスに を生じた例．

： ， ．

 福田知雄：皮膚症状のみの皮膚筋炎と筋症状を伴う皮膚筋炎．

： ， ．

 早川順：皮膚サルコイドーシスとサルコイドーシス．

： ， ．

 新田桐子，狩野葉子，塩原哲夫：造影 にて血行不全による

足趾の骨髄炎と考えられた 例．臨皮 ： ， ．

 

著 書

 福田知雄：乳房外パジェット病の非手術療法．WHAT’S NEW 

皮膚科学 ．宮地良樹編．東京，メディカルビュー

社， ． ．

 塩原哲夫：宮地の前に宮地なし．宮地の後に宮地なし．若い医

師たちに紡ぐことば．東京，メディカルレビュー社， ．

．

 塩原哲夫，他編（日本アレルギー学会監修）：アナフィラキシー

ガイドライン． 東京，メディカルレビュー社， ． ．

 Hôpital Bichat, 

Université Paris,
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 狩野葉子：結節性紅斑．皮膚疾患最新の治療 ．渡

辺晋一，古川福実編．東京，南江堂， ． ．

 塩原哲夫：保湿剤はかゆみに有効か？． 皮膚疾患の治療

．宮地良樹編．東京，中外医学社， ．

 塩原哲夫：色素性痒疹．皮膚疾患最新の治療 ．渡辺

晋一，古川福実編．東京，南江堂， ．

特許等知的財産関係 報告書

 塩原哲夫：厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研

究事業（難治性疾患政策研究事業）重症多形滲出性紅斑に関

する調査研究 年度総括・分担研究報告書．

その他

 塩原哲夫：眼合併症を伴う重症薬疹とアトピー性皮膚炎．第 回

東京多摩眼科連携セミナー，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：貼付剤を上手に使うためのコツ．

甲信越，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：アトピー性皮膚炎におけるスキンケア．第 回城南

小児アレルギー懇話会，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：高齢者の皮膚ケア．足立区認知症勉強会，東京，

年 月 日．

 狩野葉子：分子標的薬と皮膚障害．日本皮膚科学会研修講習

会必須 コース，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：特別講演．重症多形滲出性紅斑を含む薬疹の診断

と治療．痛みフォーラム ，さいたま， 年 月 日．

 塩原哲夫：常識を見直そう：汗とスキンケア．厚木市皮膚科医会

学術講演会，厚木， 年 月 日．

 三友貴代： の 例－皮膚所

見と生検のポイント－．多摩皮膚科専門医会，武蔵野， 年

月 日．

 塩原哲夫，横関博雄 ，片山一朗 （１日本医科歯科大， 大阪大

学）：対談 発汗研究の歴史からみえてくるアレルギーの新しい

病因論．皮アレルギーフロンテ ： ， ．

 福田知雄：白癬について．青梅慶友病院感染症研修会，青梅，

年 月 日．

 塩原哲夫：貼付剤を上手に使うためのコツ．

長岡，長岡， 年 月 日．

 塩原哲夫：高齢者にパッチを上手に使うコツ〜見逃されがちな

汗の役割．豊島区薬剤師会学術講演会，東京， 年 月

日．

 塩原哲夫：高齢者にパッチを上手に使うコツ．第 回日本在宅

薬学会ランチョンセミナー，大阪， 年 月 日．

 塩原哲夫：アレルギー疾患および帯状疱疹における発汗異常．

第 回汗と皮膚疾患研究会，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：薬疹の臨床の現状とこれからの課題．理化学研究所

セミナー，鶴見， 年 月 日．

 塩原哲夫：常識を見直そう〜汗とスキンケア．加茂市医師会学

術講演会，加茂， 年 月 日．

 塩原哲夫：ヒルドイドのこんな使い方・あんな使い方．

，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：貼付剤を上手に使う．Uonuma Alzheimer’s Forum，

魚沼， 年 月 日．

 福田知雄：真菌感染とスキンケア．札幌市皮膚科医会例会・研

修会，札幌， 年 月 日．

 塩原哲夫：常識を見直そう〜汗をスキンケア．鳥取スキンケア研

究会，鳥取， 年 月 日．

 塩原哲夫：貼付剤を上手に使うためのコツ．神経変性疾患懇話

会，十日町， 年 月 日．

 福田知雄：日光角化症に対する最新治療～ベセルナクリームを

中心に～．皮膚疾患フォーラム，東京， 年 月 日．

 倉田麻衣子：皮膚科からみたデング熱 教室例のまとめ．多摩

皮膚科専門医会，武蔵野， 年 月 日．

 福山雅大：診断に苦慮した丘疹症例 足底の丘疹．多摩皮

膚科専門医会，武蔵野， 年 月 日．

 牛込悠紀子：診断に苦慮した丘疹症例 躯幹の丘疹．多摩皮

膚科専門医会，武蔵野， 年 月 日．

 塩原哲夫：アトピー性皮膚炎におけるスキンケアと外用療法．宮

城県小児科医会学術講演会，仙台， 年 月 日．

 塩原哲夫：薬疹を見逃さないために．北埼玉医師会学術講演

会，加須， 年 月 日．

 塩原哲夫：アトピー性皮膚炎におけるスキンケアと外用療法．松

江市皮膚科医会・東部小児科医会合同講演会，松江， 年

月 日．

 塩原哲夫：アナフィキラシーガイドライン． 対策特別

委員会，日本アレルギー学会， ．

 塩原哲夫：新たに展開した薬疹の世界．杏林大学公開講演会，

三鷹， 年 月 日．

 塩原哲夫：常識を見直そう：汗とスキンケア．香川スキンケアフォ

ーラム，高松， 年 月 日．

 塩原哲夫：汗と皮膚疾患．ヤンセン皮膚科セミナー，札幌，

年 月 日．

 塩原哲夫：重症薬疹に対する の有用性．日本製薬講演会，

東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：常識を見直そう：汗とスキンケア．藤沢市皮膚科医会，

藤沢， 年 月 日．

 狩野葉子 重症薬疹の診断と治療―アップデート―．岡山県医

師会皮膚科部会，岡山市医師会皮膚科，泌尿器科専門医会，

岡山， 年 月 日．

 塩原哲夫：常識を見直そう：汗とスキンケア．第 回宮崎皮膚疾

患治療研究会，宮崎， 年 月 日．

 塩原哲夫，宇都宮一豊： 阻害薬投与中にみられる皮膚

障害．対談 糖尿病患者において注意すべき皮膚障害，東京，

年 月 日．

 塩原哲夫：重症薬疹についての最新の知見．地域連携学術集

会小児科トピックス 東邦大医療センター ，

大森， 年 月 日．

 塩 原 哲 夫 ： 羅 針 盤 秩 序 の 崩 壊 が も た ら す も の ．

： ， ．

 塩原哲夫：ランチョンセミナー “高齢者にパッチを上手に使うコ

ツ〜見逃されがちな汗の役割〜”．神奈川薬剤師学会，横浜，

年 月 日．

 福田知雄：真菌感染とスキンケア．皮膚疾患フォーラム，調布，

年 月 日．

 塩原哲夫： 阻害薬投与下にみられる皮膚障害の特徴と

対応について．糖尿病 シンポジウム，東京， 年 月

日．

 塩原哲夫：重症薬疹に対する の有用性．武田薬品全国

講演会，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫： 阻害薬投与下にみられる皮膚障害の特徴と

対応について．Opinion leader’s meeting〜 阻害薬有効

性・安全性の検証〜，博多， 年 月 日．

 狩野葉子：重症薬疹の現状．平成 年度日本皮膚科学会東京

支部企画研修講習会，東京， 年 月 日．

 塩原哲夫：アトピー性皮膚炎におけるスキンケア〜見逃されが

ちな汗の役割〜．高崎市医師会第 回学術講演会，高崎，
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年 月 日．

 堀江千穂：水疱症診断におけるピットフォール．第 回皮膚合

同カンファレンス，武蔵野， 年 月 日．

 佐藤洋平： 症候群を見逃さないためのチェックポ

イント．第 回皮膚合同カンファレンス，武蔵野， 年 月

日．

 五味方樹：顔面，頭部の皮膚腫瘍～切除してみたらこうだった

～．第 回皮膚合同カンファレンス，武蔵野， 年 月 日．

 平原和久：覚えてほしい手指の感染症．第 回皮膚合同カンフ

ァレンス，武蔵野， 年 月 日．

 塩原哲夫： 阻害薬投与下にみられる皮膚障害の特徴と

対応について．Opinion leader’s meeting〜 阻害薬有効

性・安全性の検証〜，福岡， 年 月 日．

 塩原哲夫：高齢者にパッチを上手に使うコツ〜見逃されがちな

汗の役割〜．第 回板薬イブニングセミナー，東京， 年

月 日．

 塩原哲夫：常識を見直そう：汗とスキンケア．下関市皮膚科医会，

下関， 年 月 日．

 塩原哲夫：スキルアップのための の読み方につい

て教えてください．皮アレルギーフロンテ ： ， ．

 塩原哲夫：アトピー性皮膚炎におけるスキンケア〜見逃されが

ちな汗の役割〜．栃木スキンケアセミナー，宇都宮， 年 月

日．

形成外科学教室

講 演

 ， ， ， ， ，

 大浦紀彦，佐藤卓士，三上智子，岩科祐己，桐渕英人，多久

嶋亮彦，波利井清紀：ハイドロサージェリーによる

．第 回日本形成外科学会総会・学術集会，長崎，

年 月 日．

 尾崎峰，白石知大，井原玲，大浦紀彦，多久嶋亮彦，波利井

清紀：リストカット痕に対する組織拡張器を用いた治療の検討

第 回日本形成外科学会総会・学術集会，長崎， 年 月

日

 多久嶋亮彦，栗田昌和，白石知大，波利井清紀：陳旧性顔面

神経麻痺治療における美容外科的アプローチ．第 回日本形

成外科学会総会・学術集会，長崎， 年 月 日

 大浦紀彦：第 のデブリードマン ハイドロサージェリーの可能性．

第 回日本形成外科学会総会・学術集会，長崎， 年 月

日．

 清家志円，大浦紀彦，多久嶋亮彦，波利井清紀，佐藤智也，

市岡滋，古川雅英：足部難治性潰瘍に対する血管柄付き遊離

組織移植術の有効性について．第 回日本形成外科学会総

会・学術集会，長崎， 年 月 日

 成田圭吾，多久嶋亮彦，白石知大，栗田昌和，尾崎峰，波利

井清紀：人工物の感染に伴う頭部瘻孔の治療．第 回日本形

成外科学会総会・学術集会，長崎， 年 月 日．

 江藤ひとみ，小林よう，渡辺玲，佐藤卓士，中山玲玲，井原玲，

芝崎由佳，尾崎峰，多久嶋亮彦，波利井清紀：扁平母斑の臨

床所見の検討．第 回日本形成外科学会総会・学術集会，長

崎， 年 月 日．

 白石知大，渡辺玲，芝崎由佳，辻直子，多久嶋亮彦，波利井

清紀：乳輪乳頭温存皮下乳腺全摘術（ ）後の乳房二期再

建における乳頭の頭側偏位を改善させる工夫．第 回日本形

成外科学会総会・学術集会，長崎， 年 月 日．

 辻直子，青井則之，吉村浩太郎，波利井清紀：反復脂肪注入

による全乳房再建．第 回日本形成外科学

会総会・学術集会，長崎， 年 月 日．

 坂いづみ，倉地彩奈，井原玲，波利井清紀 ざ瘡後瘢痕に対し

トリアムシノロン水性懸濁注射液局注後陥没したため手術による

治療を余儀なくされた一例．第 回日本形成外科学会総会・学

術集会 長崎 年 月 日

 大浦紀彦：軟部組織・創傷から を考える ．

第 回 カンファレンス 重症下肢虚血の病態と治療，東京，

年 月 日．

 大浦紀彦： を救え！ 治療を困難にしているものは何

か？．第 回日本下肢救済足病学会北海道地方会，札幌，

年 月 日．

 大浦紀彦：潰瘍治療最前線：医療連携による治療効率最大化

に向けて 重症下肢虚血 に対する血管外科と形成外科のコ

ラボレーション．第 回日本血管外科学術集会，青森， 年

月 日．

 多久嶋亮彦：笑いの再建 最近の新しい試み ．第 回日本顔

面神経研究会，東京， 年 月 日．

 大浦紀彦：下肢慢性創傷の病態と治療 ．シ

ルバー＆ヘルスケア戦略特別セミナー慢性創傷管理の最前線，

東京， 年 月 日．

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の治療戦略 足病変の何に気をつ

けるのか． ～こころと心臓～．東京，

年 月 日．

 大浦紀彦：Ⅲ 創傷管理に必要な基本的知識【下肢創傷を形成

外科的視点で管理する】．日本下肢救済足病学会認定師セミ

ナー ，札幌， 年 月 日．

 大浦紀彦： の臨床評価指標としての創傷評価と治療．第

回日本下肢救済足病学会，札幌， 年 月 日．

 大浦紀彦，井原玲，若林桂介，多田朋子，森重侑樹：創傷管理

と被覆材 創処置．第 回日本下肢救済足病学会，札幌，

年 月 日．

 大浦紀彦： を救え！ 治療を困難にしているものは何

か？．第 回兵庫県血管外科研究会，神戸， 年 月 日．

 辻直子 青井則之，吉村浩太郎 波利井清紀：反復脂肪注入に

よる全乳房再建 ．第 回日本乳癌学会学

術総会，大阪， 年 月 日．

 大浦紀彦：プロフェッショナル 育てる。慢性創傷と戦うスーパー

看護師．第 回日本褥瘡学会関東甲信越地方会学術集会，

東京， 年 月 日．

 佐藤卓士，栗田昌和，江藤ひとみ，菅浩隆，栗田恵里奈，尾崎

峰，井原玲，多久嶋亮彦，波利井清紀：血管奇形組織からの効

率的な血管内皮細胞単離法の開発．第 回血管腫・血管奇形

研究会，松本， 年 月 日．

 尾崎峰，成田圭吾，岩科裕己，井原玲，江藤ひとみ，佐藤卓士，

多久嶋亮彦，波利井清紀：下顎関節突起骨折に対する骨延長

器を用いた牽引術における合併症の検討．第 回日本創傷外

科学会総会・学術集会，高松， 年 月 日

 大浦紀彦：重症下肢虚血 に対する治療 血管柄

付き自家遊離組織移植術の有効性とリスクの検討．第 回日本

創傷外科学会総会・学術集会，高松， 年 月 日．
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 井原玲，大浦紀彦，清家志円，若林圭介，多田朋子，森重侑

樹，多久嶋亮彦，波利井清紀：重傷下肢虚血に対する， 創縁

の牽引と陰圧閉鎖療法併用についての検討．第 回日本創傷

外科学総会・学術集会，高松， 年 月 日．

 大浦紀彦： 理論に基づく ．

，東京， 年 月 日．

 大浦紀彦：心臓・血管手術後創傷・感染に対する治療戦略―心

臓血管外科と形成外科のコラボレーション―．東海心臓血管外

科 セミナー ，名古屋， 年 月 日．

 大浦紀彦：「ずらして褥瘡を防ぐ」新しい褥瘡予防戦略．第 回

日本褥瘡学会学術総会，名古屋， 年 月 日

 辻直子，浅野裕子，吉村浩太郎，波利井清紀：乳房インプラント

抜去と同時幹細胞付加脂肪移植術の検討．第 回日本美容外

科学会総会， 年 月 日．

 北幸紘，菅浩隆，千葉知宏，下山田博明，菅間博，多久嶋亮

彦，波利井清紀： 指に ヶ所の多発病変を認めた腱鞘巨細胞

腫の１例．第 回関東形成外科学会東京地方会，東京，

年 月 日．

 大浦紀彦：下肢切断の転帰を考える 糖尿病性足病変における

大腿切断術，下腿切断術の適応と工夫．鹿児島フットケアセミ

ナー ，鹿児島， 年 月 日．

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の患者に対するフットケアと靴装具

の重要性．第 回日本靴医学会学術集会，福岡， 年 月

日

 白石知大，菅浩隆，辻直子，多久嶋亮彦，波利井清紀：皮下乳

腺全摘後の一次二期再建における乳輪乳頭偏位の原因と予防．

第 回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会，東京，

年 月 日．

 辻直子 青井則之，吉村浩太郎 波利井清紀：幹細胞付加脂肪

移植（ ）による全乳房再建．第 回日本乳房オンコプラステ

ィックサージャリー学会，東京， 年 月 日．

 菅浩隆：温度応答性ディッシュを用いた単球・マクロファージ系

細胞の継代培養法：創傷治癒研究の新たなアプローチ．第

回日本形成外科学会基礎学術集会，松本， 年 月

日．

 佐藤卓士，栗田昌和，江藤ひとみ，菅浩隆，栗田恵里奈，尾崎

峰，井原玲，多久嶋亮彦，波利井清紀：血管奇形組織からの効

率的な血管内皮細胞単離法の開発 第 回日本形成外科学

会基礎学術集会，松本， 年 月 日．

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の患者に対するフットケアと靴装具

の重要性．第 回日本靴医学会学術集会，福岡， 年 月

日

 大浦紀彦：最新の褥瘡治療．がんセンター褥瘡対策委員会主

催褥瘡講演会，柏， 年 月 日．

 ， ，

， ， ，

 ， ， ， ， ，

，

， ，

 ， ， ， ，

， ，

 大浦紀彦：糖尿病性足病変に対する治療戦略 －血流の有無

とチーム医療について－．第 回 北海道 研究会「糖尿

病と血管障害」，札幌， 年 月 日．

 尾崎峰：顔面骨骨折治療におけるチタンプレートと吸収性プレ

ートの使い分け 第 回日本頭蓋顎

顔面外科学会学術集会，大阪， 年 月 日

 桐渕英人，成田圭吾，尾崎峰，多久嶋亮彦，波利井清紀：視力

障害なく摘出できた眼窩筋円錐内木片異物の 例．第 回日本

頭蓋顎顔面外科学会学術集会，大阪， 年 月 日．

 尾崎峰，江藤ひとみ，岩科裕己，多久嶋亮彦，波利井清紀：前

頭骨後壁骨折を合併した顔面骨整復術において硬膜損傷を回

避するために 型骨切りを併用した 例．第 回日本頭

蓋顎顔面外科学会学術集会，大阪， 年 月 日

 菅浩隆：保険適応になった乳がん術後の乳房再建．第 回複

十字病院乳腺センター市民公開講座，清瀬， 年 月 日．

 大浦紀彦：糖尿病性足病変に対する治療戦略－血流の有無と

チーム医療について－．第 回北海道 研究会「糖尿病と

血管障害」，札幌， 年 月 日．

 大浦紀彦：軟部組織感染症に対する治療戦略．おいでまっし感

染対策研究会 創傷処置と感染対策セミナー，金沢， 年

月 日．

 

 井原玲，大浦紀彦，芝崎由佳，景山大輔，大島直也：重症下肢

虚血に対し血行再建を繰り返したが，下肢壊死の進行が止めら

れず，大切断に至った 例．第 回多摩 研究会，東京，

年 月 日．

 成田圭吾，多久嶋亮彦，白石知大，栗田昌和，菅浩隆，朝戸

裕貴，波利井清紀：陳旧性顔面神経麻痺に対して再施行され

た一期的遊離広背筋移植術の検討．第 回日本マイクロサー

ジャリー学会学術集会，京都， 年 月 日

 清家志円，栗田昌和， ，北幸紘，多久嶋亮彦，波利井

清紀：移植筋体の神経二重支配の研究を目的とした新しい動

物モデルの開発．第 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会，京都， 年 月 日

 

 大浦紀彦 糖尿病性足病変の治療「フットケアの潮流 －チーム

医療－」形成外科医の立場から．第 回糖尿病フットケア研究

会，東京， 年 月 日．

 大浦紀彦：糖尿病性足病変の治療戦略 感染と虚血への対応．

第 回東海創傷治療フォーラム，名古屋， 年 月 日．

 大浦紀彦： ．

第 回日本フットケア学会，東京， 年 月 日．

 大浦紀彦： ．

第 回日本フットケア学会，東京， 年 月 日

 大浦紀彦： 「

へのアプローチ」創傷治療の基本． ，大阪， 年

月 日

 大島直也，尾崎峰，江藤ひとみ，佐藤卓士，北幸紘，多久嶋亮

彦，波利井清紀：組織拡張器で作製したポケットにペースト状人

工骨を注入し整容的改善を得た側頭部陥凹変形の一例．第

回日本形成外科手術手技学会学術集会，鎌倉， 年 月

日
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 菅浩隆：脂肪幹細胞の研究報告−脂肪幹細胞の働き．日本医

療毛髪再生研究会ハンズオンセミナー，東京， 年 月 日．

 中務秀一，菅浩隆，千葉知宏，寺戸雄一，菅間博，多久嶋亮

彦，波利井清紀：手術待機中に基底細胞癌が発生した頭部脂

腺母斑の１例．第 回関東形成外科学会東京地方会，東京，

年 月 日．

 ， ， ，

，

， ，

 ， ， ，

， ， ，

 

， ，

，

 大浦紀彦：透析患者の下肢治療戦略－連携の光と闇－．第 回

，名古屋，

年 月 日

 大浦紀彦：高齢化社会における創傷治療．第 回日本臨床皮

膚外科学会学術集会，千葉， 年 月 日．

 坂いづみ，三上智子，井原玲，山崎和紀，波利井清紀 ざ瘡後

瘢痕に対しトリアムシノロン水性懸濁注射液局注後に頬部陥没

を生じた女性に手術療法を行った一症例．第 回日本臨床皮

膚外科学会，浦安， 年 月 日．

論 文

 多久嶋亮彦，波利井清紀： における軟部

組織の再建 形成外科 ： ，

 大浦紀彦，清家志円，井原玲，森重侑樹，多久嶋亮彦，波利

井清紀：糖尿病性足病変に対する創傷治療と靴装具の重要性．

靴の医学 ： ， ．

 大浦紀彦，井原玲：褥瘡の診断と治癒過程 エビデンスに基づ

く褥瘡ケア ．臨床栄養 ： ，

 木村勇亮，大浦紀彦，匂坂正信，多久嶋亮彦，波利井清紀：ア

ルベカシン硫酸塩の血中・組織浸出液濃度の比較および組織

移行性の検討．日本形成外科学会会誌 ： ，

 鈴木理央 大浦紀彦 横須賀市立市民病院 形成外科 ：【創傷

の予防と治癒のための栄養療法】低栄養と創傷治癒．

： ，

 木下幹雄 大浦紀彦 東京西徳洲会病院 形成外科 ：

【 に対する新しい戦略】治す 重

症虚血肢に対する集学的治療． ： ，

 大浦紀彦 清家志円 井原玲 岩科裕己 桐渕英人 北幸紘 多久

嶋亮彦 波利井清紀：【足の褥瘡を識る～ケアの対応を見極める

～】踵部褥瘡の局所治療 手術療法を含む ．

： ，

 木村勇亮 大浦紀彦 梶谷彩奈 多田朋子 菅浩隆 多久嶋亮彦

波利井清紀：【末梢動脈疾患に対する最先端治療戦略】重症下

肢虚血に対する創傷治療． ： ，

 木村勇亮 大浦紀彦 梶谷彩奈 多田朋子 菅浩隆 多久嶋亮彦

波利井清紀：【重症下肢虚血肢とリハビリテーション】足潰瘍 壊

疽の局所療法．総合リハビリテーション ： ，

 大浦紀彦：【特殊ユニット，他のチーム医療から考える褥瘡ケア】

手術室． ： ，

 

 安井佑 木下幹雄 栗田恵里奈 佐藤大介 大浦紀彦 東京西徳

洲会病院 形成外科 ：全身性炎症反応症候群を呈した重症感

染性足壊疽に対し二期的切断術が有用であった 例．形成外

科 ： ，

 

 

：

 

 尾崎峰，佐藤卓士，江藤ひとみ：超高齢社会におけるレーザー

治療の意義 高齢者におけるレーザーを用いた抗加齢美容医

療 日本レーザー医学会誌

 尾崎峰，白石知大，江藤ひとみ：骨移植による鼻形成術 形成

外科 ：

 菅浩隆，大浦紀彦：【消化器外科医必修 「形成外科」のエッセ

ンス】形成外科の基本手技 褥瘡．手術 ： ，

 
：

 

 成田圭吾，多久嶋亮彦：顔面の軟部組織損傷治療のコツ－外

傷性顔面神経損傷の治療．

 成田圭吾，多久嶋亮彦：顔面神経麻痺の治療 － 一期

的遊離広背筋移植による笑いの再建．

 ：

 白石知大 多久嶋亮彦 波利井清紀 【顔面神経麻痺における眼

瞼部の治療】病的共同運動に伴う瞼裂縦幅の狭小化に対する

外科的治療戦略 形成外科

 井本滋 白石知大 杏林大学乳腺外科 ：【乳癌に対する

】 を考慮した乳癌手術

皮膚温存乳房切除術．外科 ，

 白石知大：【形成外科医のための手外科の基本】伸筋腱損傷の

診断と治療のポイント．形成外科 増刊 ， ．
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 白石知大 辻直子 多久嶋亮彦 波利井清紀：【乳房インプラント

再建のコツ】自家組織再建と人工物再建の比較．形成外科

，

 辻直子 ，浅野裕子 ，吉村浩太郎 ，波利井清紀（ セルポートク

リニック横浜， 亀田総合病院乳腺科， 東京大学医学部形成外

科・美容外科）：胸郭変形と乳房低形成に対する脂肪由来幹細

胞付加脂肪移植術．形成外科 ： ，

 辻直子 ，村瀬祥子 ，波利井清紀（ セルポートクリニック横浜）：

インプラントと幹細胞付加脂肪移植（ ）を併用した乳房再建

術の手技と要点．形成外科 ： ，

著 書

 多久嶋亮彦，成田圭吾：形成外科エキスパートたちの基本手術

血管柄付き遊離腓骨移植による下顎再建．野﨑幹弘編．東京，

克誠堂出版， ．

 水原章浩，大浦紀彦：症例でみるよくわかる創傷の陰圧閉鎖療

法 医学と看護社，

 大浦紀彦：皮膚感染症／蜂窩織炎，壊死性軟部組織感染症．

形成外科治療手技全書 創傷外科．東京，克誠堂

その他

 大浦紀彦：研究会主催 第 回東京 検討会．新宿， 年

月 日．

 大浦紀彦：研究会主催 第 回

．吉祥寺， 年 月 日．

 大浦紀彦：研究会主催 第 回「透析患者の足を救う」多摩地区

カンファレンス．杏林大学大学院講堂， 年 月 日．

 大浦紀彦：研究会主催 第 回東京 検討会．新宿， 年

月 日

 大浦紀彦：研究会主催 第 回

．吉祥寺， 年 月 日．

 菅浩隆： 年度日本形成外科学会学術奨励賞（受賞論文：

）

泌尿器科学教室

講 演

 宍戸俊英，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，

林建二郎，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：当院における および の中期

治療成績．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月

日．

 原秀彦，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，山口剛，板

谷直，林建二郎，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：進行性腎細胞癌に対してスニチニブを使用

した症例の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 中村雄，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，山口剛，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：当院における腹腔鏡下膀胱全摘術の現状

と問題点．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月

日．

 桶川隆嗣，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，板谷直，原

秀彦，多武保光宏，奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌にお

ける化学療法での治療効果判定は で十分か－末梢循環

癌細胞検査の意義‐．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，山口剛，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：当院における精巣腫瘍治療，腹腔鏡下後

腹膜リンパ節郭清術の初期経験．第 回日本泌尿器科学会

総会，神戸， 年 月 日．

 板谷直，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，林

建二郎，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：体外衝撃波砕石術後のα1遮断薬による排

石効果の比較検討．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 二宮直紀，北村盾二，舛田一樹，中村雄，山口剛，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄： の中長期の治療成績と合併症．第

回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月 日．

 多武保光宏，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口

剛，板谷直，林建二郎，原秀彦，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：結石性腎盂腎炎における 発症への危

険因子．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月

日．

 林建二郎，宍戸俊英，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村

雄，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：腸管を利用した尿路変向術が消化管粘膜

に及ぼす影響の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 山口剛，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：腎部分切除，腎全摘除後における腎機能

の推移，制癌効果とそれに影響する因子についての検討．第

回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月 日．

 舛田一樹，北村盾二，二宮直紀，中村雄，山口剛，板谷直，林

建二郎，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌に対するドセタキセル

療法での循環腫瘍細胞の 解析．第 回日本泌尿器科

学会総会，神戸， 年 月 日．

 野間康央，磯谷周治，下山博史，井上正浩，中島晶子，古謝

将之，堀内明，常盤紫野，北村香介，吉井隆，斉藤恵介，久末

伸一，井手久満，武藤智，山口雷蔵，堀江重郎：ロボット補助下

腎部分切除術 における選択的腎動脈遮断を目的とした

手術計画の経験．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 金城真実，嘉村康邦，関口由紀，奴田原紀久雄：女性過活動

膀胱患者における β3刺激薬と抗ムスカリン薬の安全性・有効

性の比較．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月

日．

 桶川隆嗣： における の意義．

泌尿器 研究会，東京， 年 月 日．

 桶川隆嗣：前立腺癌がんの個別化医療．がんプロフェッショナ

ル養成基盤推進プラン，三鷹， 年 月 日．

 北村盾二，鮫島未央，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，野間康

央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄，藤原正親，菅間博：ペニシリンＧ

大量投与によって発症したと考えられる出血性膀胱炎の 例．

第 回多摩泌尿器科医会，武蔵野， 年 月 日．

 北村盾二，鮫島未央，二宮直紀，舛田一樹，野間康央，中村
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雄，森川泰如，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：高容量ペニシリン 投与により出血性膀胱

炎をきたした 例．第 回日本泌尿器科学会東京地方会，東

京， 年 月 日．

 奴田原紀久雄：多発性嚢胞腎（ ）の薬物療法．『常染色

体優性多発性嚢胞腎』学術講演会，つくば， 年 月 日．

 奴田原紀久雄，東原英二，桶川隆嗣，宍戸俊英，多武保光宏，

原秀彦，宮崎功，小林邦典，似鳥俊明：多発性嚢胞腎患者に

対する飲水増加がもたらす効果について．第 回日本腎臓学

会学術総会，横浜， 年 月 日．

 安藤昌彦，武藤智，奴田原紀久雄，堀江重郎：疾患負担と

．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜， 年 月

日．

 武藤智，望月俊雄，土谷健，西尾妙織，花岡一成，鶴屋和彦，

石村栄治，成田一衛，乳原善文，奴田原紀久雄，堀江重郎：多

発性嚢胞腎患者全国登録による多施設共同研究（ レジ

ストリー研究） 中間報告．第 回日本腎臓学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 森川泰如：当院でのエンザルタミド初期治療経験．前立腺癌治

療戦略シンポジウム，立川， 年 月 日．

 奴田原紀久雄： の診断と治療．神戸明石腎セミナー，

神戸， 年 月 日．

 板谷直，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，野間康

央，中村雄，山口剛，森川泰如，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄，太田智則：体外衝撃波砕石術

後の α1遮断薬による排石効果の比較検討．日本尿路結石症

学会第 回学術集会，大阪， 年 月 日．

 奴田原紀久雄：腎盂尿管ビデオスコープ

開発の原点そして未来へ．日本尿路結石症学会第 回学術集

会，大阪， 年 月 日．

 森川泰如，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，野間

康央，中村雄，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌化学療法

後の治療経験．第 回多摩泌尿器科医会，立川， 年 月

日．

 金城真実，嘉村康邦，関口由紀，奴田原紀久雄：女性過活動

膀胱患者におけるメタボリックシンドロームとミラベグロン治療効

果に関する検討．第 回日本排尿機能学会，岡山， 年 月

日．

 谷口珠実，丹波光子，平山千登勢，金城真実，榎本香織，多

武保光宏，奴田原紀久雄，小林英樹，大竹裕子，武田正之：尿

失禁女性の骨盤底筋訓練後 ヵ月間の年齢別比較．第 回日

本排尿機能学会，岡山， 年 月 日．

 奴田原紀久雄，東原英二，桶川隆嗣，多武保光宏，森秀明，

宮崎功，似鳥俊明，小林邦典：

．

第 回嚢胞性腎疾患研究会，東京， 年 月 日．

 舛田一樹，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，中村雄，野間康

央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄：術前推定前立腺容積 以

上の前立腺肥大症に対する の手術成績．第 回日本

排尿機能学会，岡山， 年 月 日．

 中村雄，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，野間康

央，森川泰如，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄，東原英二： の長期治療成績．第

回日本排尿機能学会，岡山， 年 月 日．

 森川泰如，原秀彦：褐色細胞腫に対する腹腔鏡下副腎摘除術

の検討．第 回日本内視鏡外科学会総会，盛岡， 年 月

日．

 原秀彦，森川泰如，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：当

院における腎癌での開腹手術と腹腔鏡下手術の治療成績．第

回日本内視鏡外科学会総会，盛岡， 年 月 日．

 北村盾二，鮫島未央，二宮直紀，舛田一樹，野間康央，中村

雄，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄：当院における腹腔鏡下膀胱全

摘除術の現状と問題点．第 回日本内視鏡外科学会総会，盛

岡， 年 月 日．

 鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，野間康

央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：腎癌胆嚢転移の 例．第 回日本泌尿器科

学会東部総会，横浜， 年 月 日．

 原秀彦，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，

野間康央，山口剛，森川泰如，板谷直，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：腎癌骨転移に対するゾレドロン酸併用療法

の検討．第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年

月 日．

 北村盾二，寺戸雄一，二宮直紀，舛田一樹，野間康央，中村

雄，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：前立腺膿瘍との鑑別が困難であった多発

血管炎性肉芽腫症（ 肉芽腫症）の 例．第 回

日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年 月 日．

 二宮直紀，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，野間康央，中村

雄，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：当院における根治的膀胱全摘術の周術期

合併症の検討．第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜，

年 月 日．

 山口剛，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，林建二郎，板谷直，原

秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英二，奴田原

紀久雄：膀胱癌での回腸新膀胱造設術症例における長期成績．

第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年 月 日．

 多武保光宏，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中

村雄，野間康央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：うつ病を合併した 症候群に対するテス

トステロン補充療法．第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜，

年 月 日．

 森川泰如，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，野間康

央，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二、奴田原紀久雄：当院におけるデガレリクスの使用経験．第

回日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年 月 日．

 板谷直，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，野間康

央，中村雄，山口剛，森川泰如，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：腎盂尿管癌における予後因子の検討．第

回日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年 月 日．

 野間康央，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村

雄，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄：当院における脳転移を認めた腎癌の治療

成績．第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年 月

日．

 舛田一樹，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，中村雄，野間康

央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄： 後に見つかった前立腺

癌の臨床的検討．第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜，

年 月 日．

 桶川隆嗣：杏林大学におけるアビラテロンの使用経験．ザイティ
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ガ発売記念講演会，立川， 年 月 日．

 奴田原紀久雄： 治療の ．第 回福井 研

究会，福井， 年 月 日．

 桶川隆嗣：前立腺がんの治療とは？．調布市前立腺がん市民

公開講座，調布， 年 月 日．

 鮫島未央：後腹膜に発生した の 例．第

回多摩泌尿器科医会，武蔵野， 年 月 日．

 桶川隆嗣，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，板谷直，原

秀彦，多武保光宏，奴田原紀久雄：腎腫瘍に対する単孔式後

腹膜下腎摘除は従来の腹腔鏡手術より低侵襲か．第 回日本

泌尿器内視鏡学会，福岡， 年 月 日．

 桶川隆嗣，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，板谷直，原

秀彦，多武保光宏，奴田原紀久雄：腹腔鏡下前立腺全摘術とロ

ボット支援腹腔鏡下前立腺全摘術の治療成績：単一術者の比

較．第 回日本泌尿器内視鏡学会，福岡， 年 月 日．

 鮫島未央，北村盾二，野間康央，山口剛，森川泰如，板谷直，

原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄： を行った

マトリックス結石の 例．第 回日本泌尿器内視鏡学会，福岡，

年 月 日．

 山口剛，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，板谷直，原秀彦，多武

保光宏，桶川隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：腹腔鏡下腎部

分切除術における中長期腎機能の推移．第 回日本泌尿器内

視鏡学会，福岡， 年 月 日．

 野間康央，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村

雄，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄： 後の尿管狭窄の臨床検討．第 回日

本泌尿器内視鏡学会，福岡， 年 月 日．

 二宮直紀，鮫島未央，舛田一樹，野間康央，板谷直，原秀彦，

多武保光宏，桶川隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄： の中

長期の成績．第 回日本泌尿器内視鏡学会，福岡， 年

月 日．

 板谷直，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，山口剛，原

秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：当科で施行した

腹腔鏡下腎摘除術から開腹手術に移行した症例の検討．第

回日本泌尿器内視鏡学会，福岡， 年 月 日．

 多武保光宏，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中

村雄，森川泰如，原秀彦，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：腎および

尿管結石における 治療効果の予測．第 回日本泌尿器

内視鏡学会，福岡， 年 月 日．

 原秀彦，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，山口剛，

板谷直，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原紀久雄：当院における

腹腔鏡下腎盂形成術の治療成績．第 回日本泌尿器内視鏡

学会，福岡， 年 月 日．

 鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，野間康央，中村

雄，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣 ， 奴 田 原 紀 久 雄 ， 下 山 田 博 明 ， 菅 間 博 ： 後 腹 膜

の 例．第 回日本泌尿器科学会東京地

方会，東京， 年 月 日．

 桶川隆嗣，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，板谷直，原

秀彦，多武保光宏，奴田原紀久雄：ハイリスク前立腺癌におけ

る末梢循環癌細胞検査の意義．第 回前立腺シンポジウム，

東京， 年 月 日．

 桶川隆嗣：私の行ってきた臨床・研究のこれまでとこれから．三

鷹市医師会学術講演会，三鷹， 年 月 日．

 奴田原紀久雄，東原英二，桶川隆嗣，多武保光宏，森秀明，

宮崎功，似鳥俊明，小林邦典： 患者に対するソマトスタ

チン オクトレオチド の安全性について．第 回「若手のための

マネージメントカンファランス，東京， 年 月 日．

 野間康央，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，山口

剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田

原紀久雄，東原英二：アタザナビル内服で発症した尿管結石の

１例．第 回多摩泌尿器科医会，武蔵野， 年 月 日．

 野間泰央，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，山口

剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田

原紀久雄，東原英二：アタザナビル内服で発症した尿管結石の

例．第 回日本泌尿器科学会東京地方会，東京， 年

月 日．

 奴田原紀久雄：基礎から学ぶ膀胱癌・前立腺癌．第 回多摩尿

検査講演会，立川， 年 月 日．

 二宮直紀：腹腔鏡下前立腺全摘術とロボット支援腹腔鏡下前立

腺全摘術の治療成績：単一術者の比較．第 回多摩泌尿器

科医会，武蔵野， 年 月 日．

論 文

 

 

 

naïve 

 ， ， ， ， ：

： ， ．

 

 

－ 69 －

口演，論文，著書など　　医学部



 

．

．

 奴田原紀久雄：前立腺癌外科的治療の展望 ロボット支援下腹

腔鏡下前立腺全摘術．杏林医会誌 ： ， ，

 奴田原紀久雄：多発性囊胞腎の薬物療法．腎と透析 ：

， ．

 山本新吾 ，奴田原紀久雄（ 兵庫医科大学）：序文 特集 長期

留置尿路ステントの現状と展望． ： ， ．

 和田耕一郎 ，山本新吾 ，松崎純一 ，麦谷荘一 ，山田仁 ，安

田満 ，宮崎淳 ，高橋聡 ，山口秋人 ，奴田原紀久雄（ 岡山大

学， 兵庫医科大学， 大口東総合病院， すずかけセントラル病

院， 武田総合病院， 岐阜大学， 筑波大学， 札幌医科大学，

原三信病院）：長期留置尿路ステントの現状と展望 尿管ステン

トの長期留置に関するアンケート調査． ：

， ．

 宍戸俊英，林建二郎，東原英二，奴田原紀久雄：間質性膀胱

炎の治療法の変遷と成績 間質性膀胱炎に対する低用量シクロ

スポリン 内服治療効果と今後の課題．泌外 臨増 ：

， ．

 金城真実，嘉村康邦 ，関口由紀 ，奴田原紀久雄（ 四谷メディ

カルキューブ， 横浜元町女性医療クリニック ）：女性尿失

禁患者における精神症状について．日女性骨盤底医会誌，

： ， ．

 桶川隆嗣，板谷直，原秀彦，奴田原紀久雄：腎盂尿管癌に対

する単孔式後腹膜鏡下腎尿管全摘除術．

： ， ．

 多武保光宏，奴田原紀久雄：経尿道的尿管砕石術 ．泌

尿器ケア ： ， ．

 多武保光宏，奴田原紀久雄：泌尿器内視鏡治療とチーム医療

－結石内視鏡治療－． ， ．

 多武保光宏，奴田原紀久雄：難治性結石治療に挑む－周術期

尿路感染症の治療－．泌外 （臨増） ， ．

 板谷直，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，林

建二郎，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：体外衝撃波砕石術（ ）後のα1遮断薬

による排石効果の比較検討．日尿路結石症会誌 （ ）：

， ．

 

 奴田原紀久雄：腎盂尿管ビデオスコープ

開発の原点そして未来へ．日尿路結石症会誌 ： ，

．

 奴田原紀久雄：「超高齢社会におけるレーザー治療の意義」の

特集によせて．日レーザー医会誌 ： ， ．

 奴田原紀久雄：多発性嚢胞腎 の新しい展開 尿路結石

症と腎細胞がん．腎臓内科・泌尿器科 ： ， ．

平成 年度業績追加分

 林建二郎，宍戸俊英，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村

雄，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田原

紀久雄：膀胱全摘後の回腸新膀胱における排尿状態の検討．

日排尿会誌 ： ， ．

著 書

 

 奴田原紀久雄：血尿．診療ガイドライン

門脇孝，小室一成，宮地良樹監修，五十嵐隆，一

ノ瀬正和，大家基嗣，岡本美孝，加藤聖子，小松則夫，高橋良

輔，樋口和秀，三鴨廣繁，三森経世，持田智，山崎正志，山本

哲也編集．東京，メディカルレビュー社， ．

 奴田原紀久雄：疫学・予後．エビデンスに基づく多発性囊胞腎

診療ガイドライン ．松尾清一監修，厚生労働省難治

性疾患克服研究事業進行性腎障害に対する調査研究班編集．

東京，東京医学社， ． ．

 奴田原紀久雄：治療 尿路結石．エビデンスに基づく多発性

囊胞腎 診療ガイドライン ．松尾清一監修，厚生労働

省難治性疾患克服研究事業進行性腎障害に対する調査研究

班編集．東京，東京医学社， ． ．

 多武保光宏：ゲムシタビン（尿路上皮癌），メトトレキサート（尿路

上皮癌），シスプラチン（尿路上皮癌，精巣癌），ブレオマイシン

（精巣癌），ドセタキセル（前立腺癌），ゴセレリン・リュープロレリ

ン・テガレリクス（前立腺癌），エベロリムス・テムシロリムス・スニ

チニブ・ソラフェニブ・アキシチニブ（腎臓癌）．がん薬物療法キ

ードラッグ ．古瀬純司編集．東京，中外医学社， ．

．

 奴田原紀久雄：腎・尿管結石．今日の治療指針 ．山口徹，

北原光夫監修，福井次矢，高木誠，小室一成総編集．東京，

医学書院， ．

 奴田原紀久雄：疫学．エビデンスに基づく多発性囊胞腎

診療ガイドライン 準拠 多発性囊胞腎診療ガイド 改訂

第 版．松尾清一監修，堀江重郎編集．東京，診断と治療社，

． ．

 奴田原紀久雄合併症とその対策 尿路結石．エビデンスに基

づく多発性囊胞腎 診療ガイドライン 準拠 多発性囊

胞腎診療ガイド 改訂第 版．松尾清一監修，堀江重郎編

集．東京，診断と治療社， ． ．

 奴田原紀久雄：予後，予後判定基準など．エビデンスに基づく

多発性囊胞腎 診療ガイドライン 準拠 多発性囊胞腎

診療ガイド 改訂第 版．松尾清一監修，堀江重郎編集．東

京，診断と治療社， ． ．

その他

 桶川隆嗣：「医療の現場」前立腺がん ～医療の未来形 ロボッ

－ 70 －



ト手術に密着！～， 朝日， 年 月 日．

多発性嚢胞腎研究講座

講 演

国内学会・講演

 東原英二：多発性嚢胞腎の発症機序と薬物治療．

，富山， 年 月 日．

 宍戸俊英，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，

林建二郎，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：当院における および の中期

治療成績．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月

日．

 原秀彦，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，山口剛，板

谷直，林建二郎，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：進行性腎細胞癌に対してスニチニブを使用

した症例の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 中村雄，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，山口剛，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：当院における腹腔鏡下膀胱全摘術の現状

と問題点．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月

日．

 北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，山口剛，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：当院における精巣腫瘍治療，腹腔鏡下後

腹膜リンパ節郭清術の初期経験．第 回日本泌尿器科学会

総会，神戸， 年 月 日．

 板谷直，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，林

建二郎，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：体外衝撃波砕石術後のα1遮断薬による排

石効果の比較検討．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 二宮直紀，北村盾二，舛田一樹，中村雄，山口剛，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄： の中長期の治療成績と合併症．第

回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月 日．

 多武保光宏，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口

剛，板谷直，林建二郎，原秀彦，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：結石性腎盂腎炎における 発症への危

険因子．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月

日．

 林建二郎，宍戸俊英，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村

雄，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：腸管を利用した尿路変向術が消化管粘膜

に及ぼす影響の検討．第 回日本泌尿器科学会総会，神戸，

年 月 日．

 山口剛，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，林建二郎，

板谷直，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：腎部分切除，腎全摘除後における腎機能

の推移，制癌効果とそれに影響する因子についての検討．第

回日本泌尿器科学会総会，神戸， 年 月 日．

 舛田一樹，北村盾二，二宮直紀，中村雄，山口剛，板谷直，林

建二郎，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌に対するドセタキセル

療法での循環腫瘍細胞の 解析．第 回日本泌尿器科

学会総会，神戸， 年 月 日．

 北村盾二，鮫島未央，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，野間康

央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄，藤原正親，菅間博：ペニシリンＧ

大量投与によって発症したと考えられる出血性膀胱炎の 例．

第 回多摩泌尿器科医会，武蔵野， 年 月 日．

 東原英二： 治療 ．サムスカ効能追加記念静岡

講演会，静岡， 年 月 日．

 東原英二： における最新診療． 適応追加記

念講演会，小倉， 年 月 日．

 奴田原紀久雄，東原英二，桶川隆嗣，宍戸俊英，多武保光宏，

原秀彦，宮崎功，小林邦典，似鳥俊明：多発性嚢胞腎患者に

対する飲水増加がもたらす効果について．第 回日本腎臓学

会学術総会，横浜， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎（ ）の最新情報．大塚製薬株式会

社プレスセミナー，東京， 年 月 日．

 東原英二： の 診療における位置づけ．サムス

カ 適応追加記念講演会，盛岡， 年 月 日．

 板谷直，鮫島未央，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，野間康

央，中村雄，山口剛，森川泰如，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄，太田智則：体外衝撃波砕石術

後の α1遮断薬による排石効果の比較検討．日本尿路結石症

学会第 回学術集会，大阪， 年 月 日．

 東原英二：サムスカ錠 効能追加記念講演会．

，東京， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の最新治療．第 回多摩透析勉強会，

立川， 年 月 日．

 森川泰如，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，野間

康央，中村雄，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄：去勢抵抗性前立腺癌化学療法

後の治療経験．第 回多摩泌尿器科医会，立川， 年 月

日．

 奴田原紀久雄，東原英二，桶川隆嗣，多武保光宏，森秀明，

宮崎功，似鳥俊明，小林邦典：

．

第 回嚢胞性腎疾患研究会，東京， 年 月 日．

 東原英二 奴田原紀久雄 桶川隆嗣 多武保光宏 原秀彦 宮崎

功 小林邦典 似鳥俊明：

第 回嚢胞性腎疾患研究会 東京 年 月 日

 舛田一樹，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，中村雄，野間康

央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄：術前推定前立腺容積 以

上の前立腺肥大症に対する の手術成績．第 回日本

排尿機能学会，岡山， 年 月 日．

 中村雄，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，野間康

央，森川泰如，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，奴田原紀久雄，東原英二： の長期治療成績．第

回日本排尿機能学会，岡山， 年 月 日．

 山口剛，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，林建二郎，板谷直，原

秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英二，奴田原

紀久雄：膀胱癌での回腸新膀胱造設術症例における長期成績．

第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年 月 日．

 森川泰如，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，野間康

央，山口剛，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，東原英

二、奴田原紀久雄：当院におけるデガレリクスの使用経験．第

回日本泌尿器科学会東部総会，横浜， 年 月 日．
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 舛田一樹，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，中村雄，野間康

央，山口剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆

嗣，東原英二，奴田原紀久雄： 後に見つかった前立腺

癌の臨床的検討．第 回日本泌尿器科学会東部総会，横浜，

年 月 日．

 山口剛，二宮直紀，舛田一樹，中村雄，板谷直，原秀彦，多武

保光宏，桶川隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄：腹腔鏡下腎部

分切除術における中長期腎機能の推移．第 回日本泌尿器内

視鏡学会，福岡， 年 月 日．

 二宮直紀，鮫島未央，舛田一樹，野間康央，板谷直，原秀彦，

多武保光宏，桶川隆嗣，東原英二，奴田原紀久雄： の中

長期の成績．第 回日本泌尿器内視鏡学会，福岡， 年

月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の新しい治療戦略．第 回千葉エコ

ー研究会，千葉， 年 月 日．

 奴田原紀久雄，東原英二，桶川隆嗣，多武保光宏，森秀明，

宮崎功，似鳥俊明，小林邦典： 患者に対するソマトスタ

チン オクトレオチド の安全性について．第 回「若手のための

マネージメントカンファランス，東京， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の新しい治療戦略．

，仙台， 年 月 日．

 野間康央，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，山口

剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田

原紀久雄，東原英二：アタザナビル内服で発症した尿管結石の

１例．第 回多摩泌尿器科医会，武蔵野， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の新しい治療戦略．香川 学

術講演会，高松， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の新しい治療戦略．サムスカ錠

効能追加記念講演会，立川， 年 月 日．

 野間泰央，鮫島未央，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，山口

剛，森川泰如，板谷直，原秀彦，多武保光宏，桶川隆嗣，奴田

原紀久雄，東原英二：アタザナビル内服で発症した尿管結石の

例．第 回日本泌尿器科学会東京地方会，東京， 年

月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の新しい治療戦略．大崎地区学術講

演会，大崎， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の最新治療．多発性嚢胞腎 地域医

療連携講演会〜変わる難病治療〜，福岡， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の新しい治療戦略．日本医師会生涯

教育講座 多発性嚢胞腎学術講演会，青森， 年 月 日．

 東原英二：多発性嚢胞腎の新しい治療戦略．学術講演会 多

発性嚢胞腎における最新診療，山形， 年 月 日．

国際学会・米国学会

 

：

 

 

 

 

 

 

論 文

 田中正利 入江慎一郎 桶川隆嗣 賀本敏行 酒井英樹 今井常

夫 服部良平 伊藤明宏 木下秀文 小松和人 繁田正信 中澤速

和 吉村一宏 三俣浩光 伊藤直樹 川喜田睦司 佐藤文憲 関利

盛 野々村祝夫 松田公志 寺地敏郎 頴川晋 角野佳史 川端岳

近藤幸尋 立神勝則 中川健 吉岡邦彦 田邊一成 尾本和也 江

藤正俊 絹川常郎 鈴木和雄 渡辺竜助 武田正之 浅沼宏 岩村

正嗣 座光寺秀典 宋成浩 永井敦 馬場志郎 原勲 桶之津史郎

鈴木孝明 平尾佳彦 筧善行 東原英二 泌尿器腹腔鏡手術ガイ

ドライン 年版（解説 特集）．日本泌尿器内視鏡学会

 宍戸俊英，林建二郎，東原英二，奴田原紀久雄：間質性膀胱

炎の治療法の変遷と成績 間質性膀胱炎に対する低用量シクロ

スポリン 内服治療効果と今後の課題．泌外 （臨増）：

， ．

 板谷直，北村盾二，舛田一樹，二宮直紀，中村雄，山口剛，林

建二郎，原秀彦，多武保光宏，宍戸俊英，桶川隆嗣，東原英

二，奴田原紀久雄：体外衝撃波砕石術（ ）後のα1遮断薬

による排石効果の比較検討．日尿路結石症会誌 ：

， ．

 林建二郎 宍戸俊英 菅田明子 中村雄 板谷直 原秀

彦 多武保光宏 桶川隆嗣 東原英二 奴田原紀久雄：

（ホルミウムレーザー前立腺核手術）は高齢者にとっ

て安全・有効な治療法か？ 日本泌尿器内視鏡学会誌

 ， ， ， ，

：

： ， ．
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naïve prostate cancer in a multicenter clinical trial. 

 

 

 

 

 東原英二：注目の新薬＜ 受容体拮抗薬＞「サムスカ錠

同 同 」 ． 医 薬 ジ ャ ー ナ ル 新 薬 展 望

眼科学教室

講 演

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
of infliximab in two young patients with Behcet’s disease. W

Ophthalmology Congress® of the international council of 

 平形明人：眼科断層機器の進歩の硝子体手術への貢献．第

回日本眼科学会総会，東京， 年 月2−5日．

 狩野麻里子，古泉英貴，山本亜希子，齋藤昌晃，杉谷篤彦，

丸子一朗，岡田アナベルあやめ，飯田知弘，石龍鉄樹：滲出型

加齢黄斑変性に対する 硝子体内注射の６ヶ月治療

成績．第 回日本眼科学会総会，東京， 年 月 日．

 山本亜希子，岡田アナベルあやめ，肥留川京子，大竹杏奈，

杉谷篤彦：難治性 切り替え症例に対する

療法の治療反応．第 回日本眼科学会総会，東京，

年 月 日．

 慶野博，渡辺交世，岡田アナベルあやめ：硝子体による制御性

細胞の誘導能の検討．第 回日本眼科学会総会，東京，

年 月 日．

 古泉英貴，狩野麻里子，山本亜希子，齋藤昌晃，丸子一朗，

石龍鉄樹，岡田アナベルあやめ，飯田知弘：ポリープ状脈絡膜

血管症での脈絡膜血管透過性亢進所見とアフリベルセプトへ

の反応性．第 回日本眼科学会総会，東京， 年 月

日．
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 鈴木崇，大橋裕一，大鹿哲郎，後藤浩，平形明人，福下公子，

宮田和典： 眼内レンズ関連眼内炎における後ろ向き症例

調査報告．第 回日本眼科学会総会，東京， 年 月

日．

 

 

 富田茜，廣田和成，折原唯史，国田大輔，井上真，平形明人：

アトピー性網膜剥離復位術後早期に バックル感染を生じ

た一例．第 回東京多摩眼科連携セミナー，東京， 年 月

日．

 井上真：難治症例への ．第 回お茶の水

東京 年 月 日．

 慶野博：皮膚疾患と眼炎症性疾患 第 回 東京多摩眼科連携

セミナー，東京， 年 月 日．

 山田昌和：ドライアイ診療アップデート．第 回筑後眼科教育フ

ォーラム，福岡， 年 月 日．

 平形明人：知っておきたい眼の病気—よりよい視力を守るために

―．杏林大学「地 知 の拠点整備事業 第 回杏林大学・杏林

医学会・三鷹ネットワーク大学共催 市民公開講座，三鷹，

年 月 日．

 井上真：後眼部手術の最新の話題．筑波大学レチナアカデミー，

筑波， 年 月 日．

 岡田アナベルあやめ：眼炎症疾患：最近のトピックより．第７回四

国 ランドセミナー，高松， 年 月 日．

 井上真：こじれた先天網膜分離症．第 回網膜硝子体手術勉強

会，東京， 年 月 日．

 井上真：朝顔症候群の憂鬱．第 回信濃町研究会，東京，

年 月 日．

 山田昌和：角結膜疾患の薬物療法．

，立川， 年 月 日．

 井上真：網膜静脈分枝閉塞症—硝子体手術無効例．東京黄斑

疾患研究会，東京， 年 月 日．

 平形明人：基幹病院における眼科と内科の連携．第 回日本

糖尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 平形明人：症例から学ぶ眼底疾患アップデート ．奈良県

眼科医会学術定例会，橿原， 年 月 日．

 平形明人：症例から学ぶ眼底疾患．東多摩南部眼科医会 学

術講演会，東京， 年 月 日．

 岡田アナベルあやめ：眼炎症疾患：最近のトピックより．第 回

道南眼科集談会，函館， 年 月 日．

 山田昌和：コンタクトレンズの合併症，問題点．静岡県コンタクト

レンズ管理者講習会，静岡， 年 月 日．

 山田昌和：成人眼検診の医学的効果・費用対効果．松江ブロッ

ク眼科学術講演会，松江， 年 月 日．

 山田昌和：蛍光色素を駆使した涙液研究．第 回箱根ドライアイ

クラブ，軽井沢， 年 月 日．

 平形明人：強度近視牽引性黄斑剥離の治療と課題．姫路市

の会，姫路， 年 月 日．

 山田昌和：角結膜疾患の薬物療法．東京都眼科医会平成 年

度卒後研修会，東京， 年 月 日．

 

 山田昌和：前眼部疾患と ．第 回日本視野学会学術集会，

東京， 年 月 日．

 北善幸： を用いた緑内障診断の注意点．第 回

，東京， 年 月．

 北善幸：明日から役立つ の使い方．キサラタン発売 周

年記念講演会，東京， 年 月．

 多田明日美，岩橋千春，中井慶，南場研一，岡田アナベルあ

やめ，高瀬博，後藤浩，蕪城俊克，水木信久，安積淳，園田康

平，武田篤信，大黒伸行：結核性ぶどう膜炎の臨床像および治

療予後の検討．第 回日本眼炎症学会，東京， 年 月

日．

 高瀬博，大黒伸行，岡田アナベルあやめ，後藤浩，園田康平，

冨田誠，南場研一，水木信久，望月學：急性網膜壊死の診断

基準に関する全国調査研究．第 回日本眼炎症学会，東京，

年 月 日．

 渡辺交世，肥留川京子，慶野博，瀧和歌子，越前成旭，岡田ア

ナベルあやめ：糖尿病虹彩炎を発症した患者の臨床的特徴に

ついての検討．第 回日本眼炎症学会，東京， 年 月

日．

 岡田アナベルあやめ：全身疾患は全身治療で治すべし．第

回日本眼炎症学会，東京， 年 月 日．

 平形明人：１）強膜バックリング手術の基本．２）強度近視牽引性

黄斑症の硝子体手術． ，札幌，

年 月 日．

 慶野博，渡辺交世，越前成旭，瀧和歌子，井上真，岡田アナベ

ルあやめ：眼内悪性リンパ腫における黄斑部 所見の

検討．第 回日本眼感染症学会 東京， 年 月 日．

 重安千花，阿久根陽子，福井正樹，家久一光，杉田あかね，玉

置惣一郎，山田昌和： 装用に伴うドライアイに対するジクア

ホソルナトリウム点眼液の効果．第 回日本コンタクトレンズ学

会，東京， 年 月 日．

 福井正樹，重安千花，阿久根陽子，家久一光，杉田あかね，玉

置惣一郎，山田昌和： 装用者のレンズ素材による眼表面ム

チンの変化．第 回日本コンタクトレンズ学会，東京， 年

月 日．

 山田昌和：コンタクトレンズと角膜の生理．第 回日本コンタクト
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レンズ学会，東京， 年 月 日．

 山田昌和：涙液油層，水層の由来とダイナミクス．第 回日本涙

道・涙液学会，東京， 年 月 日．

 柳沼重晴，渡辺交世，松木奈央子，永本敏之： 白内障のチ

ン小帯脆弱・断裂．第 回 学術総会，福岡， 年 月

日．

 

 尾形真樹，山本亜希子，岡田アナベルあやめ，新井千賀子，

田中恵津子，小田浩一，平形明人：加齢黄斑変性患者が拡大

補助具として を利用する際の読書方法の検討． 第 回視

覚障害リハビリテーション研究発表会，京都， 年 月

日．

 井上真：糖尿病黄斑浮腫への手術戦略．神奈川県眼科 カ

ンファレンス，横浜， 年 月 日．

 

 

 慶野博：難治性眼炎症疾患に対する新しい治療戦略「基礎研

究からのアプローチ」．第 回北海道眼炎症免疫セミナー，札幌，

年 月 日

 平形明人：強度近視性牽引性黄斑症に対する強膜短縮術．第

回 ，蒲郡， 年 月 日．

 飯田知弘，石龍鉄樹，岡田アナベルあやめ：滲出型加齢黄斑

変性に対するアフリベルセプト療法の成績． ，

蒲郡， 年 月 日．

 井上真．ガス注入眼での 画像．第 回

，蒲郡， 年 月 日．

 

 

– 

 

– 

 

– 

 北善幸：緑内障に対する の使い方とその注意点．第 回順

天堂大学浦安眼科サマーセミナー，浦安， 年 月．

 北善幸： を用いた緑内障診断の注意点．ファイザー社内

講演会，東京， 年 月．

 

 山田昌和：視覚障害の疾病負担と看護の役割．第 回日本視

機能看護学会，名古屋， 年 月 日．

 山田昌和：コンタクトレンズ：合併症や問題点のトピックス．東京

都眼科医会コンタクトレンズ管理者講習会，東京， 年 月

日．

 

 松木奈央子：飛蚊症，網膜剥離．目の愛護デー

，東京， 年 月 日．

 岡田アナベルあやめ：加齢黄斑変性治療のマネージメント．ア

イリーア黄斑疾患セミナー 関西，大阪， 年 月 日．

 山田昌和：角結膜疾患の薬物療法．第 回山形眼科フォーラム，

山形， 年 月 日．

 

 

 中山真紀子，慶野博，渡邊交世，岡田アナベルあやめ： を

用いた眼炎症疾患の診療．第 回西東京眼科フォーラム，武

蔵野， 年 月 日．

 松木奈央子：チン小帯脆弱例における水晶体拡張リングの使用

について．第 回西東京フォーラム，東京， 年 月 日．

 岡田アナベルあやめ：眼炎症疾患：最近のトピックより．第 回

上越臨床眼科フォーラム学術講演会，新潟， 年 月 日．

 井上真：フェローシッププログラムと病診連携．第 回大雪眼科

フォーラム，旭川， 年 月 日．

 平形明人：乳頭部先天異常に伴う網膜剥離と鑑別診断．第

回さざなみ眼科研究会，大津， 年 月 日．

 平形明人：症例から学ぶ眼底疾患アップデート．第 回東海大

学・神奈川県眼科医会合同カンファレンス，海老名， 年

月 日．

 井上真： を考える．第 回網膜硝子体手術勉強会，

東京， 年 月 日．

 北善幸：明日から役立つ の使い方．宮城県 眼科 講演

会，仙台， 年 月．

 山田昌和：ドライアイ：診断・治療の最新戦略．旭川眼科セミナ

ー，旭川， 年 月 日．

 新井千賀子，尾形真樹，田中恵津子，小田浩一，岡田アナベ

ルあやめ，平形明人：ロービジョンケア前後における の変

化とケア内容の分析．第 回日本ロービジョン学会学術総会

埼玉， 年 月 日．

 井上真： を考える．第 回信濃町網膜研究会，東京，

年 月 日．

 井上真：パネリスト症例提示．話題提供２ サージカル，網膜ラウ

ンジ，東京， 年 月 日．

 平形明人：眼内腫瘍と紛らわしい病変．第 回日本臨床眼科学

会，神戸， 年 月 日．

 平形明人：強度近視牽引性黄斑症の硝子体手術の現状．第

回日本臨床眼科学会，神戸， 年 月 日．
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 安藤良将，平形明人，横田怜二，折原唯史，国田大輔，廣田

和成，厚東隆志，井上真：強度近視黄斑分離証に対する強膜

短縮術眼の乱視矯正眼内レンズの有用性．第 回日本臨床眼

科学会，神戸， 年 月 日．

 中山真紀子，慶野博，渡邊交世，平形明人，岡田アナベルあ

やめ：多発消失性白点症候群の網膜外層所見と眼底自発蛍光．

第 回日本臨床眼科学会，神戸， 年 月 日．

 厚東隆志，井上真，廣田和成，国田大輔，折原唯史，北善幸，

佐野公彦，平形明人： 法により閉鎖を得た黄

斑円孔の５症例．第 回日本臨床眼科学会，神戸， 年

月 日．

 渡辺交世，柳沼重晴，松木奈央子，永本敏之：網膜色素変性

症の白内障手術におけるチン小帯脆弱．第 回日本臨床眼科

学会，神戸， 年 月 日．

 柳沼重晴，渡辺交世，松木奈央子，永本敏之：強度近視眼の

白内障手術におけるチン小帯脆弱．第 回日本臨床眼科学会，

神戸， 年 月 日．

 佐野公彦，北善幸，国田大輔，折原唯史，廣田和成，厚東隆

志，井上真，平形明人：網膜剥離を伴う朝顔症候群における

超広角蛍光眼底造影検査の検討．第 回日本臨床眼科

学会，神戸， 年 月 日．

 安藤良将，平形明人，横田怜二，廣田和成，厚東隆志，森山

無価，大野京子，井上真：強度近視牽引性黄斑症の強膜短縮

術前後の 所見．強度近視研究会，第 回日本臨床眼科学

会，神戸， 年 月 日．

 松本杏奈，慶野博，厚東隆志，渡辺交世，岡田アナベルあや

め： で眼底後極部の経時的な変化を観察した急性網膜壊

死の 例．第 回日本臨床眼科学会，神戸， 年 月

日．

 高瀬博，大黒伸行，岡田アナベルあやめ，後藤浩，園田康平，

冨田誠，南場研一，水木信久，望月學：我が国における急性網

膜壊死の実態調査．第 回日本臨床眼科学会，神戸， 年

月 日．

 山本亜希子，狩野麻里子，古泉英貴，齋藤昌晃，丸子一朗，

石龍鉄樹，飯田知弘，岡田アナベルあやめ：ポリープ状脈絡膜

血管症に対する 療法の 年経過．第 回日本臨床

眼科学会，神戸， 年 月 日．

 山田昌和：涙液を考慮した眼表面手術．第 回日本臨床眼科

学会，神戸， 年 月 日．

 平塚義宗，川崎良，小野浩一，山田昌和，山下英俊：眼科医の

ための臨床疫学研究デザイン塾，ケースコントロール研究をや

ってみよう．第 回日本臨床眼科学会，神戸， 年 月

日．

 小川佳子，松家清栄，水野嘉信，山田昌和， 弱視研究グ

ループ：弱視の視機能予後に関する多施設共同前向き研究．

第 回日本臨床眼科学会，神戸， 年 月 日．

 井上真：難治症例 私の攻略法，見せます ．第 回日本

臨床眼科学会，神戸， 年 月 日．

 井上真： 治療を考える．第 回日本臨床眼科学会，神戸，

年 月 日．

 井上真： 手術でのワンポイント．第 回日本臨床眼科学会，

神戸， 年 月 日．

 井上真：硝子体手術は必要か？ ．第 回日本臨床眼科学

会，神戸， 年 月 日．

 井上真：振り替えれば ．奴はいない．ナイトメア．第 回日本臨

床眼科学会，神戸， 年 月 日．

 井上真：黄斑浮腫への手術療法． カンファ

レンス，東京， 年 月 日．

 岡田アナベルあやめ：眼科 講習会： の読影．眼科

研究会，東京， 年 月 日．

 井上真：白内障同時手術の過去，現在，未来．第 回日本網

膜硝子体学会，大阪， 年 月 日．

 井上真：網膜硝子体手術における合併症とその対策．第 回

日本網膜硝子体学会，大阪， 年 月 日．

 中山真紀子，山本亜希子，岡田アナベルあやめ，小林宏明，

松本杏奈，久須見有美，佐野公彦，北善幸：滲出型 再発

例に対する 投与の治療反応．第 回日本

眼循環学会・第 回日本網膜硝子体学会総会合同学会，大阪，

年 月 日．

 狩野麻里子，山本亜希子，古泉英貴，齋藤昌晃，丸子一朗，

飯田知弘，岡田アナベルあやめ，石龍鉄樹：典型滲出型加齢

黄斑変性に対する 硝子体内注射の１２ヶ月治療成績．

第 回日本眼循環学会・第 回日本網膜硝子体学会総会合

同学会，大阪， 年 月 日．

 佐野公彦，井上真，北善幸，國田大輔，折原唯史，廣田和成，

厚東隆志，平形明人： における ゲージ手術での

と の比較検討．第 回日本網膜硝子体学会，大

阪， 年 月 日．

 井上真： の徹底検証･･･あなたは本当に使いこなせてい

ますか？．第 回日本網膜硝子体学会，大阪， 年 月

日．

 横田怜二，厚東隆志，井上真，平形明人：アキュフォーカス挿

入術後の超広角眼底撮影および網膜光凝固の経験．第 回

日本網膜硝子体学会，大阪， 年 月 日．

 古泉英貴，狩野麻里子，山本亜希子，齋藤昌晃，丸子一朗，

石龍鉄樹，岡田アナベルあやめ，飯田知弘：滲出型加齢黄斑

変性に対するアフリベルセプト療法１２ヶ月間の中心窩下脈絡

膜厚変化．第 回日本眼循環学会・第 回日本網膜硝子体学

会総会合同学会，大阪， 年 月 日．

 秋山陽一，鈴木由美，吉川泉，浜由紀子，富田香，成田圭吾，

尾崎峰，山田昌和：巨大眼瞼部乳児血管腫を伴い不同視弱視

治療を要した乳児例．第 回日本弱視斜視学会，京都，

年 月 日．

 名畑浩昌，鈴木由美，吉川泉，浜由紀子，富田香，成田圭吾，

尾崎峰，山田昌和：外傷性眼瞼下垂による形態覚遮断弱視・内

斜視を呈した幼児例．第 回日本弱視斜視学会，京都，

年 月 日．

 北善幸：原発閉塞隅角緑内障．第 回

，東京， 年 月．

 

 岡田アナベルあやめ：アメリカの医学教育制度．杏林大学医学

部 ，東京， 年 月 日．

 

 

 井上真：小切開硝子体手術の展望．第 回鹿児島眼科集談

会，鹿児島， 年 月 日．

 岡田アナベルあやめ：アメリカの医学教育制度．城南眼科集談
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会，東京， 年 月 日．

 渡辺敏樹，気賀沢一輝，慶野博，安藤良将，毛塚剛司，田中

恵 子 ， 平 形 明 人 ：

と考えられた一症例．第 回日本神経眼科学会，千

葉， 年 月 日．

 慶野博，渡辺交世，首藤紘一，北岡康史，原田高幸，岡田アナ

ベルあやめ：レチノイン酸による実験的自己免疫性視神経炎の

軽症化 第 回日本神経眼科学会，千葉， 年 月

日．

 岡田アナベルあやめ：非感染性ぶどう膜炎．東京都眼科医会卒

後研修研究会，東京， 年 月 日．

 山田昌和：角結膜疾患の薬物治療：薬剤選択のノウハウ．平成

年度千葉県眼科医会学術講演会，千葉， 年 月 日．

 山田昌和：ドライアイ：診断・治療の最新戦略．第 回湘南眼科

俱楽部，鎌倉， 年 月 日．

 井上真：難治症例への小切開硝子体手術の適応．第 回栃木

県眼科医会研究会，宇都宮， 年 月 日．

 平形明人：眼球外傷．平成 年度卒後研修会，東京， 年

月 日．

 井上真：後眼部手術の最新の話題．千寿製薬社内講演会，東

京， 年 月 日．

 山田昌和：角結膜疾患の薬物療法：薬剤の選択と使い方．城西

武蔵野眼科講演会，東京， 年 月 日．

 井上真： による黄斑疾患への治療戦．城西武蔵野眼科講

演会，東京， 年 月 日．

 山田昌和：コンタクトレンズと角膜合併症．第 回京都北部病診

連携研究会，綾部， 年 月 日．

 平形明人：眼内腫瘍と紛らわしい病変．第 回東京眼科アカデミ

ー，東京， 年 月 日．

 松本杏奈，重安千花，中島史絵，山田昌和：コリネバクテリウム

による両眼性の感染性角膜炎の１例．第 回日本角膜学会，

高知， 年 月 日．

 中島史絵，重安千花，山田昌和，寺戸雄一，沖坂重邦： 様

の所見を呈した結膜の隆起性病変の１例．第 回日本角膜学

会，高知， 年 月 日．

 今野公士，山田昌和，重安千花，近藤義之： ％レバミピド点眼

液の白内障術後の眼表面保護効果．第 回日本角膜学会，高

知， 年 月 日．

 

 

横浜

 井上真：サージカルの立場より における外科的治療の可

能性を再考する 糖尿病黄斑浮腫の ，東京， 年 月

日．

 

 平形明人：成人の眼底腫瘍の鑑別．第 回山形

研究会，山形， 年 月 日．

 山田昌和：ドライアイ： を重視した治療戦略．第 回宮城オ

キュラーサーフェス講演会，仙台， 年 月 日．

 山田昌和：ドライアイ：診断・治療の最新戦略．第 回名古屋ドラ

イアイケアセミナー，名古屋， 年 月 日．

 

 山田昌和：ドライアイ： を重視した治療の考え方．第 回千

葉オキュラーサーフェス研究会，千葉， 年 月 日．

 平形明人：アトピー性皮膚炎に伴う網膜剥離．新宿 の

会，東京， 年 月 日．

論 文

 斎藤恒浩，廣田和成，井上真，野村昌弘１，岡田アナベルあや

め，平形明人（１国家公務員共済組合連合会立川病院眼科）：

病に伴う傍乳頭血管腫の治療の 症例．日

眼会誌 ．

 高田洋平，桜井俊輔，宮本幸治，坂元伸行，宮崎剛，山田昌

和：ヒト重層化培養角膜上皮モデルを用いた眼科用製剤の眼

刺激性に関する新規評価手法の開発．あたらしい眼科

．

 

 

 

 

 

 ｔ４
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 富田茜，柳沼重晴，今野公士，松本祐磨，渡邊格，木村奈津

子，横井秀格，井上真，甲能直幸，平形明人：副鼻腔炎に合併

し急激に失明に至った眼窩蜂窩織炎，眼窩骨膜下膿腫の１例

眼科 ．

 

 

 

with Down’s syndrome. Br J Ophthalmol 98:1442

 

 

 大島佑介，門之園一明，井上真： 印象記，眼臨紀

， ．

 

 

 

Behçet's disease. Eye 28:1100

 

safety of infliximab treatment for uveitis in Behcet’s disease: a 

 山 田 昌 和 ： 涙 液 の リ ピ ド ミ ク ス ． あ た ら し い 眼 科

．

 山田昌和：ドライアイ．内科 ．

 平塚義宗，山田昌和，阿久根陽子，村上晶，山下英俊，大橋

裕一：眼科臨床におけるアウトカム評価：新しい視覚関連

指標 ．日眼会誌 ．

 山田昌和：ドライアイと ．日本の眼科 ．

 井上真：最新の硝子体手術環境．あたらしい眼科 ，

．

 井上真：硝子体手術のウエットラボ．日本の眼科 ，

．

 渡邊交世，岡田アナベルあやめ：リウマチ性疾患の症候学，ぶ

どう膜炎．分子リウマチ治療，先端医学社

 

 

 

κB inhibitor, reduces 

1β in human corneal fibroblasts. Graefes Arch Clin Exp 
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著 書

 平形明人： 超広角でみる眼底病変診

断．平形明人，大路正人，井上真，瓶井資弘編集．東京，メジ

カルビュー社， ． ．

 平形明人：外傷性黄斑円孔 超広角でみる眼底病変診断．平

形明人，大路正人，井上真，瓶井資弘編集．東京，メジカルビ

ュー社， ．

 平形明人：視神経乳頭ピットに伴う網膜剥離 超広角でみる眼

底病変診断．平形明人，大路正人，井上真，瓶井資弘編集．

東京，メジカルビュー社， ．ｐ ．

 平形明人：朝顔症候群に伴う網膜剥離 超広角でみる眼底病

変診断．平形明人，大路正人，井上真，瓶井資弘編集．東京，

メジカルビュー社， ．

 平形明人：眼科健康診断（眼底検査）での超広角眼底撮影の

利用 超広角でみる眼底病変診断．平形明人，大路正人，井

上 真 ， 瓶 井 資 弘 編 集 ． 東 京 ， メ ジ カ ル ビ ュ ー 社 ，

 廣田和成，平形明人：視神経乳頭異常（Ⅰ 視神経乳頭ピット，

Ⅱ 朝顔症候群，Ⅲ 乳頭コロボーマ）．眼科臨床エキスパート

網膜剥離と極小切開硝子体手術．寺崎浩子，吉村長久編集．

東京，医学書院， ．

 Okada AA. Behçet’s disease. In: Ophthalmology, Fourth 

 山田昌和： 歳児眼健診の有効性．眼科診療クオリファイ

弱視・斜視診療のスタンダード．不二門尚編．東京，中山書店，

．

 山田昌和：癒着性斜視に対する羊膜移植術について教えてく

ださい．眼科診療クオリファイ 弱視・斜視診療のスタンダー

ド．不二門尚編．東京，中山書店， ．

 山田昌和：網膜剥離術後斜視．眼手術学 眼筋・涙器．佐藤

美保，佐々木次壽編．東京，文光堂， ．

 山田昌和： 角膜変性．眼科診療クオリファイ 角膜

混 濁 の す べ て ． 井 上 幸 次 編 ． 東 京 ， 中 山 書 店 ，

．

 山田昌和編：眼科診療クローズアップ．東京，メジカルビュー社，

 山田昌和：ドライアイ．今日の治療指針 年版．福井次矢，

高木誠，小室一成編．東京，医学書院，

 山田昌和：表層角膜炎．南山堂医学大辞典 第 版．秋澤忠

男ほか編．東京，南山堂，

 
the retinal surgeon’s view. Cataract Surgery:Maximizing outcomes 

 

 井上真： 撮り方のコツ．超広角でみる眼底病変診

断．東京，メジカルビュー社 ．

 井上真：眼底像，蛍光像のメリット・デメリット．超広角でみる眼底

病変診断．東京，メジカルビュー社 ｐ ．

 井上真：眼底像，最も多い上方弁状裂孔原性網膜剥離．超広

角 で み る 眼 底 病 変 診 断 ． 東 京 ， メ ジ カ ル ビ ュ ー

社 ．

 井上真：眼底検査．第 章研修で学ぶべき検査技術と知識．眼

科 研 修 ノ ー ト 改 訂 第 版 ， 東 京 ， 診 断 と 治 療 社

．

 井上真：裂孔原性網膜剥離．専門医のための眼科診療クオリフ

ァイ 眼救急疾患スクランブル，東京，中山書店， ．

．

 井上真：黄斑部膜処理．網膜剥離と極小切開硝子体手術，眼

科臨床エキスパート．東京，医学書院， ． ．

 井上真：硝子体手術の特性．小切開硝子体手術入門！ これだ

けわかれば始められる ．東京，メジカルビュー社， ．

．
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 井上真：同時手術の適応と 選択．小切開硝子体手術入

門！ これだけわかれば始められる ．東京，メジカルビュー社，

． ．

 井上真：飛蚊症．今日の治療指針 私はこう治療している ．

東京，医学書院， ．

 慶野博：ここが知りたい ぶどう膜炎診療 ぶどう膜炎治療の組

み立て方 ．眼科グラフィック 大阪，メディカ出版，

 慶野博：免疫抑制薬の使い方 あたらしい眼科 ，東京，メディ

カル葵， ．

 慶野博，岡田アナベルあやめ：ぶどう膜炎の評価 眼炎症の標

準的評価法 ワーキンググループによる分類 ，眼科 ．

東京，金原出版， ．

 慶野博：サルコイドーシス．超広角でみる眼底病変診断．東京，

メディカルビュー社， ．

 慶野博：急性網膜壊死．超広角でみる眼底病変診断．東京，メ

ディカルビュー社

 慶野博：眼内悪性リンパ腫．超広角でみる眼底病変診断．東京，

メディカルビュー社，

 慶野博 多発性後極部網膜色素上皮症．超広角でみる眼底病

変診断．東京，メディカルビュー社，

 北善幸：いまさら聞けない の活かし方．緑内障の 撮

影．眼科グラフィック ， ．

 北善幸：緑内障セミナー． ．あたらしい眼科 ． ．

 北善幸： 病．超広角でみる眼底病変診断．

平形明人，大路正人，井上真，瓶井資弘編 東京，メジカルビュ

ー社， ．

 北善幸： 病．超広角でみる眼底病変診断．平形明人，大

路正人，井上真，瓶井資弘編．東京，メジカルビュー社， ．

 北善幸：下方弁状裂孔網膜剥離（バックル症例）．超広角でみ

る眼底病変診断．平形明人，大路正人，井上真，瓶井資弘編．

東京，メジカルビュー社， ．

 北善幸：強度近視眼での格子状変性内円孔による網膜剥離

（バックル症例）．超広角でみる眼底病変診断．平形明人，大路

正人，井上真，瓶井資弘編．東京，メジカルビュー社， ．

特許等知的財産関係，報告書

 平形明人：読書が可能な人工視覚システム（脈絡膜上 経網膜

電気刺激 法の実用化）厚生労働科学研究費補助金（医療

機器開発研究事業 医療機器 一般 分担研究報告

書，

 平形明人：読書が可能な人工視覚システム（脈絡膜上 経網膜

電気刺激 法の実用化）厚生労働科学研究費補助金（医療

機器開発研究事業 医療機器 一般 ） 分担研究総合

報告書，

 慶野博：硝子体による眼内免疫寛容の作用機構の解明

文部科学省 科学研究費補助金 基盤研究 平成

年度 平成 年度．

その他

 平形明人：老化現象？それとも病気のサイン？飛蚊症．きょうの

健康 出版 東京 ．

 平形明人： だから見逃さなかった 第 回日本臨床眼科

学会 セミナーリポート， 中央産業

貿易株式会社 東京 ．

 平形明人：糖尿病網膜症〜最新情報〜 ホスト 武井泉（東京

歯科大学市川総合病院 糖尿病・内分泌センター）．

．メディカルジャーナル，東京， ．

 平形明人：なんでも健康相談「複数の目の病気があるので失明

が心配です」 きょうの健康 月号， ．

 平形明人：治療選択肢が広がった今，糖尿病黄斑浮腫につい

て再考する①診断・検査編．北野滋彦，厚東隆志，山本禎子．

座談会，京王プラザホテル， 年 月 日

 平形明人：治療選択肢が広がった今，糖尿病黄斑浮腫につい

て再考する②治療編．北野滋彦，厚東隆志，山本禎子．座談

会，京王プラザホテル， 年 月 日

 平形明人：症例から学ぶ眼底疾患アップデート 年 ．奈良

県眼科医会報

 平形明人：名医のセカンドオピニオン．週刊朝日 月 日増大号，

，朝日新聞出版，東京，

 

受賞

 井上真：第 回杏林医学学会研究奨励賞 受賞， 年 月

日

耳鼻咽喉科学教室

講 演

 

 

 

 

 横井秀格：アレルギー性鼻炎－診断と治療における最新の戦

略－．北多摩耳鼻咽喉科医会，東京， 年 月 日．

 川原敬祐：難治性中耳炎の一例．第 回杏林大学耳鼻咽喉科

病診連携カンファレンス，三鷹， 年 月 日．

 阿部千草：嚥下障害を主訴とした小脳橋角部髄膜腫の一例．

第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹，

年 月 日．

 小野修平：内視鏡下鼻内手術にて摘出した若年性鼻咽頭血管

線維種（ 分類： Ⅱ ）の一例．第 回杏林大学

耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹， 年 月 日．

 池田哲也，小柏靖直，横井秀格，甲能直幸：口腔扁平苔癬およ

び口腔扁平苔癬類似粘膜炎の臨床病理組織学的検討．第

回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，福岡， 年 月

日．

 小柏靖直，松本吉史，茂呂順久，中村健大，佐藤大，甲能直

幸：頭頸部領域に対する 蛍光法と超音波造影剤ソナゾイド

を併用したセンチネルリンパ節生検に関する検討．第 回日

本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，福岡， 年 月

日．

 増田正次，甲能直幸，小川郁：耳鳴患者に対するストレス応答

の他覚的測定－第 報 耳鳴の重症度，精神状態の影響につ
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いて－．第 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，福岡，

年 月 日．

 横井秀格，松本祐磨，川田往嗣，甲能直幸：花粉特異的 陽

性者における 特異的 抗体の関与について．第 回

日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会，福岡， 年 月

日．

 今西順久，佐藤陽一郎 渡部佳弘 関水真理子 伊藤文展

小澤宏之 小川郁：下咽頭癌・声門上癌 （＋）例に対する経

口的切除（ ）＋ 頸部郭清術の治療成績の検討．第 回

日本頭頸部癌学会，東京， 年 月 日．

 小柏靖直：当科における頭頸部癌化学療法の臨床と研究．多

摩頭頸部がんセミナー，東京， 年 月 日．

 横井秀格：脊索腫との鑑別が困難であった斜台部悪性リンパ腫

の一例．第 回日本頭蓋底外科学会，東京， 年 月

日．

 川原敬祐，濱之上泰裕，増田正次，甲能直幸： 関連血管

炎性中耳炎の 例．一般社団法人日本耳鼻咽喉科学会東京都

地方部会定例会 第 回学術講演会，東京， 年 月

日．

 唐帆健浩：嚥下障害患者への気管カニューレの選択と抜去の

判断基準．第 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大

会，東京， 年 月 日．

 佐藤大，甲能直幸：原発性マクログロプリン血症治療後に発見

された舌アミロイドーシスの 例．第 回日本口腔・咽頭科学会

総会 学術講演会，札幌， 年 月 日．

 松本吉史，小柏靖直，甲能直幸：セツキシマブは増殖抑制効果

に耐性を持つ頭頸部癌細胞株の遊走および浸潤を阻害する．

第 回日本口腔・咽頭科学会総会 学術講演会，札幌，

年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下障害に対するチーム医療と病診連携．第 回

鹿児島県耳鼻咽喉科学術集会，鹿児島， 年 月 日．

 佐藤大，小柏靖直，茂呂順久，松本吉史，濱ノ上泰裕，甲能直

幸： 蛍光法と超音波造影剤ソナゾイドを併用した頭頸部セ

ンチネルリンパ節生検に関する基礎研究．第 回 研究会

学術集会，鹿児島， 年 月 日．

 松本吉史，櫻井裕之，小柏靖直，木村徹，甲能直幸：セツキシ

マブは増殖抑制効果に耐性を持つ頭頸部癌細胞株の遊走お

よび浸潤を阻害する．第 回日本癌学会学術総会，横浜，

年 月 日．

 横井秀格，田中秀峰，松本祐磨，木村奈津子，池田哲也，甲

能直幸：脊索腫との鑑別が困難であった斜台部悪性リンパ腫の

一例．第 回日本鼻科学会総会・学術講演会，大阪， 年

月 日．

 池田哲也，松本祐磨，横井秀格，甲能直幸：ビスフォスフォネー

ト関連顎骨壊死による副鼻腔炎の 例．第 回日本鼻科学会総

会・学術講演会，大阪， 年 月 日．

 横井秀格：花粉症診断における 特異的 抗体の関与．

第 回日本鼻科学会総会・学術講演会，大阪， 年 月

日．

 渡邉格，横井秀格，松本祐磨，池田哲也，甲能直幸：内視鏡下

鼻内手術にて摘出した若年性鼻咽頭血管線維腫（

）の一例．第 回日本鼻科学会総会・学術講演会，大

阪， 年 月 日．

 松本祐磨，横井秀格，池田哲也，甲能直幸：ハイドロデブリッタ

ーが有用であった汎副鼻腔病変を認めたアレルギー性真菌性

副鼻腔炎の一例．第 回日本鼻科学会総会・学術講会，大阪，

年 月 日．

 山中英敬，横井秀格，松本祐磨，渡邉格，池田哲也，甲能直

幸： が有用であった，慢性副鼻腔炎再発と共に右眼窩

前頭部コレステリン肉芽腫を認めた一例．第 回日本鼻科学会

総会・学術講演会，大阪， 年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下障害診療の最前線．杏林大学医学部公開講演

会，三鷹， 年 月 日．

 唐帆健浩，佐藤哲也，川原敬祐，甲能直幸：嚥下造影検査の

代替としての嚥下内視鏡・圧検査の有用性．第 回多摩耳鼻

咽喉科臨床研究会，三鷹， 年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下機能と嚥下障害に関わる総論．第 回日本嚥下

医学会主催嚥下機能評価研修会，東京， 年 月 日．

 増田正次，務台英樹 有本友季子 仲野敦子 甲能直幸 松

永達雄： フレームシフト変異の分子病態と遺伝子診断

に関する考察．第 回日本耳科学会総会・学術講演会，新潟，

年 月 日．

 藏口潤，他：当科における口腔扁平苔癬の臨床病理組織学的

検討－第 報－．第 回公益社団法人日本口腔外科学会総

会・学術大会，千葉， 年 月 日．

 池田哲也，他：当科におけるゾレドロネート誘発ビスフォスフォネ

ート関連顎骨壊死の臨床的検討．第 回公益社団法人日本口

腔外科学会総会・学術大会，千葉， 年 月 日．
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 横井秀格：慢性副鼻腔炎の診断と治療－近年難治性で問題と

なっている好酸球性副鼻腔炎から昔ながらの病態，歯性副鼻

腔炎の最新の知見－．平成 年度保険医療講習会 主催 東

京都医師会 東京都福祉保健局，東京， 年 月 日．

 濱之上泰裕，小柏靖直，佐藤大，茂呂順久，佐藤哲也，甲能

直幸：佐藤式彎曲型咽喉頭直達鏡を用いて安全に摘出できた

頸部食道異物の 症例．第 回日本気管食道科学会総会なら

びに学術講演会，高知， 年 月 日．

 佐藤大，小柏靖直，茂呂順久，松本吉史，濱之上泰裕，甲能

直幸： 蛍光法と超音波造影剤ソナゾイドを併用した経皮的

なセンチネルリンパ節の同定に関する検討．第 回日本気管

食道科学会総会ならびに学術講演会，高知， 年 月

日．

 佐藤哲也，唐帆健浩，濱之上泰裕，小柏靖直，甲能直幸：瘻管

摘出術から 年以上経過して頸部膿痬を再発した梨状窩瘻の
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例．第 回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会，

高知， 年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下障害の評価・診断法．第 回嚥下機能評価研修

会，高知， 年 月 日．

 笠倉奈津子，増田正次，増田佐和子，阪本浩一，小河原昇，

三澤逸人，甲能直幸，松永達雄：両側性低音障害型感音難聴

の分子遺伝学的検討． 回日本聴覚医学会総会・学術講演会，

下関， 年 月 日．

 松本吉史：腫瘍外来．第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連携カ

ンファレンス，三鷹， 年 月 日．

 松本丈武：難聴外来．第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連携カ

ンファレンス，三鷹， 年 月 日．

 松本祐磨：副鼻腔・頭蓋底手術外来，鼻アレルギー．第 回杏

林大学耳鼻咽喉科病診連携カンファレンス，三鷹， 年 月

日．

 川原敬祐：摂食嚥下外来．第 回杏林大学耳鼻咽喉科病診連

携カンファレンス，三鷹， 年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下障害診療におけるチーム医療と地域医療連携．

府中市医師会学術講演会，府中， 年 月 日．

 横井秀格：花粉症の診断と治療～検査に を当てて～．板

橋区耳鼻咽喉科医会学術講演会，東京， 年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下障害診療におけるチーム医療と地域医療連携．

稲城市医師会学術講演会，稲城， 年 月 日．

 阿部千草：顎下部に生じた （粘液腫）の 例．第 回日

本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会，大阪， 年

月 日．

 松本吉史：セツキシマブは頭頸部癌細胞株の局所浸潤を抑制

する．第 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会，

大阪， 年 月 日．

 川 原 敬 祐 ： 耳 下 腺 上 皮 筋 上 皮 癌 （

）の 例．第 回日本頭頸部外科学会総会ならびに

学術講演会，大阪， 年 月 日．

 甲能直幸：頭頸部癌治療の最新情報 第 回御茶ノ水耳鼻

咽喉・頭頸科治療研究会 東京， 年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下障害診療の最前線．小平市医師会・小平市歯

科医師会 市民公開講座，小平， 年 月 日．

 唐帆健浩：嚥下内視鏡検査の実際（各論）．第 回日本嚥下医

学会嚥下評価研修会，福島， 年 月 日．

 甲能直幸：耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域の最新情報．第 回

大分耳鼻咽喉科臨床研究会，大分， 年 月 日．

 

 松本吉史：セツキシマブが頭頸部癌に与える影響について．第

回南関東頭頸部腫瘍懇話会，東京， 年 月 日．

 唐帆健浩：摂食嚥下機能療法（嚥下訓練，口腔ケア，気道管理

を含む）．第 回日本嚥下医学会主催嚥下機能評価研修会，福

岡， 年 月 日．

 池田哲也：歯肉出血を契機に判明した後天性血友病の一例．

第 回（一社）日本有病者歯科医療学学会総会・学術集会，旭

川， 年 月 日．

 池田哲也：当科におけるビスフォスフォネート関連顎骨壊死

に対する対応について．第 回（一社）日本有病者歯

科医療学学会総会・学術集会，旭川， 年 月 日．

論 文

 小 柏 靖 直 甲 能 直 幸 ： 頭 頸 部 癌 に お け る

．外科 （ ）： ， ．

 甲能直幸：診断と治療 頭頸部癌の化学療法と放射線療法．日

本耳鼻咽喉科学会会報 （ ）： ，

 唐帆健浩：嚥下障害に対する外科的治療の適応と術式の選択．

耳鼻咽喉科臨床 （ ）： ， ．

 唐帆健浩：嚥下障害に対する耳鼻咽喉科医の役割 耳鼻咽喉

科一般外来における嚥下指導と嚥下訓練．日本耳鼻咽喉科学

会会報 （ ）： ，

 小柏靖直 甲能直幸：頭頸部癌化学療法の歴史．

（ ）： ，

 甲 能 直 幸 ：用 語 解 説 再 発 性 多 発 性 軟 骨 炎

．日本気管食道科学会会報 （ ）：

，

 唐帆健浩：口腔咽頭喉頭科学・気管食道科学領域 嚥下内視

鏡検査で誤嚥を認めた ． （ ）： ，

 唐帆健浩，甲能直幸：術中・術後合併症とその管理 精神・神

経系 嚥下障害．臨床外科 （ ）： ，

 甲能直幸：用語解説 臓器機能温存治療．日本気管食道科学

会会報 （ ）： ，

 横井秀格：アレルギー性鼻炎に対する代替医療．アレルギーの

臨床 （ ）： ，

 横井秀格：慢性副鼻腔炎の診断と治療 近年難治性で問題と

なっている好酸球性副鼻腔炎から昔ながらの病態，歯性副鼻

腔炎の最新の知見．東京都医師会雑誌 （ ）： ，

 横井秀格： 慢性副鼻腔炎・鼻ポリー

プ．呼吸器内科 （ ）： ，

 小柏靖直 尾川昌孝 甲能直幸：成人に発症した原因不明の

軟口蓋穿孔の 例．口腔・咽頭科 （ ）： ，

 濱之上泰裕 横井秀格 川田往嗣 松本祐磨 中村健大 甲

能直幸：稀な顔面外傷の一例 頭頸部外科 ：

 藤島一郎¹ 唐帆健浩 林良幸² 中山剛志³ 巨島文子⁴ 倉智

雅子⁵（¹浜松市リハビリテーション病院，²杏林大学 リハビリテー

ション室，³杏林大学 摂食嚥下センター，⁴京都第一赤十字病

院，⁵新潟リハビリテーション大学） 症例 私の治療方針 重度

偽性球麻痺 解説 嚥下医学 ： ，

 佐藤哲也¹, 唐帆健浩(¹至誠会第二病院 程度を評価する方法

はありますか ： ，

 唐帆健浩：特集「杏林大学と地域医療」外来センター：摂食嚥下

センター．杏林医学会雑誌 ： ， ．

 松本吉史，小柏靖直，甲能直幸：頸部リンパ節結核９症例の検

討．日本耳鼻咽喉科学会誌 ： ，
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著 書

 甲能直幸，唐帆健浩，小柏靖直：頭頸部がん治療薬．がん薬物

療法キードラッグ 古瀬純司編著 東京 中外医学社，

．

産科婦人科学教室

講 演

 田中啓，齋藤將也，松島実穂，宮﨑典子，和地祐一，井澤朋

子，酒井啓治，岩下光利：妊娠糖尿病において妊娠中母体体

重増加が胎児発育を促進する．公益社団法人日本産科婦人科

学会第 回学術講演会，東京， 年 月 日．

 齋藤將也，田中啓，松島実穂，宮﨑典子，和地祐一，井澤朋

子，酒井啓治，岩下光利：カーボカウントを用いた妊娠糖尿病

管理とその転帰．公益社団法人日本産科婦人科学会第 回学

術講演会，東京， 年 月 日．

 渡邉百恵，澁谷裕美，藤田亜也，齋藤郁恵，黒田恵子，西ケ谷

順子，百村麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：婦人科手術

症例における術後フォンダパリヌクスナトリウム投与の有効性と

安全性についての検討．公益社団法人日本産科婦人科学会

第 回学術講演会，東京， 年 月 日．

 宮﨑典子，井澤朋子，松島実穂，和地祐一，酒井啓治，岩下

光利：子宮動脈塞栓術後に癒着胎盤となった 例．公益社団法

人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東京， 年 月

日．

 松島実穂，井澤朋子，酒井啓治，岩下光利：血管内皮細胞は

を分泌し絨毛細胞の遊走を促進する．

公益社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東京，

年 月 日．

 黒田恵子，澁谷裕美，長内喜代乃，西ケ谷順子，松本浩範，百

村麻衣，小林陽一，岩下光利：ジェノゲスト長期投与例の検討．

公益社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東京，

年 月 日．

 嘉治真彦，上原彩子，谷垣伸治，小林陽一，岩下光利，清河

康：卵管単独茎捻転の 例の検討．公益社団法人日本産科婦

人科学会第 回学術講演会，東京， 年 月 日．

 松澤由記子，西ケ谷順子，野田清香，渡部耕平，澁谷裕美，百

村麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：子宮肉腫の術前診

断についての検討．公益社団法人日本産科婦人科学会第

回学術講演会，東京， 年 月 日．

 堂園渓，田中啓，百村麻衣，澁谷裕美，西ケ谷順子，松本浩範，

小林陽一，岩下光利：術中腹水細胞診陽性は子宮体癌

（類内膜腺癌 および ）症例の再発リスク因子である．公益

社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東京，

年 月 日．

 長内喜代乃，小林陽一，井澤朋子，酒井啓治，岩下光利：ラメ

ルテオンは子宮体癌培養細胞の増殖，浸潤を抑制する．公益

社団法人日本産科婦人科学会第 回学術講演会，東京，

年 月 日．

 田中啓，宮﨑典子，松島実穂，柳下玲子，谷垣伸治，岩下光

利：“Overlapped placentas”を呈した二絨毛膜二羊膜双胎の一

例．日本超音波学会第 回学術集会，横浜， 年 月

日．

 竹森聖，長内喜代乃，井上慶子，和地祐一，井澤朋子，酒井

啓治，岩下光利：当院における単一臍帯動脈 例の検討．第

回東京産科婦人科学会例会，東京， 年 月 日．

 

 

 百村麻衣，小林陽一，長内喜代乃，澁谷裕美，西ケ谷順子，松

本浩範，岩下光利，坂本穆彦，藤原正親：細胞所見が有用であ

った小細胞癌を主体とした子宮体部癌肉腫の 例．第 回日本

臨床細胞学会春期大会，横浜， 年 月 日．

 堂園渓，西ケ谷順子，野田清香，片山素子，長内喜代乃，澁谷

裕美，百村麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：パゾパニブ

により を維持している子宮平滑筋肉腫再発の 例．第

回関東連合産科婦人科学会学術集会，東京， 年 月

日．

 井上慶子，井澤朋子，渡部耕平，黒田恵子，宮﨑典子，松島

実穂，長内喜代乃，和地祐一，酒井啓治，岩下光利：ヘパリン

カルシウム皮下注射の一過性トランスアミナーゼの上昇につい

て．第 回関東連合産科婦人科学会学術集会，東京，

年 月 日．

 深川裕一郎，澁谷裕美，本田理貢，荒岡千景，西ケ谷順子，百

村麻衣，松本浩範，橋場剛士，小林陽一，岩下光利：腹腔鏡下

手術摘出標本にて診断しえた卵巣ステロイドホルモン産生腫瘍

の 例．第 回四水回，東京， 年 月 日．

 谷垣伸治，秦ひろか，漆山大知，佐々木かりん，岩下光利，秦

健一郎：先天異常例の網羅的遺伝子解析の課題—日本人正常

集団の標準遺伝配列情報の必要性．第 回日本周産期・新生

児医学会学術集会，浦安， 年 月 日．
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 田中啓，和地祐一，井澤朋子，谷垣伸治，酒井啓治，岩下光

利：妊娠糖尿病のインスリン抵抗性に影響を与える周産期因子

の検討．第 回日本周産期・新生児医学会学術集会，浦安，

年 月 日．

 山田研二，柳下玲子，谷垣伸治，高木崇子，松島実穂，宮﨑

典子，田島泰宏，岩下光利：左上大静脈遺残の出生前診断に

おける有用性とその診断法について．第 回日本周産期・新生

児医学会学術集会，浦安， 年 月 日．

 松澤由記子，井澤朋子，渡部耕平，黒田恵子，井上慶子，宮

﨑典子，松島実穂，和地祐一，酒井啓治，岩下光利：出生前診

断が困難であった 連合の 例．第 回日本周産期・新

生児医学会学術集会，浦安， 年 月 日．

 和地祐一，井上慶子，宮﨑典子，松島実穂，井澤朋子，酒井

啓治，岩下光利：分娩における自己血輸血に関する検討．第

回日本周産期・新生児医学会学術集会，浦安， 年 月

日．

 松本浩範，小林陽一，長内喜代乃，澁谷裕美，西ケ谷順子，百

村麻衣，岩下光利，山崎龍王，梅澤聡，磯西成治，武知公博，

村松俊成：プラチナ感受性再発卵巣癌に対する （ゲムシタビ

ン・カルボプラチン併用）療法の有用性．第 回日本婦人科腫

瘍学会学術講演会，宇都宮， 年 月 日．

 百村麻衣，小林陽一，堂園渓，田中啓，長内喜代乃，澁谷裕

美，西ケ谷順子，松本浩範，岩下光利：再発卵巣癌に対するノ

ギテカン＋経口エトポシド併用療法の第Ⅱ相試験．第 回日本

婦人科腫瘍学会学術講演会，宇都宮， 年 月 日．

 吉田真衣子，山下詠子，堂園渓，苅安俊哉，大森嘉彦，下山

田博明，小林陽一，大倉康男，似鳥俊明：急速な貧血の進行を

伴いプレショックに至った線維腫茎捻転の１例． 第 回

シンポジウム，淡路， 年 月 日．

 堂園渓，鳥海玲奈，田中啓，百村麻衣，澁谷裕美，西ケ谷順子，

松本浩範，小林陽一，岩下光利，吉田真衣子，山下詠子，似

鳥俊明：子宮肉腫との鑑別が困難であった子宮腺筋腫の 例．

第 回シンポジウム，淡路， 年 月 日．

 岩下光利：産婦人科医をめぐる最近のトッピクス．東北大学病院

総合周産期母子医療センター周産期医療セミナー，仙台，

年 月 日．

 齋藤將也，澁谷裕美，渡邉百恵，松本浩範，橋場剛士，小林

陽一，岩下光利：腹腔鏡下手術後に発症した子宮留血症の 例．

第 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会，鹿児島，

年 月 日．

 渡邉百恵，澁谷裕美，齋藤將也，西ケ谷順子，松本浩範，橋場

剛士，小林陽一，岩下光利：腹腔鏡下卵巣子内膜症性嚢胞術

後症例の検討．第 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演

会，鹿児島， 年 月 日．

 岡愛子，百村麻衣，鳥海玲奈，齋藤將也，堂園渓，田中啓，澁

谷裕美，西ケ谷順子，松本浩範，小林陽一，岩下光利：子宮肉

腫と鑑別した子宮腺筋腫の 例．第 回東京産科婦人科学会

例会，東京， 年 月 日．

 

 橋場剛士：頸管内癒着を伴う 症候群の評価に

を用いた子宮卵管造影が有用．第 回日本産婦人科

手術学会，札幌， 年 月 日．

 渡部耕平，田中啓，齋藤郁恵，松島実穂，松澤由記子，和地

祐一，井澤朋子，酒井啓治，岩下光利：出生前診断した

症候群の１例．第 回関東連合産

科婦人科学会学術集会，松本， 年 月 日．

 鳥海玲奈，小林陽一，齋藤將也，澁谷裕美，西ケ谷順子，百村

麻衣，松本浩範，宮崎紳一郎，岩下光利：難治性婦人科再発

悪性腫瘍に対するサイバーナイフの有用性．第 回関東連合

産科婦人科学会学術集会，松本， 年 月 日．

 橋場剛士，荒岡千景，松澤由記子，和地祐一，岩下光利：

症候群の成因と予防に関する考察．第 回関東連

合産科婦人科学会学術集会，松本， 年 月 日．

 本田理貢，田中啓，松島実穂，宮﨑典子，和地祐一，酒井啓

治，岩下光利：三胎妊娠に合併した巨大黄体過剰反応の一例．

第 回日本母体胎児医学会学術集会，佐世保， 年 月

日．

 岡愛子，井澤朋子，藤田亜也，上原一朗，松島実穂，酒井啓

治，岩下光利：産褥心筋症の 例．第 回日本母体胎児医学会

学術集会，佐世保， 年 月 日．

 長内喜代乃，西ケ谷順子，百村麻衣，松本浩範，水谷奈津子，

坂本憲彦，平野和彦，藤原正親，望月眞，小林陽一，岩下光

利：若年女性に発生した子宮頸部 の 例．

第 回日本臨床細胞学会秋期大会，下関， 年 月

日．

 

 岩下光利：産科医と助産師の連携．第 回愛知産婦人科研究会

特別講演，名古屋， 年 月 日．

 竹森聖，井澤朋子，深川裕一郎，齋藤將也，荒岡千景，片山

素子，井上慶子，柳下玲子，和地祐一，酒井啓治，小林陽一，

岩下光利：当院で経験した先天型筋強直性ジストロフィーの二

例．第 回四水会，東京， 年 月 日．

 松澤由記子，清本千景，和地祐一，橋場剛士，岩下光利：

症候群の術後に妊娠に至った 症例．第 回日本生

殖医学学術講演会，東京， 年 月 日．

 冨岡紀子，井澤朋子，岡愛子，中島千絵，田中啓，松島実穂，

和地祐一，酒井啓治，岩下光利：出生前に診断に苦慮した小

腸捻転症の 例．第 回東京産科婦人科学会例会，東京，

年 月 日．

 小林陽一：遺伝性腫瘍とその予防策～ホルモン剤の役割も含

めて～．三鷹市婦人科医会講演会，三鷹， 年 月 日．

 岩下光利：産科をめぐる最近のトピックス．第 回日本医科大学

産科婦人科学教室同窓会特別講演，東京， 年 月 日．

 本田理貢，百村麻衣，鳥海玲奈，齋藤將也，渋谷英里子，松

本浩範，小林陽一，岩下光利：細胞診が診断に有用であった骨

盤内放線菌症の 例．第 回東京産科婦人科学会例会，東京，

年 月 日．

 小林陽一：婦人科がん治療の副作用対策における漢方の役割．

第 回栃木県北化学療法セミナー（日本薬剤師研修センター認

定予定講演会），大田原， 年 月 日．

論 文
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 深川裕一郎，澁谷裕美，高木崇子，長内喜代乃，西ケ谷順子，

百村麻衣，松本浩範，小林陽一，岩下光利：著明なリンパ節腫

大を伴った卵巣混合型胚細胞腫瘍の１例，関東産婦誌

 小林陽一：子宮がん化学療法の一問一答．プロフェッショナル

がんナーシング

 嘉治真彦，上原彩子，清河国康，谷垣伸治，小林陽一：

による保存療法を行った右卵巣周囲貯留嚢胞の 例．東京産婦

会誌

 渋谷英里子，井澤朋子，松島実穂，鳥海玲奈，高木崇子，井

澤朋子，酒井啓治，岩下光利：子宮動脈塞栓術後の子宮内感

染が カ月蔓延したが子宮温存し得た 例．東京産婦会誌

 谷垣伸治，田中啓，片山素子，宮﨑典子，松島実穂，秦健一

郎，岩下光利：助産師とのチーム医療を考える助産師の行う超

音波検査．日周産期・新生児会誌

 和地祐一，片山素子，上原一朗，松島実穂，宮﨑典子，井澤

朋子，谷垣伸治，酒井啓治，岩下光利：双胎帝王切開における

出血量についての検討．日周産期・新生児会誌

 田中啓，片山素子，松島実穂，宮﨑典子，和地祐一，井澤朋

子，谷垣伸治，酒井啓治，岩下光利： で出生し

た極低出世体重児の短期・長期予後と周産因子の検討．日周

産期・新生児会誌

 

，

 

 

 和地祐一，松澤由記子，井澤朋子，橋場剛士，酒井啓治，岩

下光利： 妊娠双胎と自然妊娠双胎の妊娠経過および分娩

経過に関する検討．東京産婦会誌

 齋藤將也，澁谷裕美，渡邉百恵，西ケ谷順子，百村麻衣，松本

浩範，小林陽一，岩下光利： 状結腸穿孔を伴った卵巣成熟嚢

胞性奇形腫悪性転化の 例．東京産婦会誌

 

 

 竹森聖，長内喜代乃，井上慶子，和地祐一，井澤朋子，酒井

啓治，岩下光利：当院における単一臍帯動脈 例の検討．東

京産婦会誌

 鳥海玲奈，黒田恵子，深川裕一郎，長内喜代乃，澁谷裕美，

西ケ谷順子，松本浩範，百村麻衣，小林陽一，岩下光利：卵巣

癌と鑑別が困難であった未分化子宮内膜肉腫の 例．東京産

婦会誌

 和地祐一，岩下光利：不妊治療の実際，多嚢胞性卵巣症候群

（ ）合併不妊の治療．産婦の実際

 宮﨑典子，井澤朋子，田中啓，松島実穂，和地祐一，谷垣伸

治，酒井啓治，岩下光利：子宮動脈塞栓術後に癒着胎盤となっ

た 例．産婦の実際

 

 岩下光利，久保田俊郎，井箟一彦：臨床医学の展望— 領域

のトピックス，産科学・婦人科学．日本医事新報

．

 

 

 

著 書

 小林陽一：子宮がん化額療法の一問一答，治療に伴う看護特

集患者のギモン・不安にこたえる，臓器別がん化学療法の一問

一答．プロフェショナルがんナーシング ．瀧本真弓，井淵富

美編．大阪，メディカ出版，

 酒井啓治，岩下光利：分娩記録の書き方．産婦人科研修ノート．

永井良三総監修，綾部琢哉，大須賀穣編．東京，診断と治療

社，

 谷垣伸治：妊婦健診に一歩差がつく産科超音波検査．東京，

医学書院， ．

 松島実穂，酒井啓治，岩下光利：産科合併症，貧血．イラストで

ハイリスク妊娠がわかる本，妊婦さんへの説明にそのまま使える，

ペリネイタルケア 新春増刊．中田雅彦編．大阪，メディカ

出版，
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放射線医学教室

講 演

 横山健一：心臓 の現状

．第 回日本医学放射線学会，横浜， 年

月 日

 苅安俊哉，横山健一，石村理英子，似鳥俊明，吉岡達也，山

村恒，宮崎功，小林邦典，竹島秀則，久原重英：

–

第 回日本医学放射線学会，横浜， 年

月 日

 

 横山健一：条件付き 対応植え込み型デバイス患者の

検査． ，名古

屋， 年 月 日．

 

．

 横山健一：条件付き 対応植え込み型デバイス患者の

検査． ，広島，

年 月 日．

 増田裕，黒木一典，立石秀勝，本谷啓太，岩元香保里，苅安

俊哉，似鳥俊明：当院における大腸出血に対する の検討．

日本 学会総会，奈良， 年 月 日

 
：

：

．

， ，

， ．

 似鳥俊明：条件付 対応循環器デバイス について．

，軽井沢， 年 月 日．

 横山健一：基礎から学ぶ心臓 撮像プロトコール．

，東京，

年 月 日．

 大原有紗：中枢神経領域〜日常よく遭遇する疾患の多面性〜．

第 回前期臨床研修医のための画像診断セミナー，東京，

年 月 日．

 立石秀勝，木下雄介，増田裕，黒木一典，似鳥俊明：治療方針

の決定と手技に難渋した特発性肋間動脈破裂の 例．第 回

末梢血管画像・血管内治療研究会，東京， 年 月 日．

 似鳥俊明：条件付 対応循環器デバイス について．東京

研究会 ，東京， 年 月 日．

 横山健一：診断の決め手となる撮像断面とコントラスト 胸部．第

回東京 研究会，東京， 年 月 日．

 苅安俊哉：出血と虚血：胸部領域．第 回吉祥寺画像診断セミ

ナー，東京， 年 月 日．

 横山健一： 患者における 撮像のワークフロー構築．

院内ワークフロー作成まで，東京， 年 月 日．

 山下詠子，高木康伸，八杉利治，元井亨，船田信顕，唐澤克

之，似鳥俊明：術前診断に苦慮した莢膜細胞腫の一例． ，

兵庫， 年 月 日．

 吉田真衣子，山下詠子，堂園渓，苅安俊哉，大森嘉彦，下山

田博明，小林陽一，似鳥俊明：急速な貧血の進行を伴いプレシ

ョック状態に至った線維腫茎捻転の１例． ，兵庫， 年

月 日．

 堂園渓，鳥海玲奈，田中啓，百村麻衣，澁谷裕美，西ヶ谷順子，

吉田真衣子，山下詠子，似鳥俊明：子宮肉腫との鑑別が困難

であった子宮腺筋腫の一例． ，兵庫， 年 月 日．

 ， ， ：

．

 横山健一：条件付き 対応植え込み型デバイス患者の

検査． ，仙台，

年 月 日．

 横山健一：条件付き 対応心臓デバイスの最新情報．第

回日本磁気共鳴医学会大会，京都， 年 月 日．

 苅安俊哉，横山健一，今井昌康，石村理英子，似鳥俊明，宮

崎功，吉岡達也，浜田健司：条件付き 対応植え込み型デ

バイス患者に対する心臓 検査の初期経験．第 回日本磁

気共鳴医学会大会，京都， 年 月 日．

 横山健一：血管性病変の画像診断 血管炎 改訂要

旨， ．第 回日本医学放射線学会秋季

臨床大会，神戸， 年 月 日．

 大原有紗，豊田圭子，土屋一洋，五明美穂，本谷啓太，田中

雅樹，永根基雄，塩川芳昭，大森嘉彦，平野和彦，菅間博，似

鳥俊明：側頭骨巨細胞腫の 例．第 回頭頸部放射線研究会，

神戸， 年 月 日．

 増田裕：産科出血の について．多摩画像診断と セミナ

ー ，東京， 年 月 日．

 横山健一：心臓 の意義と実際．埼玉西部心臓画像診断医

学セミナー，所沢， 年 月 日．

 

： ．

．

 木下雄介，増田裕，苅安俊哉，塚原弥生，本谷啓太，横山健

一，似鳥俊明：肺葉内分画症の 所見の検討．第 回日本

医学放射線学会，関東地方会定期大会，東京， 年 月

日．

 志賀久恵，増田裕，立石秀勝，苅安俊哉，五明美穂，村上清

寿，横山健一，黒木一典，似鳥俊明：遺残坐骨動脈再考．第

回日本医学放射線学会，関東地方会定期大会，東京，

年 月 日．

 立石秀勝，増田裕，苅安俊哉，黒木一典，似鳥俊明： シー

ス対応 カテーテルの使用経験例．東京アンギオ・ 会，

東京， 年 月 日．

 五明美穂，土屋一洋，大原有紗，立石秀勝，片瀬七朗，宮崎

功，似鳥俊明： 法と 法による の描出能の

検討．第 回日本脳神経 学会総会，名古屋， 年 月

日．

 山下詠子：婦人科領域の何これ －放射線科医の求める画

像－．第 回多摩 研究会，東京， 年 月

日．

 ：
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． ， ，

．

 
：

．

 五明美穂，土屋一洋，片瀬七朗，大原有紗，立石秀勝，宮崎

功，似鳥俊明： を用い

た頭蓋内血管壁描出能の検討．第 回日本神経放射線学会，

名古屋， 年 月 日．

 横山健一：心臓 の意義と実際．玉置地区循環器画像研究

会，山形， 年 月 日．

論 文

 横山健一，渡辺由，今井昌康，石村理英子，苅安俊哉，吉田

真衣子，似鳥俊明：大型血管炎の画像診断 −高安動脈炎の

病態，画像診断のすべてー．臨床画像 ： ， ．

 
（

，

）

． ：

．

 土屋一洋 ，五明美穂，大原有紗，似鳥俊明 東京逓信病院・

放射線科 ：頭蓋内主幹動脈閉塞の病態診断における を基

にした での非造影 の有用性．臨床放射線

 苅 安 俊 哉 ， 似 鳥 俊 明 ： 異 物 の 画 像 診 断 ． 画 像 診 断

： ， ．

 
（ ）：

．

– ．

 谷合誠一 ，横山健一（ 杏林大・医・第二内科学（循環器内

科））：循環器診療を支える最新の非侵襲的検査．杏林医学雑

誌 ： ．

 
（

）：

．

．

 土屋一洋 ，五明美穂（ 東京逓信病院・放射線科 ）：

． ．

著 書

 似鳥俊明編著： ・ 解体新書．東京，リブロ・サイエンス，ア

プリ版改訂， ．

 横山健一：Ⅳ章 胸部． 次元画像から学ぶ ・ 断層解剖．

似鳥俊明編集．東京，メディカル・サイエンス・インターナショナ

ル， ．

 立石秀勝：循環器内科医のための非心臓手術必須知識 こ

れだけは知っておこう解剖学の基礎知識 解剖学の基礎知識

脳神経．吉野秀朗，杉山政則編集．東京，メジカルビュー社，

ｐ

 五明美穂，土屋一洋：第 章脳奇形と類縁病態 第 節くも膜嚢

胞 第 節正常で見られる構造．圧倒的画像数で診る！頭部

疾患画像アトラス．土屋一洋，山田惠，森懇編．東京，羊土社，

ｐ

 大原有紗，藤川章： 全身性エリテマトーデスに伴う中枢神経

障害．圧倒的画像数で診る！頭部疾患画像アトラス．土屋一洋，

山田惠，森墾編．東京，羊土社， ．

その他

 似鳥俊明：日刊現代“異色の医師”,p16, 2014年 月 日．

 立石秀勝： ﾄﾞﾗﾏ『ホワイト・ラボ～警視庁特別科学捜査班～』

第 話における監修， 年 月 日．

放射線腫瘍学教室

講 演

 戸成綾子：当院における 使用経験 症例提示．第 回

，東京， 年 月 日．

論 文

 高山誠：がん治療における放射線治療の役割．杏林医学会雑

誌 ： ．

 ， ， ， ， ，

， （

）

–

： ， ．

その他

 高山誠監修：特材算定ハンドブック．社会保険研究所，東京，

．

 戸成綾子： 年度 がん看護研修会公開講演会，がん患者

の相談者になる 放射線治療編 ．杏林大学病院第一会議室，

三鷹， 年 月 日．

麻酔科学教室

講 演

学会発表

 足立智 光田将憲 森山潔 片山あつ子 山田達也 萬知子

麻酔情報管理システム上での注射薬実施入力漏れの実態 日

本麻酔科学会第 回総会 横浜 年 月 日

 神山智幾 森山潔 金井理一郎 東佑佳 小谷真理子 萬知

子 慢性血栓塞栓性肺高血圧症患者を対象にしたパルスオキ

シメータの制度に関する信頼性 日本麻酔科学会第 回総会

横浜 年 月 日

 安藤直朗 森山久美 大橋夕樹 本保晃 森山潔 萬知子

帝王切開後術後創部痛の慢性痛への移行頻度 日本麻酔科

学会第 回総会 横浜 年 月 日

 

 正保智恵美 窪田靖志 川名典子 関礼輔 田島伸介 矢野

絹子 畔蒜祐一郎 伊藤祐子 医療用麻薬自己管理に向けた

取り組み 看護師の意識調査より．第 回日本緩和医療学会

学術大会 神戸 年 月 日．

 窪田靖志 正保智恵美 川名典子 関礼輔 田島紳介 塚田

芳枝 森山久美 難治性がん性痛に対するデュロキセチンの

効果 第 回日本緩和医療学会学術大会 神戸 年 月
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日

 森山久美 光田将憲 長谷川綾子 東佑佳 山田達也 萬知

子 周術期管理外来の現状と問題点 日本麻酔科学会関東甲

信越・東京支部第 回合同学術集会 東京 年 月 日

 田渕沙織 安藤直朗 森山潔 小谷真理子 沢田龍治 萬知

子 弓部分枝の高度狭窄を合併した患者に対する片肺全摘術

の周術期管理 日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部第 回

合同学術集会 東京 年 月 日

 辻大介 森山潔 片山あつ子 谷合誠一 吉野秀朗 萬知子

冠動脈病変を合併した症候性頸動脈狭窄症の一例 日本麻酔

科学会関東甲信越・東京支部第 回合同学術集会 東京

年 月 日

 小澤真紀 箱根雅子 木下尚之 山田達也 竹内徳子 萬知

子 術中原因不明の循環不全の後心静止となり，術後の経食

道心エコーで を認めた症例 日本麻酔科学会関東甲信

越・東京支部第 回合同学術集会 東京 年 月 日

 窪田靖志 デュロキセチン（サインバルタ®）が著効したがん疼

痛の症例 第 回多摩 研究会 東京 年 月 日．

 田嶋佳代子 山田達也 鮫島圭 窪田靖志 田口敦子 萬知

子 大動脈弁置換術中に大動脈解離を発症した一例．日本臨

床麻酔学会第 回大会 東京 年 月 日．

 窪田靖志 杏林大学での鎮痛補助薬の選択と効果 第 回グ

ループ内がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 大学合

同カンファレンス 東京 年 月 日．

 

 

 鵜澤康二 森山潔 神山智幾 金井理一郎 小谷真理子 山

田達也 萬知子 中心静脈カテーテル ガイドライン変更

後の消毒薬選択の実態調査 第 回日本集中治療医学会学

術集会 京都 年 月 日

 本保晃 森山潔 金井理一郎 小谷真理子 山田達也 萬知

子 高濃度酸素投与器具間での吸気酸素濃度の比較 高機能

患者シミュレータを用いた研究 第 回日本集中治療医学会

学術集会 京都 年 月 日

講演会

 窪田靖志 緩和医療の進歩 地（知）の拠点 杏林大学 三鷹ネ

ットワーク大学共催 市民公開講演会 東京 年 月 日

 萬知子 当たり前の事をする難しさ 第 回日本小児麻酔学会

札幌 年 月 日

 徳嶺譲芳 のハンズオントレーニング 総合地域医

療研修セミナー 仙台 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 第 回 指

導者養成コース 福島 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 第 回 実

践セミナー 福島 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺の交差法・平行法

平成 年度第 回 研修会 東京 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 第 回 指

導者養成コース 前橋 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 第 回 実

践セミナー 前橋 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 第 回 実

践セミナー 福島 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 第 回 指

導者養成コース 島根 年 月 日

平成 年度業績追加分

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 医療安全講習会

東京 年 月 日

 萬知子 中心静脈カテーテル挿入に関する安全管理の組織的

な取り組み 多摩外科研究会 東京 年 月 日

 徳嶺譲芳 超音波ガイド下中心静脈穿刺法 第 回 実

践セミナー 島根 年 月 日

論 文

 萬知子 抗凝固・肺塞栓予防 特集 エビデンスに基づいた周

術期の患者安全 麻酔

 萬知子 中心静脈カテーテル関連合併症 機械的合併症と血

流感染 日本臨床麻酔学会誌

 森山潔 中澤春政 川田良紀 糟谷洋平 萬知子 術前抗菌

薬投与の現状調査 麻酔

 窪田靖志 手術室でのアセスメントに必要な基礎知識 麻酔の

役割と生体への影響．オペナース （ ） ．

 三上大介 中澤春政 森山潔 萬知子 開心術術後合併症予

測因子としての脳性ナトリウム利尿ペプチド 野有用性 麻

酔

 鵜澤康二 箱根雅子 中澤春政 安田博之 森山潔 萬知

子 肺動脈性高血圧症および混合性呼吸障害合併症患者に

対する低用量等比重ブピバカインを用いた脊髄くも膜下麻酔

麻酔

 金井理一郎 鵜澤康二 森山潔 小谷真理子 神山智幾 中

澤春政 安田博之 萬知子 パルスオキシメーターの低酸素

血症に関する信頼性の見当 日本集中治療学会誌

 谷合誠一 山﨑聡子 飯島毅彦 萬知子 井原玲 波利井清

紀 佐藤徹 吉野秀朗 新方式による非心臓手術術前スクリー

ニングシートの使用経験と有用性 心臓

 神山智幾 金井理一郎 澤田龍治 鵜澤康二 森山潔 小谷

真理子 山田達也 萬知子 経鼻高流量酸素療法を施行した，

重度閉塞性睡眠時無呼吸症候群患者に対する口蓋扁桃摘出

術の術後管理 と

 齋藤珠恵 中澤春政 箱根雅子 丸山蘭 森山潔 萬知子

周術期ラテックスアレルギー予防対策の有用性 杏林大学医学

部付属病院における対策とその効果 麻酔

 森山久美 森山潔 中澤春政 萬知子 大学病院 施設にお

ける術後肺血栓塞栓症と静脈血栓症予防ガイドラインの術前遵

守度 日本臨床麻酔学会誌

 本保晃 森山潔 萬知子 高機能患者シミュレータを用いた

ネブライザー の評価 人工呼吸
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Ⅱ

著 書

 萬知子 鎮痛・鎮静，せん妄の正しい評価なくして効果的なケ

アはありえない 急性・重症患者ケア 重症患者の鎮痛・鎮

静 最前線 東京，総合医学社，

 萬知子 麻酔科 研修ノート 第 版 東

京，診断と治療社，

 窪田靖志 神経障害性疼痛の治療 腕神経叢浸潤に伴う痛

み 症例で身につくがん疼痛治療薬 山口重樹，下山直人編

東京，羊土社， ．

 窪田靖志 神経障害性疼痛の治療 坐骨神経浸潤に伴う痛

み 症例で身につくがん疼痛治療薬 山口重樹，下山直人編

東京，羊土社， ． ，

 窪田靖志 神経障害性疼痛の治療 四肢浮腫による神経絞

扼による痛み 症例で身につくがん疼痛治療薬 山口重樹，下

山直人編 東京，羊土社， ．

 窪田靖志 Ⅳ章膵がん・胆道がんの緩和治療 ．疼痛に対する

薬物療法 膵がん・胆道がん薬物療法ハンドブック．古瀬純司，

奥坂拓志編，東京，南光堂， ．

 窪田靖志 下肢疼痛の管理−糖尿病性有痛性神経障害と虚血

性下肢痛の管理− （ ） 81−87．

臨床検査医学教室

講 演

 森秀明，西川かおり，本田普久，塚田幾太郎，尾股佑，關里和，

峯佳毅，小榑二世，高橋信一，岸野智則，贄田真由美：消化器

領域における 次元超音波検査 – –の検討．日本超音

波医学会第 回学術集会，東京， 年 月 日．

 佐藤英樹，木崎直人，有賀俊之，浦田毅，大藤弥穂，髙城靖

志，渡邊卓：過去データの参照を可能にした生理検査システム

の構築とペーパーレス化への取り組み．第 回日本医学検査

学会，新潟， 年 月 日．

 石井隆浩，小島直美，関口久美子，岡崎ゆり子，加藤麻衣子，

髙城靖志，渡邊卓：母親由来の高力価抗 抗体により児の血

液型判定に影響を及ぼした 症例 第 回日本医学検査学会，

新潟， 年 月 日．

 米山正芳，本山拓也，宮﨑京子，髙城靖志，渡邊卓：酸性ユリ

メジャー・タブレット添加による生化学検査への影響 第 回日

本医学検査学会，新潟， 年 月 日．

 大西宏明：個別化医療の現状と展望 検査を中

心として．多摩学術講演会，立川， 年 月 日．

 大西宏明：神経損傷予防のポイント．第 回首都圏ラボラトリー

フォーラム，東京， 年 月 日．

 大西宏明：神経損傷と迷走神経反射の予防と対処方法．平成

年度総合検査全国研修会，東京， 年 月 日．

 千葉直子，坂本大典，杉浦満喜，高城靖志，大西宏明，渡邊

卓： の導入による業務ワークフローの効率化

日本臨床検査自動化学会 第 回大会，神戸， 年 月

日．

 浦田毅，岸野智則，大西宏明，山本明日香，嶌森直子，飯田

綾子，渡辺敬子，森秀明，楊國昌，渡邊卓：腎臓に浸潤したバ

ーキットリンパ腫の一例：転移性腎腫瘍との鑑別点について．日

本超音波医学会 関東甲信越地方会 第 回学術集会，東京，

年 月 日．

 嶌森直子，岸野智則，西川かおり，板谷直，浦田毅，下山田博

明，森秀明，奴田原紀久雄，大西宏明，渡邊卓：乳頭状腎細胞

癌の一例．日本超音波医学会 関東甲信越地方会 第 回学

術集会，東京， 年 月 日．

 宮脇晴子，岸野智則，森秀明，福岡利仁，下山田博明，浦田毅，嶌
森直子，飯田綾子，大西宏明，渡邊卓：腎辺縁に

を認めた一例．日本超音波医学会 関東甲信越地

方会 第 回学術集会，東京， 年 月 日．

 奥山美樹，原島敬一郎，鬼頭桃子，津留衿奈，三谷博子，司

茂幸英，嶋津秀昭，岸野智則：新たなソフトウェアで解析した

に関する検討．第 回日本血管血

流学会学術集会，東京， 年 月 日．

 大塚弘毅，大西宏明，小倉航，松島早月，岸野智則，藤原正

親，古瀬純司，渡邊卓：転移性直腸癌症例において認められた

新規 遺伝子変異．第 回日本臨床検査医学会学術集会，

福岡， 年 月 日．

 三谷博子，石山陽事，原島敬一郎，岸野智則：意識水準低下

時の眠気改善を目的とした冷気刺激の可能性について：神経

生理学的パラメータを用いた検討．第 回日本臨床検査医学

会学術集会，福岡， 年 月 日．

 大西宏明，滝田順子，松島早月，大塚弘毅，岸野智則，細井

健一郎，大倉康夫，小川誠司，渡邊卓：遺伝性骨髄増殖性腫

瘍の家族例における網羅的遺伝子解析．第 回日本臨床検査

医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 広井愛美 米谷正太 井田陽子 奥山貴洋 荒木光二 高城靖志

大西宏明 渡邊卓： が血液培養から検出され

た 症例 第 回日本臨床検査医学会学術集会 福岡 年

月 日

 原島敬一郎，三谷博子，司茂幸英，岸野智則：

の複数回測定下における安定性の検

討：推奨測定法の確立に向けて．第 回日本臨床検査医学会

学術集会，福岡， 年 月 日．

 嶌森直子，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，一瀬由香里，大

倉康男，平野浩一，高城靖志，渡邊卓：耳下腺深葉脂肪腫の

一例－超音波画像所見の考察－．第 回日本臨床検査医学

会学術集会，福岡， 年 月 日．

 須藤恵美，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，大坂真以子，藤

原正親，板谷直，西川かおり，森秀明，奴田原紀久雄，高城靖

志，渡邊卓：褐色細胞腫との鑑別が困難であった副腎癌の一例

－超音波画像所見の考察－．第 回日本臨床検査医学会学

術集会，福岡， 年 月 日．

 大坂真以子，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，嶌森直子，寺

戸雄一，西川かおり，森秀明，奴田原紀久雄，高城靖志，渡邊

卓：転移性腎腫瘍の 例 －超音波画像所見の考察－．第 回

日本臨床検査医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 米谷正太 荒木光二，広井愛美，牧野博，奥山貴洋，平尾千尋，

高城靖志，大西宏明，渡邊卓：当院において検出された

属菌に対する薬剤感受性の検討 第 回臨床微生

物学会総会・学術集会 東京 年 月 日 月 日

 平尾千尋 田辺公一，井田陽子，米谷正太，奥山貴洋，広井愛

美，牧野博，荒木光二，高城靖志，大野秀明，宮崎義継，大西
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宏明，渡邊卓： を用いた 属の同

定性能の検討 第 回日本臨床微生物学会 東京 年 月

日 月 日

 森山遥 千葉直子，坂本大典，松浦幸子，杉浦満喜，髙木靖志，

大西宏明，渡邊卓：当院における 依存性血小板凝集の

検査の現状と問題点について 杏林メディカルフォーラム 三

鷹 年 月 日

 大西宏明：採血合併症～神経損傷を中心として～．第 回山

梨県医学検査学会，甲府， 年 月 日．

論 文
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著 書

 大西宏明：ウイルス・細菌・真菌・寄生虫同定便覧．菅原隆編集．

東京，技術情報協会， ．

 大西宏明：採血管は使用順序を守らないとダメ！．

．東京，医歯薬出版， ．

 岸野智則：第 章 臨床医学総論 感染症 消化器系

麻酔科学 集中治療学 手術医学 臨床免疫学．臨床

工学技士 ポケットレビュー帳．福長一義編集．東京，メジカル

ビュー社， ． ．

総合医療学教室

講 演

 小林敬明，正木忠彦，小嶋幸一郎，高安甲平，吉敷智和，松

岡弘芳，阿部展次，森俊幸，杉山政則：切除困難な肝転移を有

する結腸直腸癌に対する術前化学療法－当科での

の現状について－．第 回日本外科学会定期学術集

会，京都， 年 月 日．

 佐野彰彦 西圭史 山内弘子 荒木光二 牧野博 米谷正太 井田

陽子 河合伸： が無効であった のカテーテ

ル関連血流感染 の１例．第 回日本感染学会 福岡

年 月 日．

 西圭史 河合弘子 佐野彰彦 河合伸：血液培養陽性患者に対

する 介入の評価．第 回日本感染学会 福岡 年 月

日．

 山本実：脂質異常症の管理法．小金井市高脂血症予防教室，

小金井， 年 月 日．

 佐野彰彦：長期の 投与下で が上昇した 感染症

の一例． フォーラム 新宿 年 月 日．

 菅野恵，島田正亮，村松健司，坪井裕子，波多江洋介，岡昌

之：児童養護施設における心理的な実践研究をめぐって －

具体的な題材から研究の意義について語る－．日本心理臨床

学会第 回秋季大会，横浜， 年 月 日．

 島田正亮，菅野恵，前川あさ美：児童養護施設における措置変

更に関与する要因の検討―若手職員への面接調査から―．日

本心理臨床学会第 回秋季大会，横浜， 年 月 日．

 ，
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：

 本間聡起，加藤清恵，林潤一，山本実：人間ドックにおける非

侵襲的動脈硬化検査の利用法─CAVI， ，頸部超音波断層

検査の相互関係と危険因子．第 回人間ドック学会学術大会，

福岡， 年 月 日．

 ， ， ， ， ：

．第 回日本癌学会

学術総会，横浜， 年 月 日．

 河合伸：院内感染―どうして起こる，どうやって防ぐ―．杏林大

学医学部同窓会支部長会講演会，東京， 年 月 日．

 本間聡起，中村亨，藤村香央里，伊藤良浩，前田裕二 高齢

者対象の汎用性の高いシステムを用いた遠隔診療実験—効率

的運用法に関する考察．第 回日本遠隔医療学会学術大会，

長崎， 年 月 日

 新井舞，佐野勇貴，植地貴弘，宮内弘子，塚田雄大，柴田茂

貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：術後補助化学療養中に

腹部大動脈の局所的壁在血栓によって発症したと考えられる両

側腎梗塞の 例．第 回日本救急医学会総会・学術集会，福岡，

年 月 日．

 宮内弘子，新井舞，佐野勇貴，植地貴弘，柴田茂貴，小林敬

明，松田剛明，野村英樹：左頬部と口唇浮腫にて来院し，クイン

ケ浮腫と診断した一例．第 回日本救急医学会総会・学術集

会，福岡， 年 月 日．

 佐野勇貴，植地貴弘，新井舞，宮内弘子，塚田雄大，柴田茂

貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹： ルール＋ ダイマ

ー定量が有効であった肺塞栓症の 例．第 回日本救急医学

会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 荒川雅崇，新井舞，植地貴弘，佐野勇貴，宮内弘子，塚田雄

大，柴田茂貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：心窩部痛を主

訴に来院し，急性心膜炎と診断された一例．第 回日本救急

医学会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 須田秀太郎，植地貴弘，新井舞，佐野勇貴，宮内弘子，塚田

雄大，柴田茂貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：発熱・尿閉

を主訴に来院し，脊髄炎尿閉症候群と診断した若年男性の 例．

第 回日本救急医学会総会・学術集会，福岡， 年 月

日．

 澤井梓，植地貴弘，新井舞，佐野勇貴，宮内弘子，塚田雄大，

柴田茂貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：総胆管結石性胆

管炎に対する ／ 後に急性胆嚢炎を合併した 例．日

本救急医学会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 佐藤俊，植地貴弘，新井舞，佐野勇貴，宮内弘子，塚田雄大，

柴田茂貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：感染と清涼飲料水

の多飲を契機とした糖尿病ケトアシドーシスの 例．日本救急医

学会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 下元雄太郎，植地貴弘，新井舞，佐野勇貴，宮内弘子，塚田

雄大，柴田茂貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：診断に難渋

した複数の要因による低 血症の女性の 例．日本救急医学

会総会・学術集会，福岡， 年 月 日．

 高山真梨子，植地貴弘，新井舞，佐野勇貴，宮内弘子，塚田

雄大，柴田茂貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：診断に苦慮

した卵巣腫瘍の 例．日本救急医学会総会・学術集会，福岡，

年 月 日．

 神尾幸見，新井舞，植地貴弘，佐野勇貴，宮内弘子，塚田雄

大，柴田茂貴，小林敬明，松田剛明，野村英樹：脾臓摘出後の

肺炎球菌性髄膜炎の 例．日本救急医学会総会・学術集会，福

岡， 年 月 日．

 本間聡起：脂質異常症と生活習慣病 血清脂質の評価は生活

環境も映し出す鏡になる？．生活習慣病予防フォーラム 肥満・

脂質異常症編 ，立川， 月 月 日．
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 河合伸：高齢者肺炎の特徴と対処法．杏林大学公開講演会，

東京， 年 月 日．

 本間聡起，今村晴彦，中村亨，藤村香央里，伊藤良浩，前田

裕二，金子郁容：健康指標のテレモニタリングに伴う個別化指

導法に関する比較研究一テレビ電話指導法と文書レポート指

導法の効率性．第 回日本医療情報学会連合大会，千葉，

年 月 日．

 本間聡起：遠隔診療実習 １ ２ ．特定非営利活動法人 日本遠

隔医療協会 平成 年度厚生労働省遠隔医療従事者研修事

業 遠隔医療従事者研修，東京， 年 月 日．

 本間聡起：モニタリング実習 １ ２ ．特定非営利活動法人 日本

遠隔医療協会 平成 年度厚生労働省遠隔医療従事者研修

事業遠隔医療従事者研修，東京， 年 月 日．

 本間聡起：モニタリングの基礎 １ ，循環器 モニタリング実習

１ ２ ．特定非営利活動法人 日本遠隔医療協会 平成 年度

厚生労働省遠隔医療従事者研修事業 遠隔医療従事者研修，

大阪， 年 月 日．

 星野崇啓，石川智，吉野りえ：埼玉性的虐待研究会の５年間の

あゆみ―児童福祉施設の性的問題への対応―."人間と性 教

育研究協議会第 回全国秋季セミナー 東京， 年 月

日

 本間聡起：形態学的観点からみた動脈硬化の進行．第 回近畿

血管バイオメカニクスセミナー 関西ＣＶＴ連絡会，大阪，
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年 月 日．

 菅野恵，島田正亮，元永拓郎：学生相談における精神科受診

ケースのフォローアップ面接－予備校生と大学生の比較検討を

通して－．日本学校メンタルヘルス学会第 回大会，神戸，

年 月 日．

 山本実：脂質異常症の管理法．小金井市高脂血症予防教室，

小金井， 年 月 日．

 宮内弘子，小林敬明，植地貴弘，新井舞，佐野勇貴，得津敬

之，柴田茂貴，松田剛明：アンギオテンシン阻害薬による薬物

誘発血管浮腫の一例．第 回日本救急医学会関東地方会学

術集会，横浜， 年 月 日．

 新井舞，佐野勇貴，植地貴弘，得津敬之，宮内弘子，小林敬

明，松田剛明，野村英樹：初期診療現場における壊死性筋膜

炎の早期診断：壊死性筋膜炎と診断した 例の報告及び文献的

考察．第 回日本救急医学会関東地方会学術集会，横浜，

年 月 日．

 山岸夢希，新井舞，植地貴弘，得津敬之，柴田茂貴，宮内弘

子，小林敬明，松田敬明，野村英樹：初期診断に苦慮した壊死

性軟部組織感染症の一例．第 回日本救急医学会関東地方

会学術集会，横浜， 年 月 日．

 宮本彩子，植地貴弘，得津敬之，新井舞，佐野勇貴，宮内弘

子，小林敬明，野村英樹，松田剛明： 症候群に伴う急

性胆管炎の男性の 例．第 回日本救急医学会関東地方会学

術集会，横浜， 年 月 日．

 ：

， ，

 小林敬明，正木忠彦，杉山正則：結腸直腸癌の治療に関して

基礎と臨床．第一回大腸癌スキルアップセミナー，東京，

年 月 日．

 本間聡起，中村亨，藤村香央里，伊藤良浩，前田裕二：高齢慢

性疾患患者に対する遠隔診察の経験からみた遠隔聴診の活用

法． ，東京， 年 月 日．

 下島裕美，石川智，島田正亮：時間的展望から死について考え

る．日本発達心理学会第 回大会，東京， 年 月

日．

 亀崎路子，島田正亮：養護教諭とスクールカウンセラーの連携

に関する文献検討－年代順による特徴－．日本学校健康相談

学会第 回学術集会，松戸， 年 月 日．

 下島裕美，石川智，島田正亮：時間的展望から死について考え

る．日本発達心理学会第 回大会，東京， 年 月

日．

 河合伸： 診療の現状―HIV 感染症とどうかかわるのか―．

立川保健所主催 年度 講演会，東京， 年 月

４日．

 本間聡起：在宅患者対象の生体センサ・モニタリングの有用性

─福島県と東京を結んだ遠隔診療実験からみた検討．日本医

工学治療学会第 回学術大会，広島， 月 月 日

 竜崎崇和，中元秀友，本間聡起：携帯電話網を利用した生活

習慣病管理モニタ システム 手帳 の開発研究．

日本医工学治療学会第 回学術大会，広島， 月 月

日．

論 文
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：

．

 

：

．

．

 秋田貴之 ，尾坂真 ，大森嘉彦 ，菅間博 ，大倉康男 ，松本吉

史 ，高山信之 ，河合伸，片野晴隆 ，望月眞 杏林大・医， 杏

林大・医・病理学， 杏林大・医・耳鼻咽喉学， 杏林大・医・血液

内科， 国立感染症研究所 ： リンパ節炎と 顎下腺炎を

伴った顎下腺原発 の一例．日本

病理学会誌 ： ．

 河合伸：各種抗菌薬の特徴と選択のポイントーマクロライド―．

臨床と研究 ： ．

 佐野彰彦，河合伸：特性から導く，外来診療における抗菌薬の

役割 β ラクタム系抗菌薬 ペニシリン系抗菌薬 セフェム系

抗 菌 薬 カ ル バ ペ ネ ム 系 抗 菌 薬 感 染 と 抗 菌 薬

．

 

：

， ．

 

， ：

．

 西圭史１，中村貴枝子１，高橋陽子１，種岡貴子１，佐野彰彦，小

林治 ，河合伸，池田俊也 ，操華子 ，山田治美 １杏林大・病

院・医療安全管理部， 杏林大・保・看護学科， 国際医療福祉

大学， 宮城大学 ：カテーテル関連血流感染症に対する抗菌薬

適正使用がその後の菌血症再発に及ぼす影響．環境感染誌

： ．

 本間聡起，中村亨，藤村香央里，伊藤良浩，前田裕二：高齢者

対象の汎用性の高いシステムを用いた遠隔診療実験—効率的

運用法に関する考察 遠隔医療学会誌 ．

 本間聡起，今村晴彦，中村亨，藤村香央里，伊藤良浩，前田

裕二，金子郁容：健康指標のテレモニタリングに伴う個別化指

導法に関する比較研究 テレビ電話指導法と文書レポート指導

法の効率性．医療情報学 ．

 ：

．

 下島裕美 ，島田正亮 杏林大・保 ：生徒指導における不足情

報の認識について－教職実践演習におけるメタ認知能力を促

－ 92 －



す試み－．杏林教職課程年報 ： ．

 
：

：

． ．

著 書

 河合伸：敗血症． 感染症治療ガイド ．

感染症治療ガイドライン作成委員会編集．東京，ライフ・サイエ

ンス出版， ． ．

 河合伸：感染症．カレント 人体の構造と機能及び疾病の成り立

ち ．志村二三夫，石田均編集．東京，建帛社， ． ‐

．

リハビリテーション医学教室

講 演

 山田深：宇宙と脳とリハビリテーション．第 回道北脳神経懇話

会，旭川， 年 月 日．

 林光俊，安部学，上園紗映，奥出聡，平川淳一，川上純範，岡

島康友：精神科病院における身体リハビリテーション：第 報～

高所飛び降りによる多発損傷例を主として～．第 回日本リハ

ビリテーション医学会学術集会，名古屋， 年 月 ‐ 日．

 藤澤祐基，岡島康友，山田深，橋立博幸，潮見泰藏：片麻痺の

麻痺手書字のおける手の遠位・近位運動の分離性とパフォーマ

ンス 小脳性運動失調症の 次元書字運動解析．第 回日本リ

ハビリテーション医学会学術集会，名古屋， 年 月 ‐ 日．

 大森まいこ，矢萩まどか，長谷公隆，山田深，杉山瑶，補永薫，

大高洋平，辻哲也，里宇明元：訪問リハビリテーションの実施状

況の報告 第一報 目標達成についての検討．第 回日本リハ

ビリテーション医学会学術集会，名古屋， 年 月 ‐ 日．

 大本将之，松瀬 博夫，名護健，篠崎夏子，田中順子，山田深，

大島博，志波直人：ハイブリッドトレーニングシステムを用いたエ

ルゴメータ運動の長期訓練効果．第 回日本リハビリテーション

医学会学術集会，名古屋， 年 月 ‐ 日．

 松瀬博夫，名護健，田中順子，篠崎夏子，大本将之，山田深，

大島博，志波直人：ハイブリッドトレーニングシステムを用いたエ

ルゴメータの呼気ガス分析．第 回日本リハビリテーション医学

会学術集会，名古屋， 年 月 ‐ 日．

 正木瑶子，山田深，仁科彩子，塩川芳昭，岡島康友： 歳以上

の脳卒中患者における急性期リハビリテーションの帰結．第

回日本リハビリテーション医学会学術集会，名古屋， 年 月

‐ 日．

 髙橋宣成，髙橋修，西川順治：橈骨神経伝導検査 示指伸筋

で記録される複合筋活動電位の振幅に関する検討．第 回日

本リハビリテーション医学会学術集会，名古屋， 年 月 ‐

日．

 高橋秀寿：脳性麻痺の装具療法．第 回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会 ，名古屋，平成 年 月 日．

 石田幸平，森光代，山田深，岡島康友：急性期入院の重症熱

傷患者の ．第 回世界作業療法連盟大会・第 回日本作

業療法学会，横浜， 年 月 ‐ 日．

 森光代，石田幸平，山田深，岡島康友：上肢熱傷急性期の

の視点～ が機能障害を改善する～．第 回世界作業療法

連盟大会・第 回日本作業療法学会，横浜， 年 月 ‐

日．

 ：
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 岡島康友：ボツリヌス毒素を用いた痙縮治療の実践．痙縮に対

するボツリヌス療法・ハンズオンセミナー，東京， 年 月

日．

 山田深：宇宙飛行とリハビリテーション〜人類の挑戦〜．七栗リ

ハビリテーションセミナー，津， 年 月 日．

 山田深：宇宙飛行士の健康管理から学ぶ運動とリハビリテーショ

ン．杏林大学市民公開講演会，三鷹， 年 月 日．

 岡島康友：機能的自立度評価法の歴史的背景．第 回看護

師・コメディカルのための 講習会【基礎編】，三鷹， 年

月 日．

 山田深： の歴史的背景・ダイジェスト． 第 回 看護師・コメ

ディカルのための 講習会【応用編】，三鷹， 年 月

日．

 高橋秀寿：脳卒中患者の脛縮抑制装具療法について．埼玉医

科大学国際医療センター脳血管内治療地域勉強会，川越，

年 月 日．

 高橋秀寿：脳卒中急性期リハビリテーションの重要性について．

第 回日本臨床医療福祉学会 シンポジウム“脳卒中における

地域連携の視点”，川越， 年 月 日．

 林良幸，山田深，岡島康友：内視鏡下のバイオフィードバックに

より経口摂取が可能になった口腔・咽頭癌術後の 例．第 回

日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，東京， 年

月 ‐ 日．

 寺田昌弘，須藤正道，大平宇志，関真也，高橋理佳，東端晃，

馬嶋秀行，石岡憲昭，山田深，大島博，向井千秋：長期宇宙滞

在による毛髪での遺伝子変化．第 回成医会総会，東京，

年 月 ‐ 日．

 ， ， ，
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．
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 山田深：宇宙医学とリハビリテーション．第 回南那珂リハビリテ

ーション懇話会，日南， 年 月 日．

 高橋秀寿：脳卒中リハビリの最新知識．第 回埼玉医科大学国
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際医療センター市民公開講座“脳卒中に負けないパートⅡ”，

日高， 年 月 日．

 山田深：急性期リハビリテーションの現状と展望 脳卒中の急性

期リハビリテーション．リハビリテーション科専門医会学術集会，

鹿児島， 年 月 日．

 髙橋宣成，西川順治，牛島良介，髙橋修：橈骨神経伝

導検査「仮の最大上刺激」の提唱．第 回日本臨床神

経生理学会学術大会，福岡， 年 月 ‐ 日．

 相羽達弥，山田深，石田暁，大島博，向井千秋：国際宇宙ステ

ーションにおける軌道上診断システムの機能検証．第 回宇宙

航空環境医学会，東京， 年 月 ‐ 日．

 神山慶人，金子祐樹，川島紫乃，山田深，大島博：運動生理的

対策の現状と今後の課題．第 回宇宙航空環境医学会，東京，

年 月 ‐ 日．

 山田深：重力と人間の活動から廃用とリハビリテーションを考え

る．第 回西多摩リハビリテーション研修会，福生， 年 月

日．

 岡島康友：機能的自立度評価法の歴史的背景．第 回 看護

師・コメディカルのための 講習会【基礎編】，三鷹， 年

月 日．

 山田深： の歴史的背景・ダイジェスト．第 回 看護師・コメデ

ィカルのための 講習会【応用編】，三鷹， 年 月 日．

 高橋秀寿：脳卒中片麻痺患者に対する下肢痙縮抑制足底板の

標準化と効果の検証．第 回日本リハビリテーション医学会関

東地方会 専門医・臨床認定医生涯教育研修会，さいたま，

年 月 日．

 岡島康友：関節リウマチのリハビリテーションの考え方と装具の

意義【特別講演】．第 回神奈川リウマチ・リハケア研究会，横

浜， 年 月 日．

 山田深： コアセット日本語版翻訳チームリーダーの立場から．

第 回 シンポジウム，東京， 年 月 日．

 高橋秀寿：運動・呼吸器リハビリテーション科からの報告．第

回埼玉医科大学国際医療センター地域医療連携懇話会，日高，

年 月 日．

 林良幸，山田深，鳥居正剛，岡島康友，平野照之，塩川芳昭：

頸動脈内膜剥離術後の迷走および舌下神経麻痺による嚥下障

害を呈した 例．第 回日本脳卒中学会総会，広島， 年

月 ‐ 日．

 佐藤敦子，山田深，藤澤祐基，岡島康友，平野照之，塩川芳

昭：高齢急性期脳卒中患者の血清アルブミン値と

（ ）の関係．第 回日本脳卒中学会

総会，広島， 年 月 ‐ 日．

 正木瑶子，山田深，仁科彩子，岡島康友，鳥居正剛，平野照

之，塩川芳昭： 歳以上の急性期脳卒中患者における に

影響を与える因子の検討．第 回日本脳卒中学会総会，広島，

年 月 ‐ 日．

 川原奈津子，山田深，蛯沢志織，中村みゆき，遠藤沙耶香，林

良幸，阿部光世，平野照之，塩川芳昭：脳卒中急性期患者に

対する安全な経口摂取へ向けた看護介入．第 回日本脳卒中

学会総会，広島， 年 月 ‐ 日．

 永田真佑美，山田深，中野真由美，根本圭子，小林夏紀，加

藤雅江，平野照之，塩川芳昭：高次脳機能障害を有する脳卒

中患者に対する急性期からの支援．第 回日本脳卒中学会総

会，広島， 年 月 ‐ 日．

 岡田啓，脊山英徳，鳥居正剛，岡村耕一，丸山啓介，山田深，

傳法倫久，塩川芳昭： 周術期における のパターン

解析．第 回日本脳卒中学会総会，広島， 年 月 ‐

日．

論 文

 林光俊 ，安部学 ，上園紗映 ，奥出聡 ，平川淳一 ，川上純範，

岡島康友（ 杏林大・医・整形外科学， 目白第 病院， 平川病

院）：精神科病院における身体リハビリテーション～高所飛び降

りによる多発損傷例を主として～．臨床リハビリテーション ：

‐ ， ．

 仁科彩子，山田深：脳卒中ユニットにおける集中治療とリハビリ

テーション．【特集 急性期病院における脳卒中リハビリテーショ

ン】．臨床リハ ： ‐ ， ．

 正木瑶子，岡島康友：脳卒中ユニットにおけるリハビリテーション．

： ‐ ， ．

 山田深：ストロークケアユニット．【特集 総合病院におけるリハビ

リテーション急性期を中心に】．総合リハ ： ‐ ，

．

 ， ， ， ， ，

（ ， ， ）：

． ： ‐

， ．

 正木瑶子，山田深：超高齢脳卒中患者における急性期リハビリ

テーション．【特集 超高齢社会の脳卒中リハビリテーション】．

臨床リハ ： ‐ ， ．

 高橋秀寿：急性期のシステム．脳卒中リハビリテーションのエビ

デンス．総合リハ ： ‐ ， ．

 岡島康友：脳卒中後の痙縮治療における医療介護連携の必要

性．杏林医学会誌 ： ‐ ， ．

著 書

 ， ， ， （著），日本リハビリ

テーション医学会（訳），山田深（翻訳チームリーダー）： コア

セット 臨床実践のためのマニュアル．東京，医歯薬出版，

．

その他

 山田深：飛行士リハビリに興味 県南の療法士ら懇話会．宮崎

日日新聞， 年 月 日（新聞掲載）．

 髙橋宣成：典型事例から学ぶ！摂食嚥下のリハビリテー

ション．東京，東京都福祉保健局医療政策部医療政策

課， ．

｢リハビリテーション室｣

講 演

 須﨑由香，炭谷由計，藤澤祐基，長谷川純子，犬飼浩二，岡

島康友，石田均：脈拍を指標にした運動療法の効果～携帯型

脈拍計を使用した慢性運動療法～．第 回日本糖尿病学会年

次学術集会，大阪， 年 月 ‐ 日．

 森光代，石田幸平，山田深，岡島康友：上肢熱傷急性期の

の視点～ が機能障害を改善する～．第 回日本作業療法

学会，横浜， 年 月 ‐ 日．

 石田幸平，森光代，山田深，岡島康友：急性期入院の重症熱

傷患者の ．第 回日本作業療法学会，横浜， 年 月

‐ 日．

 ：

‐

？‐．

， ，

‐ ， ．
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 ， ， ， ：

．

， ，

‐ ， ．

 佐藤敦子，石田幸平，間藤翔悟：脳卒中リハビリテーション 急

性期から回復期そして維持期へ．平成 年度 クリティカルケア

看護公開講座 【脳卒中編】，東京， 年 月 日．

 境哲生：各腫瘍患者におけるリハビリテーションの関わりについ

て．第 回日本ホスピス・在宅ケア研究会，神戸， 年 月

‐ 日．

 石田幸平：第 回看護師・コメディカルのための 講習会【基

礎編】，三鷹， 年 月 日．

 森光代：第 回看護師・コメディカルのための 講習会【応用

編】，三鷹， 年 月 日．

 田中耕史，鈴本和基，横山さち，西田悠一郎，合田あゆみ，岡

島康友，吉野秀朗，佐藤徹：肺高血圧患者における外来運動

療法の有効性．第 回日本心臓リハビリテーション学会学術集

会，京都， 年 月 ‐ 日．

 鈴本和基，合田あゆみ，西田悠一郎，柳澤亮爾，岡島康友，吉

野秀朗，佐藤徹：肺高血圧症患者に対する運動中の肺動脈圧

上昇に関する検討．第 回日本心臓リハビリテーション学会学

術集会，京都， 年 月 ‐ 日．

 林良幸，山田深，岡島康友：内視鏡下のバイオフィードバックに

より経口摂取が可能になった口腔・咽頭癌術後の 例．第 回

日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，東京， 年

月 ‐ 日．

 神山裕司，韮澤融司，渡辺佳子，岡島康友：腫瘤による運動発

達遅滞に対して術前化学療法時から理学療法介入を行った肝

芽腫の 例．第 回日本小児外科 研究会，東京， 年

月 日．

 西田悠一郎，合田あゆみ，佐藤徹：肺高血圧症の運動耐容能

評価とリハビリテーション． を考えるフォーラム ，名古屋，

年 月 日．

 石田幸平：第 回看護師・コメディカルのための 講習会【基

礎編】，三鷹， 年 月 日．

 森光代：第 回看護師・コメディカルのための 講習会【応用

編】，三鷹， 年 月 日．

 佐藤敦子，林良幸：脳卒中リハビリテーション（急性期～回復期

へ）．第 回日本脳神経外科救急学会 クリティカルケア看護

公開講座，東京， 年 月 ‐ 日．

 相原さより，竹田紘崇：介護が必要とならないために～ロコモか

らの最新の運動器疾患外科療法～．三鷹市老人クラブ連合会

共済講演会，東京， 年 月 日．

 竹田紘崇：身体の感覚について．平成 年度 育児支援サーク

ル ぴあんず，東京， 年 月 日．

 穐村美津子：こどもの嚥下と摂食～飲み込むことと，ご飯を食べ

ること～．平成 年度 育児支援サークル ぴあんず，東京，

年 月 日．

 林良幸，山田深，鳥居正剛，岡島康友，平野照之，塩川芳

昭 ：頸動脈内膜剥離術後の迷走および舌下神経麻痺による嚥

下障害を呈した 例．第 回日本脳卒中学会総会，広島，

年 月 ‐ 日．

 佐 藤 敦 子 ，山 田 深 ，藤 澤 祐 基 ，岡 島 康 友 ，平 野 照 之 ，

塩 川 芳 昭 ：高 齢 急 性 期 脳 卒 中 患 者 の血 清 アルブミン値

と の関係．第

回日本脳卒中学会総会，広島， 年 月 ‐ 日．

その他

 石田幸平：熱傷専門施設におけるリハビリテーション～重症熱

傷に対するリハビリテーションの早期介入と継続の必要性～．

第 回日本熱傷学会総会・学術集会学術奨励賞，埼玉，

年 月 日．

脳卒中医学教室

講 演

学会発表等

 

， ，

 平野照之：救急医療における脳卒中診療の位置付け 内科医

の立場から．第 回日本脳神経外科救急学会，東京， 年

月 日．

 平野照之：脳卒中急性期の実践的 ．第 回日本脳卒中学

会総会，広島， 年 月 日．

 平野照之： 患者への 静注療法．第 回日本脳卒中

学会総会，広島， 年 月 日．

講演等

 平野照之：頭痛の

– –，東京， 年 月 日．

 平野照之： 時代の脳梗塞連携医療 第 回福岡ストロー

ク・ラボラトリー・フォーラム，福岡， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義 飯塚医師会

学術講演会，飯塚， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞の血圧管理 The lower, “really” the better?．

第 回高知高血圧と臓器障害研究会，高知， 年 月 日．

 平野照之：再発予防のための抗血小板療法

〜脳卒中治療最前線〜，東京， 年 月

日．

 平野照之：心原性脳塞栓症のリスク回避 大分県北部

，中津， 年 月 日．

 平野照之：シロスタゾールを活かした脳梗塞治療 慈恵医大学

術講演会，東京， 年 月 日．

 平野照之：心原性脳塞栓症：予防と治療の最新動向 高知県

講演会，高知， 年 月 日．

 平野照之：心房細動に伴う脳卒中の予防〜抗凝固療法の均て

ん化を目指して〜 ，京都， 年 月

日．

 平野照之： 時代の医療連携，見逃してはいけない脳卒

中の兆候 エリキュースインターネット座談会，東京， 年

月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義 脳卒中連携

，福岡， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義 第 回北海道

「脳と循環」講演会，札幌， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞急性期の 本の矢 第 回 セミナー，

大分， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中専門医はどう を使い分ける？．府中市

薬剤師会定例研修会，府中， 年 月 日．

 平野照之：心房細動に伴う脳卒中の予防〜抗凝固療法の均て

ん化を目指して〜．エリキュース二次予防セミナー ，岐

阜， 年 月 日．

 平野照之：心原性脳塞栓症の再発予防〜治療の均てん化を目
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指して〜．第 回日本神経治療学会総会，東京， 年 月

日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義．北多摩南部

地区抗凝固療法 ，武蔵野， 年 月 日．

 平野照之：心原性脳塞栓症のリスク回避 大分県県南地区

，佐伯， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義 京都地区第

回 ，京都， 年 月 日．

 平野照之：心房細動に伴う脳卒中の予防〜抗凝固療法の均て

ん化を目指して〜．第 回鹿児島脳卒中地域連携ネットワーク

研究会，鹿児島， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義．

，盛岡， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中専門医から見たエドキサバンの位置付け．

学術講演会，熊本， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞の診断と治療 最近の話題．武田薬品社外講

師勉強会，武蔵野， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞のための抗血小板療法 ．

～ エキスパート座談会～，横浜， 年 月

日．

 平野照之：心原性脳塞栓症の最新治療．

，三鷹， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中の基礎知識，全身病としての脳卒中．第 回

日本脳神経外科救急学会クリティカルケア看護公開講座，東京，

年 月 日．

 平野照之：治療選択に役立つ脳卒中画像診断．第 回横浜内

科学会神経研究会，横浜， 年 月 日．

 平野照之：日本人の抗血栓療法を考える．第 回京滋

研究会，京都， 年 月 日．

 平野照之：日本人の抗血栓療法を考える〜リスク・ベネフィット

バランス．世田谷医療連携講演会，東京， 年 月 日．

 平野照之：超高齢社会における抗凝固療法の均てん化．高齢

者—脳卒中予防の秘訣を考える，東京， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義．

，宇都宮， 年 月 日．

 平野照之：地域で取り組む脳卒中診療．第 回横浜東部脳卒中

連携の会，横浜， 年 月 日．

 平野照之：心房細動に伴う脳卒中の予防〜抗凝固療法の均て

ん化を目指して〜．第 回城南地区脳卒中予防セミナー，東京，

年 月 日．

 平野照之：脳卒中専門医から見たエドキサバンの位置付け．リ

クシアナ 効能追加講演会〜抗血栓療法の新しい流

れ〜，岡山， 年 月 日．

 平野照之：心原性脳塞栓症の予防で意識すべき つの視点〜

アピキサバンは，抗凝固療法の主役になれるか？〜．第 回エリ

キュース適正使用セミナー，福岡， 年 月 日．

 平野照之：脳卒中専門医が行う抗凝固療法．イグザレルト

カンファレンス「心原性脳塞栓症における抗凝固療法 」，

府中， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義．愛媛県

，愛媛， 年 月 日．

 平野照之：チームで取り組む脳卒中医療．北多摩西部脳卒中

地域連携パス講演会，東大和， 年 月 日．

 平野照之：脳梗塞再発予防における の意義．抗凝固療法

を考える会〜服薬管理とこれからの脳梗塞予防〜，仙台，

年 月 日．

 平野照之：心原性脳塞栓症の予防で意識すべき つの視点〜

アピキサバンは，抗凝固療法の主役になれるか？〜．庄内地区

エリキュース発売 周年講演会，酒田， 年 月 日．

 星野晴彦 神澤孝夫 長尾毅彦 平野照之 ：

新たな疾患概念をどう捉えるか ．ダビガトラン座談会，広島，

年 月 日．

社会貢献

 平野照之：こんな時には救急車！脳卒中の治療と連携 年

度北多摩南部保健医療圏医療安全支援講演会，調布，

年 月 日．

教育活動

 平野照之：虚血性脳卒中：病態と治療 金沢大学大学院医学

系研究科・医薬保健学類域医学類医学部医学科 脳神経外科

系統講義，金沢， 年 月 日．

論 文

論文

 

of α

 

（ ）：

α for 

 鈴木由希子 稲富雄一郎 米原敏郎 平野照之（ 済生会熊

本病院）：ローマ字読み書き障害によりキーボード入力障害を生

じた脳梗塞の 例 臨床神経

 
（ ）：

総説

 

 平野照之 ， 日本臨牀 年 月増

刊「最新臨床脳卒中学（上）」

 平野照之 血栓溶解療法における脳血流状態の評価．

脳と循環

 平野照之：学会印象記 （イスタン

ブル，トルコ）．

 平 野 照 之 ： 抗 凝 固 療 法 中 の 静 注 療 法 ．

 平野照之：杏林大学と地域医療：脳卒中センター．杏林医学誌

 平野照之：外来で遭遇することの多い神経症候：しびれ．臨牀と

研究

著 書

 平野照之：静注血栓溶解療法 脳梗塞診療読本．豊田一則編．

東京 中外医学社 ．

 平野照之：頭部 と 脳血管障害の治療最前

線．辻省次，鈴木則宏編．東京 中山書店

 平野照之：総論—無症候性脳血管障害のイメージングの選定
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脳神経外科診療プラクティス：無症候性脳血管障害を解く．橋

本信夫監修，飯原弘二編．東京 文光堂

その他

 平野照之：「 世紀の医療と介護をみつめて」脳卒中について，

ラジオ日本， 年 月 日， 日．

 平野照之：「ノンストップ！」“脳梗塞”の最新治療＆予防法，フ

ジテレビ， 年 月 日．

解剖学教室

（肉眼解剖学）

講 演

 松村讓兒：医学教育の現状と課題． 年度 認定センター

セミナー．チーム医療における の存在意義，東京， 年

月 日．

 小林靖 松井利康 灰塚嘉典 松村讓兒：現生日本人の冠状

縫合と中心前溝の位置関係 第 回（ 年）日本人類学会大

会，浜松 年 月 日．

 灰塚嘉典，松村讓兒，小林靖，藤倉義久：ホルマリン代替液

（ ）固定遺体の肉眼解剖所見．日本

解剖学会関東支部第 回学術集会，東京， 年 月

日．

 天野カオリ：ヒト胎児・成人の耳下腺開口部の形態と機能の関連．

第 回明海大学歯学部研修会，坂戸， 年 月 日．

 松村讓兒：ピロリドン固定遺体の解剖：臨床解剖への適用可能

性．第６回有明臨床解剖シンポジウム 保健医療における解剖

学 ，東京， 年 月 日．

 松村讓兒：脾臓を眺める：構造・機能．第 回日本小児脾臓研

究会，三鷹， 年 月 日．

 i T:“La raison d′être”of the Associations, 

 

 

 

著 書

 松村讓兒： ・ 必修シリーズ 消っして忘れない解剖学要点

整理ノート 改訂第２版．東京，羊土社， ．

 松村讓兒：脳の機能と解剖・役割 ～脳について知っておくべき

こと～．急性・重症患者ケア 苦手から一歩ぬけ出す での

脳神経看護 脳の解剖生理・疾患を知って的確なケアをするた

めに ．岡元和文，道又元裕編．東京，総合医学社， ．

 松村讓兒：病気がみえる ．腎・泌尿器 第 版．東京，メデ

ィックメディア， ．

 松村讓兒：病気がみえる ．糖尿病・代謝・内分泌 第 版．

東京，メディックメディア， ．

 川上速人，松村讓兒：ガートナー／ハイアット 組織学アトラスと

テキスト 第 版．東京，メディカル・サイエンス・インターナショナ

ル， ．

 松村讓兒： テキストⅡ 疾病と治療 基礎．公益財団法

人 認定センター教育研修委員会監修．東京，南山堂，

．

 松村讓兒： テキストⅡ 疾病と治療 臨床．公益財団法

人 認定センター教育研修委員会監修．東京，南山堂，

．

 松村讓兒：みてわかる薬学 図解 機能形態学．東京，南山堂，

．

 松村讓兒：新改訂 人体解剖ビジュアル からだの仕組みと病気．

東京，サイオ出版， ．

 松村讓兒：造血．ジュンケイラ組織学．坂井建雄，川上速人監

訳．東京，丸善， ． ．

その他

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 血圧計の

話． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京， ，

．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 指紋は何

のためにある？． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東

京， ， ．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 朝のトイレ

は混んでいる！？． テレビテキスト きょうの健康 ： ，

東京， ， ．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 肩やお尻

の注射は痛い？． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東

京， ， ．

 松村讓兒 監修 ：？なぞとき自然ファイル 人体 爪や髪はど

うしてのびるの？爪と毛の役割や，のびる理由を知ろう！朝日ジ

ュニア百科 好奇心，ひろげる，ひろがる週刊なぞとき ：

東京 朝日新聞出版

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 髪の色の

成り立ち． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京，

， ．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 塗り薬の

種類． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京， ，

．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 鼻づまりの

謎． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京， ，

．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 あくびの役

割． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京， ，

．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 「たそがれ」

の色は灰色？． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京，

， ．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 第 回 日本人は

お酒に弱い！． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京，

， ．

 松村讓兒：もっと知りたい からだの仕組み 最終回 意外と知ら

ない熱のこと． テレビテキスト きょうの健康 ： ，東京，
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解剖学教室

（顕微解剖学）

講 演

 秋元義弘，三浦ゆり，戸田年総，福冨俊之，菅原大介，松原幸

枝，遠藤玉夫，川上速人 糖尿病性腎症に伴う糸球体における

α アクチニン の局在の変化 日本顕微鏡学会第 回学術講

演会，千葉， 年 月 日．

 

 

 石橋亮一，竹本稔，秋元義弘，河村治清，小林一貴，大西俊

一郎，石川崇広，賀鵬， ，横手幸太郎：ポドサ

イト分泌タンパク の糸球体における機能解析．第

回日本糖尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月

日．

 岡村耕一，坪川民治，城下博夫，塩川芳昭，轉石小百合，松

原幸枝，宮東昭彦，川上速人：フリーラジカルスカベンジャー，

エダラボンによる脳梗塞および出血性脳梗塞の抑制効果につ

いて，高血糖ラットを用いた実験．第 回日本抗加齢医学会総

会，大阪， 年 月 日．

 秋元義弘，榊田創，池原早苗，山口高志，金載浩，池原譲：プ

ラズマ照射による皮膚創傷治癒への影響の分子形態学的解析．

研究会「プラズマが拓く新学術領域と今後の展開」，名古屋，

年 月 日．

 秋元義弘，榊田創，池原早苗，山口高志，金載浩，池原譲：プ

ラズマ照射による皮膚創傷治癒への影響の分子形態学的解析．

新学術領域研究「プラズマ医療科学の創成」第 回公開シンポ

ジウム，名古屋， 年 月 日．

 

 三浦ゆり，津元裕樹，小笠原大介，鈴木孝禎，秋元義弘，遠藤

玉夫：新規 化ペプチド濃縮法の開発と糖尿病モデ

ル動物への応用．第 回日本酸化ストレス学会，京都， 年

月 日．

 

 光永敬子，秋元義弘，安井金也，山下一郎，川上速人，安増

茂樹：メダカアリールスルファターゼ （ ）の脳における分子

環境構築．日本動物学会第 回大会，仙台， 年 月

日

 秋元義弘：シンポジウム「糖鎖生物学と組織細胞化学の接点」タ

ンパク質の 修飾と糖尿病．第 回日本組織細胞化

学会総会・学術集会，松本， 年 月 日．

 石橋亮一，竹本稔，秋元義弘，河村治清，小林一貴，大西俊

一郎，石川崇広，賀鵬，坂本憲一，服部暁子，正司真弓，山賀

政弥， ，横手幸太郎：ポドサイト分泌タンパク

は糸球体において抗炎症的に作用する．第 回

日本糖尿病合併症学会，東京， 年 月 日．

 楊國昌，秋元義弘，福冨俊之，西堀由紀野：（平成 年度医学

部共同研究プロジェクト中間報告）メタボロームとプロテオーム

の癒合解析による糸球体硬化の病態解明と創薬化研究．第

回杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日．

 菊池将平，三浦ゆり，秋元義弘，副島友莉恵，遠藤玉夫，沢辺

元司：糖尿病モデルラット腎組織のプロテオーム解析．第 回

日本臨床検査医学会学術集会，福岡， 年 月 日．

 秋元義弘，榊田創，池原早苗，山口高志，金載浩，池原譲：プ

ラズマ照射による皮膚創傷治癒への影響の超微形態学的解析．

第 回プラズマ医療科学の創成研究会，帯広， 年 月

日．

 光永敬子，秋元義弘，安井金也，山下一郎，川上速人，安増

茂樹：アリールスルファターゼ （ ）のメダカ脳における分子

環境 日本動物学会中国四国支部 広島県例会，東広島，

年 月 日．

 宮東昭彦，松原幸枝，三浦知子，関口純理，川上速人：齧歯類

精細管における精上皮の波の加齢変化．第 回日本解剖学

会総会・全国学術集会／第 回日本生理学会大会合同大会，

神戸， 年 月 日．

 菅原大介 福冨俊之，秋元義弘，川上速人：マウス腸管におけ

るフコシル化糖タンパク質の多様性に関する組織化学的検討．

第 回日本解剖学会総会・全国学術集会／第 回日本生理

学会大会 合同大会，神戸， 年 月 日．

 

 小川裕子，秋元義弘，粂田奈宝子，谷口由真，米川綾，小倉

葵，矢ノ下良平：ヒト唾液由来エキソソームの消化酵素に対する

安定性の検討．日本薬学会第 年会，神戸， 年 月

日．

論 文
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 川上速人：第 章 細胞．ガートナー ハイアット組織学 アトラス

とテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メディカル・

サイエンス・インターナショナル， ．

 川上速人：第 章 上皮と腺．ガートナー ハイアット組織学 アト

ラスとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メディ

カル・サイエンス・インターナショナル， ．

 秋元義弘：第 章 結合組織．ガートナー ハイアット組織学 アト

ラスとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メディ

カル・サイエンス・インターナショナル， ．

 菅原大介：第 章 血液と造血．ガートナー ハイアット組織学

アトラスとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メデ

ィカル・サイエンス・インターナショナル， ．

 菅原大介：第 章 リンパ組織．ガートナー ハイアット組織学 ア

トラスとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メディ

カル・サイエンス・インターナショナル， ．

 秋元義弘：第 章 外皮．ガートナー ハイアット組織学 アトラ

スとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メディカ

ル・サイエンス・インターナショナル， ．

 川上速人：第 章 消化器系Ⅰ．ガートナー ハイアット組織学

アトラスとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メデ

ィカル・サイエンス・インターナショナル， ．

 宮東昭彦：第 章 女性生殖器系．ガートナー ハイアット組織

学 アトラスとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，

メディカル・サイエンス・インターナショナル， ．

 宮東昭彦：第 章 男性生殖器系．ガートナー ハイアット組織

学 アトラスとテキスト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，

メディカル・サイエンス・インターナショナル， ．

 川上速人：付録．ガートナー ハイアット組織学 アトラスとテキス

ト 第 版．川上速人，松村讓兒監訳．東京，メディカル・サイエ

ンス・インターナショナル， ．

 川上速人，松村讓兒 監訳 ：ガートナー ハイアット組織学 アト

ラスとテキスト 第 版．東京，メディカル・サイエンス・インターナ

ショナル， ．

 菅原大介：ことば「 法」．生化学 ．

 川上速人：第 章 細胞質．ジュンケイラ組織学 第 版．坂井建

雄，川上速人監訳．東京，丸善， ． ．

 川上速人：第 章 上皮組織．ジュンケイラ組織学 第 版．坂井

建雄，川上速人監訳．東京，丸善， ． ．

 秋元義弘：第 章 結合組織．ジュンケイラ組織学 第 版．坂井

建雄，川上速人監訳．東京，丸善， ． ．

 宮東昭彦：第 章 内分泌腺．ジュンケイラ組織学 第 版．坂井

建雄，川上速人監訳．東京，丸善， ． ．

 坂井建雄，川上速人 監訳 ：ジュンケイラ組織学 第 版．東京，

丸善， ．

統合生理学教室

講 演

 鈴木伸弥，中島剛，二橋元紀，大塚裕之，小宮山伴与志：足部

皮膚神経刺激によるヒラメ筋 反射に対する交叉性反射効果の

歩行位相依存性．第 回日本理学療法学術大会，横浜，

年 月 日 月 日．

 平 井 直 樹 ，本 郷 利 憲 ，稲 冨 貴 美 ，魚 谷 恭 太 郎 ，佐 々

木 成 人 ：道 具 使 用 の運 動 学 習 ニホンザルのピンセット

使 用 時 の順 序 学 習 第 回 日 本 霊 長 類 学 会 ，大 阪 ，

年 月 日

 中島剛，鈴木伸弥，大塚裕之，小宮山伴与志，大木紫：ヒト間

接的皮質脊髄路の可塑的変化．第 回 研究会，

筑波， 年 月 日．

 

第 回日本神経科学会，横浜， 年 月 日．

 渋谷賢，大木紫 拡張した仮想身体の操作による身体性自己意

識と身体表現の変化．第 回日本神経科学学会，横浜，

年 月 日．

 大木紫：身体意識 神経基盤解析とリハビリ応用の可能性 ．文

部科学省科研費新学術領域｢脳内身体表現の変容機構の理

解と制御｣キックオフシンポジウム，東京， 年 月 日．

 大森雅夫，五十嵐一峰，佐野秀仁，市村正一，中島剛，渋谷

賢，大木紫，遠藤隆志：頚髄症患者における巧緻運動障害の

客観的評価法の開発．第 回日本整形外科学会基礎学術集

会，鹿児島， 年 月 日．

 中島剛，大木紫：脊髄代償神経システム強化による新たな運動

機能回復戦略 東北大医学部肢体不自由学セミナー，招待講

演，仙台，平成 年 月 日．

 平井直樹，魚谷恭太郎，稲冨貴美，本郷利憲，佐々木成人 具

使 用 の学 習 過 程 ：サルの道 具 による把 持 動 作 のための

動 作 形 成 過 程 第 回 日 本 人 類 学 会 ，浜

松 ， 年 月 日 月 日

 

 

 

 渋谷賢，大木紫 拡張した仮想身体の操作の時間遅れが身体

性自己意識と身体表現に及ぼす影響．第 回多感覚研究会，

広島， 年 月 日．

 渋谷賢，大木紫 仮想身体の操作による身体性自己意識と身体

表現の変化．第 回多感覚研究会，広島， 年 月
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日．

 

 渋谷賢，大木紫 拡張した仮想身体の操作が身体性自己意識

および身体表現に与える影響．第 回日本基礎心理学会，東

京， 年 月 日．

 渋谷賢，畝中智志，大木紫：拡張した仮想身体の操作による身

体性自己意識と身体表現の変容．第 回身体性システム領域全

体会議，花巻， 年 月 日．

 大木紫：身体意識 神経基盤研究とリハビリ応用の可能性 ．東

北大学電気通信研究所共同プロジェクト研究会，仙台， 年

月 日．

 八木淳一，小林靖，平井直樹，大木紫：かゆみ受容性ラット脊

髄後根神経節ニューロンの機能的特性．第 回日本生理学会，

神戸， 年 月 日

 

第 回日本生

理学会大会 神戸 年 月 日

論 文

 
University of Brasília,

 
University of Brasília,

 

University of Brasília,

 

 鈴木伸弥，二橋元紀 ，大塚裕之 ，原口慧史 ，中島剛，大森茂

樹 ，笹田周作 ，小宮山伴与志 上武大学， 北海道医療大学，

医療法人社団鎮誠会姫島クリニック， 相模女子大学， 千葉大

学 ：立位および歩行時における足部皮膚神経刺激によって誘

発 さ れ た 体 幹 筋 群 皮 膚 反 射 の 動 態 ． 体 力 科 学

 中島剛，小宮山伴与志１，大木紫 １千葉大学 ：ヒト脊髄固有ニュ

ーロンの機能とその可塑性について．日本運動生理学雑誌，

印刷中 ．

著 書

 八木淳一 大木紫： の機能 の多彩な伝

達 様 式 青 木 滋 編 東 京 中 外 医 薬

社

 大木紫：第 章運動単位と筋活動．カンデル神経科学．金澤一

郎，宮下保司日本語版監修．東京，メディカルサイエンスインタ

ーナショナル， ． ．

細胞生理学教室

講 演

 小藤剛史，林優子，田丸政男，赤川公朗：広汎性発達障害

と 遺伝子の関連性の検討．第 回日本小児

神経学会，浜松， 年 月 日．

 ：

．第 回日本神経科学会，横

浜， 年 月 日．

 小藤剛史，林優子，藤原智徳，真田ますみ，田丸政男，赤川公

朗：自閉症スペクトラム障害と 遺伝子発現異

常の関連性の検討．第 回日本神経化学会大会，奈良，

年 月 日 月 日．

 ：

with βAPP processing．第 回日本神経化学会大会，奈良，

年 月 日 月 日．

 中山高宏，赤川公朗： 遺伝子の を介した転写

制御機構．第 回日本生化学会大会，京都， 年 月

日．

論 文

 ： ‐

．

 ：

amyloid β peptide secretion．

生化学教室（１）

講 演

 高瀬暁，石浦浩之，三井純，藤田逸人，原一雄，関谷元博，五

十嵐正樹，高梨幹生，泉田欣彦，久保田みどり，升田紫，平美

乃，岡崎佐智子，飯塚陽子，矢作直也，大橋健，吉田博，柳内

秀勝，多田紀夫，後藤田貴也，大須賀淳一，石橋俊，辻省次，

門脇孝，岡崎啓明： 解析を用いた

Ⅱ低下症の原因遺伝子変異同定の試み．第 回日本糖

尿病学会年次学術集会，大阪， 年 月 日．

 後藤田貴也：代謝性疾患（単一遺伝子疾患から複合遺伝形質

まで）の成因解明にむけた分子遺伝学的アプローチ．杏林医学

会第 回例会講演会，三鷹， 年 月 日．

 後藤田貴也，山本隆史：高血圧自然発症ラット の遺伝解

析から同定された内臓脂肪蓄積関連遺伝子 の発現調

節機構および肝脂肪蓄積への関与の解明．第 回日本生化

学会，京都， 年 月 日．

 後藤田貴也：メタボリックシンドローム ．第９回大分中性

脂肪・代謝研究会，大分， 年 月 日．

 後藤田貴也： に基づくコレステロール吸収阻害の重要性．

，立川， 年 月 日．

 後藤田貴也：メタボリックシンドローム ．西東京糖尿病眼

合併症フォーラム ，東京， 年 月 日．
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論 文

 

生化学教室（２）

講 演

 今泉美佳 青柳共太 岡村匡史 中道洋子 西脇知世乃 永

松 信 哉 ： 欠損マウスでは妊娠期の代償性インスリン分

泌亢進機能が低下している．第 回日本糖尿病学会年次学術

集会，大阪， 年 月 日．

 今泉美佳，青柳共太，岸本拓磨，永松信哉： 有芯顆粒を介し

たインスリン分泌動態の可視化．第 回日本生物学的精神医

学会・第 回日本神経化学会大会合同年会，奈良， 年

月 日 月 日．

 今泉美佳，藤原智徳，大塚弘毅：妊娠期膵 β 細胞におけるイ

ンスリン分泌亢進機構の解明．第 回杏林医学会総会，東京，

年 月 日．

 今泉美佳，青柳共太，岸本拓磨，永松信哉：ノックアウトマウス

を用いたインスリン開口分泌のイメージング解析．第 回日本

糖尿病・肥満動物学会年次学術集会，京都， 年 月

日．

論 文

 

 

薬理学教室

講 演

講演

 
SLC2A9 transporters. In Basic and clinical symposium “Gout 

genes identified”, American Society of 

口演

 堅田智久 櫻井裕之： アミノ酸トランスポーター は眼の発

生に必須である 日本動物学会 第 回大会 仙台 年

月 日

 堅田智久 櫻井裕之： アフリカツメガエルを用いたアミノ酸トラ

ンスポーター の初期発生における機能解析 第 回日本

薬理学会関東部会 横浜 年 月 日

 堅田智久 櫻井裕之： シグナルは の分

化を制御し， の伸長を阻害する 年度生理学

研究所研究会「粘膜免疫学と膜輸送生理学の融合」 岡崎

年 月 日

 

草津 年 月 日

 中村真希子 木村徹 櫻井裕之 市田公

美 尿酸トランスポーター 遺伝子重複変異モデルに

おける尿酸輸送活性及び 発現局在の検討 第 回

日本痛風・核酸代謝学会総会 東京 年 月 日

 

第 回日本薬理学会年会 名古屋 年 月 日

 堅田智久 金井正美 金井好克 遠藤仁 櫻井裕之： マウス

初期発生におけるアミノ酸トランスポーター の発現解析 第

回日本薬理学会年会 仙台 年 月 日

ポスター

 城倉浩平 櫻井裕之 中腎管上皮細胞に対する間葉 の

作用 第 回日本組織細胞化学会・学術集会 松本 年

月 日

 
．第 回日本解剖学会総会・全国

学術集会 第 回日本生理学会大会 合同大会 神戸

年 月 日

論 文
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 Kükenshöner T

 

n of protein kinase Cα. 

著 書

 櫻井裕之 関節リウマチ治療薬，痛風・高尿酸血症治療薬．カ

ラーイラストで学ぶ集中講義薬理学．渡邊康裕編．東京 メジカ

ルビュー

 櫻井裕之：薬物療法．血液浄化療法ハンドブック ．透析療

法合同専門委員会編．東京 協同医書出版

病理学教室

講 演

 菅間博：甲状腺腫瘍の分子病理診断と細胞診 第 回日本内

分泌学会学術総会 福岡 年 月 日

 石井順，矢澤卓也，佐藤華子，宍戸 原由紀子，平松千恵，下

山田博明，藤原正親，菅間博：肺の神経内分泌系悪性腫瘍と

型 遺伝子．第 回日本病理学会総会，広島，

年 月 日．

 千葉知宏 住石歩 水谷奈津子 矢澤卓也 菅間博 乳頭状増殖

形態を呈した乳腺原発脂腺癌の一例 第 回日本病理学会総

会，広島， 年 月 日

 有益優，寺戸雄一，宍戸 原由紀子，菅間博 癌細胞にお

ける 小体形成機序の解明．第 回日本病理学会総会，

広島， 年 月 日

 大田泰徳，比島恒和，望月眞，児玉良典，森谷鈴子，小柳津

直樹，峰宗太郎，塩沢由美子，長谷川秀樹，片野晴隆 日本

におけるエイズ関連リンパ腫の病理組織分類 第 回日本病

理学会総会 広島 年 月 日

 尾坂真，秋田貴之，望月眞，寺戸雄一，矢澤卓也，菅間博，大

倉康男，西ヶ谷順子，百村麻衣，小林陽一：子宮内腔，腹膜に

転移を示した卵管原発明細胞癌の一例．第 回日本病理学

会総会，広島， 年 月 日

 秋田貴之，尾坂真，望月眞，大森嘉彦，菅間博，大倉康男，松

本吉史，高山信之，河合伸，片野晴隆： リンパ節炎と

顎下腺炎を伴った顎下腺原発 の

一例．第 回日本病理学会総会，広島， 年 月 日

 片野晴隆，比島恒和，望月眞，児玉良典，小柳津直樹，大田

泰徳，峰宗太郎，猪狩亨，味澤篤，照屋勝治，田沼順子，菊池

嘉，岡慎一，上平朝子，白阪琢磨，鯉渕智彦，岩本愛吉，長谷

川秀樹，岡田誠治，安岡彰 感染者の剖検例における日和

見感染症と腫瘍の実態 第 回日本病理学会総会 広島，

年 月 日

 大木亜津子，阿部展次，竹内弘久，正木忠彦，森俊幸，海野

みちる，大倉康男，杉山政則：胃癌における胃内洗浄液細胞診

の検討 遊離癌細胞は検出されるのか 第 回日本消化器

病学会総会，東京， 年 月 日

 神保陽子，土岐真朗，落合一成，太田博崇，渡辺俊介，大野

亜希子，倉田勇，畑英行，蓮江智彦，平野和彦，山口康晴，両

角克朗，大倉康男，高橋信一 胃生検にて と判定され

最終診断が癌であった 例の検討．第 回日本消化器内視鏡

学会総会，福岡， 年 月 日

 齋藤大祐，林田真，三浦みき，平野和彦，櫻庭彰人，山田雄二，

小山元一，大倉康男，高橋信一 当院における消化管サイトメ

ガロウイルス感染症の検討．第 回日本消化器内視鏡学会総

会，福岡， 年 月 日

 神尾幸見，橘啓盛，武井秀史，新井信晃，三ツ間智也，清水麗

子，平田佳史，松脇りえ，河内利賢，苅田真，中里陽子，長島

鎮，平野浩一，望月眞，藤原正親，菅間博，近藤晴彦：高周波

スネアを用いて気管支鏡下に切除した腎細胞癌気管支転移の

例．第 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会，東京，

年 月 日．

 千葉知宏，住石歩，菅間博 アデニル酸シクラーゼ活性化剤に

よる甲状腺癌の増殖・浸潤の抑制作用．第 回日本甲状腺病理

学会総会・学術集会，神戸 年 月 日

 大原有紗，豊田圭子，土屋一洋，五明美穂，本谷啓太，大森
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嘉彦，平野和彦，菅間博，似鳥俊明 側頭骨巨細胞腫の 例．

第 回日本医学放射線学会秋季臨床大会，神戸， 年 月

日

 関雅史，式場星矢，百瀬恵美，桑原彩子，佐藤範英，平野和

彦，望月眞，高山信之 ホジキンリンパ腫に対する化学療法後

に肺小細胞癌が顕在化した重複癌の 例 第 回日本内科

学会関東地方会，東京， 年 月 日

 竹内弘久，阿部展次，大木亜津子，平野和彦，大倉康男，杉

山政則 未分化・分化型組織混在早期胃癌に対する の適

応拡大について 第 回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，

年 月 日

 菅間博：第 版甲状腺癌取扱規約の病理学事項の解説 第

回日本甲状腺外科学会学術集会 福岡 年 月 日

 中里陽子 平野浩一，藤原正親，菅間博：甲状腺粘表皮癌の

例．第 回日本甲状腺外科学会学術集会，福岡， 年 月

日．

 石井順 有益優 千葉知宏 矢澤卓也 菅間博 甲状腺髄様癌の

カルシトニン産生における の役割について 第 回 日

本内分泌病理学会学術総会，東京， 年 月 日

 千葉知宏 住石歩 菅間博 アデニル酸シクラーゼ活性化剤によ

る甲状腺癌の増殖・浸潤の抑制作用 第 回日本内分泌病理

学会，東京， 年 月 日

 長内喜代乃 西ヶ谷順子 百村麻衣 松本浩範 水谷奈津子 坂本

憲彦 平野和彦 藤原正親，望月眞 小林陽一，岩下光利 若年

女性に発生した子宮頸部 の 例 第

回日本臨床細胞学会秋季大会，下関， 年 月 日

 加藤拓，藤原正親，坂本憲彦，水谷奈津子，市川美雄，鈴木

瞳，稲嶺圭祐，海野みちる，住石歩，近藤凡子，大倉康男：

組織分類に基づいた胸腺腫と胸腺癌の細胞形態学的検

討．第 回日本臨床細胞学会秋期大会，下関， 年 月

日．

 鈴木瞳，加藤拓，坂本憲彦，市川美雄，稲嶺圭祐，水谷奈津

子，海野みちる，望月眞，大倉康男 リンパ節細胞診における

良悪性鑑別困難症例の検討．第 回日本臨床細胞学会秋期

大会，下関， 年 月 日．

 望月眞 がん登録法制化と病理情報システム がん登録を前提

とした病理情報システムに求められるもの 第 回日本病理学

会秋期特別総会，沖縄， 年 月 日

 大塚弘毅，大西宏明，小倉航，松島早月，岸野智則，藤原正

親，古瀬純司，渡邊卓：転移性直腸癌症例において認められた

新規 遺伝子変異．第 回日本臨床検査医学会学術集会，

福岡， 年 月 日．

 須藤恵美，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，大坂真以子，藤

原正親，板谷直，西川かおり，森秀明，奴田原紀久雄，高城靖

志，渡邊卓：褐色細胞腫との鑑別が困難であった副腎癌の一例

超音波画像所見の考察．第 回日本臨床検査医学会学術集

会，福岡， 年 月 日．

 大坂真以子，岸野智則，大西宏明，大塚弘毅，嶌森直子，寺

戸雄一，西川かおり，森秀明，奴田原紀久雄，高城靖志，渡邊

卓 転移性腎腫瘍の 例 超音波画像所見の考察 第 回日

本臨床検査医学会学術集会，福岡， 年 月 日

 片野晴隆，比島恒和，望月眞，児玉良典，小柳津直樹，大田

泰徳，峰宗太郎，猪狩亨，味澤篤，照屋勝治，田沼順子，菊池

嘉，岡慎一，上平朝子，白阪琢磨，鯉渕智彦，岩本愛吉，長谷

川秀樹，岡田誠治，安岡彰 感染者の剖検例における日和

見感染症と腫瘍の頻度．第 回日本エイズ学会学術集会・総

会，大阪 年 月 日

 福田のぞみ，皿谷健，武井秀史，辻本直貴，布川寛樹，大熊康

介，藤原正親，塚原弥生，近藤晴彦，滝澤始：著明な胸膜肥厚

を呈し，胸膜原発の悪性リンパ腫

と考えられた 例．第 回日本内科学会関東地方会，東京，

年 月 日．

 野坂岳志，皿谷健，辻本直貴，苅田真，布川寛樹，大熊康介，

藤原正親，石井晴之，近藤晴彦，滝澤始：肺癌に類似した画像

を呈した肺アスペルギローシスの 例．第 回日本内科学会関

東地方会，東京， 年 月 日．

 藤原正親 千葉知宏，望月眞，菅間博，橘啓盛，近藤晴彦：気

胸を起こした肺嚢胞性疾患の 歳男性例．第 回呼吸器病理

研究会，東京， 年 月 日．

 望月眞，藤原正親，河内利賢，近藤晴彦：リンパ濾胞の過形成

が見られる線維性結節病変．第 回呼吸器病理研究会，東京，

年 月 日．

 菅間博：甲状腺取扱い規約第 版における病理組織分類の改

訂について…特に乳頭癌亜型と低分化癌に注目して….第

回茨城内分泌外科研究会 年 月 日

 藤原正親，菅間博，武井秀史，清水麗子，橘啓盛，苅田真，河

内利賢，中里陽子，長島鎮，近藤晴彦：症例 ．第 回中

皮腫パネル，東京， 年 月 日．

 

， ， ，

 ， ， ， ，

， ， ， ，

， ， ，

 

，

論 文

 磯村杏耶，池谷紀子，片岡郁穂，齋藤督芸，小路仁，吉原堅，

駒形嘉紀，要伸也，有村義宏，山田明，岡野晴子，塩川芳明

維持透析中に中枢神経障害を発症して診断された好酸球性多

発血管炎性肉芽腫症（ 症候群）の一例 関

東リウマチ

 菅間博，千葉知宏，住石歩，海野みちる：甲状腺結節取扱い診

療ガイドラインと細胞診 甲状腺腫瘍の分子病理診断と細胞診

日本内分泌学会雑誌

 阿部泰明，小林啓一，原由記子，千葉知宏，横矢重臣，野口

明男，菅間博，塩川芳昭，永根基雄：退形成性上衣腫に膠芽

腫成分を伴った頭頂葉悪性神経膠腫の一例：

 百村麻衣，小林陽一，寺戸雄一，坂本憲彦，長内喜代乃，西ヶ

谷順子，松本浩範： 状結腸癌の子宮転移の 例 日本臨床

細胞学会雑誌

 菅間博，住石歩，千葉知宏，宍戸 原由紀子 甲状腺腫瘍の遺

伝子診断と細胞診 日本内分泌甲状腺外外科学会誌

 竹内弘久，阿部展次，大倉康男，杉山政則：これが癌 癌じゃな
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いの 食道・胃編 全体に褪色調を呈し，発赤とひきつれを伴う

陥凹性病変．消化器内視鏡 ：

 佐藤綾，有村義宏，清水英樹，窪田沙也花，磯村杏耶，小西

文晴，川嶋聡子，池谷紀子，吉原堅，駒形嘉紀，要伸也，石井

誠之，佐藤衛，山田明 長期維持透析中に再燃した好酸球性

多発血管炎性肉芽腫症 症候群 の１例 日本透

析医学会雑誌

 片岡郁穂，軽部美穂，磯村杏耶，齋藤督芸，駒形嘉紀，山田

明，要伸也，有村義宏 係蹄壁優位に ， 沈着を認めた

ネフローゼ症候群の１例 日本腎臓学会誌

 福岡利仁，早川哲，清水英樹，遠藤彰子，磯村杏耶，齋藤督

芸，川嶋聡子，要伸也，有村義宏，山田明 当院 症例に

対するトルバプタンの効果についての検討 臨床体液

 竹内弘久，阿部展次，大倉康男，杉山政則：隆起を呈する病変

悪 性 食 道 原 発 悪 性 黒 色 腫 ． 消 化 器 内 視 鏡 ：

 神尾幸見，橘啓盛，武井秀史，新井信晃，三ツ間智也，清水麗

子，平田佳史，松脇りえ，河内利賢，苅田真，中里陽子，長島

鎮，平野浩一，望月眞，藤原正親，菅間博，近藤晴彦 高周波

スネアを用いて気管支鏡下に切除した腎細胞癌気管支転移の

例 気管支学

 中島寛隆，大倉康男：早期胃癌の組織型と肉眼像．消化器内

視鏡 ：

 中里陽子，平野浩一，藤原正親，菅間博 甲状腺粘表皮癌の

例 日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌

 菅間博 新甲状腺癌取扱い規約・病理編の解説 病理学的事項

の変更点および 分類との比較 日本内分泌・甲状腺外科

学会雑誌

 石井順，有益優，千葉知宏，矢澤卓也，菅間博：甲状腺髄様癌

のカルシトニン産生における の役割について 日本内分

泌学会雑誌

 千葉知宏，住石歩，菅間博 アデニル酸シクラーゼ活性化剤に

よる甲状腺癌の増殖・浸潤の抑制作用 日本内分泌学会雑誌

 住石歩，菅間博 知っておきたい甲状腺診療 検査から専門治

療まで 甲状腺癌の治療戦略 小児甲状腺癌の特徴

 河野道弘，望月眞，坂本穆彦，大倉康男：頭頸部扁平上皮癌

センチネルリンパ節の転移判定に有用なマーカーの検討 とく

に による 法導入の可能性について．診断病理

：

 藤盛孝博，菅井有，上杉憲幸，伊藤利江子，市川一仁，山田

元，佐野寧，荒尾潤，柏木亮一，伊藤智雄，冨田茂樹，大倉康

男：食道病変の病理診断と問題点．消化器内視鏡 ：

 阿部展次，大倉康男，杉山政則：隆起を呈する病変 境界領域

食道顆粒細胞腫．消化器内視鏡 ：

 中元康雄，皿谷健，辻晋吾，平田彩，渡邊崇靖，和田翔子，大

熊康介，金重真奈美，下田真史，西沢知剛，石田学，小田未

来，肥留川一郎，檜垣学，石井晴之，小路仁，軽部美穂，田中

良太，武井秀史，呉屋朝幸，藤原正親，滝澤始，後藤元：

および胸腔鏡下肺生検による組織学的評価を施行し

得た肺リウマチ結節の 例．日本胸部臨床

 大倉康男，中島寛隆： 食道ポリープの病理．消化器内視鏡 ：

 千葉知宏，菅間博 充実型乳頭癌

 横山政明，大西宏明，大塚弘毅，渡邊卓，大倉康男，古瀬純

司，杉山政則：胆道癌における増殖シグナル伝達因子の発現と

遺伝子変異の多様性 変異の胆道癌バイオマーカーとし

ての可能性．胆と膵 ：

 上野秀樹，望月英隆，落合淳志，池上雅博，山田一隆，白水

和雄，亀岡信悟，九嶋亮治，高橋慶一，味岡洋一，正木忠彦，

大倉康男，長谷和生，河内洋，岩屋啓一，和田了，久須美貴

哉，中村好宏：画像診断との対比で学ぶ大腸疾患アトラス リン

パ節構造のない壁外非連続性癌進展病巣 のアトラス．大

腸がん ：

 大倉康男：専門医のためのアトラス 進行胃癌 肉眼型と組織型 ．

胃がん ：

 ， ， ， ， ，

， ：

：

 ， ， ， ， ，

， ， ：

：

 ， ， ， ， ，

， ， ：

： ，
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， ， ， ， ， ， ，
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著 書

 寺戸雄一：その他の間葉性（系）腫瘍．腫瘍病理鑑別アトラス

子宮体癌．森谷卓也 柳井広之編．東京，文光堂，

．

 藤原正親：第 章 呼吸器系の疾患 第 章 腎・泌尿器 生殖

器系および乳腺の疾患 第 章 内分泌系の疾患．系統看護

学講座 専門基礎分野 病理学 第 版．東京，医学書院，

感染症学教室

（微生物学）

講 演

 大﨑敬子，蔵田訓，神谷茂：家族由来 菌株

の動物感染性の比較．第 回日本感染症学会，福岡， 年

月 日．

 花輪智子，大﨑敬子，蔵田訓，神谷茂：院内感染対策のための

ナノ分子コーティング消毒剤の効果．第 回日本感染症学会，

福岡， 年 月 日．

 蔵田訓，大﨑敬子，神谷茂，櫻井一志，柴森雅文，中島貴子，

植松直也： は小腸細菌叢に作用し， 誘導小

腸潰瘍を予防する．第 回日本感染症学会，福岡， 年 月

日．

 小林治，大﨑敬子，蔵田訓，神谷茂：インフルエンザ， の臨

床像と を用いたウイルス検出状況．第 回日

本感染症学会，福岡， 年 月 日．

 神谷茂：ディフィシル菌による院内感染とその対策における最

近のトレンド．島根消化管感染症セミナー特別講演，出雲，

年 月 日．

 シンシアザマン，大﨑敬子，今野武津子，米澤英雄，神谷茂：

．第 回日本ヘリコバクター学会，東京， 年

月 日．

 大﨑敬子，シンシアザマン，北条史，米澤英雄，神谷茂：鉄制

限スナネズミにおける 感染の宿主鉄保有状

況に対する効果．第 回日本ヘリコバクター学会，東京，

年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，神谷茂 ヘリコバクター・ピロリのバイオ

フィルム形成が及ぼす抗菌薬抵抗性への影響 第 回日本ヘ

リコバクター学会，東京， 年 月 日．

 北条史，大崎敬子，米澤英雄，花輪智子，蔵田訓，山口博之，

神谷茂： の 共培養

系における生存性の向上について 第 回日本ヘリコバクター

学会，東京， 年 月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，花輪智子，蔵田訓，神谷茂

バイオフィルム形成が及ぼすアモキシシリン，

メトロニダゾールへの抵抗性への影響 第 回

学術集会，東京， 年 月 日．

 

–

 

–
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International Ecologic Forum “Environment and 

man health” (EcoForum), Russia,

 

International Ecologic Forum “Environment and 

man health” (EcoForum), Russia,

 

“Environment and human health” 

 

“Environment and human health” (EcoForum), Russia, 

 シンシアザマン，大﨑敬子，神谷茂：家族由来

菌株の遺伝子型別とスナネズミ感染性の比較．第 回臨

床腸内微生物学会，東京， 年 月 日．

 米澤英雄，神谷茂 のバイオフィルム形成

と抗菌薬抵抗性 第 回日本臨床腸内微生物学会，東京，

年 月 日．

 神谷茂：小腸正常細菌フローラと生体との関連性‐炎症性病変

に及ぼすフローラの役割‐．

，札幌， 年 月 日．

 神谷茂： 感染症における の効果．

第 回日本感染学会東日本地方会学術集会・第 回日本化

学療法学会東日本支部総会合同学会，東京， 年 月

日．

 Kamiya S: Introduction for“Intestinal Microbiota, Intractable 

disease and Autoimmunity”．第 回ヤクルト腸内フローラシンポ

ジウム，東京， 年 月 日．

 神谷茂：無菌マウスを用いた感染病態の研究．佐々木正五先

生百歳長寿記念講演会，東京， 年 月 日．

 神谷茂： の新たなる基礎的知見～細菌生態

学的研究を中心として～．第 回日本消化器病学会甲信越支

部例会・第 回日本消化器内視鏡学会甲信越支部例会合同

支部例会，新潟， 年 月 日．

 蔵田訓，大﨑敬子，米澤英雄，花輪智子，田口晴彦，神谷茂：

菌体抗原感作が 細胞サブセットに及

ぼす影響．第 回日本無菌生物ノートバイオロジー学会総会，

広島， 年 月 日．

 神谷茂： の病原因子と院内感染対策．日本

消化器病学会近畿支部第 回例会，京都， 年 月 日．

 

第 回韓日合同

カンファレンス，韓国， 年 月 日．

 蔵田訓，大﨑敬子，米澤英雄，花輪智子，田口晴彦，神谷茂：

マウス脾臓細胞を用いた肺炎マイコプラズマ菌体抗原による喘

息関連ケモカインの誘導．第 回日本細菌学会総会，岐阜，

年 月 日．

 大﨑敬子，シンシアザマン，北条史，米澤英雄，蔵田訓，花輪

智子，神谷茂：

第 回日本細菌学会総会，岐阜， 年 月

日．

 花輪智子，米澤英雄，蒲地一成，大﨑敬子，蔵田訓，北条史，

シンシアザマン，神谷茂：百日咳菌 型分泌装置はバイオフィル

ム形成を促進する 第 回日本細菌学会総会，岐阜， 年

月 日．

 米澤英雄，大﨑敬子，花輪智子，蔵田訓，北条史，シンシアザ

マン，神谷茂 外膜タンパク のバイオ

フィルム形成への関与 第 回日本細菌学会総会，岐阜，

年 月 日．

 北条史，大崎敬子，米澤英雄，花輪智子，蔵田訓，山口博之，

神谷茂： の 共培養

系における生存性の向上とトランスクリプトーム解析 第 回日

本細菌学会総会，岐阜， 年 月 日．

論 文
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 北条史 ，大﨑敬子，米澤英雄，花輪智子，蔵田訓，山口博之２，

神谷茂（１杏林大・医・実験動物，２北海道大学）

の自由生活性アメーバ共培養系における生存性の向上

について．無菌生物

．

 米澤英雄，大﨑敬子，神谷茂： のバイオフィ

ルム形成．無菌生物

．

 花輪智子，新庄克也 ，中里仁美 ，米澤英雄，大﨑敬子，蔵田

訓，シンシアザマン，川上速人 ，海保房夫 ，神谷茂（ 東京理

科大学， 杏林大・医・解剖学） 黄色ブドウ球菌の形成するバイ

オフィルムに対するリネゾリドの影響．

．

 今野武津子 ，横田伸一 ，高橋美智子 ，藤原伸一 ，大﨑敬子，

神谷茂（ 札幌厚生病院， 札幌医科大学）：日本人小児の最近

のピロリ菌感染率と感染経路について．ヘリコバクター学会誌

．

 岡健太郎 ，神谷茂（ ミヤリサン製薬株式会社）：腸内フローラと

健康・疾病とのかかわり 腸管感染症．臨床と微生物

 神谷茂： 病原性と疫学．感染症内科

 神谷茂：腸内細菌叢（フローラ）研究の進歩と臨床への応用．診

断と治療

 神谷茂，蔵田訓，田口晴彦 （ 杏林大・保健・免疫学）：医学領

域における肺炎マイコプラズマ感染症の基礎と臨床．家畜診療

 神谷茂，大﨑敬子：腸内細菌研究の基礎分野における近年の

進歩‐腸内細菌の解析方法，代謝‐．医学のあゆみ

 神谷茂：嫌気性菌 破傷風菌，微生物検査イエローページ．臨

床検査

 神谷茂：嫌気性菌 バクテロイデス，微生物検査イエローページ．

臨床検査 ．

 神谷茂：ディフィシル菌感染症の基礎と臨床‐院内感染とその対

策を含めて．臨床腸内微生物学誌

 米澤英雄，神谷茂： のバイオフィルム形成と

抗菌薬抵抗性．臨床腸内微生物学誌 ．

 シンシアザマン，神谷茂：家族由来 菌株の

遺伝子型別とスナネズミ観戦性の比較．臨床腸内微生物学誌

 神谷茂：腸内マイクロビオータと糞便移植療法．化学療法の領

域

 神谷茂：乳酸菌製剤の菌交代現象への効果．日本医事新報

 大﨑敬子，神谷茂： 感染症の疫学，感染経路．臨床と

微生物

著 書

 神谷茂：ブラック微生物学 第 版（原書 版）．神谷茂，高橋秀

実，林英生，俣野哲朗監訳．東京，丸善出版， ．

 神谷茂：第 章 顕微鏡と染色．ブラック微生物学 第 版（原書

版）．神谷茂，高橋秀実，林英生，俣野哲朗監訳．東京，丸善

出版， ．

 神谷茂：腸内フローラシンポジウム ．東京，医薬出版， ．

 神谷茂：はじめに，腸内フローラと加齢．腸内フローラシンポジ

ウム ．東京，医薬出版， ．

 神谷茂：病原微生物学 基礎と臨床．荒川宜親，神谷茂，柳雄

介編．東京，東京化学同人，

 神谷茂：微生物学概論．病原微生物学 基礎と臨床．荒川宜親，

神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．

 神谷茂：グラム陰性偏性嫌気性桿菌および球菌．病原微生物

学 基礎と臨床．荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化

学同人， ．

 神谷茂：グラム陰性らせん菌．病原微生物学 基礎と臨床．荒

川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．

 神谷茂：芽胞形成菌．病原微生物学 基礎と臨床．荒川宜親，

神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．

 神谷茂：グラム陽性無芽胞桿菌．病原微生物学 基礎と臨床．

荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．
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 神谷茂：細菌および寄生虫による消化器感染症．病原微生物

学 基礎と臨床．荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化

学同人， ．

 神谷茂：ベクターが介在する細菌感染症．病原微生物学 基礎

と臨床．荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人，

．

 神谷茂：ベクターが介在する寄生虫感染症．病原微生物学 基

礎と臨床．荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人，

．

 神谷茂：敗血症・血流感染症．病原微生物学 基礎と臨床．荒

川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．

 神谷茂：コラム 「クオラムセンシング」．病原微生物学 基礎と臨

床．荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．

 神谷茂：コラム 「プレデター細菌」．病原微生物学 基礎と臨床．

荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．

 神谷茂：コラム 「プロバイオティクス」．病原微生物学 基礎と臨

床．荒川宜親，神谷茂，柳雄介編．東京，東京化学同人， ．

 花輪智子：第３章 細菌感染症 主要な細菌と疾患．みてわか

る薬学 図解 微生物学・感染症・化学療法．藤井暢弘，山本友

子編．東京，南山堂， ． ．

その他

 神谷茂，北条史：クリーニングに使用される界面活性剤と溶媒の

病原性原生動物に及ぼす効果．平成 年度クリーニングと公衆

衛生に関する研究報告書（クリーニングと公衆衛生に関する研

究委員会委員長，相澤好治編），第 巻

 Shigeru Kamiya (Chairperson): “New Strategies for 

Eradication Treatment.”, The 12th Japan

 神谷茂：ヘリコバクター感染症の最新知見‐ の感染病

態 ， 診 断 ， 治 療 を 中 心 と し て は じ め に ． 臨 床 と 微 生 物

 神谷茂：大山健康財団創立 周年に際して‐偉大な諸先輩に

接 し て ‐ ． 公 益 財 団 法 人 大 山 健 康 財 団 年 の あ ゆ み

，

 神谷茂：「微生物って悪者なの？」ビフィズス菌電子顕微鏡写真

提供．もっと知りたい感染症 子ども版．独立行

政法人科学技術振興機構，

 神谷茂：「腸から始まる健康ライフ」腸内フローラについて解説，

ラジオ， 年 月 日．

感染症学教室

（寄生虫学）

講 演

学会・研究会，国際学会，ポスターセッション

 井上信一 新倉保 井上愛美 小林富美惠：マラリア原虫感染

防御の感染初期における γδ T 細胞を介した樹上細胞活性

化の重要性 第 回日本生体防御学会学術総会・日本比較免

疫学会第 回学術集会 仙台 年 月 日

 

 ayashi F: γδ T

 新倉保，井上信一，井上愛美，小林富美惠：妊娠によるマラリア

の重症病態化機構の解明 第 回分子寄生虫学ワークショッ

プ 第 回分子寄生虫マラリアフォーラム合同大会 帯広

年 月 日 月 日

 鈴木重雄，彦坂健児，小松谷啓介， ，新

倉保，小林富美恵，高橋究，田中徹，中島元夫，北潔： アミノ

レブリン酸 鉄化合物のマラリア原虫感染マウスに対する

治療・予防 効果第 回分子寄生虫学ワークショップ 第 回

分子寄生虫マラリアフォーラム合同大会 帯広 年 月

日 月 日

 井上信一，新倉保，井上愛美，小林富美惠： マラリア原虫感染

防御の免疫機構を探る 〜 と γδ T 

細胞を通じて〜 第 回分子寄生虫学ワークショップ 第 回

分子寄生虫マラリアフォーラム合同大会 帯広 年 月

日 月 日

 

 

 Inoue S, Niikura M, Inoue M, Kobayashi F: γδ T cells are key 

 

 峯尾松一郎 新倉保 井上信一 黒田雅彦 小林富美惠： マ

ウスモデルを用いた妊娠中のマラリアによる胎盤組織障害機序

の解明 第 回日本胎盤学会学術集会 京都 年 月

日

 新倉保 井上信一 井上愛美 小林富美惠： 赤内期マラリア

原虫における の生理的役割

第 階日本熱帯医学会・第 回日本国際保健医療学会合同

大会 東京， 年 月 日

 小林富美惠： 「女性研究者のキャリアパス形成」 テーマ 如

何にしてキャリアを積み上げてきたか 〜産官学の各領域から

〜 熱日本熱帯医学会男女共同参画推進委員会主催ミニシン

ポジウム 第 回日本熱帯医学会・第 回日本国際保健医

療学会合同大会 東京， 年 月 日
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 Kobayashi F, Inoue S, Niikura M, Inoue M: The role of γδ T 

 ：

 井上信一，新倉保，井上愛美 石川香 中田和人 林純一

小林富美惠： 免疫細胞内ミトコンドリア活性酸素がマラリア感染

防御において果たす役割．第 回杏林医学会総会（平成 年

度杏林大学医学部研究奨励賞中間報告） 三鷹 年 月

日

 関根将 新倉保 井上信一 小林富美惠：マラリアにおけるプ

リンヌクレオチド生合成と 産生との関係 第 回杏林医学

会総会 三鷹 年 月 日

 井上信一 新倉保 井上愛美，小林富美惠： マラリア原虫感

染初期における γδ T細胞を介した樹上細胞活性化の重要性

第 回日本分子生物学会年会 横浜 年 月 日

 本間一 平井誠 新倉保 美田敏宏，小林富美惠 堀井敏宏，

遠藤弘良： ポリメラーゼ δ の校正機能欠損による高頻度

突然変異発生型ネズミマラリア原虫のゲノムワイド変異解析 第

回日本分子生物学会年会 横浜 年 月 日

 

 Inoue S, Niikura M, Inoue M, Kobayashi F: γδ T cells promote 

第 会日本免

疫学会学術集会 京都 年 月 日

 

第 回寄生虫感染免疫研究会 大阪

年 月 日

 

第 回寄生虫感染免疫研究会

大阪 年 月 日

 

：

．第 回

日本寄生虫学会大会，三鷹， 年 月 日．

 井上愛美，井上信一，新倉保，尾坂真，森保妙子，濱野真二

郎，カレトン リチャード，小林富美惠 スポロゾイト接種による赤

外期マラリア免疫に対するマンソン住血吸虫感染の影響．第

回日本寄生虫学会大会，三鷹， 年 月 日．

 森保妙子，濱野淳朗， 中村梨沙，

井 上 愛 美 ， 濱 野 真 二 郎 ：

第 回日本寄

生虫学会大会，三鷹， 年 月 日．

 井上信一，新倉保，井上愛美，小林富美惠: γδ T 細胞は

感染に対する液性免疫の維持に働く．

第 回日本寄生虫学会大会，三鷹， 年 月 日．

 
：

．第 回日本寄生虫学会大会，三鷹， 年 月

日．

 本間一，平井誠，新倉保，美田敏宏，小林富美恵，堀井俊宏，

遠藤弘良 ミューテーターマラリア原虫を用いた突然変異蓄積

パターンの解析．第 回日本寄生虫学会大会，三鷹， 年

月 日．

一般向け公開講座

 小林富美惠： 身近に迫る寄生虫 〜寄生虫感染症の現状とそ

の対策・予防法〜．杏林大学オープンキャンパス模擬講義．三

鷹， 年 月 日

論 文

原著論文

 

．

 

報告書

 小林富美惠，渡邊卓，大西宏明，井上信一，新倉保 平成

年度杏林大学医学部共同研究プロジェクト受賞 研究成果報告

「マウスにおける造血系撹乱とその制御機構の解明」 杏林医

学会雑誌 補遺 ４

 新倉保： 第 回杏林医学会研究奨励賞受賞報告 「妊娠中の

マラリアの病態モデルを用いた病態発症機構の解明」，杏林医

学会雑誌 補遺

 井上信一： 公益財団法人 加藤記念バイオサイエンス振興財

団 第 回研究助成報告書 「γδ T細胞によるマラリア免疫記

憶の制御機構の解明」

 井上信一： 公益財団法人 上原記念生命科学財団 平成 年

度研究助成報告書 「γδ T 細胞によるマラリア免疫記憶の制

御」

 井上信一： 一般財団法人 守谷育英会 第 回研究助成中間

報告書「ミトコンドリア活性酸素によるマラリア防御免疫の制御機

構の解明」

その他

新聞掲載など

 小林富美惠： 「ぎょう虫症」，夕刊フジ，健康・医療欄， 年

月 日号．

受賞

 井上信一： 平成 年度 医学部研究奨励賞 「免疫細胞のミト

コンドリア活性酸素がマラリア感染防御において果たす役割」．

年 月 日

 新倉保：第 回杏林医学会研究奨励賞受賞 年 月 日．
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学会主催

 小林富美惠： 第 回日本寄生虫学会大会主催，三鷹，

年 月 日．

その他

 小林富美惠： 編集後記．杏林医学会雑誌 補遺

 小林富美惠：Hindustan Times: “Japanese scientist deliv

lecture on malaria at PGI. ”

 小林富美惠：Chandigarh Newsline: “PU professor entrusted 

ia. ”

 小林富美惠： “PGI, Japan university t

decode severe malaria cases.”

衛生学公衆衛生学教室

講 演

 

–

，

 

–

，

 松井知子：ストレスの基礎理解とストレスマネジメント（リラクゼー

ション）．町田市教育委員会初任者研修会セミナー，町田，

年 月 日

 小笠原準悦，伊藤知洋，高成準，三浦健人，櫻井拓也，井澤

鉄也，中野法彦，長澤純一，木崎節子，大野秀樹：アスパラガ

ス茎熱水抽出物（ ）はアミロイド β による細胞障害性を抑

制する．第 回日本衛生学会学術総会，岡山， 年 月

日．

 田村憲治，近藤美則，苅田香苗，矢野栄二，井上まり子，本間

純一，原邦夫： 時間値による異常な 時間値の同定

第 回日本衛生学会学術総会，岡山， 年 月 日．

 櫻井拓也，小笠原準悦，木崎節子，白土健，石橋義永，斎藤

大蔵，大石修司，芳賀脩光，鈴木健二，大野秀樹：運動は肥満

による脂肪組織の線維化関連因子の発現増加を減弱させる．

第 回日本衛生学会学術総会，岡山， 年 月 日．

 谷口善仁，大前和幸，木下政人：メダカを用いた シグナル

バイオモニタリング系の開発．第 回日本衛生学会学術総会，

岡山， 年 月 日．

 苅田香苗，原田まつ子，吉田正雄，井上聡，小風暁：大学生の

平衡機能と心拍変動および気分・感情状態との関連．第 回日

本衛生学会学術総会，岡山， 年 月 日．

 松井知子：これからの職場復帰支援を考える～心理職の立場

から～．メンタルヘルスケア・ジャパン セミナー，東京，

年 月

 白土健，木﨑節子，大野秀樹，今泉和彦：リポ多糖刺激に伴う

マクロファージ炎症性応答に及ぼすグルコサミンの抑制作用とメ

カニズム．第 回日本栄養・食糧学会大会，札幌， 年 月

日 月 日

 久米梢子，久保祐美子，神山麻由子，岡本博照，小泉健雄，

和田貴子：二次救急病院に勤務する救急救命士に対する評価

（第 報）多施設調査報告．第 回日本臨床救急医学会総会，

宇都宮， 年 月 日 月 日．

 石川守，吉田正雄：特定健診・特定保健指導に対する評価の

試み．第 回九州農村医学会，熊本， 年 月 日

 角田透，飯島美世子，斎藤照代，炭山隆，錦戸典子，松井知

子，森崎美奈子，山田智子，野田一雄：事業場におけるメンタ

ルヘルス対策の有用性を評価するツールの開発．第 回日本

産業精神保健学会，北九州市， 年 月 日

 松井知子：メンタルヘルス 社内研修の進め方 ．東京産業保健

推進センター研修会（人事・労務・衛生管理者研修），東京，

年 月 日．

 角田透：産業保健活動 産業医としての業務について．東京産

業保健推進センター研修会（日医認定産業医研修），東京，

年 月 日．

 角田透：健康の定義～これからの に求められるもの～ 第

回日本 協会総会，東京， 年 月 日．

 白土健，木﨑節子，櫻井拓也，小笠原準悦，大野秀樹，今泉

和彦：マクロファージ炎症性応答に及ぼすグルコサミンの効果と

メカニズム．第 回日本体力医学会関東地方会，坂戸，

年 月 日

 

 松井知子：ストレスの基礎理解とストレスマネジメント．昭島市教

育委員会初任者研修会セミナー，昭島， 年 月 日

 

 石川守，細井克美，石崎竜太郎，保坂はるみ，高槻勝義，及川

孝光，吉田正雄：人間ドック受診者が求める診察・当日結果説

明とは（受診者アンケートに基づく当施設の取り組み）．第 回

日本人間ドック学会学術大会，福岡， 年 月 日．

 松井知子：メンタルヘルス 社内研修の進め方 ．東京産業保健

推進センター研修会（保健師・看護師研修），東京， 年 月

日．

 松井知子：メンタルヘルス 社内研修の進め方 ．東京産業保健

推進センター研修会（人事・労務・衛生管理者研修），東京，

年 月 日．

 櫻井拓也，小笠原準悦，白土健，藤原智徳，赤川公朗，大野

秀樹：アルツハイマー病発症リスクを軽減する運動効果．第 回

脳・内分泌系からの運動の意義を考える会．長崎， 年 月

日．

 田中剛貴，加藤久詞，柴原拓哉，高倉久志，増田慎也，稗田

睦子，白土健，小笠原準悦，櫻井拓也，木﨑節子，大野秀樹，

井澤鉄也：脂肪細胞の分化及び脂肪滴形成に及ぼすメラトニン

の影響．第 回日本体力医学会大会，長崎， 年 月

日

 小笠原準悦，櫻井拓也，白土健，長澤純一，井澤鉄也，大野

秀樹，木崎節子 走運動トレーニングはブライト脂肪細胞の形成

を促進するか．第 回日本体力医学会大会，長崎， 年 月

日
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 櫻井拓也，小笠原準悦，白土健，石橋義永，井澤鉄也，大野

秀樹，木崎節子：運動によって減少する β 経路は

脂肪細胞の糖取り込みに関与する．第 回日本体力医学会大

会，長崎， 年 月 日

 鈴木英樹，辻本尚弥，佐藤章悟，白土健，立屋敷かおる，今泉

和彦：ギプス固定によるラット速筋Ⅱ型線維の萎縮は β 作動

薬投与で抑制される．第 回日本体力医学会大会，長崎，

年 月 日．

 加藤久詞，柴原拓哉，田中剛貴，増田慎也，高倉久志，稗田

睦子，白土健，小笠原準悦，櫻井拓也，木﨑節子，大野秀樹，

井澤鉄也：時計遺伝子の発現リズムに合わせたイソプロテレノ

ール刺激が脂肪分解反応に及ぼす影響．第 回日本体力医

学会大会，長崎， 年 月 日

 柴原拓哉，加藤久詞，田中剛貴，増田慎也，高倉久志，稗田

睦子，白土健，小笠原準悦，櫻井拓也，木﨑節子，大野秀樹，

井澤鉄也：運動トレーニングが脂肪組織のホメオテイック遺伝子

と骨形成タンンパク質に及ぼす影響．第 回日本体力医学会

大会，長崎， 年 月 日

 今野正弘，高井健太郎，山下としえ，岳真一郎，吉田正雄：拘

縮により腋窩に生じた皮膚トラブル改善に向けての試み（ハイガ

ーゼからファイバータオルへ）．第 回全日本病院学会，福岡，

年 月 日．

 松井知子：メンタルヘルス不調者への気づきと対応．神奈川県

労務安全衛生協会平塚支部「事業場内メンタルヘルス推進担

当者養成研修」，平塚， 年 月 日

 白土健，櫻井拓也，小笠原準悦，佐藤章悟，今泉和彦，大野

秀樹，木﨑節子：マクロファージ時計遺伝子 の発現に

及ぼす高血糖の影響．第 回日本生化学会大会，京都，

年 月 日

 角田透：産業保健活動 産業医としての業務について．東京産

業保健推進センター研修会（日医認定産業医研修），東京，

年 月 日．

 久米梢子，久保祐美子，神山麻由子，岡本博照，小泉健雄，

和田貴子：救急救命士に対する二次救急病院での評価（第 報）

多施設調査の報告．第 回日本救急医学会総会，福岡，

年 月 日．

 松井知子：産業・組織臨床の基礎知識と応用と魅力．山口県臨

床心理士会主催平成 年度第 回全体研修会，山口， 年

月 日．

 楠田美奈，岩見文博，石野晶子，加藤英世，大屋千鶴，片桐

朝美，太田ひろみ，大嶺智子，照屋浩司：幼児・児童を対象とし

た音響的骨評価値の標準域設定に関する研究．第 回日本公

衆衛生学会総会，宇都宮， 年 月 日

 中島宏，照屋浩司，島田直樹，真鍋知子，櫻井裕：食後高血糖

のスクリーニング検査としての 第 回日本

公衆衛生学会総会，宇都宮， 年 月 日

 岡本博照，照屋浩司，大嶺智子，楠田美奈，深澤進次，岩見

文博，松井知子，角田透：中高年者の脳性ナトリウム利尿ペプ

チド（ ）に影響を及ぼす要因について．第 回日本公衆衛

生学会総会，宇都宮， 年 月 日

 原田まつ子，吉田正雄，井上聡，小風暁，苅田香苗：若年女性

の味覚感度と食生活習慣との関係．第 回日本公衆衛生学会

総会，宇都宮，平成 年 月 日

 吉田正雄，井上真奈美，岩崎基，岳真一郎，津金昌一郎：白内

障のリスク要因と一次予防対策解明のための分析疫学的研究．

第 回日本慢性期医療学会，熊本， 年 月 日．

 吉田正雄，井上真奈美，岩崎基，岳真一郎，津金昌一郎：白内

障，緑内障および高度近視のリスク要因と一次予防対策解明の

ための分析疫学的研究－白内障研究の解析結果について－

第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日

 白土健，櫻井拓也，小笠原準悦，木本紀代子，高橋和人，住

谷由，石田均，大野秀樹，木﨑節子：高グルコース培養による

マクロファージの時計遺伝子 erbαの発現変化とその生理

的役割．第 回杏林医学会総会，三鷹， 年 月 日

 松井知子：厚生労働行政と産業・組織心理臨床との関わり－関

連法規（労働安全衛生法）の理解，職場環境改善と心理職の役

割，メンタルヘルスと法遵守関連法規など－．平成 年度一般

社団法人日本臨床心理士会臨床心理講座「継続講座～産業・

組織心理臨床基礎研修 全 回 ～」，東京， 年 月 日．

 苅田香苗，原田まつ子，吉田正雄，井上聡：大学生の自律神経

機能と味覚感度および気分プロフィールとの関連．第 回日本

民族衛生学会総会，つくば， 年 月 日．

 竹前理映子，岡本博照，松井知子，阿部淑子，照屋浩司，角

田透，竹前健彦：玄米酵素ハイゲンキスピルリナ入り摂取と冷え

性との関連について．第 回日本民族衛生学会総会，つくば，

年 月 日．

 谷口善仁，殿山泰弘，亀井保博：老化関連因子 の欠

損がメダカに与える影響．第 回日本分子生物学会年会，横

浜， 年 月 日．

 松井知子：メンタルヘルスの基礎理解ストレスをためないコミュニ

ケーション方法．社会福祉法人至誠学舎東京サンメール尚和，

西東京， 年 月 日．

 苅田香苗：杏林大学 女性・若手研究者支援の取り組み．平成

年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究

者研究活動支援事業（一般型）」女性研究者研究活動支援事

業キックオフシンポジウム，三鷹， 年 月 日．

 加藤久詞，田中剛貴，柴原拓哉，増田慎也，小笠原準悦，櫻

井拓也，木﨑節子，大野秀樹，井澤鉄也： 細胞におけ

るメラトニン添加はミトコンドリア新生を促すか．第 回日本体力

医学会近畿地方会，京都， 年 月 日

 柴原拓哉，加藤久詞，田中剛貴，増田慎也，小笠原準悦，櫻

井拓也，木﨑節子，大野秀樹，井澤鉄也：運動トレーニングが

脂肪組織の発生遺伝学と骨形成タンパク質に及ぼす影響．第

回日本体力医学会近畿地方会，京都， 年 月 日

 田中剛貴，加藤久詞，柴原拓哉，増田慎也，小笠原準悦，櫻

井拓也，木﨑節子，大野秀樹，井澤鉄也：運動トレーニングが

脂肪組織のポジテイブモデリングに及ぼす影響．第 回日本体

力医学会近畿地方会，京都， 年 月 日

 松井知子：女性のキャリアに影響する心理的課題～マタニティ

ブルー，更年期，キャリアの悩み～．東京経営者協会セミナー，

東京， 年 月 日．

 松井知子：はたらく場所での心理臨床と労働行政について 法

改正など―最新情報をふまえ―．千葉県臨床心理士研修会，

千葉， 年 月 日

 角田透：室内空気の性状と健康．建築物環境衛生管理技術者

講習会，東京， 年 月 日．

 角田透：感染症の予防．建築物環境衛生管理技術者講習会，

東京， 年 月 日．

 角田透：音・振動と健康．建築物環境衛生管理技術者講習会，

東京， 年 月 日．

 角田透：磁場・電場・電磁場と影響．建築物環境衛生管理技術

者講習会，東京， 年 月 日．

 松井知子：メンタルヘルスの基礎理解 職場のラインケアー．練

馬区教育委員会生活指導主任セミナー，東京， 年 月
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日

 角田透：水と健康．建築物環境衛生管理技術者講習会，東京，

年 月 日．

 松井知子：事例対応における留意点・事例検討．第 回メンタル

ヘルス基礎講座 神奈川労務安全衛生協会平塚支部，平塚，

年 月 日．

 松井知子：メンタルヘルスの基礎理解とストレスへの対処法．至

誠学舎メンタルヘルスセミナー，立川， 年 月 日

 角田透：「知らなかった！ではすまされないストレスチェックの法

制化」（第 回）労働政策審議会安全衛生分科会での最近の動

向．日本 協会全 回シリーズ研修会，東京， 年 月

日．

 苅田香苗 日本衛生学会における男女共同参画推進への取り

組み 自然科学系学会の女性研究者支援活動の現状と課題

第 回日本衛生学会学術総会，和歌山， 年 月 日

 苅田香苗，原田まつ子，吉田正雄，井上聡：女子短期大学生の

自律神経系機能と身体活動量との関係．第 回日本衛生学会

学術総会，和歌山， 年 月 日

 田村憲治 近藤美則 苅田香苗 矢野栄二 原邦夫 本間純

一 大気汚染常時監視測定局における と 濃度の異

常現象 第 回日本衛生学会学術総会，和歌山， 年 月

日

 小笠原準悦，櫻井拓也，白土健，石橋義永，井澤鉄也，大石

修司，芳賀脩光，大野秀樹，木崎節子：ブライト脂肪細胞の形

成を修飾する持久的走運動トレーニングの効果．第 回日本

衛生学会学術総会，和歌山， 年 月 日

 櫻井拓也，小笠原準悦，白土健，石橋義永，井澤鉄也，大石

修司，芳賀脩光，大野秀樹，木崎節子：脂肪細胞の糖取り込み

を抑制する β 経路は運動によって減弱される．第

回日本衛生学会学術総会，和歌山， 年 月 日

 白土健，櫻井拓也，小笠原準悦，石橋義永，佐藤章悟，今泉

和彦，大野秀樹，木崎節子：高グルコースによるマクロファージ

炎症反応の亢進における時計遺伝子 の役割．第 回

日本衛生学会学術総会，和歌山， 年 月 日

 谷口善仁，殿山泰弘，谷口知行，亀井保博：早老症メダカモデ

ル作製の試み．第 回日本衛生学会学術総会，和歌山，

年 月 日

 小風暁 吉田正雄 石川守 苅田香苗 大津忠弘 落合裕隆

白澤貴子 南里妃名子 佐藤正夫 高島豊：長寿関連ミトコン

ドリア 多型におけるコーヒー飲用と肝機能検査成績との関

連解析 第 回日本衛生学会学術総会，和歌山， 年 月

日

 岡本博照，照屋浩司，谷口善仁，角田透：救命救急センター勤

務医師の職業性ストレス：性差での検討．第 回日本衛生学会

学術総会，和歌山， 年 月 日

論 文

原著論文

 

eukaryotic initiation factor 2α.Int J Inflam 2014:

 

 

 

ERBα. The Scientific World Journal: 

 

 

 

 岡本博照，照屋浩司： 市運動相談事業データからみた中高

年住民の循環器機能－脳性ナトリウム利尿ペプチド（ ）から

の検討－．日本臨床内科医会誌 （ ）： ，

 久保祐美子 ，岡本博照，小泉健雄 ，山口芳裕 ，松田剛明 ，

照屋浩司，和田貴子 （ 杏林大・保・救命救急， 杏林大・医・救

急医学）：西多摩医療圏の一病院における二次救急患者の搬

送実態：地理的要因から見た分析．日臨救医誌 （ ） ，

 岡本博照，神山麻由子 ，細田武伸 ，照屋浩司，角田透，和田

貴子１（ 杏林大・保・救急救命， 鳥取大・医・社会医学）：某市消

防局の消防指令要員の職業性ストレス，燃えつきおよび抑うつ

について．民族衛生 （ ）： ，

 土田幸介：口腔内アメニティと定期健診成績との関連について

沖縄県 町住民の健診結果より口腔内アメニティと定期健診成

績との関連について 沖縄県 町住民の健診結果より．杏林医

学会雑誌 （ ）： ，

 吉田正雄，岳眞一郎 （ 埼玉回生病院）：白内障のリスク要因と

一次予防対策解明のための分析疫学的研究
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．全日本病院協会雑誌 （ ）： ，

 山崎絵里 ，篠塚也寸 ，渡邉舞子 ，岳眞一郎 ，吉田正雄（ 埼

玉回生病院， メディカルトピア草加病院）：胃瘻患者への言語

聴覚士の介入と経口移行の可能性に関するレトロスペクティブ・

スタディ．全日本病院協会雑誌 （ ）： ，

 岳眞一郎 ，吉田正雄，宗邦雄 ，伊藤菜那 ，田口栄治 ，海老

名泰子 （ 埼玉回生病院， 日本大学松戸歯学部有床義歯補綴

学教室）：当院における在宅療養支援の取り組み．日本慢性期

医療協会誌 （ ）： ，

総説論文

 白土健，大野秀樹，木崎節子：低酸素誘導性因子（ ）と低酸

素．

 大野秀樹：糖質が登山では最重要のエネルギー源である．山

岳文化

 大野秀樹：山は身も心も豊にする．日本山岳文化学会論集 ：

著 書

分担執筆

 大野秀樹，木崎節子：身体の活性酸素消去を高める方法．活

性酸素の本当の姿．鈴木敬一郎編．東京，ナップ，

 大野秀樹：医療制度．イギリス文化事典．イギリス文化事典編集

委員会編．東京，丸善出版，

 大野秀樹，野口いづみ，木崎節子：テント登山は人類の知性の

劣化を救うかもしれない．山歩きと健康管理の秘訣．齋藤繁，飯

野佐保子編．前橋，朝日印刷工業，

 小笠原準悦，井澤鉄也，大野秀樹：ホルモン受容体．ニュー運

動生理学．宮村実晴編．東京，真興交易医書出版部，

 岡本博照：エビデンスに基づく保健対策．エッセンシャル 社

会・環境と健康第 版第 刷．高島豊，櫻井裕編．東京，医歯薬

出版，

 岡本博照：飲酒行動．エッセンシャル 社会・環境と健康第 版

第 刷．高島豊，櫻井裕編．東京，医歯薬出版，

 吉田正雄： 食習慣．エッセンシャル 社会・環境と健康第 版第

刷．髙島豊 ，櫻井裕編 ．東京 ，医歯薬出版，

．

 吉田正雄： 学校保健対策．エッセンシャル 社会・環境と健康

第 版第 刷．高島豊，櫻井裕編．東京，医歯薬出版，

 吉田正雄：予防と救急．化学実験における事故例と安全 第 版

第 刷．田村昌三編．東京，オーム社， ．

 松井知子：歯科保健行動．エッセンシャル 社会・環境と健康第

版第 刷．高島豊，櫻井裕編．東京，医歯薬出版，

 長見まき子，松井知子：特集今どきの若者を理解する－若年層

のメンタルヘルス不調の特徴と対応．健康管理 ．東京，保

健文化社，

特許等知的財産関係，報告書

 小笠原準悦，櫻井拓也，木崎節子，大野秀樹：運動は骨格筋

前駆細胞から褐色脂肪細胞への分化を誘導するか：肥満予防・

治療への応用（平成 年度医学部研究奨励賞報告）．杏林医

学会雑誌 ：

 橋口仁美，福留斉，恩田智子，高畑彦松，岡田真人，吉田佳

奈，岡本博照：僻地診療所での見学 ―第 報 医療過疎の実

態―（第 回学生リサーチ賞受賞者 受賞報告）．杏林医学会

雑誌 （ ）： ，

 恩田智子，福留斉，高畑彦松，橋口仁美，岡田真人，吉田佳

奈，岡本博照：僻地診療所での見学 ―第 報 診療所の外来

見学から見えた僻地での医師像―（第 回学生リサーチ賞受賞

者 受賞報告）．杏林医学会雑誌 （ ）： ，

 高畑彦松，福留斉，恩田智子，橋口仁美，岡田真人，吉田佳

奈，岡本博照：僻地診療所での見学 ―第 報 通院患者の生

活と健康の調査結果―（第 回学生リサーチ賞受賞者 受賞報

告）．杏林医学会雑誌 （ ）： ，

 村田勝敬 吉田稔 苅田香苗 龍田希 仲井邦彦 岩井美幸

柳沼梢 坂本峰至 岩田豊人：「水俣病に関する総合的研究

（重金属等の健康影響に関する総合研究）」 メチル水銀曝露に

よる健康障害に関するレビュー．環境省受託研究・平成 年度

成果報告書．

 苅田香苗：化学物質有害性評価書―物質名： ジクロロエタ

ン．厚生労働省受託（職場の化学物質のリスク評価推進事業）

平成 年度報告書．

その他

 角田透：平成 年度第 回日本 協会総会・講演会主催，

東京， 年 月 日

 谷口善仁：第 回小型魚類研究会主催，東京， 年 月

日

 岡本博照：平成 年度日本民族衛生学会優秀論文賞受賞「某

市消防局の消防指令要員の職業性ストレス，燃えつきおよび抑

うつについて」 第 回日本民族衛生学会総会，つくば，

年 月 日．

 角田透：平成 年度三鷹市医師会産業医講習会 第 回日本

産業精神保健学会研修セミナー主催，三鷹市， 年 月

日．

 苅田香苗：環境と公衆衛生．大日本図書 小・中学校教授用資

料，

 苅田香苗：自然科学研究分野における男女共同参画の推進に

向けて．民族衛生 （ ）：巻頭言．

 小笠原準悦，高成準，櫻井拓也，白土健，石橋義永，長澤純

一，井澤鉄也，大野秀樹，木崎節子 酵素処理アスパラガス茎

熱水抽出物は 細胞の神経細胞への分化と神経突起の形

成を促進する．第 回統合医療機能性食品国際会議議事録．

札幌， 研究会，

 角田透：第 回日本産業精神保健学会研修セミナー主催，東

京， 年 月 日．

 松井知子：ストレスチェックをめぐって．東京経営者協会会報

法医学教室

講 演
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 都築民幸，岩原香織，高篠智，吉田昌記，山田千歩，氣賀澤

秀明，上野麻夫，岩楯桜子，高木徹也，佐藤喜宣：歯科検査の

ための遺体を傷つけない開口法と開口器の開発．第 次日本

法医学会学術全国集会，福岡， 年 月 日．

 氣賀澤秀明，岩楯桜子，大谷正紀，吉田昌記，山田千歩，高

篠智，高木徹也，佐藤喜宣： 型慢性肝炎により糖尿病の急激

な増悪を呈したと考えられる 剖検例．第 回日本法医学会学

術関東地方集会，東京， 年 月 日．

その他

 高木徹也：ドラマ「 警視庁捜査一課殺人犯捜査第 係」

法医学監修，テレビ朝日， 年 月 日 月 日．

 高木徹也：ドラマ「ドクター検事モロハシ」法医学監修，フジテレ

ビ， 年 月 日．

 高木徹也：ドラマ「松本清張 強き蟻」法医学監修，テレビ東京，

年 月 日．

 佐藤喜宣：ドラマ「ラスト・ドクター～監察医アキタの検死報告～」

法医学監修，テレビ東京， 年 月 日．

 高木徹也：ドラマ「ゼロの真実～監察医・松本真央～」法医学監

修，テレビ朝日， 年 月 日 月 日．

 高木徹也：ドラマ「 警視庁科学特捜班」法医学監修，日本テ

レビ， 年 月 日 月 日．

 高木徹也：ドラマ「監察医・篠宮葉月 死体は語る」法医学監修，

テレビ東京， 年 月 日．

 高木徹也：ドラマ「最後の審判」法医学監修， ，

年 月 日．

 高木徹也：映画「ソロモンの偽証 前篇・事件」法医学監修，松

竹， 年 月 日．

共同研究施設

ＲＩ部門

講 演

 小藤剛史，林優子，田丸政男，赤川公朗 広汎性発達障害

（ ）と 遺伝子の関連性の検討 第 回日本小児

神経学会，浜松， 年 月 日

 藤原智徳，小藤剛史，真田ますみ，赤川公朗 欠損マウ

スにおける社会行動の障害 第 回日本神経科学大会，横浜，

年 月 日

 小藤剛史，林優子，藤原智徳，真田ますみ，田丸政男，赤川公

朗 自閉症スペクトラム障害と 遺伝子発現異

常の関連性の検討 第 回日本神経化学会大会，奈良，

年 月 日 月 日

論 文

 

フローサイトメトリー部門

講 演

 

 

 

 

 

論 文

 

実験動物施設部門

講 演

 北条史，大崎敬子，米澤英雄，花輪智子，蔵田訓，山口博之，

神谷茂： の 共培養

系における生存性の向上について．第 回日本ヘリコバクター

学会学術会議，東京， 年 月 日．

 

 

第 回韓日合同

カンファレンス，韓国， 年 月 日．

 北条史，大崎敬子，米澤英雄，花輪智子，蔵田訓，山口博之，

神谷茂： の 共培養

系における生存性の向上とトランスクリプトーム解析 第 回日

本細菌学会総会，岐阜， 年 月 日．

 花輪智子，米澤英雄，大崎敬子，蔵田訓，シンシア ザマン，北

条史，神谷茂：グルタミン酸飢餓環境における百日咳菌Ⅲ型分

泌装置および線毛の発現調節．第 回日本細菌学会総会，東

京， 年 月 日

論 文
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その他

 北条史： 受賞，第 回韓日合同

カンファレンス，韓国， 年 月 日

生物学教室

講 演

 
第 回日本発生生物学会年会，

名古屋， 年 月 日

 
第 回日本ショウジョ

ウバエ研究会，金沢， 年 月 日

 

第 回日

本ショウジョウバエ研究会，金沢， 年 月 日．

 
第 回日本ショウジョウバエ研究会 金

沢 年 月 日

 
Stocks of “non melanogaster” species for Japanese and World 

第 回日本ショウジョウバエ研究会，

金沢， 年 月 日

 
BioResource Project “Drosophila”. 第 回日本ショウジョウバ

エ研究会，金沢， 年 月 日

 
第 会日本神経科学

大会，横浜， 年 月 日

 平井和之，島幸夫，水口洋平，豊田敦，松田宗男：アナナスショ

ウジョウバエの単為発生における二倍体核形成機構．日本遺伝

学会第 回大会，長浜， 年 月 日．

 松田宗男 何故ショウジョウバエ雄は減数分裂期の組換えを起

こさないのか．日本遺伝学会第 回大会，長浜， 年 月

日

 伊藤啓 粟崎健 もう一つのグリアアセンブリ：ショウジョウバエの

グリア細胞種と機能分類 ，

．第 回日本神

経化学会，奈良， 年 月 日 月 日

 

 粟崎健 グリア細胞による神経軸索の貪食・除去を介した脳神

経ネットワークのリモデリング．第 回日本生化学会，京都，

年 月 日

 ショウジョウバエ神経損傷のグリ

ア応答を支える遺伝子ネットワーク 山田科学振興財団 年

度長期間派遣者研究交歓会，大阪， 年 月 日

論 文

 

 

 澤村京一 佐藤玄 上村佳孝 ，松田宗男

筑波大・ 慶應義塾大 アナナ

スショウジョウバエ類における種間浸透の分子生物学的証拠：

ペナン島（マレーシア）集団の事例 昆虫 研究会ニュース

レター

物理学教室

講 演

 

–

論 文

 

 

 

 
–

化学教室

講 演

 誉田晴夫，大津昌弘，山本幸子，丑丸真，原諭吉：カイコ由来

培養細胞 におけるカイコ の発現．日本

生体エネルギー研究会第 回討論会，松山， 年 月

日．

英語学教室

講 演
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